


1 第 3章 日本糖尿病協会の明るい未来

1961-2011



250年のあゆみ　希望の未来へ。
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豊
田
隆
謙

50
周
年
記
念
事
業
委
員
会 

委
員
長

　

日
本
糖
尿
病
協
会
が
設
立
さ
れ
て
50
年
を
迎
え
、
こ
こ
に
、『
日
本
糖
尿
病
協
会　

50
年
の
あ
ゆ
み

希
望
の
未
来
へ
。』
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

正
確
な
資
料
と
記
録
に
基
づ
き
、歴
史
的
価
値
の
高
い
内
容
を
整
理
し
、50
周
年
記
念
事
業
委
員
会
、

企
画
委
員
会
、
お
よ
び
理
事
会
で
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
記
念
誌
が
糖
尿
病
患
者
さ
ん
、

そ
の
家
族
、
友
人
、
さ
ら
に
糖
尿
病
に
関
心
を
も
つ
国
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
読
ん
で
い
た
だ
け
る
こ

と
を
希
望
し
ま
す
。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
は
糖
尿
病
に
関
心
を
も
つ
す
べ
て
の
人
が
参
加
で
き
る
社
団
法
人
組
織
で
す
。

ま
た
医
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
奉
仕
活
動
に
支
え
ら
れ
、
糖
尿
病
を
正
し
く
治
療
し
、
合

併
症
の
予
防
と
治
療
の
適
切
な
指
針
を
示
し
、
さ
ら
に
糖
尿
病
の
予
防
対
策
に
踏
み
込
ん
だ
社
会
活

動
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。
半
世
紀
に
わ
た
る
協
会
活
動
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
組
織
の
欠
陥
を

克
服
し
な
が
ら
、
未
来
に
希
望
を
つ
な
げ
る
楽
し
い
協
会
の
姿
を
実
現
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
特
に
組
織
の
運
営
が
民
主
的
に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

美
し
い
誌
面
か
ら
美
し
い
心
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
誌
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
快
く
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
き
、
資
料
を
提
出
し
て
く
だ
さ
っ
た

元
理
事
長
を
は
じ
め
多
く
の
会
員
、
支
部
関
係
者
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。



450年のあゆみ　希望の未来へ。

50
周
年
記
念
事
業
委
員
会　

委
員
長　

豊
田
隆
謙　
3

厚
生
労
働
大
臣　

細
川
律
夫　
8

国
際
糖
尿
病
連
合（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
会
長　

ジ
ー
ン
・
ク
ラ
ウ
ド
・
ム
バ
ン
ヤ　
9　

日
本
医
師
会　

会
長　

原
中
勝
征　
10

日
本
歯
科
医
師
会　

会
長　

大
久
保
満
男　
11

日
本
糖
尿
病
学
会　

理
事
長　

門
脇 

孝　
12

日
本
糖
尿
病
財
団　

理
事
長　

金
澤
康
徳　
13

日
本
糖
尿
病
協
会　

理
事
長　

清
野 

裕　
14

■
日
糖
協
の
療
養
支
援

小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ　

18
／
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー　

20

全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス　

22
／
糖
尿
病
療
養
指
導
研
修
会　

24

患
者
交
流
ツ
ア
ー　

26
／
フ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
会　

28
／
療
養
グ
ッ
ズ　

30

■
日
糖
協
の
啓
発
活
動

全
国
糖
尿
病
週
間　

32
／
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

34
／
糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

36

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ
ー
・
ワ
ン
・
シ
ー
（H

bA
1c

）
認
知
向
上
運
動　

38

ご
挨
拶

刊
行
に
あ
た
っ
て

祝　

辞

18 1632

第
❶
章　

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま
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世
界
糖
尿
病
デ
ー　

40
／Team

 D
iabetes Japan

（
Ｔ
Ｄ
Ｊ
）　

42

■
日
糖
協
の
支
援
活
動

国
際
糖
尿
病
基
金　

44
／
小
児
糖
尿
病
基
金　

45
／
国
際
支
援　

46

■
日
糖
協
の
刊
行
物　

月
刊
『
糖
尿
病
ラ
イ
フ 

さ
か
え
』　

48
／ 

隔
月
刊
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』　

50

『
食
品
交
換
表
』　

51

■
日
糖
協
の
広
報
活
動

日
本
糖
尿
病
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

52

放
送
・
新
聞
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て　

54

■
日
糖
協
の
委
員
会
活
動

企
画
委
員
会　

56
／
『
さ
か
え
』
編
集
委
員
会　

57
／
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』
編
集
委
員
会　

58

国
際
交
流
委
員
会　

59
／
療
養
指
導
委
員
会　

60
／
小
児
糖
尿
病
対
策
委
員
会　

61

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
会　

62
／
日
本
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議　

63
／
学
術
委
員
会　

64

■
日
糖
協
の
活
動
を
支
え
る
人
た
ち

登
録
医
・
療
養
指
導
医　

66
／
糖
尿
病
療
養
指
導
士　

68
／
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ　

70

■
日
糖
協
の
本
部
会
員
と
友
の
会

10
万
５
０
０
０
人
の
日
糖
協
会
員　

72

北
海
道
：
北
海
道
支
部
・
札
幌
北
辰
会
・
旭
川
清
友
会　

73

東　

北
：
岩
手
県
支
部
・
岩
手
医
大
友
の
会
・
東
北
大
学
糖
尿
病
代
謝
科
あ
お
ば
会　

75

関
東
甲
信
越
：
東
京
都
支
部
・
三
咲
み
つ
わ
会
・
豊
島
か
と
れ
あ
会
・
葛
飾
高
砂
会　

78

中　

部
：
富
山
県
支
部
・
す
い
れ
ん
の
会
・
蓮
台　

81

近　

畿
：
京
都
府
支
部
・
京
大
み
ど
り
会
・
池
田
ひ
ま
わ
り
会　

84

中
国
・
四
国
：
島
根
県
支
部
・
友
の
会
「
こ
こ
ろ
」・
ひ
う
ち
会　

86

九　

州
：
福
岡
県
支
部
・
北
九
州
懇
和
会
・
コ
ス
モ
ス
会　

89

444852566672



650年のあゆみ　希望の未来へ。

　
■
日
本
糖
尿
病
協
会 

略
年
表

１
９
６
１
年
〜
１
９
７
０
年　

94
／
１
９
７
１
年
〜
１
９
８
０
年　

96
／
１
９
８
１
年
〜
１
９
９
０
年　

98

１
９
９
１
年
〜
２
０
０
０
年　

100
／
２
０
０
１
年
〜
２
０
１
０
年　

102

■
日
糖
協
の
半
世
紀
の
足
跡　

創
立
期
〈
清
水
金
五
郎
理
事
長
、
高
田
利
七
理
事
長
〉
104
／
成
長
期
〈
橋
本
関
蔵
理
事
長
〉　

109

変
革
期
〈
平
田
幸
正
理
事
長
、
後
藤
由
夫
理
事
長
〉　

116

成
熟
期
〈
近
藤
正
理
事
長
〉　

122
／
飛
躍
期
〈
清
野
裕
理
事
長
〉　

125

■
日
糖
協
の
組
織
の
変
遷　
　

社
団
法
人
と
し
て
の
組
織
づ
く
り　

132
／
日
本
糖
尿
病
学
会
と
の
関
係　

134

日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
と
の
合
併　

136
／
ヤ
ン
グ
の
会　

138
／
会
則
と
定
款
の
改
正　

140

特
定
公
益
増
進
法
人
格
の
取
得　

144
／
よ
り
安
定
し
た
財
政
へ　

146

■
日
糖
協
の
取
り
組
み
の
歴
史　

世
界
の
糖
尿
病
協
会
と
の
連
携　

148
／
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
の
健
保
適
用　

150

血
糖
自
己
測
定
の
健
保
適
用　

152
／
運
転
免
許
制
度　

154
／
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー　

156

座
談
会 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
あ
ゆ
み　

157
／
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ　

160
／
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動　

164

機
関
誌
『
さ
か
え
』
の
あ
ゆ
み　

170
／
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
取
り
組
み　

172

 　
■
日
糖
協
の
こ
れ
か
ら　

清
野
裕
理
事
長
に
聞
く
│
公
益
法
人
と
し
て
、
さ
ら
に
大
き
く
は
ば
た
く　

聞
き
手
◎
豊
田
隆
謙

174176176 104132148 9294

第
❷
章　

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

第
❸
章　

日
本
糖
尿
病
協
会
の
明
る
い
未
来
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普
及
啓
発
活
動
か
ら
国
際
交
流
ま
で
幅
広
い
活
動
を
展
開　

社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
日
糖
協
へ
大
き
く
前
進　

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て　

ア
ジ
ア
地
域
で
の
国
際
支
援
と
幅
広
い
活
動
を　

■
特
別
座
談
会　

 

「
日
糖
協
の
発
展
は
一
人
ひ
と
り
の
明
る
い
未
来
を
築
く
」　

首
村
映
子
・
黒
田
暁
生
・
藤
本
淑
子
・
山
本
真
吾
（
五
十
音
順
）　
司
会
◎
髙
本
誠
介

■
糖
尿
病
と
と
も
に
生
き
る　

北
海
道
：
今
井
洋
子　

197　

東　

北
：
青
木
茂
之　

198　

関
東
甲
信
越
：
田
辺
達
也
・
大
越
松
司　

199　

中　

部
：
澤
村
幸
治　

201

近　

畿
：
花
岡
敏
子
・
添
田
百
合
子　

202　

中
国
・
四
国
：
澤
田
憲
顕　

204　

九　

州
：
今
村 

覺　

205

■
ア
ン
ケ
ー
ト
「
日
糖
協
に
期
待
す
る
こ
と
」

 
 

 
 

 
 

お
わ
り
に　
50
周
年
記
念
事
業
委
員
会 　

武
田 

倬　

日
本
糖
尿
病
協
会
と
連
携
す
る
諸
団
体

日
本
糖
尿
病
協
会
都
道
府
県
支
部 
一
覧

50
周
年
記
念
事
業
委
員
会
委
員
一
覧　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
団
体
お
よ
び
企
業　
　

182184187188188196206212215214216216 186



850年のあゆみ　希望の未来へ。

祝
辞国

民
の
健
康
増
進
への
寄
与
に

改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

細
川
律
夫

厚
生
労
働
大
臣

　

日
本
糖
尿
病
協
会
50
周
年
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
、
歴
代
の
理
事
長
は
じ
め

会
員
の
皆
様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
貴
協
会
は
こ
の
間
、
糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い

知
識
の
普
及
啓
発
活
動
と
合
併
症
な
ど
の
予
防
対
策
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
患
者
の

皆
様
の
ご
苦
労
を
和
ら
げ
る
な
ど
、
国
民
の
健
康
増
進
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
は
国
に
と
っ
て
大
変
大
き
な
課
題
で
す
。
な
か
で
も
糖
尿
病

は
患
者
数
の
多
さ
、
合
併
症
の
重
篤
さ
な
ど
を
考
え
る
と
、
も
っ
と
も
重
大
な
疾
病

の
一
つ
で
す
。
わ
が
国
で
糖
尿
病
が
疑
わ
れ
る
人
は
境
界
型
を
含
め
２
０
０
０
万
人

以
上
い
る
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
４
割
の
人
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
治
療
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
皆
様
方
の
普
及
啓
発
、
療
養
支
援
、
調
査

研
究
、
国
際
交
流
と
い
う
事
業
は
、
国
民
の
健
康
増
進
に
大
変
大
き
な
意
義
を
も
っ

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、「
健
康
日
本
21
」
を
、
関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
10
年

前
に
立
ち
上
げ
、
生
活
習
慣
病
と
、
そ
の
原
因
と
な
る
生
活
習
慣
な
ど
の
課
題
に
つ

い
て
、
糖
尿
病
を
含
め
、
９
分
野
で
「
基
本
方
針
」
を
掲
げ
、
一
定
の
成
果
を
得
て

ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
０
１
１（
平
成
23
）年
２
月
、
企
業
、
団
体
、
事
業
者
の

皆
様
に
協
力
を
お
願
い
し
な
が
ら
、「
ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
企
業
・
団
体
と
厚
生
労
働
省
が
連
携
し
、
国
民

の
健
康
づ
く
り
を
応
援
・
推
進
す
る
国
民
運
動
で
す
。
具
体
的
に
は
生
活
習
慣
病
予

防
に
直
接
に
つ
な
が
る
三
つ
の
行
動
「
適
度
な
運
動
」「
適
切
な
食
生
活
」「
禁
煙
」

に
つ
い
て
、職
員
・
従
業
員
の
方
へ
の
呼
び
か
け
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
協
力
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
消
費
者
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
試
み
は
、
主
に
企
業
で
働
く
中
高
年
の
方
々
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
が
、
皆
様
の
取
り
組
み
と
共
通
す

る
と
こ
ろ
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、
生
活
習
慣
病
、
と
り
わ
け
糖

尿
病
の
予
防
と
療
養
の
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
運
動
が
身
を
結
び
、
糖
尿
病
有
病
者
の
増
加
に
歯
止
め
が
か
け

ら
れ
、
国
民
の
健
康
が
増
進
さ
れ
ま
す
よ
う
、
祈
念
申
し
あ
げ
、
お
祝
い
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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と
も
に
糖
尿
病
と

闘
い
続
け
ま
し
ょ
う
。

On behalf of the International Diabetes Federation (IDF), I would 
like to convey my heartfelt congratulations to the Japan Association 
for Diabetes Education and Care (JADEC) for completing 50 years of 
outstanding and dedicated service in the fi eld of diabetes.
As a valued member of IDF, JADEC has proudly been representing 
our Federation in Japan and what we strive for - promoting diabetes 
care, prevention and a cure worldwide. 
Be it by driving grand World Diabetes Day celebrations or issuing 
diabetes handbooks that allow patients to receive eff ective treatment 
at healthcare facilities across Japan, JADEC has proved through its 
numerous successes that we can achieve common goals by working 
together.
Due to the talent and dedication we have in our Federation, I am 
confident JADEC will have another 50 years marked with great 
milestones. 
Let’s  continue to unite and fi ght diabetes ‒ together. 
Prof Jean Claude Mbanya

President, 
International Diabetes Federation

国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
会
長

　

糖
尿
病
分
野
に
お
け
る
優
れ
て
献
身
的
な
働
き
を
続
け
て
き
た
日
本
糖
尿
病
協
会

が
50
年
を
迎
え
た
こ
と
を
、
国
際
糖
尿
病
連
合（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）を
代
表
し
て
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
は
日
本
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
の
大
切
な
一
員
と
し
て
活
動
し
、

私
た
ち
が
取
り
組
む
世
界
的
な
糖
尿
病
の
ケ
ア
や
予
防
そ
し
て
治
療
を
促
進
し
て
い

ま
す
。

　

世
界
糖
尿
病
デ
ー
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
や
大
き
な
式
典
の
運
営
、
患

者
さ
ん
が
日
本
中
の
医
療
施
設
で
効
果
的
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
た
め
の
糖
尿
病
関

連
グ
ッ
ズ
の
発
行
な
ど
、
日
本
糖
尿
病
協
会
は
そ
の
数
々
の
功
績
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
が
と
も
に
活
動
す
る
こ
と
で
共
通
の
目
標
を
達
成
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
ま
し

た
。

　

糖
尿
病
に
対
し
て
一
致
団
結
す
る
Ｉ
Ｄ
Ｆ
の
中
に
あ
っ
て
、
日
本
糖
尿
病
協
会
が

そ
の
叡
智
と
努
力
に
よ
っ
て
、
次
の
50
年
も
、
日
本
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
た
め
に

画
期
的
な
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
、
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
と
も
に
糖
尿
病
と
闘
い
続
け
ま
し
ょ
う
。
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歴
代
役
員
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ

ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
日
本
医
師
会
を
代
表
し

て
一
言
お
祝
い
の
言
葉
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
は
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
の
設
立
以
来
、
糖
尿
病
予
防
、
お

よ
び
治
療
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
等
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
国
民

の
健
康
増
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
て
こ
ら
れ
た

歴
代
の
役
員
の
先
生
方
な
ら
び
に
会
員
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
に
対
し
ま
し

て
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
た
び
創
立
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
糖
尿
病
協
会
は
、
糖
尿
病
患
者
と
そ
の
家
族
、
医
師
、
コ
メ
デ
ィ
カ

ル
を
含
め
た
会
員
約
10
万
人
を
抱
え
る
大
き
な
団
体
で
あ
り
、
そ
の
特
性
を
活
か
し
、

半
世
紀
に
わ
た
り
糖
尿
病
の
療
養
支
援
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
糖
尿
病
の
予
防
と

治
療
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
や
糖
尿
病
に
関
す
る
海
外

関
係
団
体
と
の
連
携
事
業
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
地
道
な
活
動
は
多
大
な
成
果
を
上
げ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
わ
が
国
で
は
、
生
活
習
慣
の
変
化
に
伴
い
、
糖
尿

病
患
者
や
そ
の
予
備
群
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
そ
の
数
は

２
０
０
７（
平
成
19
）年
に
は
、約
２
２
１
０
万
人
に
上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
か
ら
、
日
本
医
師
会
と
し
て
も
日
本
糖
尿
病
協
会
、
日
本
糖
尿
病

学
会
と
と
も
に
「
日
本
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
関
係
団
体
と
と
も

に
糖
尿
病
対
策
推
進
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

わ
が
国
の
糖
尿
病
患
者
や
予
備
群
の
減
少
に
向
け
、
糖
尿
病
診
療
に
携
わ
る
多
職

種
間
の
連
携
に
よ
っ
て
、
早
期
診
断
、
早
期
治
療
、
さ
ら
に
は
予
防
の
た
め
に
よ
り

活
発
な
活
動
を
継
続
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　

日
本
医
師
会
と
し
て
も
、
国
民
の
健
康
や
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
の
た
め

に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
社
会
的
使
命
を
果

た
す
べ
く
、
日
本
糖
尿
病
協
会
の
創
立
50
周
年
を
大
き
な
節
目
と
し
て
、
と
も
に
わ

が
国
に
お
け
る
糖
尿
病
を
め
ぐ
る
医
療
環
境
の
向
上
を
め
ざ
し
、
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
改
め
ま
し
て
、
日
本
糖
尿
病
協
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

原
中
勝
征

日
本
医
師
会 

会
長

祝
辞
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今
後
も
医
科
と
歯
科
の
連
携
を

深
め
て
国
民
の
健
康
に
貢
献
を
。

　

こ
の
た
び
、
社
団
法
人
日
本
糖
尿
病
協
会
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
に
、
日
本
歯
科
医
師
会
を
代
表
し
て
心
よ
り
お
慶
び
と
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
日
本
歯
科
医
師
会
と
貴
会
と
の
業
務
連
携
が
始
ま
っ
た
の
は
２
０
０
８

（
平
成
20
）
年
で
し
た
。
こ
の
連
携
事
業
の
基
本
は
、
研
修
を
受
け
た
歯
科
医
師
会

会
員
が
貴
協
会
の
登
録
歯
科
医
師
と
な
り
、
歯
周
病
と
糖
尿
病
患
者
相
互
の
医
療
連

携
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
領
域
で
あ
る
歯
周
病

が
糖
尿
病
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
と
い
う
知
見
に
基
づ
い
た
医
療
連
携
を
両
会
が
大

切
な
こ
と
と
認
識
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
そ
し
て
連
携
が
進
む
に
つ
れ
て
、
私
は

両
会
が
運
動
の
理
念
や
現
状
の
手
段
に
お
い
て
大
き
な
共
通
点
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
、
こ
の
連
携
が
わ
れ
わ
れ
歯
科
医
師
会
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
こ
と
を
改

め
て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
扱
う
む
し
歯
と
歯
周
病
が
糖
尿
病
と
生
活
習
慣
に
よ
っ
て

生
ず
る
か
ら
で
あ
り
、
と
り
わ
け
む
し
歯
と
糖
分
摂
取
の
関
係
は
、
病
因
論
こ
そ
異

な
る
も
の
の
、
そ
の
予
防
教
育
に
お
い
て
糖
尿
病
と
の
共
通
点
が
き
わ
め
て
多
い
か

ら
で
す
。

　

今
か
ら
三
十
数
年
前
、
わ
が
国
の
む
し
歯
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
む
し
歯
は
、
後

に
「
洪
水
の
時
代
」
と
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
罹
患
率
98
％
と
い
う
途
方
も
な
い

状
態
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
時
の
歯
科
医
師
会
は
、
全
力
を
挙
げ
て
糖
分
の

過
剰
摂
取
の
改
善
と
い
う
困
難
な
課
題
に
取
り
組
み
、
今
で
は
む
し
歯
の
罹
患
率
を

大
幅
に
下
げ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
残
さ
れ
て
い
る
最
大
の
課
題
は
、
歯
周
病
の
対
策
で
す
。
こ
の
疾
病
対

策
の
難
し
さ
は
、
む
し
歯
が
糖
分
の
過
剰
摂
取
を
原
因
と
す
る
口
腔
内
の
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
乱
れ
と
し
て
説
明
で
き
、
し
た
が
っ
て
そ
の
対
策
が
や
や
容
易
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
歯
周
病
は
よ
り
複
雑
な
病
因
論
の
モ
デ
ル
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
予

防
と
治
療
の
シ
ス
テ
ム
が
よ
り
複
雑
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
の
大
き
な
要
因

の
一
つ
に
糖
尿
病
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
今
後
も
貴
協
会
と
の
連
携
を
深
め
る

こ
と
で
、
国
民
の
健
康
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
重
ね
て
50
周
年
の
お
祝
い

を
申
し
あ
げ
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

大
久
保
満
男

日
本
歯
科
医
師
会 

会
長
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祝
辞

　

こ
の
た
び
の
社
団
法
人
日
本
糖
尿
病
協
会
50
周
年
に
際
し
、
社
団
法
人
日
本
糖
尿

病
学
会
を
代
表
し
、
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
は
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
の
発
足
当
時
は
会
員
数
３
２
９
５

人
で
し
た
が
、
そ
の
後
大
き
く
発
展
さ
れ
、
現
在
は
お
よ
そ
10
万
５
０
０
０
人
の
会

員
を
擁
す
る
ま
で
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
誠
に
ご
同
慶
に
絶
え
ま
せ
ん
。
貴
協
会
は
、

定
款
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
、
患
者
お

よ
び
そ
の
家
族
へ
の
教
育
指
導
、
国
民
の
糖
尿
病
の
予
防
、
健
康
増
進
へ
の
調
査
研

究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
た
ゆ
み
な
く
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
本
学
会
は
、
糖
尿
病
に
関
す
る
研
究
の
進
歩
、
知
識
の
普
及
と
治
療
の
向

上
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
学
会
は
諸
団
体
と
連

携
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
中
で
も
、〝
糖
尿
病
治
療
の
向
上
と
糖
尿
病
対
策
の
推
進
〞

と
い
う
共
通
の
目
的
に
鑑
み
、
貴
協
会
を
最
も
重
要
な
、
特
別
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
密
接
に
連
携
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

実
際
、
40
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
貴
協
会
と
本
学
会
の
合
同
で
毎
年
11
月
の
14
日

を
含
む
週
に
全
国
糖
尿
病
週
間
を
行
い
、
ま
た
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
か
ら
は
、

世
界
糖
尿
病
デ
ー
（
11
月
14
日
）
に
全
国
で
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
啓
発
活
動
を
合

同
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
貴
協
会
は
清
野
裕
理
事
長
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
の
下
、

糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
、
療
養
支
援
と
し
て
糖
尿
病
連
携
手
帳
の
活

用
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
の
糖
尿
病
予
防
と
健

康
増
進
の
た
め
の
調
査
研
究
、
国
際
糖
尿
病
連
合（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）の
一
員
と
し
て
の
国
際

交
流
も
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
２
０
１
２
年
秋
に
京
都
で
第
９
回
国
際

糖
尿
病
連
合
・
西
太
平
洋
地
区（
Ｉ
Ｄ
Ｆ-

Ｗ
Ｐ
Ｒ
）総
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、

清
野
裕
先
生
が
会
長
を
務
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
貴
協
会
と
本
学
会
で
の

合
同
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
糖
尿
病
が
爆
発
的
に
増
加
し
て
い
る
こ
の
地
域
に
お
け

る
糖
尿
病
研
究
と
糖
尿
病
対
策
の
大
き
な
推
進
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
糖
尿
病
は
患
者
数
８
９
０
万
人
、
予
備
群
を
入
れ

る
と
２
２
１
０
万
人
と
な
り
、
今
な
お
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
貴
協

会
と
本
学
会
が
一
層
力
を
合
わ
せ
て
糖
尿
病
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
学
会
は
、
貴
協
会
の
50
年
間
の
歩
み
に
改
め
て
深
甚
な
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
の
半
世
紀
の
出
発
点
に
あ
た
り
、
貴
協
会
の
活
動
が
さ
ら
に
大

き
く
発
展
し
、
糖
尿
病
治
療
の
一
層
の
向
上
と
糖
尿
病
の
征
服
の
実
現
に
つ
な
が
り

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
、
お
祝
い
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

門
脇　

孝

日
本
糖
尿
病
学
会　

理
事
長

さ
ら
な
る
活
動
が
糖
尿
病
征
服
の

実
現
に
繋
が
る
こ
と
を

心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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１
０
０
０
万
人
に
近
づ
く

糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
た
め
、

ま
す
ま
す
の
飛
躍
に
期
待
。

金
澤
康
徳

日
本
糖
尿
病
財
団　

理
事
長

　

社
団
法
人
日
本
糖
尿
病
協
会
創
立
50
周
年
に
あ
た
り
、
立
場
は
や
や
異
な
り
ま
す

が
、
糖
尿
病
に
罹
患
し
て
い
る
方
々
の
治
療
や
生
活
改
善
を
援
助
し
か
つ
本
疾
患
の

予
防
体
制
に
協
力
す
る
と
い
う
共
通
の
目
的
を
も
つ
日
本
糖
尿
病
財
団
を
代
表
し
て

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
多
く
が
生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
と
医
療
者
が

予
防
や
治
療
に
共
同
し
て
あ
た
れ
ば
患
者
さ
ん
は
非
糖
尿
病
者
と
変
わ
ら
な
い
日
常

生
活
と
寿
命
を
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
る
疾
患
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
作
業
は
健
診

な
ど
で
糖
尿
病
を
疑
わ
れ
た
時
点
か
ら
、
患
者
さ
ん
も
医
療
者
も
大
変
な
忍
耐
と
努

力
を
必
要
と
す
る
永
続
的
な
活
動
で
す
。

　

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
が
仲
間
を
募
っ
て
団
体
を
つ
く
り
、
医
療
者
と
協
力
し
病
気

と
闘
う
活
動
が
１
９
４
０
年
代
に
米
国
で
始
ま
り
、
世
界
中
に
広
が
り
ま
し
た
。
わ

が
国
で
も
い
く
つ
か
の
診
療
施
設
の
な
か
で
患
者
さ
ん
が
同
志
の
会
を
つ
く
ら
れ
、

活
動
し
、
糖
尿
病
の
早
期
発
見
や
治
療
の
継
続
に
効
果
を
上
げ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
組
織
の
発
展
と
し
て
、
日
本
糖
尿
病
協
会
は
全
国
的
な
任
意
団
体
と
し
て

１
９
６
１（
昭
和
36
）年
に
発
足
し
、
87
年
に
は
、「
糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
、
糖
尿
病
患
者
及
び
家
族
の
養
育
指
導
、
糖
尿
病
に
関
す
る
調
査
研
究
を

行
う
こ
と
に
よ
り
国
民
の
健
康
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
全
国
組

織
の
社
団
法
人
日
本
糖
尿
病
協
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
の
活
動
は
機
関
誌
『
さ
か
え
』
を
刊
行
し
、
全
国
糖
尿
病
週
間
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
し
て
不
特
定
多
数
の
国
民
へ
の

知
識
の
普
及
啓
発
、
お
よ
び
療
養
支
援
活
動
と
し
て
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
の
実
施
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
の
保
険

給
付
導
入
の
際
に
は
特
筆
す
べ
き
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
は
ま
た
国
際
糖
尿
病
連
合（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）の
一
員
と
し
て
も
活
動
し
、

国
際
糖
尿
病
連
合
・
西
太
平
洋
地
区
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ-

Ｗ
Ｐ
Ｒ
）を
基
盤
と
し
て
94
年
に
は

第
15
回
国
際
糖
尿
病
連
合
の
学
術
集
会
の
招
致
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
日
本

の
糖
尿
病
学
の
諸
活
動
に
国
際
化
の
力
を
与
え
ま
し
た
。
今
回
創
立
50
周
年
を
迎
え
、

日
本
糖
尿
病
協
会
が
、
１
０
０
０
万
人
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
わ
が

国
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
た
め
、
そ
の
活
動
に
ま
す
ま
す
磨
き
を
か
け
、
飛
躍
を
遂

げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。



1450年のあゆみ　希望の未来へ。

清
野　

裕

日
本
糖
尿
病
協
会 

理
事
長

　

日
本
糖
尿
病
協
会（
日
糖
協
）は
、
こ
の
た
び
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

半
世
紀
と
い
う
永
い
年
月
の
坂
を
、
会
員
10
万
人
余
り
を
擁
す
る
大
団
体
と
し
て
越
え
て
ゆ
く
こ
と

に
、
万
感
の
想
い
を
抱
く
と
と
も
に
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

日
糖
協
が
患
者
と
医
療
関
係
者
さ
ら
に
は
企
業
や
市
民
を
も
巻
き
込
ん
で
混
成
団
体
と
し
て
組
織

化
で
き
た
の
は
、
患
者
さ
ん
の
こ
の
病
気
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
す
く
い
と
っ
た
、
先
見
性
と
英
知

に
富
ん
だ
先
輩
諸
氏
の
糖
尿
病
に
か
け
る
果
断
で
か
つ
地
道
な
、
正
に
草
の
根
運
動
の
成
果
に
他
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
日
糖
協
の
今
日
の
成
長
は
、
日
本
糖
尿
病
学
会
、
厚
生
労
働
省
、
日
本
医
師
会
を
は
じ
め

世
界
と
日
本
の
糖
尿
病
撲
滅
を
め
ざ
し
、

公
益
法
人
と
し
て
の
日
糖
協
の
存
在
を

よ
り
意
義
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
決
意
で
す
。
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と
す
る
関
係
諸
団
体
、
各
企
業
や
個
人
有
志
の
方
々
の
ご
指
導
と
ご
支
援
の
賜
物
で
も
あ
り
、
こ
こ

に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
特
に
、
１
９
６
１（
昭
和
36
）年
の
誕
生
か
ら
87
年
の
社
団
法
人
認
可

へ
と
、
社
会
性
の
あ
る
公
益
法
人
と
し
て
の
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
先
輩
格
に
あ
た

る
日
本
糖
尿
病
学
会
の
ご
支
援
に
よ
る
も
の
が
大
き
く
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

近
年
、日
糖
協
の
掲
げ
る「
糖
尿
病
の
治
療
お
よ
び
そ
の
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
、

療
育
指
導
、
糖
尿
病
に
関
す
る
調
査
研
究
」
に
つ
い
て
の
活
動
実
績
が
、
国
内
外
で
評
価
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
５（
平
成
17
）
年
６
月
に
は
、
科
学
技
術
に
関
す
る
知
識
の
集
積
や

そ
の
成
果
を
普
及
啓
発
す
る
団
体
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
よ
り
特
定
公
益
増
進
法
人
の
認
可
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
国
際
的
に
も
10
年
に
国
際
糖
尿
病
連
合（
I
D
F
）に
正
会
員
と
し
て
の
加
盟

を
果
た
し
、
ア
ジ
ア
地
域
の
糖
尿
病
対
策
を
各
国
と
と
も
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
か
か
わ
る
医
療
水
準
の
目
覚
ま
し
い
発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
国
内
お
よ
び
世
界

に
お
け
る
糖
尿
病
患
者
や
そ
の
予
備
群
の
増
加
に
は
、ま
だ
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
我
々

は
、
糖
尿
病
対
策
の
中
核
団
体
と
し
て
、
今
後
も
そ
の
活
動
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

普
及
啓
発
活
動
か
ら
国
際
交
流
ま
で
、
幅
広
い
活
動
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
本
日
か
ら

会
員
の
一
人
ひ
と
り
が
新
し
い
時
代
に
即
応
し
た
自
己
変
革
を
行
い
、
自
分
自
身
の
た
め
に
行
う
共

益
活
動
の
ほ
か
に
、
一
歩
な
い
し
二
歩
な
り
と
も
他
者
の
た
め
に
活
動
す
る
公
益
団
体
会
員
と
し
て

の
自
覚
を
も
っ
て
前
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
望
し
ま
す
。
今
後
は
１
０
０
万
人
の
公
益
法
人
団
体

を
目
標
に
し
て
、
ま
た
、
日
本
と
世
界
の
糖
尿
病
撲
滅
を
め
ざ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
日
糖
協
の
存
在
を
よ
り
意
義
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
決
意
す
る
次
第
で
す
。



1650年のあゆみ　希望の未来へ。

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 
活
動
の
い
ま

第
①
章

１
９
６
１（
昭
和
36
）年
の
創
立
か
ら
数
え
て
50
年
。

日
本
糖
尿
病
協
会
は
、
公
益
法
人
と
し
て
、

糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
活
動
と

合
併
症
対
策
な
ど
の
予
防
対
策
に
力
を
注
ぎ
、
国
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
患
者
さ
ん
と
家
族
、
予
備
群
の
方
々
へ
療
養
支
援
を
。

健
康
な
人
が
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
活
動
を
。

糖
尿
病
に
関
す
る
調
査
研
究
や
、
糖
尿
病
治
療
の
標
準
化
の
た
め
の
環
境
整
備
、

さ
ら
に
は
国
際
糖
尿
病
連
合
の一
員
と
し
て
糖
尿
病
撲
滅
を
目
的
と
し
た
国
際
交
流
を
。

日
糖
協
は
い
ま
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
糖
尿
病
の
克
服
に
ま
い
進
し
て
い
ま
す
。
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1850年のあゆみ　希望の未来へ。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
が
行
っ
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
療
養
支
援
の
な
か
で
も
、
最
も
長

い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
の
が
小
児
糖
尿
病

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
（
小
児
糖
尿
病
生
活
指

導
講
習
会
）
で
す
。

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
が

発
見
さ
れ
て
か
ら
４
年
後
の
１
９
２
５
年

に
ア
メ
リ
カ
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、
そ
の

後
、
世
界
各
国
に
広
が
り
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
63
年
に
丸
山
博
先
生
（
現
・
医
療

法
人
社
団
わ
か
ば
会
松
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
理

事
長
）
が
つ
ぼ
み
の
会
（
東
京
）
で
実
施

し
た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
最
初
で
、以
来
、

日
糖
協
の
事
業
と
し
て
全
国
各
地
で
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
日
糖
協
の
支
部

や
１
型
糖
尿
病
患
者
の
会
な
ど
が
主
催
し

て
い
ま
す
。
１
型
糖
尿
病
の
小
・
中
・
高

校
生
を
対
象
に
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
の

な
か
で
の
集
団
生
活
を
通
じ
て
イ
ン
ス
リ

ン
自
己
注
射
や
血
糖
自
己
測
定
な
ど
自
己

管
理
に
必
要
な
糖
尿
病
の
知
識
・
技
術
を

身
に
つ
け
る
こ
と
、
楽
し
い
体
験
を
通
じ

て
一
緒
に
頑
張
る
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
が

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
大
き
な
目
的
で
す
。

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
開
催
日
数
は
３
〜

８
日
間
で
、
山
登
り
や
海
水
浴
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
な
ど
、
キ
ャ
ン
プ
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
キ
ャ
ン
プ
で
の

体
験
を
通
じ
て
自
分
の
か
ら
だ
に
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
を
学
び
、
正
し
い
治
療
と
自

己
管
理
の
仕
方
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
き
ま

す
。

　

キ
ャ
ン
プ
に
は
医
師
、
看
護
師
、
栄
養

士
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
、
子

ど
も
た
ち
の
父
母
、
か
つ
て
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
て
い
た
キ
ャ
ン
プ
卒
業
生
、
糖
尿

病
関
連
企
業
に
勤
め
る
人
た
ち
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

小
児
糖
尿
病
サマ
ー
キ
ャン
プ

糖
尿
病
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
と
生
活
指
導
の
た
め
に

糖尿病のある患者さんと家族、すべての人への療養支援

日糖協の
療養支援

海水浴を楽しんだ後のスイカ
割り（東京わかまつ会）

第29回東京わかまつ会小児糖尿病サマ－キャンプ
 （千葉県南房総市 岩井海岸・2010年8月5日～8日）

最後の夜を惜しんで…。 恒例のキャンプ
ファイヤーと花火（東京わかまつ会）

栄養学に基づいたレシピを習って、
カレーづくりに挑戦（東京わかまつ会）
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第
❶
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

参
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、「
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
で
き
た
キ
ャ
ン
プ
を
、
こ
れ

か
ら
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
手
伝
い
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
参
加
し
て
い
る

キ
ャ
ン
プ
卒
業
生
は
大
き
な
存
在
で
、
キ

ャ
ン
パ
ー
の
よ
き
話
し
相
手
、
相
談
相
手

と
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
は
、
進
学

や
就
職
、
結
婚
な
ど
将
来
の
問
題
に
つ
い

て
も
先
輩
と
話
し
合
え
る
、
ま
た
と
な
い

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か

ら
も
、「
自
分
で
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
が
打

て
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
同
じ
糖
尿
病
を

も
つ
友
達
と
い
る
と
心
強
い
」「
仲
よ
し

の
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
た
」
あ
る
い

は
「
栄
養
計
算
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
、
家
で
も
活
か
し
た
い
」
と
い
っ
た

感
想
と
と
も
に
、「
ま
た
来
年
も
参
加
し

た
い
」「
も
っ
と
長
い
期
間
キ
ャ
ン
プ
を

や
っ
て
ほ
し
い
」
と
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み

に
す
る
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
プ
の
運
営
に
は
、

多
く
の
人
の
協
力
や
準
備
の
時
間
、
そ
し

て
資
金
が
必
要
で
す
。
89
年
か
ら
は
財

団
法
人
日
本
船
舶
振
興
会
（
通
称
・
日
本

財
団
）
の
助
成
を
得
、
日
糖
協
か
ら
の
補

助
金
と
合
わ
せ
て
２
０
０
０
万
円
が
全
国

の
キ
ャ
ン
プ
に
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
多
く
の
個
人
や
学
会
、
企
業
な

ど
か
ら
寄
付
や
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

２
０
１
０
年
度
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は

春
の
開
催
も
合
わ
せ
て
全
国
47
カ
所
、
参

加
者
は
約
５
２
０
０
人
（
キ
ャ
ン
パ
ー

１
１
０
０
人
、
ス
タ
ッ
フ
４
１
０
０
人
）

に
な
り
ま
し
た
。
糖
尿
病
の
子
ど
も
た
ち

の
療
養
と
生
活
指
導
の
た
め
に
―
―
各
主

催
者
は
地
域
の
歴
史
や
環
境
を
活
か
し
た

キ
ャ
ン
プ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 
一
方
、
多
く
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
は
小
児
１
型
糖
尿
病
の
実
践
的
勉
強
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夜須高原福祉村やすらぎ荘の体育館で開催した
ドッジボール大会（福岡ヤングホークス）

同じ病気をもつ仲間と生活するなかで、糖尿病の
知識や自己管理を実践的に学ぶ（大山家族）

毎食前には血糖の自己測定と必要に応じてイン
スリン自己注射の時間が設けられる（大山家族）

第35回小児糖尿病大山サマーキャンプ（鳥取県
西伯郡大山町・2010年8月1日～8日）

第42回福岡ヤングホークスサマーキャンプ（福岡
県朝倉郡筑前町・2010年8月17日～24日）

同じ病気をもつ仲間と生活するなかで 糖尿病の

夜須高原福祉村やすらぎ荘の体育館で開催した

毎食前には血糖の自己測定と必要に応じてイン

第42回福岡ヤングホ クスサマ キ ンプ（福岡



2050年のあゆみ　希望の未来へ。

　

１
９
９
２
年
10
月
11
日
、
記
念
す
べ
き

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
第
１
回
東
京
大
会
が
江

東
区
夢
の
島
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
日
本
糖
尿
病
協

会
と
ノ
ボ 

ノ
ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ
ー
マ
株

式
会
社
が
企
画
・
立
案
し
、
ス
タ
ー
ト
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に

欠
か
せ
な
い
運
動
療
法
の
な
か
で
最
も
手

軽
で
効
果
的
と
さ
れ
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
糖
尿
病
の
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
患
者
さ

ん
の
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん
ど
う
し
の
交

流
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
糖
尿
病
患
者
さ

ん
の
家
族
や
糖
尿
病
治
療
に
携
わ
っ
て
い

る
人
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
目

的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

日
糖
協
の
会
員
と
そ
の
関
係
者
に
と
ど
ま

ら
ず
、
す
べ
て
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
家

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

参
加
し
た
み
ん
な
で
楽
し
む
。
糖
尿
病
を
歩
いて
学
ぶ

第9回群馬県糖尿病ウォークラリー （群馬
県高崎市・2009年9月6日）

健康アクション佐賀21糖尿病ウォークラ
リー（佐賀県唐津市・2009年10月4日）

海沿いウォーキング後、健康運動指導士が
正しい歩き方や靴の履き方を指導（沖縄）

第2回美ら海ウォークラリー大会（沖縄県
沖縄市・2009年11月29日）

完歩した参加者には完歩証を授与（群馬）

参加者全員でつくったブルーサークル（群馬）参加者全員でつく たブル サ クル（群馬）

完歩した参加者には完歩証を授与（群馬）

第9回群馬県糖尿病ウ クラリ （群馬

インフルエンザ対策としてマスクを配布
し、消毒の徹底も図っての開催（佐賀）
インフルエンザ対策としてマスクを配布

日糖協の
療養支援
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第
❶
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

族
、
友
人
、
医
療
関
係
者
な
ど
不
特
定
多

数
の
人
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
「
糖
尿
病
を
歩
い

て
学
ぶ
」、
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
４
〜
６
人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
地
図
を
頼
り
に
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
探
し
な
が
ら
目
標
タ
イ
ム
で

の
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
、
コ
ー
ス
を
歩
き
ま

す
。
コ
ー
ス
上
に
設
け
ら
れ
た
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
で
は
、
糖
尿
病
に
関
す
る
ク
イ

ズ
に
挑
戦
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
に
参
加
す
る

な
ど
し
て
糖
尿
病
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、

血
糖
測
定
を
し
て
運
動
に
よ
っ
て
血
糖
値

が
ど
の
程
度
下
が
る
か
を
確
認
し
た
り
し

ま
す
。
緑
あ
ふ
れ
る
気
持
ち
の
よ
い
コ
ー

ス
を
歩
き
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
ど
う
し
が

和
気
あ
い
あ
い
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん

だ
り
、
医
師
や
看
護
師
と
気
軽
に
話
し
合

う
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
の
も
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
な
ら
で
は
の
大
き
な
特
長
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
終
了
後
に
は
、
日
糖

協
の
医
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
青
空
勉
強
会
も
開
催
さ
れ
、
糖
尿
病

に
つ
い
て
の
知
識
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

第
１
回
東
京
大
会
に
は
、
７
歳
か
ら
75

歳
ま
で
の
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

以
降
、年
を
追
う
ご
と
に
開
催
地
も
増
え
、

２
０
０
９
年
度
に
は
全
国
40
カ
所
、
参
加

者
は
約
６
０
０
０
人
に
上
り
ま
し
た
。
ま

た
、
動
物
園
の
な
か
に
コ
ー
ス
を
設
置
し

た
り
、
地
元
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
を
出
題

し
た
り
と
、
地
域
ご
と
に
工
夫
を
凝
ら
し

た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
参
加
し
た
人
た
ち

か
ら
は
、「
糖
尿
病
に
な
っ
て
気
力
を
な

く
し
て
い
た
が
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
仲

間
と
楽
し
ん
で
元
気
が
出
た
」「
ど
う
し

て
も
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
こ

う
い
う
機
会
に
歩
い
て
み
よ
う
と
、
妻
と

子
ど
も
も
連
れ
て
参
加
し
た
」「
出
産
直

後
に
発
症
し
て
イ
ン
ス
リ
ン
を
う
っ
て
い

る
。
ず
っ
と
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
い
る

だ
け
だ
っ
た
の
で
い
い
気
分
転
換
に
な
っ

た
」
な
ど
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う

声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
て
18

年
。
糖
尿
病
患
者
さ
ん
向
け
に
全
国
規
模

で
15
年
以
上
継
続
し
て
い
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
は
ほ
か
に
類
を
み
な
い
も
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、参
加
し
た
人
が「
ま

た
来
年
も
来
た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
よ

う
な
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
趣
向
を
凝
ら
し

な
が
ら
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ゴール後の表彰式。上位3チーム
に記念のトロフィーが手渡され
る（大阪）

本部に設置された血糖測定・血
圧測定・栄養相談・医師相談の
各コーナー（大阪）

準備体操後、約10人ずつのチーム
に分かれスタート。コースは「3km」
「4km」「5km」の3通り（大阪）

花
博
記
念
公
園
鶴
見
緑
地

の
会
場
内
に
は
メ
デ
ィ
カ

ル
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
も
用

意
さ
れ
た（
大
阪
）

第17回大阪DMウォークラリー
大会（大阪府大阪市・2009年10
月18日）



2250年のあゆみ　希望の未来へ。

　

全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

は
、
お
も
に
高
校
生
以
上
の
１
型
糖
尿
病

患
者
さ
ん
を
対
象
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　

１
型
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
対
象
と
す
る

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
１
９
７
９
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
小
児
糖
尿
病
全
国
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
、
80
年
に
始
ま
っ
た
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
は
全
国
各
地
の
１
型
糖
尿
病
患
者
さ

ん
が
横
断
的
に
集
ま
る
親
睦
の
場
と
し

て
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
最
新
の
知
識
や

情
報
を
得
る
場
と
し
て
一
定
の
役
割
を
担

っ
て
き
ま
し
た
が
、
歳
月
と
と
も
に
「
マ

ン
ネ
リ
化
」
や
「
参
加
者
の
固
定
化
」
な

ど
が
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
２
０
０
２
年
11
月
、
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
と
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
統
合
し
、
日

本
糖
尿
病
協
会
主
催
の
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
、
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。

　

た
だ
し
、
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
は
５
年
間
の
期
限
つ
き
で
、
成
果
が
な

け
れ
ば
イ
ベ
ン
ト
自
体
を
見
直
す
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ヤ
ン
グ
１
型
糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
患
者

ど
う
し
の
交
流
の
機
会
が
乏
し
く
、
学
校

生
活
や
就
職
、
妊
娠
・
出
産
な
ど
、
糖
尿

病
が
あ
る
が
ゆ
え
に
多
く
の
問
題
を
抱

え
、
一
人
で
悩
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、

そ
う
し
た
ヤ
ン
グ
１
型
糖
尿
病
患
者
ど
う

し
の
交
流
や
学
習
に
と
ど
ま
ら
ず
、
参
加

者
が
そ
の
後
も
糖
尿
病
の
問
題
に
か
か
わ

っ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
得
た
も
の
を

周
囲
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
社
会
の
た
め

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
、
例
え
ば

小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
力
を
貸

し
た
り
、
地
域
の
糖
尿
病
対
策
活
動
に
活

か
す
な
ど
の
動
き
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
ね
ら
い
で
す
。

　

そ
ん
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
１
型

糖
尿
病
に
関
す
る
数
多
く
の
講
演
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
、
若
い
１
型
糖
尿
病
患
者

さ
ん
な
ら
で
は
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
そ
れ

に
つ
い
て
参
加
者
が
活
発
に
意
見
を
交
換

し
合
い
、
討
論
を
深
め
て
い
く
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
特
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
回
、
講
演
で
は
会
場
い
っ
ぱ
い
に
参

加
者
の
熱
気
が
み
な
ぎ
り
、
い
く
つ
か
に

分
か
れ
て
行
わ
れ
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
白
熱
し
た
議
論
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
参
加
者
か
ら
は
、「
同
年
代
の
参

加
者
が
多
い
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
感
動
し

た
」「
一
人
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
解

放
さ
れ
る
会
に
し
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

を
地
域
社
会
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い

き
た
い
。
そ
こ
で
悩
ん
で
い
る
人
の
力
に

な
り
た
い
」「
新
た
な
出
会
い
、
い
ま
ま

で
の
出
会
い
に
感
謝
し
ま
す
」
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

５
回
の
約
束
で
始
ま
っ
た
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
そ
の
意
義
と
役
割
が

認
め
ら
れ
、多
数
の
参
加
者
や
ス
タ
ッ
フ
、

後
援
者
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
６
回
目
以
降

も
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

回
を
重
ね
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
成
果
の
広

が
り
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
社
会
へ
の
貢

献
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ンファ
レ
ン
ス

参
加
者
の
知
識
と
経
験
を
社
会
に
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク

日糖協の
療養支援
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❶
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

2002年11月

2003年11月

2004年9月

2005年10月

2006年7月

2007年10月

2008年11月

2009年11月

2011年2月

大分（湯布院）

埼玉

青森（奥入瀬）

愛媛（松山）

群馬（草津）

北海道（登別）

愛知（名古屋）

高知

新潟

143人

950人

99人

132人

150人

83人

500人

127人

105人

大自然の中で裸になって自分を見つめ直すために

彩の国から始まる新たな一歩

みちのくの青森でラッセラー！　跳ねる心、 広がる輪

私の人生、楽しく素直に生きる

草津で広がる三つの“わ”～輪・和・話～

視野を広げ、できることから始めよう！

日本一元気なまち・名古屋からあなたへ！あなたから世界へ！

糖尿病の夜明けは近いぜよ！

トキはきた、 みんなで語ろう未来の自分

開催年 場所 テーマ 参加人数（延べ）

■全国ヤングＤＭカンファレンス開催テーマ

奥入瀬ウォークを楽しむ一行。 落差約25mの
「雲井の滝」を望む（奥入瀬）

第3回全国ヤングDMカンファ
レンス in 奥入瀬（青森県・2004
年9月18日～20日）

▶

糖尿病の治療や医療制度などの講演の
ほか、 湯布院の散策や観光地巡りなど
も行われた（湯布院）

第5回全国ヤングDMカンファレンスin 
草津（群馬県・2006年7月15日～17日）

第6回全国ヤングDMカンファレンス
in Hokkaido（北海道・2007年10月6
日～8日）

全国から約150人の参加者が草津に集
い、“輪・和・話”の三つの“わ”を広げた
（草津）

第1回全国ヤングDMカンファレンス
in 湯布院 （大分県・2002年11月2日
～4日）

“視野を広げ、できることから始めよう！”
をテーマとしたプログラムを展開 （北海
道）

糖尿病であっても何でもできる
という自信・夢・目標をかなえら
れるよう、“跳ねる心、広がる輪”
がテーマとなった第3回（奥入瀬）



2450年のあゆみ　希望の未来へ。

　

糖
尿
病
の
治
療
で
は
、
糖
尿
病
患
者
さ

ん
自
身
が
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
知
識
を
身

に
つ
け
、
療
養
に
前
向
き
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
医
師

と
と
も
に
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
正
し
い
自

己
管
理
の
仕
方
を
指
導
す
る
糖
尿
病
療
養

指
導
士
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ

Ｊ
）」
と
は
、
糖
尿
病
と
そ
の
療
養
指
導

全
般
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
有
し
、
医

師
の
下
で
患
者
さ
ん
に
療
養
指
導
・
支
援

を
行
う
医
療
従
事
者
に
与
え
ら
れ
る
資
格

で
す
。
こ
こ
で
い
う
医
療
従
事
者
と
は
、

看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
、
臨
床

検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
の
資
格
を
も
つ

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
で
す
。

　

２
０
０
１
年
よ
り
日
本
糖
尿
病
療
養
指

導
士
認
定
機
構
に
よ
る
認
定
試
験
が
行
わ

れ
て
お
り
、
受
験
に
は
、
認
定
機
構
が
開

催
す
る
講
習
会
の
受
講
が
条
件
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
認
定
更
新
に
つ
い
て
も

同
様
で
、
認
定
機
構
が
開
催
す
る
講
習
会

の
受
講
と
単
位
取
得
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
認
定
機
構
が
開
催
す
る
講
習

会
は
、
そ
の
多
く
が
大
都
市
で
行
わ
れ
、

地
方
在
住
の
療
養
指
導
士
や
医
療
ス
タ
ッ

フ
に
は
受
講
が
難
し
い
と
い
う
の
が
実
情

で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
日
本
糖
尿
病
協
会
は
03
年
か

ら
09
年
ま
で
日
糖
協
糖
尿
病
療
養
指
導
研

修
会
を
主
催
し
ま
し
た
。
地
方
在
住
の
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
出
席
し
や
す
い
よ
う
に
、

認
定
機
構
の
認
定
更
新
に
必
要
な
単
位
を

取
得
で
き
る
研
修
会
を
、
全
国
の
地
方
都

市
や
町
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
糖
協
糖
尿
病
療
養
指
導
研
修
会

は
、
日
糖
協
の
各
都
道
府
県
支
部
が
主
管

と
な
っ
て
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
が
、
主

催
者
で
あ
る
日
糖
協
は
研
修
会
に
か
か
っ

た
費
用
の
う
ち
20
万
円
を
上
限
と
し
て
補

助
金
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。
認
定
機
構

の
「
認
定
単
位
更
新
の
た
め
の
研
修
会
」

と
し
て
の
申
請
も
、
日
糖
協
本
部
の
担
当

で
し
た
。

　

内
容
は
研
修
会
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
で
、

講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
事
例
発
表
な
ど
各
支
部
が
趣
向
を
凝

ら
し
た
企
画
を
立
て
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん

に
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
療
養
指
導
、
糖

尿
病
教
室
の
効
果
的
な
運
営
、
療
養
指
導

に
お
け
る
知
識
・
技
術
の
向
上
な
ど
が
テ

ー
マ
で
し
た
。

　

09
年
ま
で
の
７
年
間
で
日
糖
協
糖
尿
病

療
養
指
導
研
修
会
は
38
回
行
わ
れ
、
参
加

者
数
は
４
６
１
８
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
多
く
の
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の

育
成
と
い
う
目
的
を
果
た
し
、
09
年
を
も

っ
て
そ
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。

糖
尿
病
療
養
指
導
研
修
会

一 

人
で
も
多
く
の
糖
尿
病
療
養
指
導
士
を
誕
生
さ
せ
る
た
め
に

日糖協の
療養支援

第38回日糖協糖尿病療養指導研修会の
プログラム（島根県松江市・2010年3月
22日）

第38回日糖協糖尿病療養指導研修会の
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第
❶
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

年度

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年

2009年

合計

第1～６回

第７～13回

第14～18回

第19～22回

第23～28回

第29～32回

第33～38回

6地区

6地区

5地区

4地区

6地区

4地区

6地区

317人

908人

542人

529人

1044人

578人

700人

4618人

96人

673人

256人

508人

1010人

572人

668人

3783人

221人

235人

286人

21人

34人

6人

32人

835人

開催回数 開催地区
参加者数

医療スタッフ 一般 計

■糖尿病療養指導研修会開催実績と参加者数

※第11回はシンポジウムの認定単位申請のみ

第20回日糖協糖尿病療養指導研修会 （島根県松江
市 松江赤十字病院・ 2006年3月19日）

第33回日糖協糖尿病療養指導研修会 （熊本県熊本
市 済生会熊本病院 ・2009年６月28日）

講習を受ける参加者（島根）

講演会場の様子（熊本）



2650年のあゆみ　希望の未来へ。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
主
催
の
患
者
交
流
ツ

ア
ー
は
、
国
際
交
流
委
員
会
の
企
画
に
よ

っ
て
２
０
０
３
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
や
経
口
薬
を
利
用
し
て
い

る
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
な
か
に
は
、
海
外

旅
行
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
躊
躇
（
ち
ゅ

う
ち
ょ
）
し
て
し
ま
う
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
糖
尿
病
が
あ
っ
て
も

海
外
旅
行
が
で
き
る
と
い
う
自
信
を
も
っ

て
も
ら
い
、
同
時
に
海
外
の
糖
尿
病
患
者

さ
ん
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
総
会

開
催
地
へ
の
患
者
交
流
ツ
ア
ー
が
ス
タ
ー

ト
し
た
の
で
す
。

　

患
者
交
流
ツ
ア
ー
の
対
象
者
は
日
糖
協

の
会
員
と
そ
の
家
族
で
、
糖
尿
病
患
者
さ

ん
は
身
の
回
り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
、

主
治
医
か
ら
旅
行
許
可
を
も
ら
う
こ
と
が

参
加
の
条
件
で
す
。
ツ
ア
ー
に
は
日
糖
協

の
医
師
と
看
護
師
が
同
行
す
る
の
で
、
イ

ン
ス
リ
ン
や
経
口
薬
を
利
用
し
て
い
る
人

で
も
安
心
し
て
参
加
で
き
る
の
が
大
き
な

魅
力
で
す
。

　

現
地
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
と
の
交
流
の

際
に
は
通
訳
が
同
行
す
る
の
で
、
言
葉
の

心
配
も
無
用
で
す
。
参
加
者
は
現
地
の
人

た
ち
と
気
軽
に
情
報
や
意
見
を
交
換
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
が
開
催
さ
れ
る
会

場
に
は
世
界
各
国
の
糖
尿
病
関
連
団
体
の

ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国

柄
を
表
す
ポ
ス
タ
ー
や
活
動
を
紹
介
す
る

資
料
が
展
示
さ
れ
ま
す
が
、
通
訳
と
一
緒

に
各
国
の
ブ
ー
ス
を
訪
ね
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

03
年
の
第
1
回
患
者
交
流
ツ
ア
ー
の
行

き
先
は
フ
ラ
ン
ス
で
、
8
月
24
日
か
ら
29

日
に
か
け
て
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｄ
Ｆ

総
会
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。以
来
、

Ｉ
Ｄ
Ｆ
や
国
際
糖
尿
病
連
合
・
西
太
平
洋

地
区
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ

－

Ｗ
Ｐ
Ｒ
）

の
会
議
の
開
催
地
へ
、
５
〜

８
日
間
程
度
の
日
程
で
患
者

交
流
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

患
者
交
流
ツ
ア
ー
の
参
加

者
か
ら
は
、「
糖
尿
病
だ
か

ら
無
理
と
あ
き
ら
め
て
い
た

が
、
出
発
か
ら
帰
国
ま
で
何

の
不
安
も
な
く
旅
行
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
」「
イ
ン

ス
リ
ン
注
射
を
し
て
い
る
か

ら
と
た
め
ら
っ
て
い
る
方
に

も
、
心
配
は
無
用
と
声
を
か

け
て
あ
げ
た
い
」
な
ど
、
患

者
交
流
ツ
ア
ー
の
参
加
を
通

じ
て
自
信
を
得
た
と
い
う
感

想
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

患
者
交
流
ツ
ア
ー

糖
尿
病
が
あって
も
海
外
旅
行
に
行
け
る
と
い
う
自
信
を

第1回患者交流ツアーとなった、第
18回 IDF総会参加とフランス・ロワ
ール地方8日間（2003年8月24日～
29日）

美しい街並み（パリ）

IDF総会会場内、日糖協の食品交換
表展示パネル前にて（パリ）

日糖協の
療養支援

IDF総会会場内 日糖協の食品交換

美しい街並み（パリ）
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第
❶
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

2003年8月24日～29日

2004年11月11日～14日

2005年10月22日～26日

2006年12月2日～9日

2008年3月29日～4月4日

2009年

フランス・パリ、 ロワール

中国・桂林

タイ・バンコク、 アユタヤ

南アフリカ共和国・ケープタウン

ニュージーランド・ウェリントン

新型インフルエンザ流行のため中止

24人

13人

24人

12人

26人

年月日 行き先 参加人数

■患者交流ツアー

中国糖尿病患者会との交流会（桂林）

第2回は中国・桂林に4日間のツアー
（2004年11月11日～14日）

活気ある街並み（桂林）象乗りを体験（アユタヤ）

遺跡を見学（アユタヤ）

第3回はタイのバンコク、アユタヤに
5日間で（2005年10月22日～26日）

喜望峰（ケープタウン）

第4回を数えた2006年は南アフリカ・
ケープタウンに8日間（2006年12月2
日～9日）

ビクトリア滝（ケープタウン）

第4回を数えた2006年は南アフリカ



2850年のあゆみ　希望の未来へ。

　

糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
お
け
る
課
題
の

一
つ
に
、
神
経
障
害
か
ら
発
症
す
る
足
病

変
が
あ
り
ま
す
。
合
併
症
の
一
つ
で
あ
る

神
経
障
害
に
な
る
と
傷
や
た
こ
、
深
爪
な

ど
の
小
さ
な
き
っ
か
け
が
足
潰
瘍
（
か
い

よ
う
）
や
壊
疽
（
え
そ
）
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
う
た
め
、
日
頃
か
ら
の
足
の
ケ
ア
が

何
よ
り
大
切
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
２
０
０
８
年
４
月
か
ら

糖
尿
病
合
併
症
管
理
料
と
し
て
、
糖
尿
病

重
症
化
予
防
の
た
め
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ

い
て
診
療
報
酬
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
足
病
変
の
リ
ス
ク
の
高
い
糖
尿

病
患
者
さ
ん
に
フ
ッ
ト
ケ
ア
を
行
い
や
す

い
治
療
環
境
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
看
護
に
お
け
る
フ
ッ
ト
ケ
ア
と

は
、
足
病
変
の
予
防
的
な
ケ
ア
と
足
病
変

の
早
期
発
見
、
治
癒
促
進
に
向
け
た
ケ
ア

を
行
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
自

身
に
足
の
手
入
れ
の
必
要
性
を
理
解
し
て

も
ら
い
、
日
常
生
活
の
な
か
で
患
者
さ
ん

が
継
続
的
に
フ
ッ
ト
ケ
ア
を
行
え
る
よ
う

に
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
技
術
を
分
か
り
や
す
く

指
導
す
る
こ
と
も
と
て
も
大
切
で
す
。
し

か
し
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
を
指
導
で
き
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
は
限
ら
れ
て
お
り
、
急
増
す
る

糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
十
分
な
働

き
か
け
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
日
本
糖
尿
病
協
会
で
は
、
フ

ッ
ト
ケ
ア
の
技
術
を
も
っ
た
医
療
ス
タ
ッ

フ
を
育
成
す
る
た
め
、日
本
糖
尿
病
教
育
・

看
護
学
会
と
の
共
催
で
08
年
、「
糖
尿
病

重
症
化
予
防
（
フ
ッ
ト
ケ
ア
）
研
修
会
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

フ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
会
は
、
日
本
糖
尿
病

教
育
・
看
護
学
会
が
策
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
則
り
、
糖
尿
病
看
護
に
お
け
る
フ
ッ

ト
ケ
ア
の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
と
と

も
に
、
実
習
を
通
じ
て
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
技

術
を
習
得
。
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
重
症
化

講義後、症状をチェックするための演習を実施

フッ
ト
ケ
ア
研
修
会

合
併
症
予
防
に
関
心
の
深
い
医
療
ス
タッフ
を
育
成

日糖協の
療養支援
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第
❶
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

予
防
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
向
上
に
向

け
て
、
具
体
的
な
働
き
か
け
が
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
は
、
日
糖
協
本
部
と
研
修
会
開

催
を
企
画
し
た
支
部
と
の
連
携
・
協
力
の

も
と
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
第
１
回
フ
ッ
ト

ケ
ア
研
修
会
は
、
08
年
８
月
23
日
・
24
日

に
福
島
県
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
、
２
日
間

の
研
修
を
修
了
し
た
48
人
に
日
糖
協
か
ら

修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
阪
府
大
阪
市
や
群
馬
県
前
橋
市
、
広
島

県
広
島
市
、
東
京
都
国
分
寺
市
、
福
岡
県

福
岡
市
な
ど
、
計
10
回
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
研

修
会
を
開
催
（
10
年
８
月
現
在
）。
研
修
会

の
修
了
者
は
３
６
２
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

糖尿病重症化予防 （フットケア） 研修会の講義風景

症状を診断する
チェックシート
 （日本糖尿病対策
推進会議作成）

フットケアを啓発するポスター

自分自身で足の観察や手入れを行うための道具

実際に手入れを経験して技術を習得していく

足に負担をかけない靴選びを行えるよう「足長」「足囲」
を測定

症状 診断す



3050年のあゆみ　希望の未来へ。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
が
糖
尿
病
患
者
さ
ん

の
た
め
に
「
糖
尿
病
療
養
手
帳
」
と
「
患

者
カ
ー
ド
」
を
製
作
し
た
の
は
１
９
７
７

年
の
こ
と
で
す
。
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な

改
良
を
加
え
、
現
在
で
は
療
養
グ
ッ
ズ
と

し
て
「
糖
尿
病
連
携
手
帳
」「
自
己
管
理

ノ
ー
ト
」「
糖
尿
病
患
者
用
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

（
緊
急
連
絡
用
カ
ー
ド
）」「
英
文
カ
ー
ド

（D
iabetic D

ata Book

）」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
糖
尿
病
関
連
企
業
の

協
賛
や
日
糖
協
内
の
基
金
に
よ
っ
て
発

行
し
て
お
り
、
医
療
機
関
、
糖
尿
病
患

者
さ
ん
は
無
料
で
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

82
年
に
製
作
し
た
糖
尿
病
療
養
手
帳
を

糖
尿
病
治
療
の
地
域
連
携
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
変
更
し
た
も
の
が
、
２
０
１
０
年

発
行
の
糖
尿
病
連
携
手
帳
で
す
。
血
糖
値

や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
値
、
血
圧
、
体
重
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
な
ど
の
検
査
値
や
治

療
内
容
、
合
併
症
の
検
査
所
見
な
ど
の
記

録
が
で
き
る
ほ
か
、
地
域
連
携
の
な
か
で
、

診
療
所
と
病
院
で
患
者
さ
ん
の
情
報
が
共

有
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
記
事

に
つ
い
て
も
、
合
併
症
に
歯
周
病
に
関
す

る
記
載
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
10
年
に

改
訂
さ
れ
た
新
し
い
糖
尿
病
診
断
基
準
を

イ
ラ
ス
ト
で
解
説
す
る
な
ど
、
療
養
に
つ

い
て
の
理
解
が
よ
り
深
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
表
紙
の
イ
ラ
ス

ト
を
４
種
類
用
意
し
、
そ
の
時
々
で
ど
の

イ
ラ
ス
ト
の
手
帳
が
手
に
入
る
か
、
患
者

さ
ん
に
楽
し
み
に
し
て
も
ら
え
る
工
夫
も

し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
血
糖
値
の
デ
ー
タ
を
記
録
す
る

自
己
管
理
ノ
ー
ト
は
、
１
ペ
ー
ジ
に
15
日

分
の
測
定
結
果
が
書
き
込
め
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
１
冊
で
１
年
分
が
記
録
で
き

ま
す
。
複
写
式
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
複

写
ペ
ー
ジ
を
主
治
医
の
先
生
に
渡
し
て
カ

ル
テ
に
添
付
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

糖
尿
病
患
者
用
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
（
緊
急
連

絡
用
カ
ー
ド
）
は
、
薬
物
療
法
を
し
て
い

る
糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
特
に
、
常
に
身
に

つ
け
て
い
て
ほ
し
い
カ
ー
ド
で
す
。
カ
ー

ド
に
は
、
周
囲
の
人
や
医
療
関
係
者
に
自

分
が
糖
尿
病
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
言

葉
が
書
か
れ
て
お
り
、
低
血
糖
や
交
通
事

故
な
ど
の
緊
急
時
に
適
切
な
処
置
を
促
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

08
年
か
ら
は
、
小
児
糖
尿
病
基
金
を
利

用
し
て
１
型
糖
尿
病
患
者
用
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

も
発
行
し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
患
者
用
Ｉ

Ｄ
カ
ー
ド
と
の
違
い
は
、
災
害
時
な
ど
で

の
イ
ン
ス
リ
ン
供
給
に
配
慮
す
る
よ
う
求

め
る
言
葉
が
入
っ
て
い
る
点
で
す
。

　

英
文
カ
ー
ド
（D

iabetic D
ata Book

）

は
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
が
海
外
旅
行
を
す

る
際
に
役
立
つ
カ
ー
ド
で
す
。
表
紙
に
は

「
わ
た
し
は
糖
尿
病
患
者
で
す
」
と
い
う

文
言
が
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
で
大
き
く
書
か
れ

て
お
り
、
中
面
は
経
口
薬
の
服
用
や
イ
ン

ス
リ
ン
注
射
を
し
て
い
る
場
合
の
治
療
内

容
、
合
併
症
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
主

治
医
に
英
文
で
記
入
し
て
も
ら
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
糖
協
の
療
養
グ
ッ
ズ
は
、
全
国
の
医

療
機
関
、
薬
局
を
通
じ
て
入
手
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
受
診
先
で
入
手

で
き
な
い
患
者
さ
ん
に
は
、
所
定
の
手
続

き
に
よ
り
、
日
糖
協
本
部
で
個
別
送
付
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

療
養
グッ
ズ

毎
日
の
糖
尿
病
治
療
に
役
立
つ
療
養
グッ
ズ
を
製
作

日糖協の
療養支援
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3250年のあゆみ　希望の未来へ。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
が
全
国
糖
尿
病
週
間

を
設
定
し
た
の
は
、
い
ま
か
ら
40
年
以
上

も
前
の
１
９
６
５
年
の
こ
と
で
す
。
日
糖

協
と
日
本
糖
尿
病
学
会
の
共
同
主
催
で
、

厚
生
省
（
当
時
）、
日
本
医
師
会
、
日
本

放
送
協
会
の
後
援
を
得
て
、「
11
月
の
第

２
週
」
の
7
日
間
に
わ
た
っ
て
日
本
全
国

で
週
間
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
糖
尿
病
週
間
は
四
つ
の
大
き

な
目
的
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
一
つ
目
は
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
を
一
般
の
人
た
ち
に
も
っ
て
も

ら
う
こ
と
。
二
つ
目
は
、
日
本
全
国
の
医

師
、
看
護
師
、
栄
養
士
な
ど
の
医
療
ス
タ

ッ
フ
に
糖
尿
病
に
関
す
る
最
新
の
知
識
を

習
得
し
て
も
ら
う
こ
と
。
三
つ
目
は
、
糖

尿
病
患
者
さ
ん
が
自
分
自
身
の
病
気
を
も

う
一
度
見
直
し
、
こ
れ
か
ら
先
の
療
養
に

励
む
き
っ
か
け
を
つ
く
る
な
ど
自
覚
行
動

の
喚
起
。
そ
し
て
、
四
つ
目
は
、
自
分
が

糖
尿
病
だ
と
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
患
者

さ
ん
を
見
い
だ
す
た
め
に
医
療
機
関
が
検

診
を
幅
広
く
実
施
す
る
こ
と
で
す
。

　

61
年
の
発
足
以
来
、
日
糖
協
は
日
本
糖

尿
病
学
会
と
協
力
し
な
が
ら
糖
尿
病
の
正

し
い
治
療
方
法
を
広
め
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

65
年
当
時
の
会
員
は
６
０
０
０
人
あ
ま
り

に
過
ぎ
ず
、
１
０
０
万
人
以
上
の
糖
尿
病

患
者
さ
ん
は
組
織
の
外
に
置
か
れ
た
ま
ま

の
状
態
だ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
医
師
に

つ
い
て
も
、
す
べ
て
が
糖
尿
病
に
高
い
関

心
を
も
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
一
般
の
人
た
ち

に
も
医
師
に
も
、
糖
尿
病
に
対
す
る
認
識

度
を
高
め
て
も
ら
い
、
糖
尿
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
徹
底
し
よ
う
と
考
え
、

「
11
月
の
第
２
週
」
を
全
国
糖
尿
病
週
間

と
定
め
、
全
国
的
な
運
動
を
展
開
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

　

以
来
、
毎
年
「
11
月
の
第
２
週
」
に
全

国
糖
尿
病
週
間
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
が
、
２
０
０
６
年
末
に
な
っ
て
国
際
連

合
（
国
連
）
が
毎
年
11
月
14
日
を
「
世
界

糖
尿
病
デ
ー
」
と
公
式
に
定
め
た
こ
と
を

受
け
て
日
糖
協
と
日
本
糖
尿
病
学
会
が
話

し
合
い
、
07
年
の
第
43
回
以
降
は
「
世
界

糖
尿
病
デ
ー
の
11
月
14
日
を
含
む
週
」
に

各
種
事
業
を
開
催
す
る
こ
と
に
変
更
し
ま

し
た
。

　

全
国
糖
尿
病
週
間
に
は
、
日
糖
協
と
日

本
糖
尿
病
学
会
の
主
催
共
催
に
よ
り
、
全

国
の
支
部
や
友
の
会
の
協
力
も
得
て
、
糖

尿
病
に
関
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
、
そ

の
予
防
、
早
期
発
見
・
治
療
を
促
進
す
る

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
集
中
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
講
演
会
や
、
糖
尿
病
教
室
・
健
康

教
室
、
料
理
教
室
な
ど
の
開
催
、
ハ
イ
キ

ン
グ
大
会
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
さ
ら
に
は
映

画
上
映
や
音
楽
会
の
開
催
ま
で
、
多
く
の

人
々
に
興
味
と
関
心
を
も
っ
て
糖
尿
病
に

対
処
し
て
も
ら
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

全
国
各
地
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無

料
の
血
糖
測
定
や
血
圧
、
身
長
、
体
重
、

腹
囲
、
体
脂
肪
測
定
な
ど
、
糖
尿
病
予
備

群
の
人
た
ち
を
い
ち
早
く
見
い
だ
す
た
め

の
検
診
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

69
年
の
第
5
回
か
ら
は
、
全
国
糖
尿

病
週
間
の
年
度
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
標
語
を

募
集
し
、
第
１
位
に
な
っ
た
標
語
を
全
国

糖
尿
病
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
に
掲
載
す
る
な

ど
、
全
国
糖
尿
病
週
間
の
普
及
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
「
11
月
と
い
え
ば

全
国
糖
尿
病
週
間
」
と
自
然
に
覚
え
て
も

ら
う
よ
う
、日
糖
協
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

取
り
組
み
、
糖
尿
病
の
予
防
と
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
促
す
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

全
国
糖
尿
病
週
間

糖
尿
病
への
関
心
を
高
め
る
た
め
、
全
国
的
な
運
動
を
展
開

糖尿病の予防と療養についての正しい知識を

日糖協の
啓発活動
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第46回全国糖尿病週間 「神奈川糖尿病デー 2010」 （神奈川県横浜市 県民ホール・2010年11月14日）

市民講演会の様子（神奈川） 食育・栄養管理のデモンストレーション（神奈川）

ストレッチケア運動 （愛媛県松山市 県立中央病院・2009
年11月3日）

糖尿病食試食会 （愛媛県八幡浜市 市立八幡浜総合病院・
2009年11月13日）

第45回全国糖尿病週間は「糖尿病と闘うシンボル ブルーサークル」をテーマに、「ブルーの輪 広げて向き合う 糖尿病」
の標語で実施。講演会の様子（沖縄県那覇市 パレットくもじ・2009年10月17日）
第45回全国糖尿病週間は「糖尿病と闘うシンボル ブル サ



3450年のあゆみ　希望の未来へ。

　

糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
糖
尿
病
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
一
般
の
人
た
ち
に
も
糖
尿
病
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
日
本
糖
尿
病
協
会
で
は
１
９
９
４
年

よ
り
毎
年
、
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
日
糖
協
と
各

都
道
府
県
支
部
と
の
共
催
と
い
う
形
で
行

わ
れ
て
お
り
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
だ
け
で

は
な
く
、
誰
で
も
無
料
で
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
日
糖
協
登
録
医
・
療
養
指
導
医
・
歯

科
医
師
登
録
医
の
更
新
単
位
が
取
得
で

き
る
ほ
か
、
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士

（
C
D
E
J
）
の
認
定
更
新
に
必
要
な
研

修
会
と
し
て
の
認
定
も
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
多
く
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
参
加

す
る
専
門
性
の
高
い
糖
尿
病
関
連
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
毎
年
４
都

道
府
県
ほ
ど
の
会
場
で
開
催
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
支
部
が
個
性
を
発

揮
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
専
門
家
を
招
い

て
の
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
糖

尿
病
の
最
新
医
療
や
予
防
と
治
療
に
関
す

る
情
報
、合
併
症
や
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
知
識
、

各
種
検
査
の
重
要
性
や
食
事
療
法
な
ら
び

に
運
動
療
法
に
つ
い
て
な
ど
、
各
都
道
府

県
支
部
が
定
め
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
内
容

の
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
糖
尿
病
を
も
つ
著
名
人
を
招
い

て
特
別
講
演
を
企
画
す
る
支
部
も
あ
り
ま

す
。
各
界
で
活
躍
す
る
著
名
人
が
自
分
な

り
の
工
夫
で
糖
尿
病
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

な
が
ら
生
活
し
て
い
る
、
そ
の
体
験
に
基

づ
く
講
演
は
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
そ
の

家
族
に
と
っ
て
毎
日
の
生
活
に
役
立
つ
知

恵
や
ヒ
ン
ト
が
発
見
で
き
、
大
き
な
励
ま

し
と
な
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
会
場
内
に
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
健
康
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
た
り
、
協
賛
企
業
に
よ
る
糖
尿

病
関
連
の
製
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す

る
な
ど
、
来
場
者
に
自
分
の
健
康
や
糖
尿

病
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
す
。

　

糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
毎
年
数

多
く
の
人
た
ち
が
来
場
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
大
多
数
の
人
た
ち
が
「
今
後
も
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
理
解
を
深
め
た

い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に

多
く
の
人
々
に
来
場
い
た
だ
け
る
実
り
あ

る
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
糖
尿
病
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
一
般
の
人
た
ち
に
も
糖
尿
病
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
日
本
糖
尿
病
協
会
で
は
１
９
９
４
年

よ
り
毎
年
、
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
日
糖
協
と
各

都
道
府
県
支
部
と
の
共
催
と
い
う
形
で
行

わ
れ
て
お
り
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
だ
け
で

は
な
く
、
誰
で
も
無
料
で
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
日
糖
協
登
録
医
・
療
養
指
導
医
・
歯

科
医
師
登
録
医
の
更
新
単
位
が
取
得
で

き
る
ほ
か
、
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士

（
C
D
E
J
）
の
認
定
更
新
に
必
要
な
研

J

修
会
と
し
て
の
認
定
も
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
多
く
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
参
加

す
る
専
門
性
の
高
い
糖
尿
病
関
連
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
毎
年
４
都

道
府
県
ほ
ど
の
会
場
で
開
催
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
支
部
が
個
性
を
発

揮
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
専
門
家
を
招
い

て
の
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
糖

尿
病
の
最
新
医
療
や
予
防
と
治
療
に
関
す

る
情
報
、合
併
症
や
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
知
識
、

各
種
検
査
の
重
要
性
や
食
事
療
法
な
ら
び

に
運
動
療
法
に
つ
い
て
な
ど
、
各
都
道
府

県
支
部
が
定
め
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
内
容

の
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
を
も
つ
著
名
人
を
招
い

て
特
別
講
演
を
企
画
す
る
支
部
も
あ
り
ま

す
。
各
界
で
活
躍
す
る
著
名
人
が
自
分
な

り
の
工
夫
で
糖
尿
病
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

な
が
ら
生
活
し
て
い
る
、
そ
の
体
験
に
基

づ
く
講
演
は
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
そ
の

家
族
に
と
っ
て
毎
日
の
生
活
に
役
立
つ
知

恵
や
ヒ
ン
ト
が
発
見
で
き
、
大
き
な
励
ま

し
と
な
る
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
会
場
内
に
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
健
康
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
た
り
、
協
賛
企
業
に
よ
る
糖
尿

病
関
連
の
製
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す

る
な
ど
、
来
場
者
に
自
分
の
健
康
や
糖
尿

病
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
す
。

糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
毎
年
数

多
く
の
人
た
ち
が
来
場
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
大
多
数
の
人
た
ち
が
「
今
後
も
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
理
解
を
深
め
た

い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に

多
く
の
人
々
に
来
場
い
た
だ
け
る
実
り
あ

る
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

各
都
道
府
県
支
部
が
個
性
を
発
揮
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

日糖協の
啓発活動

糖尿病シンポジウム in 奈良2010「糖尿病
のうそ・ほんと」（奈良県 奈良県文化会館・
2010年10月24日）

各関係企業による出展ブース（奈良） 糖尿病シンポジウム in 奈良2010「糖尿病各関係企業による出展ブ ス（奈良）
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糖尿病の治療や合併症の予防に関する6人のパネリストによるシンポジウムのほか、
油を減らした電子レンジ調理方法説明会などが行われた（佐賀）

糖尿病シンポジウム in 佐賀2009 「がばい わかる 糖尿病」（佐賀県 佐賀市文化
会館・2009年11月8日）

糖尿病シンポジウム in 秋田2008 「楽しく運動！糖
尿病とともに身体も心もストレッチ！」（秋田県 秋田
県民会館・2008年11月16日）

記録集とパンフレット（秋田）

糖尿病シンポジウム in 和歌山2006
「まっぺん振り返ってみよら、生活習慣」
（和歌山県 和歌山県民文化会館・2006
年10月14日）

各関係企業による出展ブース（兵庫）

糖尿病シンポジウム in 兵庫2008 「あなたの自己管理 出来
ていますか？」 （兵庫県 神戸国際会議場・2008年11月22日）

清野裕理事長の挨拶（兵庫）

ット（秋田）記録集と録集とパンフレッ



3650年のあゆみ　希望の未来へ。

　

糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
正
し
い
糖
尿
病
治

療
の
知
識
を
会
得
し
て
も
ら
う
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
広
く
社
会
の
人
々
に
糖
尿
病
に

対
す
る
理
解
と
知
識
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
も
、
日
本
糖
尿
病
協
会
の
大
切
な
役
割

で
す
。

　

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
日
糖
協
は

２
０
０
３
年
か
ら
日
本
糖
尿
病
財
団
と
共

催
で
、
誰
で
も
無
料
で
参
加
で
き
る
糖
尿

病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
日
本

全
国
を
東
日
本
地
区
と
西
日
本
地
区
に
分

け
、
毎
年
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
１
カ
所
ず

つ
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
糖

尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト
し

た
03
年
は
、
東
日
本
地
区
は
長
野
県
、
西

日
本
地
区
は
福
岡
県
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
該
都
道
府
県
が
そ
の
年
度
の
糖
尿
病
予

防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
内
容
や
演
者
に
よ
る

講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
09
年
の
７
回
目
の
糖
尿
病
予

防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
東
日
本
地
区
は
静

岡
県
、
西
日
本
地
区
は
鹿
児
島
県
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

東
日
本
地
区
の
静
岡
県
で
は
「
糖
尿
病

を
正
し
く
知
っ
て
、
予
防
に
活
か
そ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、「
生
活
習
慣
と
糖
尿
病
予

防
」「
節
約
・
健
康
法
―
―
あ
な
た
が
ヤ

セ
ら
れ
な
い
本
当
の
理
由
」
と
題
し
た
二

つ
の
基
調
講
演
の
ほ
か
、
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ

ー
三
浦
雄
一
郎
氏
に
よ
る
特
別
講
演
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

西
日
本
地
区
の
鹿
児
島
県
で
は
「
こ
れ

だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
糖
尿
病
予
防
の

コ
ツ
」
を
テ
ー
マ
に
、「
糖
尿
病
合
併
症

の
防
止
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」「
糖

尿
病
か
ら
母
子
を
守
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」「
増
加
す
る
糖
尿
病
予
防
の
た
め

の
取
り
組
み
」
の
３
講
演
の
ほ
か
、
プ
ロ

の
歌
手
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
血
圧
や
血
糖
測
定
が
で
き
る
無

料
検
診
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
よ
り

多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
イ
ベ
ン

ト
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
開
催

地
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

ん
で
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
前
述

の
よ
う
に
日
糖
協
と
日
本
糖
尿
病
財
団
と

の
共
催
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
開
催
地
の

日
糖
協
支
部
が
世
話
人
と
し
て
協
力
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
や
日
本
糖

尿
病
学
会
、
日
本
医
師
会
な
ど
が
後
援
と

し
て
、開
催
地
の
医
師
会
や
歯
科
医
師
会
、

看
護
協
会
な
ど
が
協
賛
と
し
て
、
各
イ
ベ

ン
ト
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
予
防
キ
ャンペ
ー
ン

糖
尿
病
予
防
の一環
と
し
て
、誰
で
も
無
料
で
参
加
で
き
る
イ
ベン
ト
を

糖尿病予防キャンペーン東日本地区講演
会 「膵臓ベータ細胞！ 優しくまもって糖
尿病予防」 （岩手県盛岡市・2010年10月
30日）

本部ブース（岩手）

日糖協の
啓発活動
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

糖尿病予防キャンペーン西日本地区講演会 「糖尿病予防も治療も地域から」（島根県松江市・2008年12月7日）

出雲地方の民俗楽器「銭太鼓」のアトラクションも（島根） 歯科医師会コーナー（島根）

血糖・血圧測定ブース（静岡） 糖尿病予防キャンペーン東日本地区講演会「糖尿病を正し
く知って、予防に活かそう」（静岡県静岡市・2009年12月
13日）

糖尿病予防キャンペーン西日本地区講演会「これだけは知っ
ておきたい糖尿病予防のコツ」（鹿児島県鹿児島市・2009年
11月12日）



3850年のあゆみ　希望の未来へ。

　

２
０
０
６
年
６
月
、
日
本
糖
尿
病
協
会

は
サ
ノ
フ
ィ
・
ア
ベ
ン
テ
ィ
ス
株
式
会
社

と
共
催
で
糖
尿
病
の
予
防
と
治
療
を
め
ざ

す
健
康
イ
ベ
ン
ト
「
グ
リ
コ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
（H

bA
1c

）
認
知
向
上
運
動
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
09
年
か
ら
は
イ
ベ
ン

ト
名
称
を
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ
ー
・
ワ
ン
・

シ
ー
（H

bA
1c

）
認
知
向
上
運
動
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
値
は
、
検
査
日
か
ら

過
去
１
〜
２
カ
月
間
の
平
均
血
糖
値
を
反

映
す
る
も
の
で
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

指
標
と
な
り
ま
す
。糖
尿
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
目
的
と
し
て
08
年
４
月
に
始

ま
っ
た
「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
（
メ
タ
ボ
健
診
）」
の
検
査
項
目
に
も

新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
民
の
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
に
対
す
る
認
知
度
は
い
ま

だ
低
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ
ー
・
ワ
ン
・
シ
ー

（H
bA
1c

）
認
知
向
上
運
動
は
、ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
A1c
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
広
め

る
た
め
に
始
ま
り
ま
し
た
。
糖
尿
病
と
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
、
糖
尿
病
の
予
防
と
治
療

に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

　

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ
ー
・
ワ
ン
・
シ
ー

（H
bA
1c

）
認
知
向
上
運
動
は
、
糖
尿
病

専
門
医
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
師
、
ス
ポ
ー

ツ
分
野
で
活
躍
す
る
特
別
ゲ
ス
ト
な
ど
を

招
き
、糖
尿
病
患
者
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、

誰
も
が
無
料
で
参
加
で
き
る
健
康
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
国
内
主
要
都
市
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
糖
尿
病
に
関
す
る

講
演
会
や
特
別
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
、
身
近
な
運
動
療
法
で
あ
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ぶ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講

座
な
ど
を
用
意
。
自
分
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

A1c
値
を
把
握
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
身
近

な
運
動
療
法
で
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効

果
的
な
歩
き
方
や
正
し
い
知
識
な
ど
を
、

初
心
者
に
も
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
の
無
料
測
定

も
実
施
し
て
お
り
、
毎
回
、
大
勢
の
方
が

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
の
測
定
を
体
験
し
て
い

ま
す
。

　

09
年
９
月
26
日
、
大
阪
府
大
阪
市
で
開

催
し
た
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ
ー
・
ワ
ン
・

シ
ー
（H

bA
1c

）
認
知
向
上
運
動
の
参
加

者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
全
回
答
者

２
２
７
人
中
の
約
66
％
に
当
た
る
１
５
０

人
が
「
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
」ま
た
は「
疑
い
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
」

人
で
し
た
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
に
つ
い
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
前
か
ら
「
名
前
、
内
容
と

も
よ
く
知
っ
て
い
た
」
と
約
54
％
の
人
が

回
答
し
ま
し
た
が
、
糖
尿
病
ま
た
は
そ
の

疑
い
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

回
答
者
72
人
に
限
っ
て
み
る
と
、
よ
く
知

っ
て
い
た
の
は
約
32
％
と
認
知
率
の
低
さ

が
顕
在
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
イ
ベ
ン

ト
の
参
加
に
よ
り
「
健
康
診
断
や
診
察
な

ど
で
自
分
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
値
を
意
識

し
た
い
」
ま
た
は
「
日
頃
か
ら
体
を
動
か

し
、糖
尿
病
の
予
防
に
心
が
け
た
い
」
と
、

実
に
96
％
の
人
が
糖
尿
病
予
防
に
向
け
た

前
向
き
な
意
思
を
示
す
回
答
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

糖
尿
病
予
防
の
最
善
策
は
、
適
切
な
食

習
慣
や
運
動
の
実
践
と
と
も
に
、
何
よ
り

も
糖
尿
病
と
い
う
疾
患
に
つ
い
て
正
し
く

知
る
こ
と
で
す
。
日
糖
協
は
サ
ノ
フ
ィ
・

ア
ベ
ン
テ
ィ
ス
株
式
会
社
の
ご
支
援
を
得

て
、
今
後
も
糖
尿
病
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c

に
関
す
る
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ヘモ
グ
ロ
ビン・エー
・ワ
ン・シ
ー（HbA1c

）認
知
向
上
運
動

血
糖
コン
ト
ロ
ー
ルの
大
切
な
指
標
を
広
め
る
た
め
に

日糖協の
啓発活動
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

ミニ講演会、○×クイズ、ウォーキング

東国原宮崎県知事が出演  「糖尿病をどげんかせんといかん！」宣言　
特別ゲスト ： 東国原英夫(宮崎県知事) 、四元奈生美（プロ卓球選手）、
坂本雄次（ランニングプロデューサー）

応援イベント「歩いて、動いて、ヘルシーライフ」
特別ゲスト：増田明美（スポーツジャーナリスト）、照英（俳優）

「え？糖尿病以外の糖尿病診断！？～誰でもHbA1c測定キャンペーン～」
ミニ講演会、HbA1c無料測定、クイズラリー　
※イベント前に糖尿病情報番組のテレビ放送

プロ卓球選手の四元奈生美さんによるラージボール卓球を披露

プロ卓球選手の四元奈生美さんを特別ゲストに

開催年度 日時 会場 内容

東京都千代田区日比谷公園

東京都港区台場
2006年

2007年

2008年

2009年

2010年

東京都江東区青海

静岡県静岡市

宮崎県宮崎市

大阪府大阪市

青森県青森市、岩手県
盛岡市、宮城県仙台市、
山形県山形市

6月4日

第1回：6月3日

第2回：9月23日

7月5日

9月26日

9月18日～
　　　　26日

■これまでのヘモグロビン・エー・ワン・シー（HbA1c）認知向上運動

ヘモグロビンA1cの値が変わります

わたしたちが使っているヘモグロビン
A1cは、日本糖尿病学会の基準値（JDS
値）でしたが、十分な周知期間のあと、日
本糖尿病学会が提示する日時をもって
（日程は未定）、米国をはじめほとんどの
国で使われているNGSP（National 
Glycohemoglobin Standardization 
Program）相当値（国際標準値と呼びま
す）に変わります。国際標準値は、JDS値
に0.4を足した数字です。例えば、ヘモグ
ロビンA1c6.5％は、（6.5+0.4）で、
6.9％となります。

・  ・  ・

ヘモグロビン・エー・ワン・シー（HbA1c）認知向上運動
と名称も新たに開催。○×クイズで講義内容をおさら
い（大阪府大阪市・2009年9月26日）

自宅でも気軽に行える「イス体操」を軽快な音楽に
合わせて紹介（大阪）

9～86歳の約500人の参加者が集い、
希望者約320人がHbA1c測定を体験
（宮崎県宮崎市・2008年7月5日）

応援イベント 「歩いて、動いて、ヘルシ
ーライフ」を開催（東京都港区台場・
2006年6月4日）

プロ卓球選手の四元奈生美さんと一緒に無理の
ない効果的なウォーキングを実践（大阪）
プロ卓球選手の四元奈生美さんと 緒に無理の
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２
０
０
６
年
12
月
20
日
、
糖
尿
病
に
関

係
す
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
画
期
的
な

出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
日
本
糖
尿
病

協
会
も
加
盟
す
る
国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ

Ｄ
Ｆ
）
が
国
際
連
合
（
国
連
）
に
対
し
て

要
請
し
て
き
た
「
糖
尿
病
の
全
世
界
的
脅

威
を
認
知
す
る
決
議
」
を
、
国
連
が
総
会

に
お
い
て
加
盟
１
９
２
カ
国
の
全
会
一
致

で
採
択
。
同
時
に
、
11
月
14
日
を
「
世
界

糖
尿
病
デ
ー
」
に
指
定
し
た
の
で
す
。

　

Ｉ
Ｄ
Ｆ
と
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

で
は
従
来
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
発
見
者
で
あ

る
バ
ン
テ
ィ
ン
グ
医
師
の
誕
生
日
で
あ
る

11
月
14
日
を
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
と
名

づ
け
、
そ
の
周
辺
の
日
に
糖
尿
病
の
正
し

い
知
識
を
広
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
で
は
国
連
決
議
に
先

駆
け
て
「U

nite for D
iabetes

（
糖
尿
病

に
団
結
し
て
立
ち
向
か
お
う
）」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
、
国
連
や
空
を
表

す
「
ブ
ル
ー
」
と
団
結
を
表
す
「
輪
」
を

使
用
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
「
ブ
ル
ー
サ

ー
ク
ル
」
を
採
用
し
て
い
ま
し
た
。
国
連

は
、
こ
の
11
月
14
日
を
世
界
糖
尿
病
デ
ー

と
し
て
公
式
に
認
定
し
、
国
連
に
加
盟

す
る
す
べ
て
の
国
に
糖
尿
病
の
予
防
や
治

療
、
療
養
を
喚
起
す
る
啓
発
運
動
を
推
進

す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
の
で
す
。

　

こ
の
決
定
を
受
け
て
、
07
年
以
降
、
11

月
14
日
に
は
国
連
お
よ
び
主
要
国
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
糖
尿
病
啓
発
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
日
本
で
は
日
糖
協
と
日
本
糖
尿
病

学
会
が
中
心
と
な
っ
て
「
世
界
糖
尿
病
デ

ー
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
、
日
本
各
地

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
世
界
糖
尿
病
デ
ー
の

シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
す
る
「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
11
月
14
日
を
含
ん
だ
1
週
間
を
「
全

国
糖
尿
病
週
間
」
と
し
て
、
11
月
14
日
が

世
界
糖
尿
病
デ
ー

糖
尿
病
に
対
し
て
、世
界
が
団
結
す
る
た
め
に

❻11月14日が「世界糖尿病デー」
と決まって初めて2007年にブル
ーライトアップされた東京タワー

❺宇都宮タワー（栃木県） ❷盛岡城跡公園（岩手県）

❹アートタワー水戸（茨城県）

❶札幌時計台（北海道）

❸鶴ヶ城（福島県）

❺❺宇都宮タワ （栃木県） ❶❶札幌時計台（北海道）

❸❸鶴ヶ城（福島県）

❷❷盛岡城跡公園（岩手県）

❹❹ア トタワ 水戸（茨城県）

日糖協の
啓発活動
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い
ま

❾郡上八幡城（岐阜県）

13山口県旧県庁舎（山口県） 11永源寺（滋賀県）

14宮崎県庁（宮崎県） 12姫路城（兵庫県）

❼鎌倉大仏（神奈川県）10名古屋城（愛知県）

❽富山城（富山県）

世界糖尿病デー 2009年度版 公式ポスター
❼❼鎌倉大仏（神奈川県）1010名古屋城（愛知県）

❽❽富山城（富山県）

❾❾郡上八幡城（岐阜県）

1313山口県旧県庁舎（山口県） 1111永源寺（滋賀県）

1414宮崎県庁（宮崎県） 1212姫路城（兵庫県）

世
界
糖
尿
病
デ
ー
で
あ
る
こ
と
の
周
知

や
、
糖
尿
病
の
予
防
や
治
療
の
正
し
い
知

識
を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
街
頭
で
の
血
糖
測

定
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
講
演
会

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
」
も
、
そ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ

で
、
糖
尿
病
の
予
防
・
治
療
の
啓
発
を
目

的
と
し
た
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集
し
、
毎

年
40
点
あ
ま
り
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
結

果
、
世
界
糖
尿
病
デ
ー
は
年
を
追
う
ご
と

に
人
々
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
世
界
糖
尿
病
デ
ー
が
公
式
に
認

定
さ
れ
て
4
年
目
と
な
る
10
年
に
は
、
世

界
で
約
９
０
０
カ
所
（
※
１
）
も
の
名
所

や
建
物
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
が
青
く
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
日
本
で
も
東
京
タ
ワ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
１
１
１
カ
所
（
※
２
）
が

夜
空
に
青
く
照
ら
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
糖
尿
病
財
団
（
Ｗ
Ｄ
Ｆ
）

に
よ
り
毎
年
実
施
さ
れ
る
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
「
グ
ロ
ー
バ
ル 

ダ
イ
ア
ビ
ー
テ
ィ

ス 

ウ
ォ
ー
ク
（
世
界
糖
尿
病
ウ
ォ
ー
ク
）」

は
、
09
年
に
は
カ
ナ
ダ
や
デ
ン
マ
ー
ク
な

ど
52
カ
国
で
開
催
さ
れ
、
約
30
万
人
（
※

３
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

世
界
糖
尿
病
デ
ー
は
、
糖
尿
病
に
立
ち

向
か
う
た
め
に
、
世
界
中
の
人
々
が
心
を

一
つ
に
す
る
日
と
し
て
着
実
に
定
着
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

※
1　

I
D
F
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

※
2　

世
界
糖
尿
病
デ
ー
実
行
委
員
会
よ
り

※
3　

W
D
F
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
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２
０
０
２
年
12
月
８
日
、
南
昌
江
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
で
、
ご
自
身
も
１
型
糖

尿
病
を
も
つ
南
昌
江
先
生
は
、
初
め
て
の

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
感
動
を
仲
間
や
患

者
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

と
、
ご
自
身
の
体
験
を
通
し
て
参
加
を
呼

び
か
け
ら
れ
、
仲
間
が
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
こ
う
し
て
、
毎
年
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
参
加
す
る
う
ち
、
南
先
生
は
カ
ナ
ダ

か
ら
参
加
し
て
い
る
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の

チ
ー
ム
に
出
会
い
、
日
本
で
も
患
者
さ
ん

や
家
族
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
交
え
て
、
健

康
的
に
運
動
を
楽
し
め
る
活
動
を
展
開
し

た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。

　

07
年
５
月
、
南
先
生
を
代
表
世
話
人
の

一
人
と
し
て
、
日
本
糖
尿
病
協
会
の
な
か

に
「T
eam
 D
iabetes Japan

（
T
D
J
）」

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｄ
Ｊ
に
は
、
糖

尿
病
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
医

療
関
係
者
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
が
参
加
で
き
ま
す
。

　

Ｔ
Ｄ
Ｊ
は
、「
糖
尿
病
だ
か
ら
と
い
っ

て
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
「N

o 
Lim
it

」
を
基
本
理
念
と
し
、
運
動
を
通

じ
て
自
己
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
糖
尿
病

の
あ
る
人
生
を
よ
り
前
向
き
に
生
き
て
い

こ
う
と
考
え
る
チ
ー
ム
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
患
者
さ
ん
ど

う
し
の
交
流
を
図
り
、
治
療
を
続
け
る
意

欲
を
高
め
る
ほ
か
、
糖
尿
病
で
は
な
い
人

た
ち
に
生
活
習
慣
病
予
防
の
啓
発
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
人
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で

連
帯
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
海
外
の
マ
ラ

ソ
ン
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
国
際
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
メ
ン
バ
ー
が
身
に
つ
け
る
Ｔ
Ｄ
Ｊ

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
キ
ャ
ッ
プ
の
売
り
上
げ
の

一
部
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
日
糖
協
の

糖
尿
病
対
策
活
動
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　

07
年
12
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
ホ
ノ
ル

ル
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
患
者
さ
ん
14
人
を
含

む
57
人
の
Ｔ
Ｄ
Ｊ
メ
ン
バ
ー
が
参
加
。
08

年
の
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
は
62
人
が
参

加
し
、
参
加
者
全
員
が
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
や

10 

km
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
応
援
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

09
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
た
た
め
、
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
断
念

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
代

わ
り
に
10
月
18
日
に
東
京
都
の
荒
川
河
川

敷
で
開
催
さ
れ
た
第
38
回
タ
ー
ト
ル
マ
ラ

ソ
ン
全
国
大
会
に
患
者
さ
ん
12
人
を
含
む

77
人
が
参
加
。
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
や
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
全
員
が

無
事
完
走
・
完
歩
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
一
般
の
参
加
者
も
Ｔ
Ｄ
Ｊ
を

通
し
て
日
糖
協
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
た

よ
う
で
、
日
糖
協
に
つ
い
て
の
質
問
を
受

け
る
な
ど
、
そ
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

T
eam
 D
iabetes Japan

（
T
D
J
）

糖
尿
病
だ
か
ら
と
いっ
て
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
！

日糖協の
啓発活動
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2008年はTDJから62人が参加。懇親会の参加者でつくった
ブルーサークル（ホノルル）

照りつける暑い日差しのなか、参加者全員が完走・完歩！
（荒川タートルマラソン）

TDJから患者12人、医師14人、看護師11人、その他40人の総勢77人が参加（荒川タートルマラソン）

JALホノルルマラソン2007（ハワイ ホノルル・2007年12
年9日）には、 患者14人を含む57人が参加。10kmウォーク
の参加者たち

第38回タートルマラソン全国大会兼第12回バリアフリー
タートルマラソン大会 （東京都足立区 荒川河川敷・2009
年10月18日）

JALホノルルマラソン2008（ハワイ ホノルル・2008年12年14日）。フルマラソンに挑む参加者
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２
０
０
６
年
９
月
１
日
、
日
本
糖
尿
病

協
会
は
、
国
際
糖
尿
病
基
金
を
設
立
し
ま

し
た
。

　

国
際
糖
尿
病
基
金
は
、
企
業
や
個
人
の

方
か
ら
の
寄
付
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
設
立
目
的
に
は
、
国
内
外
の
糖
尿

病
対
策
活
動
を
実
施
す
る
団
体
や
他
の
国

際
交
流
活
動
へ
の
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
世
界
の
糖
尿
病
対
策
の
推
進
に
寄
与

し
、
日
本
と
諸
外
国
の
相
互
理
解
の
促
進

や
国
際
親
善
に
役
立
つ
こ
と
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
、
①
海
外
の
糖
尿
病
研
究
者
招
聘
（
し

ょ
う
へ
い
）
等
糖
尿
病
に
関
す
る
人
材
交

流
、
②
国
際
的
に
増
加
す
る
糖
尿
病
を
理

解
す
る
た
め
の
資
材
の
制
作
と
啓
発
、
③

糖
尿
病
の
国
際
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の

糖
尿
病
対
策
の
企
画
と
推
進
、
④
内
外
で

実
施
さ
れ
る
糖
尿
病
対
策
活
動
へ
の
助
成

お
よ
び
顕
彰
、
⑤
糖
尿
病
に
関
す
る
調
査

研
究
活
動
と
そ
の
国
際
比
較
な
ど
の
事
業

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
糖
尿
病
基
金
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
対
す
る
糖
尿
病
対
策
支
援

や
日
中
友
好
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
日

韓
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
糖
尿
病
疫
学
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、

国
際
糖
尿
病
連
合
会
議
な
ど
へ
の
参
加
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
07
年
10
月
、

京
都
府
の
国
立
京
都
国
際
会
館
で
開
催
さ

れ
た
第
14
回
日
韓
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
は
、
日
本
と
韓
国
に
加
え
、
香
港
、
台

湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
か
ら
も
多
く
の

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

招
か
れ
、
糖
尿
病
の
予
防
と
治
療
に
関
す

る
数
多
く
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
各
国
の
糖
尿
病
教

育
の
最
新
情
報
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
ア

ジ
ア
地
域
に
お
け
る
糖
尿
病

対
策
推
進
に
と
っ
て
意
義
深

い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

近
年
、
ア
ジ
ア
地
域
に

お
け
る
糖
尿
病
人
口
は
増

大
を
続
け
て
お
り
、
ア

ジ
ア
人
に
適
し
た
糖
尿

病
治
療
の
研
究
・
開
発
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア

各
国
の
連
携
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
日
糖

協
は
国
際
糖
尿
病
基
金
を
活
用
し
、
こ
れ

か
ら
も
ア
ジ
ア
地
域
、
そ
し
て
世
界
規
模

で
の
糖
尿
病
対
策
の
支
援
に
力
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
際
糖
尿
病
基
金　

国
際
的
な
糖
尿
病
対
策
支
援
を
強
化

日糖協の
支援活動

世界規模で糖尿病対策の推進を支援

第８回日中友好糖尿病シンポジウム
 （和歌山・2008年４月25日～26日）の抄録
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協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

　

２
０
０
６
年
4
月
1
日
、
日
本
糖
尿
病

協
会
は
、
小
児
糖
尿
病
に
関
す
る
幅
広
い

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
、
小
児
糖
尿
病
基

金
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

小
児
糖
尿
病
基
金
の
原
資
と
な
っ
た
の

は
、
02
年
に
福
岡
の
篤
志
家
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
寄
付
金
で
す
。「
小
児
糖
尿
病
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
い
う
寄
付
者
の
意
思
を
活
か
す
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
使
う
べ
き
か
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
日
糖
協
ら
し
い
小

児
糖
尿
病
支
援
を
行
う
た
め
に
は
、
基
金

の
設
立
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
の
結
論
に
達

し
た
の
で
す
。

　

小
児
糖
尿
病
基
金
は
、
①
小
児
１
型
糖

尿
病
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
療

育
指
導
、
②
一
般
の
人
た
ち
に
小
児
１
型

糖
尿
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
広
め

る
た
め
の
活
動
、
③
小
児
１
型
糖
尿
病
患

者
さ
ん
が
自
立
す
る
た
め
の
新
し
い
治
療

に
対
す
る
幅
広
い
研
究
助
成
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
基
金
の
運
営
は
、
日
糖
協
理
事
長

を
委
員
長
に
、
小
児
糖
尿
病
対
策
担
当
理

事
、
小
児
糖
尿
病
対
策
委
員
会
委
員
長
、

小
児
糖
尿
病
研
究
者
と
患
者
さ
ん
、
合
わ

せ
て
10
人
以
内
で
組
織
さ
れ
る
運
営
委
員

会
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
児
糖
尿
病
基
金
で
は
現
在
、
小
児
糖

尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
（
小
児
糖
尿
病
生

活
指
導
講
習
会
）、
全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の
補
助
の
ほ
か
、
子
ど

も
の
２
型
糖
尿
病
に
関
す
る
研
究
、
社
会

心
理
面
か
ら
見
た
日
本
の
小
児
糖
尿
病
実

態
調
査
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
効
果
に
関
す

る
調
査
な
ど
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
基
金
を
利
用
し
て
、

１
型
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
対
象
と
す
る
緊

急
時
の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
を
つ
く
り
、
入
手
を

希
望
す
る
会
員
の
皆
さ
ん
に
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

小
児
糖
尿
病
基
金
に
は
、
趣
旨
に
賛
同

い
た
だ
い
た
企
業
や
個
人
の
方
か
ら
寄
付

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
特
に

年
配
の
患
者
さ
ん
か
ら
の
寄
付
が
目
立
っ

て
き
ま
し
た
。

　

日
糖
協
は
、
皆
さ
ま
の
ご
厚
意
を
大
切

に
し
、
小
児
糖
尿
病
の
治
療
や
予
防
な
ど

の
研
究
事
業
面
に
も
重
点
を
置
き
、
小
児

糖
尿
病
支
援
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
児
糖
尿
病
基
金

日
糖
協
ら
し
い
小
児
糖
尿
病
支
援
を
行
う
た
め
に

日糖協の
支援活動

氏名： 電話：

電話：

主治医名：

住所：

カルテ番号：
治療内容：

1型糖尿病のため、インスリン注射が生命維持に必須です。広域災害など
非常時にはインスリン供給に際しご配慮いただきますよう願います。

受診医療
機関名：

1型糖尿病患者さん用 「糖尿病IDカード」　（右）表　（左）裏
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日
本
糖
尿
病
協
会
が
国
際
支
援
を
始
め

た
の
は
50
年
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
最
近
の

15
年
間
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
活
動
内

容
は
精
力
的
で
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
支
援
の
第
一
歩
は
、
日
糖
協
の
機

関
誌
『
さ
か
え
』
の
海
外
送
付
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
世
界
各
国
の
在
留
邦
人
に
正

し
い
知
識
を
届
け
る
た
め
、
１
９
９
８
年

か
ら
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、

中
国
、
韓
国
な
ど
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
３
年
に
は
日
糖
協
と
活
動
も
会

員
数
も
似
通
っ
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
糖
尿

病
協
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク

糖
尿
病
協
会
は
１
９
４
０
年
に
設
立
し
、

会
員
数
は
６
万
人（
糖
尿
病
患
者
３
万
人
、

医
師
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
３
万
人
）
の
団
体

で
す
。
組
織
的
に
日
糖
協
と
類
似
点
が
多

い
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
交
流
を
深
め
る
た

め
に
姉
妹
縁
組
の
打
診
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
糖
尿
病
協
会
か
ら
は

お
互
い
の
交
流
を
も
う
少
し
深
め
て
か
ら

に
し
た
い
と
の
返
答
が
あ
り
、
残
念
な
が

ら
姉
妹
縁
組
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
03
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ

れ
た
Ｄ
Ａ
Ｗ
Ｎ
（D

iabetes A
ttitude, 

W
ishes and N

eeds

）
サ
ミ
ッ
ト
に
も
参

加
、
糖
尿
病
療
養
指
導
の
あ
り
方
の
提
言

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

04
〜
05
年
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
ま
し

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
モ
ン
ゴ
ル

に
お
け
る
糖
尿
病
、
特
に
そ
の
治
療
へ
の

理
解
と
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
た

も
の
で
03
年
に
世
界
糖
尿
病
財
団
（
Ｗ
Ｄ

Ｆ
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
日
糖
協
で
も
こ
の
活
動
を
支
援

す
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
04
年
度
よ

り
全
国
糖
尿
病
週
間
に
開
催
さ
れ
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
糖
尿
病

国
際
支
援

ア
ジ
ア
の
国
々
の
糖
尿
病
対
策
を
支
援

日糖協の
支援活動
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❶
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
、
総
会
等
の
日
糖
協
関
係
の
行
事
の

際
に
募
金
を
行
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
寄

付
金
は
36
万
２
３
４
円
に
上
り
、
Ｗ
Ｄ
Ｆ

を
通
じ
て
モ
ン
ゴ
ル
に
送
り
ま
し
た
。
05

年
５
月
23
日
に
は
、
エ
ル
デ
ィ
ネ
ッ
ト
糖

尿
病
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
、
開
所
式
に
は

南
條
輝
志
男
企
画
委
員
長
（
当
時
）
が
出

席
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
対
す
る
支
援
も
行
っ
て

き
ま
し
た
。
04
年
12
月
26
日
に
発
生
し
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
大
地
震
に

よ
る
津
波
の
被
災
地
に
対
し
、
現
地
糖
尿

病
患
者
へ
の
支
援
と
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

再
構
築
の
た
め
、
日
糖
協
と
日
本
糖
尿
病

学
会
が
共
同
で
２
万
ド
ル
を
寄
付
し
ま
し

た
。
寄
付
金
は
国
際
糖
尿
病
連
合
・
西
太

平
洋
地
区（
Ｉ
Ｄ
Ｆ

－

Ｗ
Ｐ
Ｒ
）
を
通
じ

て
送
ら
れ
、
現
地
で
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

国
際
支
援
活
動
を
活
発
化
す
る
た
め
、

06
年
に
は
国
際
糖
尿
病
基
金
を
創
設
し
、

基
金
に
よ
り
日
中
な
ら
び
に
日
韓
糖
尿
病

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
支
援
す
る
と
と
も
に
カ

ン
ボ
ジ
ア
へ
の
研
究
費
助
成
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

国
際
的
な
団
体
と
の
連
携
も
、
こ
こ
数

年
で
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

国
際
糖
尿
病
連
合
（
I
D
F
）
に
は
、
日

本
糖
尿
病
学
会
が
日
本
に
お
け
る
加
盟
団

体
と
し
て
登
録
し
、
日
糖
協
が
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総

会
で
の
展
示
活
動
な
ど
に
協
力
す
る
か
た

ち
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
06
年
に
清
野
裕

理
事
長
が
Ｉ
Ｄ
Ｆ

－

Ｗ
Ｐ
Ｒ
の
次
期
会
長

に
選
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
糖
協
と
し

て
I
D
F
へ
の
単
独
加
盟
の
機
運
が
高

ま
り
、日
本
糖
尿
病
学
会
の
同
意
も
得
て
、

09
年
に
I
D
F
に
正
会
員
と
し
て
の
正

式
加
盟
を
果
た
し
ま
し
た
。
清
野
理
事
長

が
Ｉ
Ｄ
Ｆ

－
Ｗ
Ｐ
Ｒ
会
長
に
就
任
し
た
09

年
以
降
、
日
糖
協
は
国
際
糖
尿
病
基
金
を

活
用
し
て
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ

－

Ｗ
Ｐ
Ｒ
で
実
施
す

る
フ
ッ
ト
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
区
の
糖
尿
病
対
策
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

モンゴル・エルディネット糖尿病センター

モンゴル・イニシアティブプロジェクトの記
念に現地遊牧民から日糖協へ馬が贈られた

モンゴル・ウランバートルで行われたプレスカ
ンファレンス

エルディネット糖尿病センターのオープニングセレモニー

募金活動
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創
刊
時（
１
９
６
１
年
10
月
号
）は
、「
糖

尿
病
教
室
の
教
科
書
」
を
目
的
と
し
て
つ

く
ら
れ
た
『
さ
か
え
』
も
、
今
は
そ
の
役

割
が
拡
大
し
、「
医
学
的
知
識
」
や
「
糖

尿
病
の
療
養
に
関
す
る
情
報
」
提
供
に
と

ど
ま
ら
ず
、
患
者
さ
ん
ど
う
し
の
「
交
流

の
場
」、
そ
し
て
「
糖
尿
病
ラ
イ
フ
」
を

充
実
さ
せ
る
伴
侶
と
い
え
る
雑
誌
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

発
行
部
数
は
10
万
部
で
す
が
、
糖
尿
病

患
者
８
９
０
万
人
と
い
う
現
実
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
い
か
に
少
な
い
か
と

考
え
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
何
々
を
食
べ
る
と
糖
尿
病
が
よ
く
な

る
」
と
い
っ
た
類
い
の
雑
誌
が
売
れ
る
の

が
現
状
で
す
が
、『
さ
か
え
』
は
真
実
を

伝
え
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
根
拠
の
な

い
も
の
や
、
あ
や
ふ
や
な
こ
と
は
載
せ
ら

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
教
科
書
」
だ
け

で
は
『
さ
か
え
』
の
存
在
価
値
は
下
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
の
疑
問
や

不
安
に
簡
単
に
答
え
ら
れ
る
記
事
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
糖
尿
病
の
療
養
を
し
な
が

ら
も
、
人
生
を
楽
し
く
、
充
実
さ
せ
て
い

く
た
め
の
伴
侶
と
し
て
の
『
さ
か
え
』
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
１
３
２
０
万
人
と
い
わ
れ
る

境
界
型
や
、
糖
尿
病
に
興
味
の
あ
る
方
々

に
も
読
ん
で
い
た
だ
け
る
雑
誌
で
あ
る
こ

と
も
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿

病
療
養
を
手
助
け
す
る
医
師
や
ス
タ
ッ
フ

に
と
っ
て
は
、
最
新
の
知
識
を
得
る
場
で

あ
り
、
患
者
さ
ん
の
目
線
で
糖
尿
病
を
と

ら
え
る
参
考
書
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

毎
号
『
さ
か
え
』
は
、
日
本
糖
尿
病
協

会
や
糖
尿
病
診
療
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た

方
々
の
「
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
」
で
始
ま
り
ま

す
。
骨
格
を
な
す
「
特
集
・
特
別
企
画
」

や
、「
食
事
」「
運
動
」「
薬
物
」「
歯
科
」「
患

者
さ
ん
の
手
記
」
な
ど
の
連
載
も
、
繰
り

返
し
新
た
な
話
題
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

特
に
「
食
」
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
6
年

の
城
戸
崎
愛
さ
ん
の
「
食
の
歳
時
記
」
を

は
じ
め
、
11
年
の
「
技
と
手
間
で
旬
を
楽

し
む
。」
な
ど
、
日
本
人
の
食
の
豊
か
さ
、

知
恵
を
ご
紹
介
し
、「
食
を
楽
し
く
」
も

大
切
な
要
素
と
考
え
て
い
ま
す
。
投
稿
欄

の
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
こ
こ
か
ら
患

者
さ
ん
ど
う
し
の
交
流
が
始
ま
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
大
切
な
ペ
ー
ジ
で
す
。「
新
・

俳
句
サ
ロ
ン
」
な
ど
、
趣
味
の
ペ
ー
ジ
も

欠
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
『
さ
か
え
』
は
11
年
１
月
号
で
通
算

４
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。よ
り
役
立
つ
、

身
近
な
雑
誌
と
し
て
、
ま
さ
に
「
糖
尿
病

ラ
イ
フ
」
に
欠
か
せ
な
い
雑
誌
を
常
に
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

月
刊『
糖
尿
病
ラ
イ
フ 

さ
か
え
』

糖
尿
病
ラ
イ
フ
を
支
え
る
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー

   　
　
　
　
　
　
　

   

群
馬
大
学
医
学
部
保
健
学
科　

教
授  

伴
野
祥
一

日糖協の
刊行物

糖尿病療養の正しい知識を提供する

15歳で1型糖尿病を発症した女性が自分の
こころに映るものを絵で表現した 「糖尿病
絵物語」は2007年1月から08年2月まで『さ
かえ』に連載されました。この連載をまとめ
た本も出版されています。

絵：増田さゆり   文：龍井正人
『糖尿病 こころの絵物語』
（2009年、時事通信社）
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5050年のあゆみ　希望の未来へ。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
「
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
編

集
委
員
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
糖
尿
病

の
診
療
に
携
わ
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
向
け
の

隔
月
刊
の
雑
誌『
Ｐ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
）』
を
医
歯
薬
出
版
株
式
会

社
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
刊
行
し
て
い
ま

す
。

　
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』
は
、「
糖
尿
病
治
療

研
究
会
」
を
母
体
に
、
１
９
８
４
年
４
月

に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
創
刊
時

か
ら
、
本
来
な
ら
ば
日
糖
協
が
制
作
す
べ

き
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
94

年
に
、
糖
尿
病
治
療
研
究
会
か
ら
日
糖

協
に
編
集
権
が
移
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。

　
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』
は
、
糖
尿
病
の
最

新
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
特

集
を
中
心
に
、
多
岐
に
わ
た
る
記
事
を
コ

ラ
ム
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
し
た
。

　

編
集
方
針
に
は
、
糖
尿
病
の
診
断
・
治

療
・
管
理
な
ら
び
に
患
者
教
育
・
生
活
指

導
な
ど
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な

内
容
に
徹
し
た
最
新
の
研
究
成
果
や
情
報

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
カ
ル
、

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
経
験

交
流
、
お
よ
び
情
報
共
有
と
な
る
誌
面
づ

く
り
を
め
ざ
す
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
編
集
方
法
と
し
て
は
、
特
集
と

し
て
毎
号
、
各
委
員
の
責
任
編
集
と
い
う

体
制
を
と
り
、
話
題
の
テ
ー
マ
を
決
め
、

実
際
の
医
療
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
執

筆
者
に
解
説
を
依
頼
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
一
執
筆
者
に
よ
る
連
載
記

事
をFO

RU
M

と
し
て
取
り
上
げ
、「
病

因
と
診
断
」「
合
併
症
」「
薬
剤
」「
食

事
」「
運
動
」「
自
己
管
理
」
な
ど
、
糖
尿

病
の
全
領
域
に
わ
た
っ
て
最
新
の
話
題

を
半
年
ま
た
は
１
年
の
サ
イ
ク
ル
で
連

載
。
さ
ら
に
、
臨
床
に
関
連
し
た
興
味
深

い
海
外
の
論
文
を
抄
訳
し
て
解
説
を
加

え
るO

V
ERSEA

S

、
糖
尿
病
の
療
養
指

導
に
あ
た
っ
て
の
疑
問
・
質
問
を
各
専
門

領
域
の
執
筆
者
に
よ
り
解
説
を
加
え
る
糖

尿
病
の
療
養
指
導
Ｑ
＆
Ａ
、
糖
尿
病
診
療

に
携
わ
る
各
分
野
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
提

言
、
ア
イ
デ
ア
、
症
例
報
告
な
ど
を
扱
う

FRO
M
 D
M
 ST
A
FFS

、
出
版
物
な
ど

を
紹
介
す
るPU

BLICA
T
IO
N

、
各
地

域
で
行
わ
れ
て
い
る
講
演
会
や
研
究
会
を

紹
介
す
るCO

N
GRESS

な
ど
の
セ
ク
シ

ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、CA

SE REPO
RT

（
症
例
報

告
）、CLIN

ICA
L RESEA

RCH

（
臨
床

研
究
）、CLIN

ICA
L REPO

RT

（
治
験

デ
ー
タ
）
な
ど
の
原
著
論
文
も
編
集
委
員

の
査
読
を
経
て
掲
載
し
ま
し
た
。

　

読
者
の
対
象
は
医
師
、
看
護
師
、
栄
養

士
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療

法
士
な
ど
糖
尿
病
医
療
に
携
わ
る
ス
タ
ッ

フ
で
あ
り
、
発
行
部
数
は
巻
号
あ
た
り

隔
月
刊『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』

医
療
ス
タッフ
向
け
の
糖
尿
病
専
門
誌

　
　
　
　
　
　

    

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
札
幌
病
院 

糖
尿
病
内
分
泌
内
科  

吉
岡
成
人

日糖協の
刊行物

３
０
０
０
部
前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
年
発
行
の
第
27
巻
の
シ
リ
ー
ズ
で
日

糖
協
は
編
集
を
離
れ
、
11
年
発
行
の
第
28

巻
シ
リ
ー
ズ
か
ら
は
、
医
歯
薬
出
版
が
編

集
・
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
日
糖
協
は
糖
尿
病
療
養
指
導
者

向
け
の
新
雑
誌
を
12
年
4
月
に
創
刊
の

予
定
で
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
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糖
尿
病
の
食
事
療
法
の
経
緯
は
、
食
品

交
換
表
の
歴
史
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
食
品
交
換
表
は
50
年
近
く
に

わ
た
り
、
日
本
糖
尿
病
学
会
の
食
品
交
換

表
編
集
員
会
で
国
情
を
反
映
し
な
が
ら
引

き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
食
品
交
換
表
は

わ
が
国
の
食
事
療
法
の
歴
史
で
あ
り
、
指

針
と
も
い
え
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
１
９
６
０
年
ご
ろ
か
ら
各

地
で
そ
れ
ぞ
れ
、
異
な
る
食
品
交
換
表
が

つ
く
ら
れ
使
用
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
統
一
さ
れ
た
食
品
交

換
表
を
作
成
す
る
た
め
、
63
年
４
月
、
日

本
糖
尿
病
学
会
に
食
品
交
換
表
作
成
委
員

会
が
設
置
さ
れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
65
年
６
月
の
委
員
会
に
お
い

て
、
こ
の
食
品
交
換
表
の
編
集
者
を
日
本

糖
尿
病
学
会
、発
行
者
を
日
本
糖
尿
病
協

会
と
し
、
食
品
交
換
表
の
刊
行
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
印
税
収
入
は
日
糖
協
の
育
成
強

化
と
そ
の
事
業
活
動
の
資
金
に
充
当
す
る

な
ど
、食
品
交
換
表
の
刊
行
に
よ
る
利
益

を
糖
尿
病
患
者
の
福
祉
向
上
に
還
元
す
る

こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
現
在

ま
で
継
続
し
て
お
り
、日
糖
協
の
活
動
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

食
品
交
換
表
は
、
65
年
９
月
に
『
糖
尿

病
治
療
の
た
め
の
食
品
交
換
表
』と
し
て
、

文
光
堂
よ
り
初
版
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

発
行
と
同
時
に
全
国
的
に
広
く
活
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
以
来
、
日
本
人
の
食
生

活
の
実
態
を
踏
ま
え
て
７
回
の
改
訂
を
重

ね
、
現
在
第
６
版
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
食
品
交
換
表
の
第
５
版
か
ら
、
患

者
さ
ん
中
心
に
組
み
換
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
使
う
と
き
に
指
標

に
な
る
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
、
98
年
に

指
導
者
向
け
の
解
説
書
『
糖
尿
病
食
事
療

法
指
導
の
手
引
き
』が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
腎
症
が
年
々
増
加
し
て
い
る
実

態
を
踏
ま
え
、
同
年
、『
腎
症
の
た
め
の

食
品
交
換
表
』
も
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

電
子
メ
デ
ィ
ア
時
代
を
迎
え
て
、
日
本

糖
尿
病
学
会
と
し
て
Ｃ
Ｄ

－Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
の

食
品
交
換
表
を
つ
く
る
べ
き
と
の
判
断

で
、
２
０
０
０
年
、
収
載
食
品
を
５
０
０

食
品
増
や
し
１
５
０
０
食
品
を
収
載
し
た

Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
も
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
、食
品
交
換
表

も
例
外
で
は
な
く
、03
年
に
は
食
品
交
換

表
の
英
訳
版
を
出
版
し
ま
し
た
。
同
年
、

パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
第
18
回
国
際
糖
尿
病

連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
総
会
で
こ
の
英
語
訳
の

食
品
交
換
表
を
紹
介
し
て
以
来
、
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
で
開
催
の
第
20
回
総
会
ま
で
日

本
の
食
品
交
換
表
は
世
界
中
の
医
療
ス
タ

ッ
フ
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
食
品
交
換
表
も
時
代
と
と

も
に
変
遷
し
、
糖
尿
病
食
事
療
法
を
支
え

続
け
て
い
ま
す
。

 『
食
品
交
換
表
』

国
際
的
に
評
価
さ
れ
る
食
事
療
法
の
手
引
き

グ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
・
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ト
ラ
イ
フ
ケ
ア
ク
リ
ニッ
ク　

所
長  

伊
藤
千
賀
子

日糖協の
刊行物
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２
０
０
０
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員

会
主
導
の
も
と
、
独
自
サ
ー
バ
ー
を
構
築

し
独
自
ド
メ
イ
ン
（
当
時jdce.or.jp
）
を

取
得
し
て
の
運
用
で
、
日
本
糖
尿
病
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
日
糖
協
の
広
報
の
一
翼
を

担
い
、
日
糖
協
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

で
す
。

　

そ
の
た
め
の
第
一
段
階
は
、
日
糖
協
の

組
織
や
活
動
に
関
す
る
案
内
を
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
と
し
て
作
成
し
、
サ
ー
バ
ー
に
載
せ

て
公
開
す
る
こ
と
で
し
た
。「
日
本
糖
尿

病
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
開
設
し
た

当
初
、
１
日
の
ア
ク
セ
ス
数
は
数
十
件
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
半
ば

予
想
ど
お
り
で
し
た
。

　

第
二
段
階
と
し
て
は
、
日
糖
協
を
知
ら

な
か
っ
た
人
に
も
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う

こ
と
、
ま
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
に

よ
っ
て
何
度
も
繰
り
返
し
て
ア
ク
セ
ス
す

る
価
値
を
も
た
せ
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
事
務
局
か
ら
簡
単
な
操

作
で
情
報
の
更
新
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
、

糖
尿
病
で
困
っ
て
い
る
人
や
糖
尿
病
に
関

心
が
あ
る
人
が
自
然
に
日
糖
協
の
サ
イ
ト

に
た
ど
り
着
く
よ
う
な
充
実
し
た
内
容
が

望
ま
れ
ま
し
た
。

　

閲
覧
者
か
ら
は
、「
日
糖
協
が
オ
ー
ソ

ラ
イ
ズ
（
公
認
）
し
た
糖
尿
病
情
報
」
を

載
せ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
当
時
は
「
病
気
治
療
に
関
す
る
内

容
を
載
せ
て
、
違
う
意
見
の
も
ち
主
か
ら

ク
レ
ー
ム
が
あ
っ
た
ら
困
る
」
と
い
っ
た

慎
重
論
が
日
糖
協
内
部
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
日
糖
協
が
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
し

た
糖
尿
病
情
報
の
掲
載
は
実
現
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
毎
月
『
さ
か
え
』
の
内
容
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
と
掲
示
板
を
融
合
さ
せ
た
形
式
の
「
糖

尿
病
Ｑ
＆
Ａ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
努
力
に
よ
っ
て
、
日
糖
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
飛
躍

的
に
伸
び
、
02
年
に
は
1
日
２
０
０
０

件
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
の
増

加
な
ど
社
会
の
変
化
も
あ
り
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
考
慮
し
て
独
自
サ
ー
バ
ー
の
運
用

を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、「
糖
尿

病
Ｑ
＆
Ａ
」
も
や
む
な
く
閉
鎖
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
最
近
で
は
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん

に
影
響
す
る
治
療
上
の
情
報
や
、
日
糖
協

が
主
導
す
る
研
究
に
関
す
る
情
報
な
ど
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、「
日
糖
協
が
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
し
た
糖

尿
病
情
報
」
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
思
い

ま
す
。

日
本
糖
尿
病
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

役
立
つ
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

か
ぎ
も
と
ク
リ
ニッ
ク　

院
長  

鍵
本
伸
二

日糖協の
広報活動

会員だけにとどまらず広く情報を提供
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理事長挨拶

支部・友の会一覧

患者さん向け情報

「糖尿病シンポジウム」情報

トップページ

入会案内

■日糖協ホームページの掲載情報

（2011年3月1日現在）
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日
本
糖
尿
病
協
会
の
設
立
目
的
は
「
会

員
に
対
す
る
糖
尿
病
の
治
療
お
よ
び
予
防

に
関
す
る
知
識
の
普
及
」（
会
則
第
四
条
）

で
あ
り
、「
知
識
を
普
（
あ
ま
ね
）
く
及

ぼ
す
」
広
報
は
、
日
糖
協
設
立
当
初
か
ら

の
活
動
項
目
で
し
た
。
そ
の
重
要
な
柱

と
し
て
は
次
の
二
つ
が
あ
り
、
日
糖
協

の
広
報
の
ル
ー
ツ
と
し
て
実
施
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

①
講
演
会
そ
の
他
教
育
活
動

　

１
９
６
５
年　

全
国
糖
尿
病
週
間

　

１
９
９
４
年　

糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

２
０
０
３
年　
糖
尿
病
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等

②
会
報
の
発
行
・
配
布

　

１
９
６
１
年　

機
関
誌
『
さ
か
え
』
創
刊

　

１
９
６
１
年　
『
食
品
交
換
表
』
等

　
『
さ
か
え
』
や
『
食
品
交
換
表
』
は
全

国
の
友
の
会
の
糖
尿
病
教
室
や
各
種
講
演

会
で
最
も
貴
重
な
教
科
書
と
し
て
活
用
さ

れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

広
報
は
い
つ
か
ら
活
発
に
な
っ
た
か

　

設
立
当
初
よ
り
会
員
を
対
象
に
広
報
活

動
を
進
め
て
き
た
日
糖
協
で
す
が
、
70
年

に
は
、「
会
員
倍
加
運
動
」
を
展
開
す
る

に
あ
た
り
、
会
員
限
定
の
枠
組
み
を
超
え

て
未
加
入
層
に
広
報
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

当
時
、
１
０
０
万
人
か
ら
１
５
０
万

人
の
糖
尿
病
患
者
に
対
し
、
会
員
は

９
５
５
２
人
と
１
％
に
も
満
た
な
い
状
況

で
、
第
10
回
日
糖
協
総
会
に
お
い
て
会
員

倍
加
運
動
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
採

択
・
実
行
に
移
さ
れ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
87
年
に
は
、
日
糖
協
の
多
年
の

念
願
で
あ
っ
た
「
社
団
法
人
化
」
が
実
現

し
、
法
人
構
成
員
の
拡
大
と
事
業
範
囲
の

拡
張
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
法
人
構
成
員

に
は
新
た
に
医
師
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
糖

尿
病
に
関
心
の
あ
る
方
が
加
わ
り
、
事
業

放
送
・
新
聞
・マ
ス
メ
ディ
ア 

キ
ャンペー
ン
につい
て

会
員
限
定
の
枠
組
み
を
超
え
て
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

 

日
本
糖
尿
病
協
会　

顧
問  

本
橋
義
治

■日糖協のマスメディアキャンペーンの実際

新聞掲載日（読売新聞全国版）および出演者

糖尿病患者 740万人（うち治療者 212万人）および予備群 880万人と、
その家族と医療関係者および一般国民

目 　 　 的

対 象

方 法

出演者への期待

患者・予備群の著しい増加―21世紀の国民病＝糖尿病への正しい対処のために

以下の医療機関における糖尿病の専門医による鼎談

大　学
先端医療の立場から

病　院
総合医療の立場から

診療所
治療と日常管理の立場から

（敬称略）東京都支部で実施分

2003.2.3

2003.9.24

2004.2.1

2004.4.30

2004.10.30

2005.2.1

2005.7.28

2005.11.7

2007.11.10

順天堂大学
河盛隆造

東京大学
門脇 孝

東京女子医大
岩本安彦

東京女子医大
岩本安彦

慈恵会医科大
田嶼尚子

順天堂大学
河盛隆造

日糖協理事長
清野 裕

順天堂大学
河盛隆造

日糖協理事長
清野 裕

公立昭和病院
貴田岡正史

済生会中央病院
渥美義仁

東京逓信病院
宮崎 滋

日大板橋病院
林 洋一

東京女子医大
内潟安子

ＮＴＴ関東病院
戸塚康男

東金病院
天野恵子

公立昭和病院
貴田岡正史

ＮＴＴ関東病院
林 道夫

菅原医院
菅原正弘

あいそ内科
相磯嘉孝

加藤内科
加藤光敏

松浦クリニック
松浦靖彦

加藤内科
加藤則子

多摩クリニック
宮川高一

菅原医院
菅原正弘

加藤内科
加藤光敏

多摩クリニック
宮川高一

日糖協の
広報活動
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範
囲
も
新
た
に
国
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

す
る
役
割
が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

広
報
の
対
象
も
、
国
民
全
般
と
不
特
定
多

数
の
方
々
へ
と
大
幅
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、日
糖
協
の
広
報
媒
体
も
、

そ
れ
ま
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー

な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、新
聞
・

放
送
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
へ
と
大
き

く
転
換
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
活
用
の
メ
リ
ッ
ト

　

２
０
０
３
年
か
ら
07
年
に
か
け
て
は
、

全
国
紙
を
使
い
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
新
聞
は
文
字

情
報
と
し
て
視
覚
化
さ
れ
、
正
確
な
知
識

が
伝
達
さ
れ
る
と
と
も
に
反
復
し
て
活
用

で
き
、
読
者
対
象
も
極
め
て
広
範
囲
に
わ

た
り
ま
す
。
全
国
糖
尿
病
週
間
（
11
月
14

日
を
含
む
週
）、
生
活
習
慣
病
予
防
週
間

（
２
月
１
日
〜
７
日
）、
健
康
増
進
普
及
月

間
（
９
月
）
な
ど
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、

糖
尿
病
の
治
療
と
予
防
を
う
っ
た
え
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
①
先
端
医
療
に
か
か

わ
る
大
学
、
②
総
合
医
療
に
か
か
わ
る
病

院
、
③
治
療
と
日
常
管
理
に
か
か
わ
る
診

療
所
の
、
三
つ
の
医
療
機
関
の
医
師
に
よ

る
鼎
談
を
発
行
部
数
１
０
０
０
万
部
の
全

国
紙
１
頁
（
10
〜
15
段
）
に
掲
載
。
９
回
に

わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
別

表
）は
、広
く
国
民
の
注
目
を
集
め
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

日糖協入会募集のポスター

日糖協の入会案内パンフレット

日糖協「友の会」の入会案内パンフレット

 2010年10月24日に奈良市で行われた「糖尿病シンポジウム in 奈良」
（日糖協主催）の模様を伝える新聞広告（読売新聞・2010年12月17日付）

日糖協「友の会」の入会案内パン

第１章 日本糖尿病協会50年 活動のいま
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日糖協の
委員会活動

企
画
委
員
会
の
設
立
と
変
遷
に
つ
い
て

は
、
そ
の
創
設
と
初
代
委
員
長
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
た
池
田
義
雄
先
生
（
当
時
日
糖

協
副
理
事
長
）
が
、
日
本
糖
尿
病
協
会
創

立
35
周
年
記
念
誌
に
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
は
「
協
会
の
事
業
推
進
に
関
す
る

委
員
会
」
と
い
う
事
業
内
容
そ
の
ま
ま
の

名
称
で
し
た
が
、
協
会
事
業
の
組
織
的
運

営
の
確
立
の
た
め
に
も
協
会
活
動
の
母
体

と
し
て
の
責
任
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
名

称
に
と
、「
企
画
委
員
会
」
と
改
め
ら
れ
ま

し
た
。
以
来
、
協
会
活
動
の
企
画
全
般
を

担
当
、
特
に
広
報
活
動
の
活
性
化
、
メ
デ

ィ
ア
を
駆
使
し
て
糖
尿
病
の
正
し
い
知
識

を
全
国
民
の
常
識
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た

め
の
啓
発
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

関
連
企
業
の
ご
協
力
の
も
と
、
糖
尿
病

の
知
識
や
そ
の
情
報
に
関
す
る
諸
冊
子
の

刊
行
、
日
糖
協
の
ビ
デ
オ
シ
リ
ー
ズ
の
ス

タ
ー
ト
、
糖
尿
病
診
療
と
教
育
活
動
の
実

態
に
関
す
る
全
国
規
模
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
開
催
、『
さ

か
え
』
や
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』
の
編
集
発

行
、
糖
尿
病
電
話
相
談
な
ど
、
時
代
を
先

導
す
る
事
業
を
創
出
し
実
行
し
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
糖
尿
病
知
識
啓
発
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
、

自
己
管
理
の
習
慣
を
支
援
す
る
た
め
の
糖

尿
病
手
帳
の
製
作
や
旅
行
者
向
け
携
帯
カ

ー
ド
の
発
行
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
の
な

い
企
画
が
生
ま
れ
、
各
担
当
委
員
会
が
強

力
に
事
業
を
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
委
員
長
は
、
池
田
義
雄
先
生
が

１
９
９
７
年
ま
で
担
当
さ
れ
、
98
年
度

に
現
理
事
長
の
清
野
裕
先
生
が
担
当
、

２
０
０
４
年
度
か
ら
私
が
引
き
継
ぎ
、
10

年
度
か
ら
は
現
在
の
稲
垣
暢
也
先
生
と
、
４

代
20
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
清
野
委
員
長
が
特
定
公
益
増

進
法
人
格
の
取
得
、
国
際
的
団
体
資
格
の

取
得
と
国
際
交
流
を
開
始
さ
れ
、
ま
た
企

業
が
協
会
活
動
の
仲
間
と
し
て
よ
り
積
極

的
に
参
加
が
で
き
る
よ
う
、企
業
部
会
（
現

企
業
委
員
会
）
を
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
私

の
時
代
に
は
会
員
数
減
少
打
破
の
た
め
に

打
ち
出
し
た
本
部
会
員
制
度
、
病
診
連
携

の
た
め
の
日
糖
協
登
録
医
・
療
養
指
導
医

制
度
、
さ
ら
に
歯
科
医
師
会
と
連
携
し
て

糖
尿
病
療
養
支
援
を
図
る
た
め
の
日
糖
協

歯
科
医
師
登
録
医
制
度
の
創
設
と
そ
の
活

動
実
施
な
ど
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
現
在
進
行
中
の
各
種
臨
床

試
験
研
究
部
門
に
対
す
る
期
待
と
重
要
性

も
増
大
し
て
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
歴
代
の
委
員
長
な
ら
び
に
委

員
の
皆
さ
ま
方
に
深
甚
の
敬
意
と
感
謝
の

念
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
当
企
画
委
員
会

が
若
い
現
指
導
者
の
も
と
、
発
案
力
と
実

行
力
に
富
む
委
員
会
と
し
て
ま
す
ま
す
発

展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

企
画
委
員
会

時
代
を
先
導
す
る
事
業
を
創
出
し
実
行
す
る

　
　
　
　
　

 

那
智
勝
浦
町
立
温
泉
病
院 

地
域
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー　

総
長  

南
條
輝
志
男

日糖協の活動を支え広げる8つの委員会

企画委員会

1992年に設置。日糖協が定款に
定めた目的と事業活動を円滑に
進めていく上で、どのような事
業を推進すべきかを審議するこ
とを、その目的とする。委員は
18人（2010年 6月現在）。
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１
９
６
1
年
９
月
の
日
本
糖
尿
病
協

会
設
立
と
ほ
ぼ
同
時
に
、『
さ
か
え
』
が

誕
生
し
ま
し
た
。
各
地
で「
糖
尿
病
外
来
」

が
始
ま
り
、「
糖
尿
病
教
室
で
の
教
科
書
」

と
し
て
使
わ
れ
る
の
を
目
的
と
し
て
『
さ

か
え
』
の
発
行
が
始
ま
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

編
集
委
員
会
は
、
編
集
委
員
長
の
中
山

光
重
先
生
（
当
時
）
を
含
む
医
師
5
人
と

患
者
さ
ん
３
人
の
計
８
人
で
発
足
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
編
集
委
員
の
数
も
徐
々

に
増
加
し
、
２
０
０
８
年
９
月
号
か
ら
10

年
8
月
号
ま
で
が
最
も
多
い
24
人
と
な

り
、
10
年
9
月
号
か
ら
は
『
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス
』
編
集
委
員
会
を
併
せ
た
21
人
体
制

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
構
成
は
、
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク

支
部
か
ら
の
推
薦
と
日
糖
協
本
部
推
薦
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。任
期
は
２
年
で
す
が
、

再
選
さ
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

編
集
委
員
会
は
年
３
回
（
４
カ
月
ご
と
）

開
催
さ
れ
、
過
去
４
カ
月
に
発
行
さ
れ
た

『
さ
か
え
』
の
評
価
と
、
６
〜
10
カ
月
先

の
特
集
や
連
載
な
ど
の
企
画
を
立
て
ま
す
。

　

委
員
は
、
地
域
で
の
集
会
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
把
握

し
、
特
集
の
テ
ー
マ
や
筆
者
を
推
薦
、
編

集
委
員
会
で
検
討
し
ま
す
。
１
号
に
つ

き
２
〜
３
案
の
特
集
や
特
別
企
画
に
つ
い

て
、
21
人
の
編
集
委
員
が
提
案
を
行
う
の

で
す
か
ら
、
そ
の
決
定
に
は
な
か
な
か
大

変
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
な
か
に
は
延
々

と
先
送
り
を
さ
れ
て
し
ま
う
企
画
も
あ

り
、
申
し
訳
な
い
と
思
う
こ
と
し
き
り
で

す
。
一
方
、
テ
ー
マ
が
や
っ
と
決
ま
っ
て

も
、
筆
者
を
探
す
の
に
苦
労
す
る
こ
と
も

多
々
あ
る
の
が
現
状
で
、
こ
れ
も
一
苦
労

で
す
。

　

特
に
自
分
が
企
画
し
た
特
集
な
ど
が
掲

載
さ
れ
た
と
き
は
、そ
の
評
価
に
つ
い
て
、

耳
を
そ
ば
だ
て
て
情
報
に
聞
き
入
り
ま

す
。
不
評
で
す
と
胸
が
詰
ま
り
、
好
評
の

と
き
は
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　
『
さ
か
え
』
は
「
教
科
書
」
か
ら
、「
糖

尿
病
ラ
イ
フ
」
を
充
実
さ
せ
る
伴
侶
に

ま
で
進
化
し
た
と
言
っ
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。「
糖
尿
病
の
知
識
」
の
伝
達
だ
け
で

は
な
く
、
人
生
を
豊
か
に
す
る
雑
誌
と
し

て
、
糖
尿
病
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
糖
尿

病
に
「
興
味
の
あ
る
」
す
べ
て
の
方
々
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
雑
誌
を
め
ざ
し
、
一

人
で
も
多
く
の
読
者
を
獲
得
で
き
る
よ

う
、
よ
り
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
編
集
委
員
会
へ

の
叱
咤
（
し
っ
た
）
激
励
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
委
員
の
顔
が
見
え
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
03
年
２
月
号
か
ら
10
年
２
月
号

ま
で
、「
編
集
委
員
だ
よ
り
」
を
掲
載
し

て
い
ま
し
た
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 『
さ
か
え
』編
集
委
員
会

人
生
を
豊
か
に
す
る
雑
誌
を
め
ざ
し
て

群
馬
大
学
医
学
部 

保
健
学
科　

教
授  

伴
野
祥
一

日糖協の
委員会活動

『さかえ』編集委員会

1961 年日糖協設立と同時に設
置、「糖尿病教室での教科書」を
めざし、『さかえ』を創刊する。
2010年６月現在、『さかえ』の
発行部数は約 10万部。10年５
月からは『プラクティス』編集
委員会を併せた 21人からなる
「編集委員会」に改組された。
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日
本
糖
尿
病
協
会
が
編
集
す
る
医

療
ス
タ
ッ
フ
向
け
の
隔
月
刊
の
雑
誌

『
P
R
A
C
T
I
C
E
（
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）』の
編

集
に
携
わ
る
専
門
委
員
を
、
日
糖
協
の
各
支

部
か
ら
選
出
し
、『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』
編
集

委
員
会
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』
編
集
委
員
会
の
最
も

重
要
な
目
的
は
、『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』
の

編
集
方
針
お
よ
び
編
集
内
容
の
企
画
立
案

と
各
欄
の
執
筆
、
執
筆
者
の
選
定
、
投
稿

原
稿
の
審
査
と
そ
の
取
り
扱
い
に
あ
り
ま

す
。
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
編
集
委
員
会

で
は
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
そ
の

年
の
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』
の
編
集
方
針
と

お
お
ま
か
な
編
集
内
容
を
立
案
し
て
い
ま

し
た
。

　
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』
編
集
委
員
会
は

2
0
1
0
年
5
月
に
『
さ
か
え
』
編
集

委
員
会
と
合
併
し
「
編
集
委
員
会
」
に
改

組
さ
れ
ま
し
た
。

『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』編
集
委
員
会

糖
尿
病
に
関
す
る
研
究
と
情
報
を
提
供

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
札
幌
病
院 

糖
尿
病
内
分
泌
内
科  

吉
岡
成
人 

『プラクティス』編集委員会

1994年６月に設置。糖尿病医療
スタッフ向けの隔月刊誌『プラ
クティス』の編集委員会として
発足する。2010年５月からは『さ
かえ』編集委員会を併せた21人
からなる「編集委員会」に改組
された。

　『プラクティス』は、「糖尿病治
療研究会」の研究活動を母体に、
1984 年４月、医歯薬出版株式会
社から年４回発行の糖尿病臨床
総合誌として創刊されました。
　糖尿病治療研究会は「糖尿病
の治療に関する理論と実際につい
て、基礎ならびに臨床の双方から
研究し、得られた成績を基に正し
い糖尿病治療の確立とその普及を
めざす」ことを目的に 80 年に発
足した組織です。
　糖尿病治療研究会の委員長であ
り、編集委員長を務められた池田
義雄先生（当時慈恵会医科大学教
授、現在日本生活習慣病予防協
会理事長・タニタ体重研究所所長）
は、創刊号に「いま なぜ『プラク
ティス』なのか」と題し、次のよ
うな創刊のことばを寄せています。
　「（略）糖尿病にはcureはない。

求められるのは適切なcareであ
る。わが国の糖尿病者数は、そ
の予備軍を含め 400万人と推定
されている。（略）ケアの主役は患
者自身でなければならないが、そ
のための援助はすべての医療ス
タッフに求められるところである。
（略）『プラクティス』は正しいケ
アのための援助を行う医療スタッ
フのために創刊された」
　『プラクティス』は、糖尿病の
診断、治療、管理ならびに患者教
育、生活指導などについて、その
名のとおりプラクティカルな内容
に徹した研究や情報の提供をめざ
し、刊行されました。また、欧米
の糖尿病専門誌である“Diabetes 
Care”（アメリカ糖尿病学会発行）、
“Diabetologia”（欧州糖尿病学会
発行）の翻訳権を得て、両誌より
臨床に関する最新の論文が掲載さ
れました。
　やがて創刊からちょうど10 年
がたった 94 年、糖尿病の医療ス
タッフ向けの雑誌媒体は本来なら
ば日糖協が制作すべきという考え
があったことから、『プラクティス』
の編集権は糖尿病治療研究会か
ら日糖協に移されることになりまし
た。
　2011年からは日糖協は編集を
離れ、医歯薬出版が独自に編集
発行を続けます。

ー『プラクティス』の創刊についてー

日糖協の
委員会活動
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第
❶
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

　

第
15
回
国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）

総
会
を
１
９
９
４
年
11
月
に
神
戸
で
開
催

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
海
外
で
は

医
師
、
患
者
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

が
一
体
と
な
っ
て
Ｉ
Ｄ
Ｆ
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
日
本
糖
尿
病

協
会
と
日
本
糖
尿
病
学
会
が
と
も
に
Ｉ
Ｄ

Ｆ
活
動
を
行
う
た
め
、
同
年
７
月
、
国
際

交
流
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
委
員

会
の
活
動
目
的
は
、
海
外
の
糖
尿
病
協
会

活
動
の
調
査
、
日
糖
協
の
活
動
を
海
外
へ

紹
介
す
る
こ
と
、
海
外
の
糖
尿
病
協
会
と

交
流
す
る
こ
と
で
す
。

　

第
15
回
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
で
は
初
め
て
日
糖

協
活
動
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「Focus on 

JA
D
EC

」
な
ど
で
紹
介
し
、
第
17
回
Ｉ

Ｄ
Ｆ
総
会
（
２
０
０
０
年
、
メ
キ
シ
コ
）

に
は
日
糖
協
事
務
局
の
担
当
者
を
派
遣

し
て
日
糖
協
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
２
０
０
０
」

を
配
布
し
ま
し
た
。
な
お
、「Focus on 

JA
D
EC

」
は
94
年
か
ら
国
際
会
議
で
は

常
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
03
年
に
パ
リ

で
開
催
さ
れ
た
第
18
回
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
で

は
『
食
品
交
換
表
』
の
英
訳
版
も
紹
介
し
、

以
後
第
19
回
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
（
06
年
、
ケ
ー

プ
タ
ウ
ン
）・
第
20
回
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会（
10
年
、

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
）
と
回
を
重
ね
る
に
つ

れ
て
『
食
品
交
換
表
』
は
外
国
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
98
年
か
ら
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、
韓
国

な
ど
へ
日
糖
協
の
機
関
誌
『
さ
か
え
』
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
学
会
へ
糖
尿
病
患
者
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
、
ツ
ア
ー
も
計
画
し
て

き
ま
し
た
。
第
16
回
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会（
97
年
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
）
か
ら
海
外
の
糖
尿
病
患
者

と
の
交
流
を
試
み
て
い
ま
す
。
国
際
患
者

交
流
ツ
ア
ー
は
こ
れ
ま
で
に
５
回
行
っ
て

い
ま
す
（
26
〜
27
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

そ
の
ほ
か
に
も
03
年
に
ロ
ン
ド
ン

で
開
催
さ
れ
た
Ｄ
Ａ
Ｗ
Ｎ
（D

iabetes 
A
ttitude, W

ishes and N
eeds

）サ
ミ
ッ
ト

に
参
加
、
糖
尿
病
療
養
指
導
の
あ
り
方
を

提
言
し
、
04
年
末
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
津
波

被
災
地
に
は
日
本
糖
尿
病
学
会
と
日
糖
協

が
共
同
し
て
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
04
〜
05
年
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
糖
尿
病

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
設
立
す
る
世
界
糖
尿
病
財

団
（
Ｗ
Ｄ
Ｆ
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
国
際
交
流
委

員
会
は
、
20
年
弱
の
間
に
目
的
に
向
か

っ
て
着
実
に
あ
ゆ
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

09
年
に
は
ア
ジ
ア
糖
尿
病
学
会
（T

he 
A
sian A

ssociation for the Study of 
D
iabetes

：Ａ
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
へ
の
協
力
も
行
い
、

国
際
交
流
委
員
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
委
員
会

世
界
を
視
野
に
グ
ロ
ー
バル
に
活
動

グ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
・
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ト
ラ
イ
フ
ケ
ア
ク
リ
ニッ
ク　

所
長  

伊
藤
千
賀
子

国際交流委員会

1994 年７月に設置。海外の糖
尿病協会活動の調査ならびに日
糖協の諸活動を海外へ紹介する
こと、海外の糖尿病協会との交
流をそのおもな活動目的とする。
委員は８人（2010年６月現在）。

日糖協の
委員会活動
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療
養
指
導
委
員
会
は
、
糖
尿
病
の
療

養
指
導
を
実
践
す
る
者
の
教
育
お
よ
び

地
位
向
上
に
つ
い
て
討
議
す
る
た
め
に

１
９
９
３
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
と
し
て
、
糖
尿
病
療
養
に
関
す
る

年
次
集
会
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
向

け
の
講
習
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
療
養
指
導
者
向
け
の
雑
誌
『
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
』
の
編
集
な
ど
に
も
か
か
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、
委
員
会
は
近
く
新
し
い
専

門
誌
を
創
刊
す
る
こ
と
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
が
診
療
報
酬

加
算
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
日

本
糖
尿
病
教
育
・
看
護
学
会
と
の
連
携
で

フ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
会
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

療
養
指
導
ツ
ー
ル
の
普
及
も
重
要
な
活

動
で
あ
り
、「
糖
尿
病
連
携
手
帳
」
や
国

際
糖
尿
病
連
合
（
I
D
F
）
が
開
発
し
た

「
糖
尿
病
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
プ
　TM
」

は
新
た
な
指
導
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
足
直
後
か
ら
日
本
糖
尿
病
学

会
と
連
携
し
て
「
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導

士
（
C
D
E
J
）
制
度
」
の
設
立
に
も
携

わ
り
ま
し
た
。

　

97
年
に
は
、
日
糖
協
会
員
の
医
療
従
事

者
を
ま
と
め
る
た
め
「
医
療
ス
タ
ッ
フ
登

録
制
度
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
が
、「
日

本
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
」（
２
０
０
６

年
）
の
活
動
の
中
で
日
糖
協
の
実
働
部
隊

で
あ
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
組
織
化
が
必
要

と
な
り
、
06
年
5
月
に
同
制
度
を
「
医

療
ス
タ
ッ
フ
部
会
」へ
と
改
変
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
各
地
で
地
域
糖
尿
病
療
養
指
導

士
（
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）
の
認
定
や
組
織
化
が
広

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
お
の
お
の
独
自
の
基

準
で
活
動
し
て
い
る
た
め
に
均
質
で
な
い

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の

地
域
活
動
は
日
糖
協
の
活
動
趣
旨
に
も
合

致
す
る
の
で
、
委
員
会
は
C
D
E
J
と

L
C
D
E
の
統
一
的
な
発
展
の
必
要
性

を
認
識
し
、
組
織
一
体
化
を
見
据
え
た
検

討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

06
年
に
は
、
糖
尿
病
を
専
門
と
し
な
い

医
師
の
糖
尿
病
医
療
の
標
準
化
を
め
ざ
し

て
「
登
録
医
・
療
養
指
導
医
制
度
」
を
設

立
し
ま
し
た
。
全
国
で
１
４
０
０
人
あ
ま

り
が
登
録
し
、
す
で
に
審
査
を
受
け
て
療

養
指
導
医
に
昇
格
し
た
医
師
も
２
５
０
人

あ
ま
り
を
数
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
糖
尿
病

と
歯
周
病
の
関
連
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
日
本
歯
科
医
師
会
へ
も
連
携
の

輪
が
広
が
り
、
07
年
に
「
歯
科
医
師
登
録

医
制
度
」
を
設
立
、
約
５
０
０
０
人
の
歯

科
医
師
登
録
医
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
登
録
後
研
修
を
実
践
す
る
な

か
で
糖
尿
病
治
療
の
知
識
を
習
得
し
、
地

域
に
お
け
る
対
策
活
動
や
チ
ー
ム
医
療
を

理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
診
療
レ
ベ
ル
が
向

上
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

療
養
指
導
委
員
会

糖
尿
病
治
療
の
質
的
向
上
と
制
度
化
を
図
る

岐
阜
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科 

内
分
泌
代
謝
病
態
学　

教
授  

武
田 

純

療養指導委員会

1993年に設置。糖尿病の療
養指導を実践する者の教育
および地位向上のための取
り組み、療養指導ツールの
普及などをおもな活動目的
とする。22人の委員により
運営されている（2010年６
月現在）。

日糖協の
委員会活動
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病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

　

小
児
糖
尿
病
対
策
委
員
会
は
、
１
９
８

１
年
に
「
日
本
小
児
糖
尿
病
を
守
る
会
」

が
合
併
す
る
か
た
ち
で
、
日
本
糖
尿
病
協

会
の
な
か
に
誕
生
し
ま
し
た
。
小
児
期
発

症
の
１
型
糖
尿
病
を
も
つ
子
ど
も
と
そ
の

家
族
を
支
援
す
る
こ
と
を
活
動
の
目
的
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
企
画
・
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　

小
児
糖
尿
病
対
策
委
員
会
に
お
け
る
最

も
大
き
な
事
業
は
、「
小
児
糖
尿
病
生
活

指
導
講
習
会
」（
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
。

以
下
キ
ャ
ン
プ
）
に
対
す
る
支
援
を
行
う

こ
と
で
す
。
67
年
か
ら
キ
ャ
ン
プ
開
催
に

対
す
る
運
営
費
の
助
成
を
行
い
、
89
年
以

降
は
財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興
会（
通
称
・

日
本
財
団
）
の
助
成
と
合
わ
せ
て
、
毎
年

約
２
０
０
０
万
円
を
全
国
の
キ
ャ
ン
プ
運

営
の
た
め
の
補
助
金
と
し
て
支
出
し
て
い

ま
す
。
２
０
０
８
年
度
に
は
全
国
46
カ
所

の
キ
ャ
ン
プ
に
支
援
を
行
い
、
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
し
た
患
児
は
、
初
回
か
ら
の
累
計

で
約
３
万
５
０
０
０
人
に
な
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
18
歳
以
上
の
１
型
糖
尿
病
患
者

さ
ん
を
対
象
に
し
た
「
全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」（
小
児
糖
尿
病
全
国

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
、
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
を
発
展
統
合
）
も
、
各
地
の
患
者

リ
ー
ダ
ー
が
企
画
運
営
を
行
い
、
最
新
の

医
療
知
識
の
獲
得
や
交
流
の
場
と
し
て
定

着
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
委
員
会
は
、
医
療
職
14
人
、
患

者
さ
ん
と
家
族
３
人
の
構
成
で
、
08
年
度

か
ら
は
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
小
児
糖
尿
病
キ
ャ
ン
プ
の
安
全

と
質
の
保
障
を
目
的
に
、
各
キ
ャ
ン
プ
の

実
施
責
任
者
に
よ
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

開
催
し
、
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

安
全
の
た
め
の
基
準
設
定
へ
の
検
討
を
始

め
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
歴
史
と
特
徴
を
も
つ
全
国
の
キ
ャ

ン
プ
の
知
恵
の
結
集
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
10
年
度
か
ら
、
小
児
２
型
糖

尿
病
対
策
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。
わ
が

国
に
お
け
る
２
型
糖
尿
病
患
者
の
発
症
や

進
展
予
防
を
実
践
す
る
に
は
、
小
児
期
か

ら
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
家
族
や
学

校
、
地
域
を
巻
き
込
ん
で
、
生
活
に
密
着

し
た
か
た
ち
の
活
動
に
発
展
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

小
児
糖
尿
病
対
策
委
員
会
で
は
、患
者
、

家
族
、
医
療
者
が
と
も
に
学
び
実
践
で
き

る
機
会
の
充
実
を
進
め
、
糖
尿
病
を
も
っ

て
成
長
す
る
わ
が
国
の
子
ど
も
た
ち
を
守

り
育
て
る
役
割
を
担
い
つ
つ
、
さ
ら
に
も

っ
と
広
く
、
わ
が
国
の
糖
尿
病
患
者
の
発

症
、
進
展
予
防
に
貢
献
で
き
る
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
児
糖
尿
病
対
策
委
員
会

1
型
糖
尿
病
を
も
つ
子
ど
も
と
家
族
を
支
援

愛
媛
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科 

看
護
学
専
攻　

教
授  

中
村
慶
子

小児糖尿病対策委員会

1981年に設置。１型糖尿病を
もつ子どもたちとその家族の
支援を活動目的として、さま
ざまな施策を企画・実行して
いる。小児２型糖尿病予防に
も着手。17人の委員により運
営されている（2010年６月現
在）。

日糖協の
委員会活動



6250年のあゆみ　希望の未来へ。

　

１
９
９
９
年
、
日
本
糖
尿
病
協
会
に
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
必
要
だ
と
の
認
識
が
高

ま
り
、
当
時
の
近
藤
正
理
事
長
の
決
断
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
後
に
正
式
の
委
員
会
に
格
上
げ
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
初
は
企
画
委
員
会
傘
下
の

小
委
員
会
と
い
う
位
置
づ
け
で
、
担
当
理

事
で
あ
る
豊
田
隆
謙
先
生
（
当
時
）
の
監

督
の
も
と
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
向
け

て
技
術
的
な
検
討
、
掲
載
す
べ
き
内
容
、

そ
れ
に
要
す
る
費
用
の
見
積
も
り
な
ど
を

議
論
し
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
報
や
編
集
に
つ
い
て
の
助
言

を
得
や
す
い
よ
う
に
『
さ
か
え
』
編
集
委

員
長
を
さ
れ
て
い
た
渥
美
義
仁
先
生
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
そ
う
そ
う
た

る
顔
ぶ
れ
で
し
た
。
渥
美
先
生
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
す

で
に
媒
体
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
『
さ

か
え
』
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う

考
え
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め『
さ
か
え
』

編
集
委
員
長
が
交
代
さ
れ
た
後
も
、
引
き

続
き
伴
野
祥
一
先
生
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

委
員
会
委
員
に
も
就
か
れ
ま
し
た
。

　

発
足
当
時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

て
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程

度
技
術
的
な
知
識
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
委
員
会
の
最
も
重
要
な
仕
事
は
い
わ

ば
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
し
た
。

　

2
０
０
０
年
中
に
は
独
自
ド
メ
イ
ン
を

取
得
し
て
自
前
サ
ー
バ
ー
を
立
ち
上
げ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
そ
の
後
は
ス
ム
ー
ズ
に
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
た
あ

と
、
各
委
員
会
や
各
支
部
の
活
動
を
掲
載

す
る
ス
ペ
ー
ス
や
、
委
員
会
の
連
絡
な
ど

を
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
で
き
る
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
を
提
供
し
て
活
用
し
て
も
ら
お

う
と
、
準
備
を
整
え
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た

も
の
の
、
全
く
反
応
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
な
ど
は
い
ま
で

は
当
た
り
前
の
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す

し
、
活
動
の
掲
載
も
現
在
の
ブ
ロ
グ
の
よ

う
な
形
式
で
あ
れ
ば
も
っ
と
ハ
ー
ド
ル
が

低
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

時
代
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

に
技
術
的
な
知
識
は
必
要
が
な
く
な
り
、

相
対
的
に
内
容
（
ソ
フ
ト
）
の
重
要
度
が

増
し
て
き
ま
し
た
。
必
然
的
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
委
員
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
も
変

化
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
内
容
を
審
査
し
た
り
、

最
適
な
掲
載
方
法
を
検
討
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
10
年
春
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

委
員
会
は
、
企
画
委
員
会
傘
下
の
小
委
員

会
に
組
織
変
更
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
会

『
さ
か
え
』と
連
携
し
つ
つ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
整
備

  

か
ぎ
も
と
ク
リ
ニ
ッ
ク　

院
長  

鍵
本
伸
二

インターネット委員会

1999 年、日糖協ホームページ
開設を目的に、企画委員会傘下
の小委員会として発足し、後に
正式な委員会となる。ホームペー
ジの運営が軌道に乗ったことから
2010 年６月、企画委員会傘下
の小委員会に再度、組織変更し
た。委員は11 人（１０年６月現
在）。

日糖協の
委員会活動
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病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

　

日
本
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
は
日
本
医

師
会
・
日
本
糖
尿
病
学
会
・
日
本
糖
尿
病

協
会
の
三
者
で
２
０
０
５
年
２
月
に
設
立

さ
れ
、
そ
の
後
日
本
歯
科
医
師
会
も
加
入

し
ま
し
た
。
都
道
府
県
に
お
い
て
も
糖
尿

病
対
策
推
進
会
議
が
設
置
さ
れ
、
実
際
の

活
動
に
向
け
て
組
織
が
整
っ
て
き
て
い
ま

す
。
実
働
は
下
部
組
織
の
都
道
府
県
、
市

単
位
の
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
で
す
が
、

な
か
で
も
日
糖
協
に
は
医
師
、
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族

が
多
く
加
入
し
て
お
り
、
地
域
で
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
い
か
に
し
て
糖

尿
病
対
策
を
推
進
す
る
か
は
ま
さ
に
日
糖

協
の
活
動
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
の
役
割
は
糖
尿

病
管
理
の
徹
底
と
予
防
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
医
師
、
管
理
栄
養
士
、
看
護
師
等
を

中
心
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日

本
糖
尿
病
学
会
、
日
本
病
態
栄
養
学
会
と

日
本
糖
尿
病
教
育
・
看
護
学
会
で
00
年
に

日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
機
構
を
立

ち
上
げ
、
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
（
Ｃ

Ｄ
Ｅ
J
）
の
認
定
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

認
定
を
受
け
た
Ｃ
Ｄ
Ｅ
J
の
多
く
は
日
糖

協
の
会
員
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
糖
尿

病
対
策
推
進
会
議
の
重
要
な
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
糖
協
で
は
糖
尿
病
非
専
門
の

医
師
に
対
し
て
06
年
６
月
か
ら
糖
尿
病
を

よ
り
深
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
登
録

医
制
度
と
糖
尿
病
療
養
指
導
医
制
度
を
発

足
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
糖

尿
病
患
者
管
理
の
向
上
と
糖
尿
病
の
三
次

予
防
（
合
併
症
予
防
）
に
大
き
く
寄
与
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
日
本
歯
科
医

師
会
は
糖
尿
病
と
密
接
に
関
連
す
る
歯
周

病
対
策
な
ど
の
立
場
か
ら
糖
尿
病
治
療
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
日
本
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
の

活
動
方
向
と
し
て
糖
尿
病
・
そ
の
予
備
群

に
関
す
る
知
識
を
医
療
従
事
者
や
一
般
国

民
に
さ
ら
に
普
及
さ
せ
、
理
解
を
深
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
糖
協
に
は
全
都
道

府
県
に
支
部
が
あ
り
、
活
動
の
中
核
を
担

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
糖
尿
病
対
策
の

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
各
都
道
府

県
支
部
主
導
の
も
と
血
糖
測
定
の
サ
ー
ビ

ス
や
そ
れ
に
基
づ
く
指
導
を
各
地
で
行
っ

て
い
ま
す
。
日
糖
協
は
こ
れ
ら
の
活
動
に

対
し
て
助
成
金
を
出
す
な
ど
、
糖
尿
病
対

策
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
活
動
が
さ
ら
に

発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議

糖
尿
病
管
理
の
徹
底
と
予
防
を
推
進

グ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
・
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ト
ラ
イ
フ
ケ
ア
ク
リ
ニッ
ク　

所
長  

伊
藤
千
賀
子

糖尿病対策推進委員会

2005年 2月、日本糖尿病対策
推進会議の設立と同時に発足。
糖尿病の徹底管理と予防を目
的とする日本糖尿病推進会議
の実働部隊としての役割を担
っている。委員は、各都道府
県の医師、コメディカルスタ
ッフ、患者それぞれ 1人ずつ
からなり、連絡委員は医師が
務めている（10年 6月現在）。

日糖協の
委員会活動
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２
０
０
４
年
度
よ
り
疫
学
調
査
や
臨
床

研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
学
術
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

ま
た
調
査
研
究
の
推
進
の
み
な
ら
ず
、

糖
尿
病
診
療
に
関
連
す
る
重
要
な
情
報
を

迅
速
か
つ
正
確
に
医
療
者
と
と
も
に
患
者

さ
ん
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
臨
床
の

現
場
に
お
け
る
混
乱
と
不
安
が
生
じ
な
い

よ
う
対
処
す
る
こ
と
も
学
術
委
員
会
の
重

要
な
役
割
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
を
分
野
ご
と
に

挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
１
）
調
査
研
究

07
年「D

A
W
N
 Y
outh

・
鈴
木
万
平
財
団
調

査
研
究
」

「
糖
尿
病
・
病
名
に
関
す
る
意
識
調
査
」 

「SU
GA
R ST

U
D
Y

」
食
事
・
運
動
療

法
の
み
で
治
療
さ
れ
て
い
る
２
型
糖
尿

病
患
者
に
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
促
進
薬
あ

る
い
は
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
改
善
薬
を

単
独
投
与
し
た
場
合
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
に
与
え
る
影
響
の
調
査

「
イ
ン
ス
リ
ン
ア
ナ
ロ
グ
混
合
製
剤（
超

速
効
型
成
分
25
％
、中
間
型
成
分
75
％
）

１
日
２
回
投
与
あ
る
い
は
持
効
型
溶
解

イ
ン
ス
リ
ン
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
（
グ
ラ
ル

ギ
ン
）
１
日
１
回
投
与
に
よ
る
イ
ン
ス

リ
ン
導
入
の
検
討
」

08
年「

糖
尿
病
と
合
併
症
リ
ス
ク
に
関
す
る

認
知
度
実
態
調
査
」

09
年「J ̶A

RRO
W
 D
IA
BET

ES

」
糖
尿
病

治
療
に
関
わ
る
医
師
を
対
象
と
し
た
大

規
模
調
査
研
究

「U
N
IT
E Study

」
経
口
糖
尿
病
治
療

薬
（
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
を
含
む
）

投
与
に
関
す
る
実
態
調
査
研
究

10
年「ST

A
RT

̶J

」
65
歳
以
上
の
高
齢
者
２

型
糖
尿
病
に
お
け
る
、
シ
タ
グ
リ
プ
チ

ン
あ
る
い
は
グ
リ
メ
ピ
リ
ド
に
よ
る
有

効
性
お
よ
び
安
全
性
に
関
す
る
比
較
検

討
試
験

（
２
）
患
者
会
主
催
に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン

　
　

  

自
己
注
射
説
明
会

　

イ
ン
ス
リ
ン
を
製
造
販
売
す
る
企
業

が
、
自
社
の
注
入
器
の
操
作
説
明
を
患
者

さ
ん
に
直
接
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
02
年

に
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
医
療
用
医
薬
品
製
造

業
公
正
取
引
協
議
会
よ
り
「
公
正
競
争
規

約
違
反
」
と
さ
れ
、廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
日
本
糖
尿
病
協
会
で
は

永
年
に
わ
た
り
、
医
療
用
医
薬
品
製
造
業

学
術
委
員
会

調
査
研
究
の
分
野
で
実
績
を
積
み
重
ね
る

公
立
昭
和
病
院　

院
長
補
佐  

貴
田
岡
正
史

日糖協の
委員会活動

学術委員会

2004年設置。疫学調査や臨床研
究の推進を主たる活動目的としてい
る。委員は9人（10年 5月現在）。
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

公
正
取
引
協
議
会
に
対
し
、
イ
ン
ス
リ
ン

を
製
造
販
売
す
る
企
業
が
行
う
イ
ン
ス
リ

ン
注
入
器
の
操
作
説
明
の
再
開
を
要
望
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
「
事
前
に
医
療

担
当
者
の
指
導
が
十
分
に
行
わ
れ
、
そ
の

上
で
製
薬
企
業
が
使
用
方
法
説
明
を
行
う

こ
と
は
規
約
で
制
限
さ
れ
な
い
」
と
回
答

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
基
づ
い
て
利
益
相
反
を
来
さ
な

い
方
法
と
し
て
患
者
会
主
催
に
よ
る
イ
ン

ス
リ
ン
自
己
注
射
説
明
会
を
設
定
し
実
施

し
ま
し
た
。

　

第
１
回
は
豊
島
か
と
れ
あ
会
、
第
２
回

は
関
電
み
ど
り
会
の
主
催
で
行
い
ま
し

た
。
詳
細
は
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

（
３
）
注
意
喚
起

　

学
術
委
員
会
で
は
自
己
検
査
用
グ
ル
コ

ー
ス
測
定
器
の
回
収
、
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤

と
発
が
ん
性
に
つ
い
て
の
問
題
等
医
薬

品
・
医
療
機
器
の
回
収
や
適
正
使
用
に
向

け
て
の
情
報
開
示
を
迅
速
か
つ
正
確
に
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
時
に
注

射
器
の
針
は
毎
回
必
ず
交
換
す
る
よ
う
、

添
付
文
書
に
基
づ
い
て
わ
か
り
や
す
く
適

正
使
用
の
注
意
喚
起
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
４
）
イ
ン
ス
リ
ン
用
注
射
針
の
互
換
性

　

日
糖
協
が
主
導
し
て
、
注
入
器
と
針
の

適
合
性
の
確
認
作
業
を
実
施
し
そ
の
結

果
、
イ
ン
ス
リ
ン
用
ペ
ン
型
注
入
器
（
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
式
と
キ
ッ
ト
式
）
と
そ
の
注

射
針
に
関
し
て
、
各
イ
ン
ス
リ
ン
製
造
販

売
会
社
に
対
し
、
添
付
文
書
を
改
訂
す
る

旨
の
通
知
が
09
年
12
月
厚
生
労
働
省
よ
り

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
イ
ン

ス
リ
ン
用
ペ
ン
型
注
入
器
は
現
在
市
場
に

流
通
し
て
い
る
い
ず
れ
の
注
射
針
（
Ａ
形

専
用
注
射
針
）
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用
し

て
も
問
題
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
国
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

第1回　豊島かとれあ会
2009年 3月21日
あいそ内科（東京都板橋区）

学術委員長

学術担当理事

学術委員

第2回　関電みどり会
2009年 7月25日
堂島リバーフォーラム（大阪府大阪市）

公立昭和病院 内分泌代謝科　貴田岡正史
東京大学大学院医学系研究科 糖尿病代謝内科　門脇 孝
岩手医科大学 糖尿病代謝内科　佐藤 譲
横浜市立大学附属病院 内分泌糖尿病内科　寺内康夫
京都大学大学院医学研究科 糖尿病栄養内科学　稲垣暢也
秋田大学 医学部内分泌代謝老年医学講座　山田祐一郎
聖マリア病院 糖尿病内科　布井清秀
日本糖尿病協会 専務理事　髙本誠介

■日糖協 患者会主催によるインスリン注入器の操作説明会

■学術委員会設置当初の構成メンバー

25人（男性12人、女性13人。いずれもインスリン
治療を行っている豊島かとれあ会会員）

○インスリンの発見から現在まで、薬剤・機器の
発展の歴史をスライドなどを使い学ぶ
○機器製造企業の担当者から注入器の紹介と
使用・操作方法説明
○医師の解説、質疑応答
○製薬企業の担当者から注入器操作方法説明

○インスリン治療未経験の患者や患者の家族への
導入指導と、理解度のテスト
○医師によるインスリン製剤についての講演
○インスリン治療経験者に向けた製薬・機器製造
企業の担当者による操作方法説明、質疑応答
○注入器使用状況個別チェック、個別相談

50人（インスリン治療を行っている患者33人、行っ
ていない患者8人、患者の家族9人）

（敬称略）

主催
日時
場所

参加者

内容
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登
録
医
・
療
養
指
導
医

糖
尿
病
治
療
の
質
の
向
上
と
標
準
化
を
担
う

　

近
年
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
そ
の
予
備

群
が
急
増
し
て
お
り
、
そ
の
対
策
は
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
日

本
糖
尿
病
協
会
は
こ
れ
ま
で
全
国
で
実

施
し
て
き
た
療
養
指
導
活
動
を
い
っ
そ
う

強
化
す
る
と
と
も
に
、
糖
尿
病
治
療
の
一

定
の
質
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

２
０
０
６
年
６
月
に
「
日
本
糖
尿
病
協
会

登
録
医
・
療
養
指
導
医
制
度
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
日
糖
協
で
は
、
支
部
や
友
の

会
を
指
導
す
る
医
師
を
顧
問
医
、
指
導

医
、
療
養
担
当
医
な
ど
と
呼
称
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
「
療
養
指
導
医
」
に
一
本

化
す
る
と
と
も
に
、
糖
尿
病
を
専
門
と
し

な
い
医
師
に
も
門
戸
を
広
げ
、
診
療
や
療

養
指
導
の
研
さ
ん
を
積
む
機
会
を
提
供
す

る
「
登
録
医
・
療
養
指
導
医
制
度
」
を
新

設
し
た
の
で
す
。
こ
の
制
度
か
ら
多
く
の

登
録
医
・
療
養
指
導
医
が
誕
生
す
る
こ
と

で
、
患
者
さ
ん
が
あ
ら
ゆ
る
医
療
機
関
に

お
い
て
質
の
高
い
糖
尿
病
治
療
や
療
養
指

導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
医
は
、
日
糖
協
に
入
会
し
、
月
に

10
人
以
上
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
診
察
し

て
い
る
医
師
で
あ
れ
ば
、
糖
尿
病
を
専
門

と
し
て
い
な
く
て
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
登
録
医
に
有
効
期
限
は
な
く
、
日
糖

協
の
会
員
で
あ
る
か
ぎ
り
、
登
録
医
資
格

も
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
録
医
に
な
っ
て
２
年
目
以
降
に
次
の

要
件
を
満
た
し
た
場
合
は
、
審
査
を
受
け

て
療
養
指
導
医
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
患
者
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
・
医

　

療
事
務
ス
タ
ッ
フ
等
原
則
と
し
て
10
人

　

以
上
を
組
織
し
、
糖
尿
病
教
室
等
の
啓

　

発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

②
医
学
知
識
向
上
の
た
め
、
日
糖
協
が
認

　

め
た
糖
尿
病
関
連
の
学
会
・
研
究
会
・

　

講
習
会
を
年
4
回
以
上
受
講
し
て
い

　

る
。

③
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
し
て
い
る
。

④
他
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
を
確
立

　

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
「
友
の
会
指
導
医
」

と
し
て
友
の
会
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
医

師
や
、
日
本
糖
尿
病
学
会
の
専
門
医
の
資

格
を
も
つ
医
師
は
自
動
的
に
療
養
指
導
医

と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
自
動
的
に
な
っ

た
療
養
指
導
医
に
有
効
期
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
登
録
医
か
ら
昇
格
し
た
療
養
指
導

医
の
有
効
期
間
は
５
年
間
で
、
要
件
を
満

た
せ
ば
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
加
え
、
07
年
に
は
「
歯
科

医
師
登
録
医
制
度
」
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
歯
周
病
に
か
か

り
や
す
く
、
ま
た
反
対
に
歯
周
病
が
あ
る

と
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
る
と
い
う
報
告
も

よりよい治療の確立と普及をめざす活動の担い手

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
糖
尿
病
治
療
と
口

腔
ケ
ア
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
歯
科
医
師
登
録
医
制
度
を
整
備
し
た

の
で
す
。
日
糖
協
お
よ
び
日
本
歯
科
医
師

会
の
会
員
で
、
日
糖
協
の
認
定
研
修
を
修

了
し
た
医
師
は
歯
科
医
師
登
録
医
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
歯
科
医
師
登
録
医
の

有
効
期
限
は
５
年
間
で
、
要
件
を
満
た
せ

ば
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

06
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
登
録
医
・
療

養
指
導
医
制
度
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
登
録

医
は
１
４
２
０
人
、
登
録
医
か
ら
療
養
指

導
医
に
な
っ
た
人
は
２
８
5
人
、
歯
科
医

師
登
録
医
は
４
7
9
4
人
を
数
え
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
（
10
年
10
月
現
在
）。
日

糖
協
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
患
者
さ
ん
や

家
族
へ
の
療
養
指
導
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
一

人
で
も
多
く
の
登
録
医
・
療
養
指
導
医
が

誕
生
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日糖協の
活動を支える
人たち
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 北海道 41 7 249
 青森県 5 1 56
 岩手県 5 1 125
 宮城県 9 4 70
 秋田県 24 3 35
 山形県 5 3 25
 福島県 10 1 24
 茨城県 22 6 168
 栃木県 6 2 107
 群馬県 40 5 96
 埼玉県 27 7 73
 千葉県 25 6 141
 東京都 103 18 235
 神奈川県 32 4 142
 新潟県 8 2 157
 富山県 2 - 17
 石川県 3 - 30
 福井県 22 8 27
 山梨県 1 - 21
 長野県 28 3 82
 岐阜県 145 29 245
 静岡県 16 3 160
 愛知県 44 7 276
 三重県 11 4 21
 滋賀県 4 - 50
 京都府 35 5 121
 大阪府 206 56 647
 兵庫県 46 5 327
 奈良県 23 3 65
 和歌山県 55 7 47
 鳥取県 2 - 14
 島根県 3 - 20
 岡山県 33 - 23
 広島県 17 2 21
 山口県 10 - 95
 徳島県 109 37 123
 香川県 8 1 46
 愛媛県 5 - 115
 高知県 18 4 44
 福岡県 80 11 110
 佐賀県 9 - 45
 長崎県 6 2 46
 熊本県 28 9 8
 大分県 15 1 38
 宮崎県 4 1 80
 鹿児島県 34 13 81
 沖縄県 36 4 46
 合計 1420 285 4794

■都道府県別登録医・療養指導医登録数

療養指導医取得をめざす多くの医師が集まった（鹿児島）

療養指導医取得のための講習会風景（鹿児島県・2010年11月）

日糖協の「登録医証」

日糖協の「療養指導医証」

2010年10月1日現在

登録医 登録医から療養
指導医昇格者

歯科医師
登録医都道府県

（単位 : 人）
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日糖協の
活動を支える
人たち

糖
尿
病
療
養
指
導
士

療
養
指
導
のエ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
広
く
活
動

　

糖
尿
病
療
養
指
導
士
（C

ertified
 

D
iabetes E

ducator

：Ｃ
Ｄ
Ｅ
）
と
は
、

糖
尿
病
治
療
に
携
わ
っ
て
い
る
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
な
か
で
、
糖
尿
病
と
療

養
指
導
に
関
し
て
幅
広
い
専
門
知
識
を
も

つ
と
認
め
ら
れ
た
人
た
ち
の
こ
と
で
す
。

　

Ｃ
Ｄ
Ｅ
に
は
、
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導

士
認
定
機
構
が
認
定
し
て
い
る
日
本
糖
尿

病
療
養
指
導
士
（Certifi ed D

iabetes 
Educator of Japan

：
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
）
の

資
格
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
資
格
を
と
る

に
は
、
看
護
師
や
管
理
栄
養
士
、
薬
剤

師
、
臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
の
い

ず
れ
か
の
資
格
を
も
ち
、
現
在
ま
た
は
過

去
10
年
以
内
に
２
年
以
上
継
続
し
て
業
務

に
従
事
し
１
０
０
０
時
間
以
上
の
糖
尿
病

療
養
指
導
の
経
験
や
10
例
以
上
の
自
験
例

が
あ
り
、
講
習
会
を
受
け
、
試
験
に
合
格

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
に
認

定
さ
れ
る
こ
と
は
糖
尿
病
の
療
養
指
導
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、

認
定
を
受
け
た
人
は
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
の
バ
ッ
ジ

を
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
難
関
を
突

破
し
て
認
定
を
受
け
た
人
は
、
認
定
が
始

ま
っ
た
２
０
０
１
年
か
ら
10
年
ま
で
で

１
万
５
９
６
１
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
資
格
に
は
、
各
地
域

で
独
自
に
認
定
し
て
い
る
地
域
糖
尿
病
療

養
指
導
士
（Local Certifi ed D

iabetes 
Educator

：
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）
も
あ
り
ま
す
。

Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
認
定
基
準
は
地
域
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
糖
尿
病
に
携
わ
る
医

療
ス
タ
ッ
フ
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
、
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
で
は
カ
バ
ー
さ
れ
て

い
な
い
医
師
、
准
看
護
師
や
保
健
師
、
栄

養
士
、
運
動
療
法
士
、
歯
科
衛
生
士
な
ど

の
職
種
も
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
対
象
と
し
て
い
る

地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

10
年
４
月
現
在
、
日
糖
協
の
会
員
と
な

っ
て
い
る
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
は
約
２
５
０
０
人
。

Ｃ
Ｄ
Ｅ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
日
々
の
療
養
指
導
・
支
援
に
あ
た

っ
て
い
る
ほ
か
、
友
の
会
活
動
に
も
積
極

的
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
友

の
会
が
主
催
す
る
食
事
療
法
教
室
で
は
、

Ｃ
Ｄ
Ｅ
で
あ
る
管
理
栄
養
士
が
患
者
さ
ん

と
一
緒
に
糖
尿
病
食
を
つ
く
り
な
が
ら
、

調
理
方
法
や
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
日
帰
り
バ
ス
旅

行
に
は
医
師
の
ほ
か
、
看
護
師
や
管
理
栄

養
士
、
薬
剤
師
な
ど
各
職
種
の
Ｃ
Ｄ
Ｅ
が

同
行
し
、
各
職
種
に
よ
る
糖
尿
病
ミ
ニ
講

義
や
糖
尿
病
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
資
格
を
も
つ
看
護

師
や
管
理
栄
養
士
が
集
ま
っ
て
研
究
会
を

組
織
し
、
自
己
研
さ
ん
の
た
め
の
研
修
会

や
地
域
の
人
た
ち
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
研
修
会
で
は
、
患
者
さ
ん
が

日
々
行
っ
て
い
る
血
糖
測
定
デ
ー
タ
を
療

養
指
導
で
効
果
的
に
用
い
る
方
法
を
学
習

し
た
り
、
患
者
さ
ん
へ
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
実

技
な
ど
を
学
ぶ
機
会
を
も
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議

の
支
援
を
受
け
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
一
般
の
人
に
向
け
た
糖
尿
病
相

談
や
血
糖
測
定
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
で
の
日
々
の
療
養
指
導
や
友

の
会
活
動
の
み
な
ら
ず
、
地
域
社
会
に
飛

び
出
し
て
一
般
の
人
た
ち
に
正
し
い
糖
尿

病
の
知
識
を
広
め
る
た
め
に
生
き
生
き
と

活
躍
す
る
Ｃ
Ｄ
Ｅ
。
今
後
は
さ
ら
に
多
く

の
領
域
へ
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

 北海道 461 178 90 81 20 830
 青森県 98 33 20 20 3 174
 岩手県 91 32 24 5 4 156
 宮城県 139 81 29 20 1 270
 秋田県 50 12 23 6 - 91
 山形県 82 37 23 11 2 155
 福島県 145 72 39 27 9 292
 茨城県 174 85 41 35 5 340
 栃木県 89 41 27 13 5 175
 群馬県 94 40 28 25 6 193
 埼玉県 311 196 125 68 29 729
 千葉県 267 126 126 58 9 586
 東京都 615 311 175 108 12 1221
 神奈川県 411 223 142 124 28 928
 新潟県 196 79 66 24 6 371
 富山県 133 54 24 9 8 228
 石川県 225 68 38 58 34 423
 福井県 73 45 22 27 8 175
 山梨県 60 15 15 12 3 105
 長野県 172 67 61 60 24 384
 岐阜県 152 64 47 22 16 301
 静岡県 167 124 58 43 14 406
 愛知県 359 179 116 110 26 790
 三重県 102 52 42 41 8 245
 滋賀県 84 55 33 5 16 193
 京都府 181 101 75 20 3 380
 大阪府 495 219 197 107 35 1053
 兵庫県 375 171 139 79 23 787
 奈良県 92 39 46 21 10 208
 和歌山県 64 20 33 16 10 143
 鳥取県 62 23 18 7 6 116
 島根県 35 21 7 7 - 70
 岡山県 178 97 51 25 8 359
 広島県 184 105 64 33 7 393
 山口県 55 35 21 11 4 126
 徳島県 117 33 18 7 18 193
 香川県 111 37 25 16 14 203
 愛媛県 64 37 23 14 1 139
 高知県 83 28 20 21 8 160
 福岡県 223 124 46 22 10 425
 佐賀県 16 8 5 4 2 35
 長崎県 167 75 28 23 14 307
 熊本県 195 92 49 48 21 405
 大分県 57 40 7 8 - 112
 宮崎県 87 25 14 9 3 138
 鹿児島県 125 64 27 13 15 244
 沖縄県 108 36 43 13 4 204
 合計 7824 3699 2390 1536 512 15961  

■日本糖尿病療養指導士  都道府県別職種別有資格者数

都道府県 看護師・
准看護師

管理栄養士・
栄養士 薬剤師 臨床

検査技師
理学
療法士 計

（単位 : 人）
■日本糖尿病療養指導士　職種別有資格者数　
　　　　　　　　　　　　　  合計15961人

2010年6月現在（准看護師、栄養士の受験資格は
第5回認定試験まで）©日本糖尿病療養指導士認定機構

糖尿病の最新の診断・治療について講習会を受講する

認定機構主催の「第7回認定更新者用講習会（2010年度）」
の手続きを行う受講者

2010年6月15日現在の居住地で集計

理学療法士
512人

看護師・准看護師
7824人

管理栄養士・栄養士
3699人

薬剤師
2390人

臨床検査技師
1536人

法士
人

薬剤師
390人

技技技師師技技師師
人
技師師

管理栄養士・栄養士
3699人

日本糖尿病療養指導士認定機構が認定する
日本糖尿病療養指導士 （CDEJ） のバッジ
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コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
を
活
か
し
な
が
ら
友
の
会
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

　

日
本
糖
尿
病
協
会
は
、「
糖
尿
病
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
活
動
」「
糖

尿
病
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
へ
の
療
養

支
援
」
な
ど
を
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
活
動
に
は
多
く
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
知
識
を
も
つ
医
師
以

外
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
を
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
と
呼
び
ま
す
が
、
日
糖
協

の
活
動
を
支
え
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
は
糖
尿
病
療
養
指
導
士
（
C
D
E
）
の

各
資
格
を
も
つ
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

資
格
を
も
っ
て
い
な
い
人
も
糖
尿
病
へ
の

高
い
関
心
と
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
各
医

療
機
関
で
療
養
指
導
・
支
援
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

　

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
職
種
が
含
ま
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は

看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
管

理
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
、
歯
科
衛
生
士

を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

看
護
師
は
、
患
者
さ
ん
の
い
ち
ば
ん
身

近
な
存
在
と
し
て
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご

家
族
へ
の
療
養
指
導
・
支
援
を
ト
ー
タ
ル

に
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
自
己

注
射
や
血
糖
自
己
測
定
の
方
法
な
ど
医
療

面
で
の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
生
活
や
状
態
を
考
え
、
そ
の

方
に
合
っ
た
生
活
改
善
の
助
言
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
や
思

い
を
共
有
し
な
が
ら
患
者
さ
ん
が
療
養
を

継
続
で
き
る
よ
う
エ
ー
ル
を
送
る
の
も
看

護
師
の
大
切
な
役
割
で
す
。

　

服
薬
や
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
、
血
糖

自
己
測
定
の
方
法
な
ど
の
指
導
も
看
護
師

が
行
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
専
門
知
識
が
必

要
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
薬
剤
師
や
臨

床
検
査
技
師
が
担
当
し
ま
す
。
医
師
が
処

方
し
た
の
み
薬
の
効
果
や
注
意
事
項
を
患

者
さ
ん
に
説
明
し
た
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
自

己
注
射
を
始
め
る
患
者
さ
ん
に
イ
ン
ス
リ

ン
製
剤
の
成
分
や
特
性
、
注
射
器
の
使
い

方
、
管
理
方
法
な
ど
を
細
か
く
指
導
す
る

の
が
薬
剤
師
で
す
。
臨
床
検
査
技
師
は
、

血
糖
自
己
測
定
の
や
り
方
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
評
価
の
仕
方
や
測
定
機
器
の
管
理

方
法
な
ど
、
患
者
さ
ん
が
自
分
自
身
で
正

し
く
血
糖
測
定
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
し

て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
療
養
の
基
本
で
あ
る
食
事
療
法

と
運
動
療
法
の
指
導
を
行
う
の
は
、
管
理

栄
養
士
と
理
学
療
法
士
で
す
。
管
理
栄
養

士
は
、
食
事
内
容
や
好
み
、
間
食
の
有
無

な
ど
患
者
さ
ん
の
生
活
パ
タ
ー
ン
を
把
握

し
た
う
え
で
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
生
活
に

合
っ
た
食
事
療
法
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
や
健
康
運
動
指
導
士
、
ト
レ

ー
ナ
ー
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
効
果
的
で
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る

運
動
を
指
導
す
る
と
と
も
に
、
椅
子
に
座

っ
た
ま
ま
で
き
る
運
動
や
自
分
の
脚
力
を

テ
ス
ト
す
る
運
動
な
ど
、
患
者
さ
ん
が
楽

し
み
な
が
ら
続
け
ら
れ
る
運
動
を
新
た
に

つ
く
り
出
す
こ
と
に
も
力
を
注
い
で
い
ま

す
。

　

近
年
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
歯
周
病
に

か
か
り
や
す
い
こ
と
が
分
か
り
、
歯
周
病

は
糖
尿
病
の
６
番
目
の
合
併
症
で
あ
る
と

も
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
最
近
で
は
患
者
さ
ん
に
正
し
い
歯
の

磨
き
方
や
歯
周
病
対
策
な
ど
の
口
腔
ケ
ア

指
導
を
行
う
た
め
に
、
歯
科
衛
生
士
が
糖

尿
病
療
養
支
援
に
あ
た
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
の
一
員
に
加
わ
る
こ
と
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
は

日
々
の
療
養
指
導
に
励
む
と
と
も
に
、
友

の
会
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活
躍
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
友
の
会
が
主
催
す

る
食
事
療
法
教
室
で
は
管
理
栄
養
士
が
患

日糖協の
活動を支える
人たち
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第
❶
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

   
  継続自己管理の意識づけ   ○ ○ ○ ○ ○ ○
  食事療法   ○ 　 ○
  栄養管理と評価   ○ 　 ○
  献立・調理等の理論と実践 　 　 ○
  運動療法   ○ ○ ○ 　 　 ○
  インスリン自己注射   ○ ○ 
  服薬指導   ○ 　 　 ○
  血糖自己測定   ○ ○ 　 　 ○
  生活指導   ○ ○ ○ 　 　 ○
  療養指導の計画づくり   ○ ○ ○ ○ ○ ○
  療養指導の評価   ○ ○ ○ ○ ○ ○

『糖尿病療養指導ガイドブック2010』より　Ⓒ日本糖尿病療養指導士認定機構

■糖尿病療養指導チームのメンバーの役割分担（例）

者
さ
ん
と
一
緒
に
糖
尿
病
食
を
つ
く
り
、

そ
れ
を
食
べ
な
が
ら
食
事
療
法
の
実
際
を

話
し
合
い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
教
室
で

は
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
の
立
場
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
整

の
仕
方
や
気
軽
に
で
き
る
室
内
運
動
、
薬

の
の
み
忘
れ
を
な
く
す
方
法
、
痛
く
な
い

自
己
注
射
の
コ
ツ
な
ど
を
患
者
さ
ん
に
話

し
て
い
ま
す
。
日
糖
協
主
催
の
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
で
は
、講
演
会
や
健
康
教
室
、

料
理
教
室
、
血
糖
測
定
な
ど
の
催
し
に
参

加
し
、
一
般
の
人
に
糖
尿
病
の
正
し
い
知

識
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
療
養
指
導
に
あ
た
る
と
と

も
に
、
友
の
会
や
支
部
活
動
で
も
活
躍
す

る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
的
な
立
場
か
ら
日
糖
協
の
活
動

を
推
進
す
る
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
で
す
。

血糖自己測定を指導する臨床検査技師

運動療法を指導する理学療法士

フットケアを指導する看護師

患者さんの食生活を支える栄養士

医師療養指導項目 管理栄養士・
栄養士

臨床
検査技師

看護師・
准看護師 薬剤師 理学

療法士
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10
万
５
０
０
０
人
の
日
糖
協
会
員

友
の
会
会
員
制
度
と
本
部
会
員
制
度

日糖協の
本部会員と
友の会

　

日
本
糖
尿
病
協
会
に
は
、
全
国
に

１
６
０
０
の
友
の
会
が
あ
り
、
そ
こ
に
約

９
万
人
の
会
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
１
６
０
０
の
友
の
会
を
都
道
府
県
ご

と
に
束
ね
る
の
が
全
国
47
都
道
府
県
の
支

部
で
す
。
ま
た
、
全
国
は
北
海
道
、
東
北
、

関
東
甲
信
越
、
中
部
、
近
畿
、
中
国
・
四

国
、
九
州
の
７
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
お

り
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
支
部
・
友
の
会
の
連

絡
調
整
を
行
う
た
め
に
地
方
連
絡
協
議
会

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
９
万
人
の
会
員
は
友
の
会
に
入
会
す

る
こ
と
で
日
糖
協
の
会
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
会
員
制
度
は
、
１
９
６
１
年
の

日
糖
協
発
足
当
時
か
ら
あ
る
も
の
で
、
各

地
の
友
の
会
が
会
員
を
増
や
す
こ
と
に
よ

り
、
日
糖
協
も
組
織
的
に
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
日
糖
協
は

２
０
０
４
年
、
日
糖
協
本
部
に
所
属
す
る

こ
と
で
会
員
に
な
れ
る
本
部
会
員
制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

日
糖
協
の
友
の
会
は
、
医
療
機
関
ご
と

に
患
者
さ
ん
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
会

員
が
10
人
以
上
集
ま
り
、
指
導
医
を
置
く

こ
と
で
成
立
し
ま
す
。
医
療
機
関
が
活
動

の
ベ
ー
ス
と
な
る
た
め
、
会
員
は
そ
の
施

設
に
通
う
患
者
さ
ん
や
そ
こ
で
働
く
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
対
象
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

す
べ
て
の
人
が
簡
単
に
入
る
こ
と
が
で
き

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
事
態
を
な
く
し
、

一
人
で
も
多
く
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
日

糖
協
の
会
員
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
本

部
会
員
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
。
ま
た
、
こ
の
制
度
に
は
、
糖
尿
病
患

者
さ
ん
や
そ
の
家
族
だ
け
で
は
な
く
、
医

療
従
事
者
や
企
業
、
一
般
の
糖
尿
病
に
関

心
の
あ
る
方
、
さ
ら
に
多
く
の
一
般
の
人

た
ち
に
、
も
っ
と
気
軽
に
日
糖
協
の
会
員

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
も
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
部
会
員
制
度
に
よ
っ
て

会
員
に
な
る
こ
と
で
、
機
関
誌
『
さ
か
え
』

な
ど
か
ら
糖
尿
病
予
防
や
療
養
生
活
に
役

立
つ
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
支
部
活
動
や
日

糖
協
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

本
部
会
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
04
年

に
本
部
会
員
と
な
っ
た
人
は
１
０
２
人
。

以
降
、
本
部
会
員
は
着
実
に
増
え
続
け
、

08
年
に
は
１
万
人
を
突
破
し
、
10
年
に
は

約
１
万
５
０
０
０
人
と
な
り
ま
し
た
。
10

年
現
在
、
友
の
会
の
会
員
と
本
部
会
員
を

合
わ
せ
、
日
糖
協
に
は
10
万
５
０
０
０
人

の
会
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

0
2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年

100

15000

5000

10000

15000

（人）

本部

地方連絡協議会
（7ブロック）

都道府県支部
（47支部）

友の会
（1600）

会員数
10万5000人

【会員構成】

10％

20％

70％

一般市民・企業

糖尿病患者・
家族

医療従事者

■日糖協　本部会員数 ■日糖協の成り立ちと構成

日糖協を構成する全国47支部と友の会
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

　

北
海
道
支
部
で
は
、
友
の
会
に
活
動
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
料
を
提
供
す
る
ほ
か
、
道

内
の
友
の
会
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
も
の
に
、
年
に
1
回
開
催
さ
れ
る
総

会
が
あ
り
ま
す
。
札
幌
市
内
の
会
場
で
開

か
れ
る
総
会
に
は
、
道
内
全
域
か
ら
友
の

会
会
長
や
指
導
医
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ

ッ
フ
が
参
加
し
ま
す
。
例
年
、
事
業
計
画

や
予
算
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
あ
と
特

別
講
演
会
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
が
北
海
道
支
部
総
会
の
大

き
な
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
友
の
会
会
長

と
指
導
医
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
に
担
当
の
専
門
医
が
つ
く
か

た
ち
で
行
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
テ
ー
マ

北海道支部

は
決
め
ず
に
、
糖
尿
病
療
養
や
友
の
会
活

動
に
つ
い
て
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

や
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
自
由
に
話
し
合
い

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
糖
尿
病
療

養
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
担
当
の
専
門
医
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
、「
退

会
す
る
会
員
が
多
く
人
数
が
増
え
な
い
」

と
い
う
友
の
会
に
対
し
て
ほ
か
の
友
の
会

が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
と
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
な
話
し
合
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。
総
会
の
参
加
者
全
員
で
話
し
合
う
の

で
は
な
く
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
の
は
率
直
な
意

見
を
交
換
し
や
す
く
す
る
た
め
で
す
が
、

友
の
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
情

報
を
交
換
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

場
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
の
総
会
が
対
象
と
す
る
の
は

友
の
会
の
会
長
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
、
会

員
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
北
海
道
支

部
で
は
よ
り
多
く
の
会
員
が
参
加
で
き
る

友
の
会
交
流
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
全
国
糖
尿
病
週
間
に
は
、
毎
年
札

幌
市
で
講
演
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
支
部

メ
ン
バ
ー
が
街
頭
に
立
っ
て
検
診
・
受
診

を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を
配
る
な
ど
、
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に

糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
と
連
携
し
て
、
世

界
糖
尿
病
デ
ー
に
は
札
幌
時
計
台
、
札
幌

テ
レ
ビ
塔
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

支部長 栗原義夫
発足　　　１９６４年11月
友の会数    51
役員構成  支部長１人、副支部長２人、 
　　　　 事務局長１人、
　　　　 常任理事13人、監事２人
支部内組織 常任理事会
年間行事　 通常総会、講演会
機関誌　　「北海道支部報」（年１回）

全国糖尿病週間行事で開催した講演会

●北海道支部

北海道

　

札
幌
北
辰
会
は
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
た
会

員
数
が
１
０
０
人
を
超
え
る
、
北
海
道
内

で
も
指
折
り
の
規
模
の
友
の
会
で
す
。
活

動
を
積
極
的
に
楽
し
み
た
い
と
い
う
会
員

が
大
勢
集
ま
り
、
た
く
さ
ん
の
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
い
ち
ば
ん
頻
繁
に
行
わ
れ
て

い
る
行
事
が
、
北
海
道
生
ま
れ
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
ク
ラ
ブ
１

札幌北辰会
〈北海道・札幌市〉

運動療法にもコミュニケーションにも効果的
なパークゴルフ
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本
と
ボ
ー
ル
１
個
、
ボ
ー
ル
を
置
く
テ
ィ

ー
が
あ
れ
ば
誰
で
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
、
北
海
道
で
は
糖
尿
病
の
気
軽
な
運
動

療
法
と
し
て
も
人
気
で
す
。
札
幌
北
辰
会

で
は
年
２
回
の
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
は
あ
き
た
ら
な
い
会
員
が
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
を
結
成
。
大
会
の
ほ

か
に
年
６
回
、
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す

る
の
が
難
し
い
会
員
に
と
っ
て
も
、
食
事

会
や
バ
ス
旅
行
な
ら
参
加
し
や
す
い
行
事

で
す
。
１
泊
バ
ス
旅
行
は
、
年
間
行
事
で

最
も
に
ぎ
や
か
で
大
い
に
盛
り
上
が
る
イ

ベ
ン
ト
。「
日
頃
節
制
に
励
ん
で
い
る
か

ら
、
き
ょ
う
は
ご
褒
美
で
す
」
と
い
う
指

導
医
の
栗
原
先
生
の
言
葉
に
、
食
事
制
限

の
こ
と
を
少
し
だ
け
忘
れ
て
存
分
に
お
い

し
い
も
の
を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
食
べ

っ
ぷ
り
は
、
ホ
テ
ル
の
人
が
「
本
当
に
糖

尿
病
の
患
者
会
で
す
か
」
と
び
っ
く
り
す

る
ほ
ど
。
も
ち
ろ
ん
翌
日
か
ら
は
、
き
ち

ん
と
自
己
管
理
を
続
け
る
の
で
、
会
員
た

ち
の
検
査
結
果
は
上
々
で
す
。
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
る
こ
と
が
よ
い
療
養
生
活
を
続
け

る
た
め
の
コ
ツ
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
知

り
、
実
践
し
て
い
る
の
で
す
。

　

札
幌
北
辰
会
に
は
広
報
部
と
い
う
部
会

が
あ
り
、
機
関
誌
の
制
作
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
月
１
回
の
発
行
は
な
か
な
か
大
変

で
す
が
、
文
章
の
上
手
な
会
員
が
精
力
的

に
活
動
し
、
糖
尿
病
や
健
康
に
つ
い
て
の

ホ
ッ
ト
な
話
題
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
会
員
が
積
極
的
に
活
動
に

会長 永井玲二
発足 　　 １９９１年８月
会員数　  １０６人（スタッフ含む）
役員構成 会長１人、 副会長4人、
 監査役２人、総務担当２人、会計１人
年間行事 食事会、パークゴルフ大会、歩こう会、
 1泊バス旅行、総会・新年会
指導医 栗原義夫
指導病院 医療法人社団糖友会　栗原内科
年会費 6000円
機関誌　「北辰会だより」（月１回。2011年2月 
 現在、193号継続発行）

「おしゃべり会」と名づけられている食事会

参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
療
養
生
活
を
充
実

さ
せ
て
い
る
札
幌
北
辰
会
。
ま
だ
友
の
会

に
参
加
し
て
い
な
い
糖
尿
病
患
者
さ
ん

に
一
人
で
も
多
く
入
会
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
充
実
し
た
療
養
生
活
の
輪
を
さ
ら
に

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●札幌北辰会

　

清
水
昇
先
生
が
勤
務
先
か
ら
独
立

し
、
清
水
内
科
医
院
を
開
院
し
た
の
は

１
９
８
０
年
。
そ
の
同
じ
年
に
旭
川
清
友

会
は
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
、
学
び
と
遊

び
を
両
立
さ
せ
た
友
の
会
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

清
友
会
の
新
年
は
、
懇
親
昼
食
会
と
呼

ん
で
い
る
新
年
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
清
水
内
科
医
院
の
並
び
に
あ
る
会
館

に
み
ん
な
が
集
ま
り
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式

で
昼
食
を
楽
し
む
の
で
す
。
管
理
栄
養
士

か
ら
料
理
の
種
類
や
取
り
方
に
つ
い
て
説

旭川清友会
〈北海道・旭川市〉

明
を
聞
い
て
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

単
位
表
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
も
ら
っ
た

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
に
表
示
さ
れ
た
単

位
を
見
な
が
ら
自
分
に
適
し
た
量
の
料
理

を
取
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
食
べ
た
い

も
の
を
選
ん
で
食
べ
ら
れ
る
と
同
時
に
、

自
分
の
食
べ
る
べ
き
量
を
把
握
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
仕
組
み
で
も
あ
り
ま

す
。
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
の
食
事
の
ほ

か
、
も
う
一
つ
の
楽
し
み
は
恒
例
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
す
。
参
加
者
全
員
に
、
先
生

た
ち
が
提
供
す
る
お
米
な
ど
の
賞
品
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
夏
に
は
、
１
泊
研
修
旅
行
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
行
き
先
は
海
と
山
と
が
交

互
で
、
２
０
０
９
年
は
糠
平
湖
（
ぬ
か
び

ら
こ
）、
10
年
は
増
毛
（
ま
し
け
）
に
行

き
ま
し
た
。
研
修
旅
行
は
、
1
日
目
は
名雨でも歩く「歩こう会」



75 第１章 日本糖尿病協会50年 活動のいま

第
❶
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

　

１
９
６
９
年
に
発
足
し
、
現
在
23
の
友

の
会
が
所
属
す
る
岩
手
県
支
部
で
は
、
会

員
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
活
動
の

な
か
で
も
支
部
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
、
毎
年
全
国
糖
尿
病
週
間
の
頃
に
行

う
「
盛
岡
市
合
同
糖
尿
病
週
間
行
事
」
で
、

県
内
の
友
の
会
の
会
員
な
ら
誰
で
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
盛
岡
市
合
同
糖
尿
病
週
間
行
事
」
で

は
毎
回
違
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の
テ

ー
マ
に
基
づ
い
た
県
内
外
の
糖
尿
病
専
門

医
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
講

演
会
と
、
会
員
も
参
加
し
て
の
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
な
ん
で
糖
尿
病
に
な
る
の
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
行
っ
た
「
盛
岡
市
合
同

糖
尿
病
週
間
行
事
」
で
は
、
糖
尿
病
の
原

因
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
関

ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
解

説
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
会
員
た
ち
は
、

こ
の
勉
強
会
で
学
ん
だ
新
た
な
知
識
を
日

日
の
療
養
生
活
に
活
か
し
て
い
く
の
で
す
。

　

春
と
秋
に
開
催
す
る
「
歩
こ
う
会
」
は
、

バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
、
美
瑛
（
び
え

い
）
の
白
金
温
泉
な
ど
遊
歩
道
が
整
備
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
行
い
ま
す
。
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
で
気
持
ち
の
い
い
汗
を
か
い
た

あ
と
に
ホ
テ
ル
で
昼
食
を
と
り
、
勉
強
会

や
輪
投
げ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
大
会
を
行
い
ま

す
。
秋
の
「
歩
こ
う
会
」
で
は
、そ
の
後
、

続
け
て
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

よ
い
療
養
の
た
め
に
勉
強
を
重
ね
つ
つ
、

ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
む
と
き
は
思
い
切
り

楽
し
む
。
そ
ん
な
旭
川
清
友
会
は
、
10
年

秋
に
30
周
年
記
念
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

岩手県支部

研修旅行で糖尿病の最新情報を学ぶ

 ＩＣＤＥの勉強会には毎回多くのコメディカル
スタッフが参加する

所
見
学
を
楽
し
み
、
夜
に
は
宴
会
と
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
２
日
目

は
朝
食
後
か
ら
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

勉
強
会
を
行
い
ま
す
。
勉
強
会
で
は
、
糖

尿
病
の
知
識
や
望
ま
し
い
生
活
習
慣
な

ど
に
関
す
る
最
新
情
報
を
、
先
生
が
ス

会長 妹尾重臣
発足　　  １９８０年10月
会員数　  １０２人（男性56人、女性46人）
スタッフ ９人（医師２人、看護師４人、臨床
 検査技師１人、管理栄養士２人）
役員構成 会長１人、副会長1人、
 会計１人、監査1人、幹事４人
年間行事 新年懇親昼食会、歩こう会、
 1泊研修旅行、パークゴルフ大会、総会
指導医 清水昇、田屋登康
指導病院 清水内科医院
年会費     2400円
機関誌     「清友」（年２回）

●旭川清友会

東北

す
る
専
門
医
の
講
演
会
の
あ
と
に
、
い
く

つ
か
の
友
の
会
の
代
表
者
と
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
壇
上
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
毎
回
、
代
表
者
が
糖
尿
病
に
な

っ
た
経
緯
や
そ
の
と
き
の
気
持
ち
、
自
己

管
理
の
方
法
な
ど
を
発
表
す
る
場
を
設
け

て
お
り
、
会
場
に
集
ま
っ
た
会
員
か
ら
は

「
自
分
も
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
」「
私
も
頑
張
り
ま
す
」
な
ど
多
く
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
同
じ
病
気
を
も

つ
仲
間
の
体
験
や
思
い
を
共
有
で
き
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
れ
か
ら

の
療
養
生
活
へ
の
励
み
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
大
切
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
手
県
支
部
が
も
う
一
つ
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
、
糖
尿
病
療
養
に
携
わ
る
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
で
す
。
岩
手

県
で
は
10
年
ほ
ど
前
か
ら
盛
岡
市
内
の
糖

尿
病
療
養
に
携
わ
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
集

ま
り
、
知
識
と
技
術
を
磨
く
た
め
の
「
糖

尿
病
療
養
勉
強
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
勉
強
会
は
あ
く
ま
で
有

志
の
集
ま
り
で
、
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導

士
（
C
D
E
J
）
の
資
格
取
得
を
め
ざ
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
岩
手
県
支
部
は
２
０
０
７
年
に
こ
の
勉

強
会
を
発
展
さ
せ
、
岩
手
県
独
自
の
糖
尿



7650年のあゆみ　希望の未来へ。

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
全
国
糖
尿
病
週
間
に
合
わ
せ

て
開
催
す
る
勉
強
会
で
は
、
糖
尿
病
療
養

に
つ
い
て
の
最
新
の
知
識
を
身
に
つ
け
る

と
同
時
に
会
員
ど
う
し
の
交
流
を
よ
り
深

め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し

た
企
画
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
２
０
０
９
年
に
は
、
ホ
テ
ル

で
の
昼
食
後
に
「
糖
尿
病
カ
ン
バ
セ
ー
シ

ョ
ン
・
マ
ッ
プ
　TM
」（
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ッ
プ
）
を
使
用
し
て
の
勉
強
会
を
行
い

ま
し
た
。
昼
食
は
、
ホ
テ
ル
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
特
別
に
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
約

６
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
フ
ル
コ
ー
ス
で

す
。
こ
れ
は
、
日
頃
懸
命
に
自
己
管
理
に

取
り
組
ん
で
い
る
会
員
た
ち
に
き
ち
ん
と

支部長 引地 勲
発足　　   １９６９年
友の会数　23
会員数      １０６人（スタッフ含む）
役員構成 支部長１人、副支部長４人、
 理事6人、会計幹事2人
年間行事 総会、理事会、連絡会、
 ウォークラリー、盛岡市合 
 同糖尿病週間行事、
 糖尿病対策推進会議、
 市民公開講座、
 盛岡城跡公園ブルーライト 
 アップ、糖尿病療養指導 
 勉強会

岩手医大
友の会

＜岩手県・盛岡市＞

岩手県支部のウォークラリーに友の会で出場。
2009 年は 92人が参加した

病
療
養
指
導
士
（
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）
の
資
格
が

取
得
で
き
る
勉
強
会
（
い
わ
て
糖
尿
病
療

養
指
導
士
認
定
制
度
）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
の
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
資
格
を
取
得
す

る
に
は
年
５
回
の
勉
強
会
を
受
け
て
試
験

に
合
格
す
る
こ
と
と
、
友
の
会
に
入
っ
て

日
糖
協
の
会
員
に
な
る
こ
と
が
条
件
で
す

が
、
勤
務
先
に
友
の
会
が
な
い
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た

ち
の
た
め
に
岩
手
県
支
部
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

友
の
会
を
設
立
。
こ
れ
ま
で
に
Ｉ
Ｃ
Ｄ

Ｅ
と
な
っ
た
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
は

３
０
０
人
。
そ
の
う
ち
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
友
の
会

に
入
会
し
た
人
は
２
０
０
人
に
上
っ
て
い

ま
す
。

●岩手県支部

会長 小川口照世
発足       １９６９年11月
会員数 89人（男性27人、女性62人）
スタッフ 32人（医師８人、看護師12人、 
 栄養士11人、薬剤師１人）
役員構成 会長１人、常任理事３人、
 監事２人
年間行事 総会、日帰り温泉旅行、調理
 実習、全国糖尿病週間行事
指導医 武部典子
指導病院 岩手医科大学附属病院
年会費　 3000円

●岩手医大友の会 エ
ネ
ル
ギ
ー
計
算
さ
れ
た
食
事
を
安
心
し

て
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
同
時
に
、
糖
尿
病

に
な
っ
た
ら
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

間
違
っ
た
認
識
を
改
め
て
も
ら
う
た
め
の

企
画
で
す
。「
秋
野
菜
と
き
の
こ
づ
く
し
」

と
題
さ
れ
た
フ
ル
コ
ー
ス
は
、
と
て
も

６
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
は
思
え
な
い
量

と
品
ぞ
ろ
え
で
、
参
加
し
た
会
員
た
ち
か

ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

昼
食
の
あ
と
は
、カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ッ
プ
を
使
用
し
て
の
勉
強
会
で
す
。
カ

ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
プ
と
は
進
行
役

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
患
者
さ
ん
が
、
糖
尿

病
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
会
話
を
し
て
い
く
な
か
で
糖
尿
病
療
養

の
知
識
が
得
ら
れ
、
意
欲
も
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
新
し
い
指
導
ツ
ー
ル
で
す
。
カ

ー
ド
に
は
糖
尿
病
に
関
す
る
問
題
や
、「
糖

2009年の世界糖尿病デーでは、支部が主体となり
盛岡城跡公園を初めてブルーライトアップした

　

東
北
三
大
城
址
の
一
つ
と
し
て
知
ら

れ
、
若
き
日
の
石
川
啄
木
や
宮
沢
賢
治
が

こ
よ
な
く
愛
し
た
と
い
う
盛
岡
城
跡
公

園
。
そ
の
盛
岡
城
跡
公
園
か
ら
ほ
ど
近
い

岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
に
岩
手
医
大
友

の
会
は
あ
り
ま
す
。

　

岩
手
医
大
友
の
会
で
は
、
調
理
実
習
や

全
国
糖
尿
病
週
間
に
合
わ
せ
て
の
勉
強

会
、
県
支
部
主
催
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
へ

の
参
加
な
ど
、
会
員
が
糖
尿
病
療
養
に
前

向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な

、
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管理栄養士が指導しながらの調理実習。
家族で参加する男性会員も

尿
病
に
な
っ
た
と
き
は
ど
ん
な
気
持
ち
で

し
た
か
」「
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
を
始
め
た

と
き
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
た
か
」
な
ど

の
質
問
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

問
題
や
質
問
に
答
え
た
り
、
会
員
ど
う
し

で
語
り
合
う
う
ち
に
、
糖
尿
病
に
つ
い
て

の
理
解
が
自
然
に
深
ま
り
、
今
後
の
療
養

生
活
へ
の
活
力
が
養
わ
れ
て
い
く
の
で

す
。

　

会
員
が
糖
尿
病
療
養
に
前
向
き
に
取
り

組
め
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
考
え
て

き
た
岩
手
医
大
友
の
会
は
、
こ
れ
か
ら
も

ユ
ニ
ー
ク
で
新
し
い
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

タ
ッ
フ
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
そ
の

後
は
、
聞
き
手
の
会
員
た
ち
が
感
想
や
意

見
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
す
時
間
で
す
。

自
己
管
理
に
つ
い
て
「
私
は
こ
う
し
て
い

ま
す
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
れ
ば
、

失
敗
談
に
対
し
て
「
私
も
そ
う
で
し
た
」

と
似
た
よ
う
な
経
験
を
話
す
会
員
も
い
ま

す
。
発
表
も
そ
の
後
の
意
見
交
換
も
、
身

近
な
人
の
経
験
だ
か
ら
こ
そ
、
現
実
感
を

も
っ
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
、
自
分

の
療
養
に
対
し
て
の
意
識
も
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
発
足
当
時
か
ら
続
け
て
い
る
健

康
教
室
は
、
総
会
や
１
泊
研
修
旅
行
、
歩

け
歩
け
会
な
ど
の
行
事
の
た
び
に
実
施
し

て
お
り
、
そ
の
開
催
回
数
は
延
べ
１
７
０

回
を
超
え
ま
し
た
。
あ
お
ば
会
の
健
康
教

室
の
特
徴
は
、
指
導
医
が
話
を
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
参
加
し
た
会
員
す
べ
て
に
ス

東北大学
糖尿病代謝科
あおば会
＜宮城県・仙台市＞

　

創
設
30
年
と
、
宮
城
県
の
友
の
会
で
最

も
歴
史
が
古
い
あ
お
ば
会
。
会
員
ど
う
し

の
情
報
交
換
や
親
睦
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

発
足
数
年
後
か
ら
始
ま
り
、
毎
年
１
月

頃
に
開
催
す
る
体
験
発
表
会
は
、
会
員
の

体
験
し
た
こ
と
を
、
報
告
を
通
し
て
共
有

す
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
互
い
の
療
養

に
役
立
て
る
こ
と
を
め
ざ
す
取
り
組
み
で

す
。
毎
回
２
人
ほ
ど
の
会
員
が
発
表
者
と

な
り
、
自
分
の
体
験
を
話
し
ま
す
。
堅
苦

し
く
話
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
成
功

し
た
話
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
大

き
な
手
術
の
経
験
や
、
入
院
中
に
ど
う
自

己
管
理
を
し
た
か
と
い
う
体
験
談
で
も
、

「
体
重
が
こ
ん
な
ふ
う
に
増
え
て
し
ま
っ

た
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
と
い
う
う

っ
た
え
で
も
い
い
の
で
す
。
発
表
を
受
け

て
、
指
導
医
の
先
生
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

ピ
ー
チ
を
す
る
時
間
を
設
け
て
い
る
こ
と

で
す
。
全
員
が
３
分
程
度
の
も
ち
時
間
の

な
か
で
、
最
近
の
生
活
や
体
調
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
す
。
話
す
こ
と
に
よ
っ

て
自
分
自
身
の
か
ら
だ
の
こ
と
を
客
観
的

に
見
る
こ
と
が
で
き
、
先
生
に
自
分
の
状

況
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

改
ま
っ
て
話
す
こ
と
に
初
め
は
と
ま
ど
う

人
も
い
ま
す
が
、
話
し
出
す
と
聞
い
て
ほ

し
い
こ
と
が
次
々
に
出
て
き
て
、
も
ち
時

間
を
超
え
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
で
薬
や
治
療
な
ど
に
つ
い
て

先
生
に
質
問
す
る
人
も
い
て
、
先
生
は
そ

れ
ら
の
質
問
に
て
い
ね
い
に
答
え
て
い
ま

す
。

会長 加藤國男
発足        １９８０年10月
会員数 80人（男性27人、女性53人）
スタッフ 25人（医師17人、看護師３人、
 管理栄養士３人、検査技師１人、
 専任事務員１人）
役員構成 会長１人、副会長２人、
 世話人５人、監事１人、
 名誉顧問１人
年間行事 定期総会、世話人会、
 1泊研修旅行、体験発表会、 
 外食会、歩け歩け会
指導医 澤田正二郎
指導病院 東北大学病院
年会費     3500円

泊まりがけで話が弾む1泊研修旅行

●東北大学糖尿病代謝科あおば会
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東
京
都
支
部
は
１
９
６
１
年
、
日
本
糖

尿
病
協
会
創
立
と
同
じ
年
に
誕
生
し
た
歴

史
あ
る
組
織
で
す
。
東
京
都
は
お
た
ま
じ

ゃ
く
し
の
姿
を
し
、
山
手
の
環
状
線
を
頭

と
す
る
都
区
内
と
、
そ
の
外
の
中
央
線
沿

線
を
胴
・
尾
と
す
る
都
下
か
ら
な
り
、
都

区
内
８
０
０
万
人
、
都
下
４
０
０
万
人
が

住
み
、
都
支
部
の
友
の
会
は
都
区
内
に

90
、
都
下
に
50
、
合
わ
せ
て
１
４
０
、
会

員
６
５
０
０
人
を
抱
え
る
全
国
最
大
規
模

の
支
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
支
部
独
自
の
活
動
と
し
て
、
第

一
に
友
の
会
活
動
の
活
性
化
と
友
の
会
相

互
・
病
院
の
連
携
の
促
進
強
化
の
た
め

に
、
都
区
内
90
の
友
の
会
を
、
中
央
・
城

東
・
城
南
・
城
西
・
城
北
の
５
ブ
ロ
ッ
ク

に
、
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
を
加
え
６
ブ
ロ
ッ
ク

支部長 菅原正弘
発足 １９６１年
友の会数   １40
役員構成 会長１人、副会長５人、
 会計監事２人、顧問3人、
 担当理事６人、   
               ブロック担当役員30人
年間行事 歩く会、旅行会、ブロック糖尿病教室、 
 全国糖尿病週間行事、
 糖尿病市民セミナー、
 糖尿病予防講演会 
機関誌     「東京都糖尿病協会会報」（年２回）

自然と触れ合える「歩く会」での準備運動の様子

関東甲信越

東京都支部

制
と
し
、
１
５
０
〜
２
０
０
人
の
中
規
模

の
「
ブ
ロ
ッ
ク
糖
尿
病
教
室
」
を
、
そ
れ

ぞ
れ
年
２
〜
３
回
、
合
わ
せ
て
毎
年
15
回

程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
度

以
降
、
10
年
末
ま
で
で
１
３
０
回
を
数
え

ま
し
た
。

　

次
い
で
、
会
員
で
長
年
に
わ
た
り
糖
尿

病
の
自
己
管
理
に
努
め
、
所
定
の
評
価
数

値
を
ク
リ
ア
し
た
優
良
な
方
々
を
「
糖
尿

病
師
範（D

iabetes M
aster

）」と
認
定
し
、

高
く
顕
彰
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
01
年

度
以
降
）。
こ
の
師
範
の
多
く
の
方
々
は
、

友
の
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
会
の
活
動
に

種
々
、
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
三
に
、
会
員
と
広
く
一
般

の
方
々
へ
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
11
月
の

全
国
糖
尿
病
週
間
行
事
に
加
え
て
、
毎
春

２
月
に
都
区
内
で
は
よ
み
う
り
ホ
ー
ル

に
お
い
て
「
糖
尿
病
市
民
セ
ミ
ナ
ー
・
東

京
」
を
（
02
年
度
以
降
）、
ま
た
、
毎
秋

９
〜
10
月
に
都
下
で
「
糖
尿
病
予
防
講

演
会
」
を
（
03
年
度
以
降
）、
そ
れ
ぞ
れ

１
０
０
０
人
の
大
規
模
で
開
催
し
、
10
年

末
で
双
方
合
わ
せ
て
20
回
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、「
東
京
都
糖
尿
病
協
会

会
報
」（
年
２
回
）の
発
行（
08
年
度
以
降
）、

「
歩
く
会
」（
年
５
回
）、旅
行
会
（
年
２
回
）

の
恒
例
行
事
と
、
一
定
時
期
を
区
切
っ
て

●東京都支部

会員自身の体験を報告する体験発表会

大規模な講演会の一つ「糖尿病予防講演会」

　

診
療
の
と
き
は
先
生
も
忙
し
い
の
で
、

聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
先
生
に
は
な

か
な
か
声
を
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
お
ば

会
は
、
行
事
を
通
じ
て
会
員
と
医
療
ス
タ

ッ
フ
が
顔
を
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
と
話
す

大
切
な
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

友
の
会
の
入
会
案
内
と
友
の
会
設
立
案
内

の
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

創
立
50
年
、
日
糖
協
と
同
い
年
の
東
京

都
支
部
は
、
友
の
会
へ
の
支
援
と
社
会
へ
の

啓
発
活
動
を
両
輪
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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第
❶
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

　

み
つ
わ
会
は
１
９
９
４
年
の
創
設
以

来
、
着
実
に
会
員
を
増
や
し
、
現
在
で
は

１
１
８
人
の
会
員
が
所
属
す
る
大
き
な
友

の
会
に
成
長
し
ま
し
た
。
そ
の
み
つ
わ
会

で
は
、会
員
に
心
か
ら
楽
し
み
な
が
ら
糖

尿
病
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

会
員
に
心
か
ら
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
思
い
は
、
会
員
ど
う
し
の
意
見
交
換
の

掲示板の「みつわ会コーナー」はイベントなどの
情報が満載

三咲みつわ会
〈千葉県・船橋市〉

会長 廣瀬勝彦
発足 1994年9月
会員数 118人（男性51人、女性67人）
スタッフ　 6人（医師1人、看護師３人、
 管理栄養士１人、臨床検査技師１人）
役員構成 会長１人、副会長１人、
 会計１人、監査１人、広報１人
年間行事 定例会、糖尿病教室、井戸端会議、
 試食会、春の遠足、ボウリング大会、
 忘年会、総会
指導医 栗林伸一
指導病院 三咲内科クリニック
年会費 2000円
機関誌　 「みつわ通信」（２カ月ごと）

会
に
「
井
戸
端
会
議
」
と
親
し
み
や
す
い

名
を
つ
け
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い

ま
す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
行
わ
れ
る
井
戸
端

会
議
は
、
糖
尿
病
や
健
康
に
関
す
る
テ
ー

マ
を
一
つ
設
け
て
、
会
員
ど
う
し
が
自
由

に
話
し
合
う
場
で
す
。
例
え
ば
、
食
事
と

い
う
テ
ー
マ
で
は
「
砂
糖
は
ど
れ
ぐ
ら
い

の
分
量
を
使
っ
た
ら
い
い
の
か
」「
シ
ナ

モ
ン
や
ス
パ
イ
ス
を
使
う
と
味
に
変
化
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
、
日
々
の

生
活
に
根
ざ
し
た
質
問
や
意
見
が
飛
び
交

い
ま
す
。
食
事
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
脱
線

し
、
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
糖

尿
病
に
関
す
る
こ
と
に
話
が
広
が
っ
た
り

も
し
ま
す
が
、
そ
れ
も
井
戸
端
会
議
な
ら

で
は
で
し
ょ
う
。
そ
う
や
っ
て
自
由
闊
達

（
か
っ
た
つ
）
に
語
り
合
う
こ
と
で
、
会

員
は
自
ら
の
体
験
や
行
動
を
思
い
返
し
た

り
、
ほ
か
の
会
員
の
話
に
何
か
を
発
見
し

た
り
、
療
養
生
活
に
大
切
な
こ
と
を
学
ん

で
い
く
の
で
す
。
ま
た
、
年
に
1
回
開
催

し
て
い
る
調
理
実
習
で
は
、
管
理
栄
養
士

の
指
導
の
も
と
家
庭
で
で
き
る
低
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
食
事
を
つ
く
っ
て
味
わ
う
と
同
時

に
、
食
材
を
食
品
交
換
表
に
し
た
が
っ
て

仲
間
分
け
し
て
み
る
な
ど
、
会
員
が
楽
し

み
な
が
ら
食
事
療
法
の
知
識
を
得
ら
れ
る

よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
様
子
を
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
内
に
あ
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
手
づ

く
り
の
掲
示
板
で
紹
介
し
て
い
る
の
も
み

つ
わ
会
な
ら
で
は
で
す
。
み
つ
わ
会
は
こ

の
掲
示
板
を
通
し
て
会
員
で
は
な
い
糖
尿

病
患
者
さ
ん
に
も
活
動
内
容
を
知
っ
て
も

ら
い
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
友
の
会
に
参

加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

調理実習では食事療法のための知識を得られる
ように工夫している

●三咲みつわ会

糖尿病講演会（2010年12月11日）

　

豊
島
か
と
れ
あ
会
は
１
９
７
８
年
、
都

立
豊
島
病
院
の
内
科
医
長
だ
っ
た
相
磯
嘉

孝
先
生
を
指
導
医
と
し
、
都
立
病
院
初
の

友
の
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

病
院
の
閉
鎖
に
伴
い
、
93
年
に
相
磯
先
生

が
糖
尿
病
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
あ
い
そ
内

科
を
開
院
し
た
の
を
機
に
、
友
の
会
の
拠

点
を
あ
い
そ
内
科
に
移
し
た
の
で
す
。

豊島かとれあ会
〈東京都・板橋区〉
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会長 田辺達也
発足 1978 年５月
会員数     300人
スタッフ 10人（医師１人、看護師4人、
 管理栄養士２人、臨床検査技師１人、
 事務2人）
役員構成 会長１人、副会長２人、会計・監事・ 
　　　　   その他の担当の4人
年間行事 ミニ糖尿病教室、歩く会、           　
　           糖尿病講演会（総会と同時開催）
指導医 相磯嘉孝
指導病院 あいそ内科
年会費  3500円
機関誌 「かとれあ会報」（年２回）

　

豊
島
か
と
れ
あ
会
で
は
、
総
会
や
糖
尿

病
教
室
、年
２
回
の
会
報
の
発
行
の
ほ
か
、

東
京
都
支
部
主
催
の
「
歩
く
会
」
に
は
毎

回
必
ず
参
加
す
る
な
ど
積
極
的
な
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
糖
尿
病
講
演

会
は
６
月
と
12
月
の
年
２
回
開
催
し
て
お

り
、
一
般
の
人
に
も
広
く
糖
尿
病
の
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
誰
で
も
自
由

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
が
知
り
た
い
シ
リ
ー
ズ
の
特
別
講
演
、

相
磯
先
生
に
よ
る
解
説
「
糖
尿
病
の
自
己

管
理
」
を
は
じ
め
、
他
科
医
に
よ
る
解
説

で
は
薬
剤
師
に
よ
る
服
薬
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
管
理
栄
養
士
の
食
事
療
法
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
レ
ッ
ス
ン
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
、
毎
回
１
０
０
人
ほ
ど
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

年
間
行
事
と
と
も
に
、
豊
島
か
と
れ
あ

会
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
普
段
の
外
来

で
の
啓
発
活
動
で
す
。
会
員
を
含
む
外
来

患
者
の
98
％
が
糖
尿
病
患
者
さ
ん
と
い
う

あ
い
そ
内
科
で
は
、
待
合
室
で
診
察
を
待

っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
管
理
栄
養
士
が
前

日
の
食
事
を
記
入
し
た
食
事
チ
ェ
ッ
ク
表

を
も
と
に
個
別
の
栄
養
相
談
を
し
た
り
、

看
護
師
が
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
の
注
意

点
な
ど
を
教
え
る
「
ミ
ニ
糖
尿
病
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
「
ミ
ニ
糖
尿

●豊島かとれあ会 病
教
室
」
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
が
友
の
会
の
会
長
で
あ
り
、
あ
い
そ
内

科
の
事
務
員
と
し
て
勤
務
す
る
田
辺
達
也

さ
ん
で
す
。
田
辺
さ
ん
は
来
院
す
る
患
者

さ
ん
に
積
極
的
に
声
を
か
け
、
同
じ
患
者

と
し
て
自
分
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
、
療

養
生
活
に
関
す
る
相
談
に
の
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

ま
た
、
治
療
を
中
断
し
て
い
る
患
者
さ

ん
に
は
、
豊
島
か
と
れ
あ
会
の
名
前
で
手

紙
を
送
っ
て
い
ま
す
。
友
の
会
か
ら
患
者

さ
ん
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
穏
や
か

に
来
院
を
勧
め
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
に

手
紙
を
受
け
取
っ
た
患
者
さ
ん
が
治
療
を

再
開
し
た
例
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

豊
島
か
と
れ
あ
会
は
、
あ
い
そ
内
科
に

通
う
す
べ
て
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
が
よ
り

よ
い
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
を
願
っ
て
、

き
め
細
か
な
ケ
ア
と
啓
発
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。 

言
し
や
す
い

雰
囲
気
な
の

で
質
疑
応
答

も
に
ぎ
や
か

で
、
会
員
か

ら
繰
り
出
さ

れ
る
熱
心
な

質
問
に
ス
タ

ッ
フ
の
ほ
う

が
た
じ
た
じ

に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
す
ら
あ
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
「
葛
飾
高
砂
会
」
が
始
ま
る
前
に

は
、
30
分
間
の
「『
さ
か
え
』
を
読
む
会
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
受
け
取
る
『
さ

か
え
』
で
す
が
、
読
み
そ
び
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
多
い
の
で
、
読
み
合
わ
せ
の
会
を

す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
会
員
が
集
ま

っ
て
『
さ
か
え
』
を
読
み
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
も
交
え
て
意
見
を
交
換
し
ま
す
。
読
み

合
わ
せ
を
し
な
が
ら
み
ん
な
で
読
む
と
記

憶
に
も
残
り
や
す
い
の
で
、
療
養
や
二
次

予
防
の
た
め
の
知
識
を
会
員
ど
う
し
で
深

め
て
い
け
る
し
か
け
で
す
。

　
「
葛
飾
高
砂
会
」
を
欠
席
し
た
会
員
に

も
そ
の
日
の
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
会
員
の
手
で
毎
回
、
会
の
報
告
書
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
話
を
録
音
し
て
テ
ー 医療スタッフとともに。患者会では笑いが絶えない

　

東
京
の
下
町
葛
飾
に
あ
る
加
藤
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
、
患
者
会
と
し
て
発
足
し
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
あ
る
地
名
「
高
砂
」
を
取

っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
葛
飾
高
砂
会
。「
患

者
さ
ん
参
加
型
の
会
」
を
め
ざ
し
、
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
糖
尿
病
に
つ
い

て
と
も
に
学
び
合
う
友
の
会
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
る
駅
前
マ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ル
の
地
下
に
あ
る
集
会
室
で

は
、
勉
強
会
「
葛
飾
高
砂
会
」
を
、
１
月

と
８
月
を
除
く
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

勉
強
会
の
テ
ー
マ
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
糖
尿
病
療
養
に
つ
い
て
の
最
新
情
報

や
学
会
発
表
の
報
告
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。「
糖

尿
病
を
覚
え
る
す
ご
ろ
く
ゲ
ー
ム
」
な
ど

を
楽
し
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
由
に
発

葛飾高砂会
〈東京都・葛飾区〉
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50
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日
本
糖
尿
病
協
会
富
山
県
支
部
の
前

身
と
な
る
組
織
が
設
立
さ
れ
た
の
は
１
９

７
４
年
。
富
山
市
近
隣
の
上
市
厚
生
病
院

内
に
あ
る
「
友
の
会
」（
現
り
ん
ど
う
の

会
）
単
独
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
以

来
、
友
の
会
づ
く
り
を
呼
び
か
け
る
地
道

な
活
動
を
続
け
る
な
か
で
日
糖
協
の
存
在

を
知
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
県
全
体

と
し
て
の
組
織
的
活
動
の
必
要
性
を
感
じ

て
91
年
に
「
富
山
県
支
部
設
立
の
準
備
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
翌
92
年
10

月
24
日
に
は
「
第
１
回
富
山
県
支
部
設
立

総
会
」を
挙
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

設
立
当
初
は
事
務
局
を
富
山
赤
十
字
病
院

に
置
き
、
友
の
会
は
13
団
体
、
会
員
総
数

１
１
５
０
人
で
し
た
。
そ
の
後
、
徐
々
に

患
者
会
の
輪
が
広
が
り
、
現
在
は
28
の
分

会
を
束
ね
る
支
部
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

富
山
県
支
部
で
は
友
の
会
が
生
き
生
き

と
活
動
で
き
る
地
盤
を
つ
く
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
友
の
会
と
日
糖
協
本
部
と
の

パ
イ
プ
役
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
総

会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
は
じ

め
、
夏
の
小
児
・
ヤ
ン
グ
糖
尿
病
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
や
秋
の
糖
尿
病
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
大
会
、
春
の
会
員
交
流
会
な
ど
、
友
の

会
ど
う
し
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
毎
年
３
月
に
開
催
さ
れ
る

会
員
交
流
会
は
、
友
の
会
ど
う
し
の
交
流

を
目
的
と
し
た
催
し
で
、
各
友
の
会
か
ら

参
加
す
る
会
員
が
２
０
０
人
に
も
上
る
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

会
員
交
流
会
で
は
ま
ず
代
表
と
し
て
二

つ
の
友
の
会
が
１
年
間
の
活
動
報
告
を
行

い
、
そ
の
あ
と
に
発
表
の
内
容
に
つ
い
て

会
員
ど
う
し
が
意
見
や
感
想
を
自
由
に
語

り
合
う
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。「
ど
う

い
う
行
事
を
企
画
し
た
ら
会
員
が
楽
し
ん

で
く
れ
る
か
」「
会
員
を
増
や
す
た
め
に

は
ど
ん
な
方
法
が
有
効
か
」
と
い
っ
た
質

問
に
、
ほ
か
の
友
の
会
か
ら
は
「
う
ち
の

会
で
は
こ
ん
な
行
事
を
始
め
た
」「
こ
ん

な
工
夫
で
会
員
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て

い
る
」
な
ど
、
親
身
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
意

見
が
返
さ
れ
ま
す
。
お
互
い
の
活
動
や
工

夫
、
悩
み
を
心
ゆ
く
ま
で
話
し
合
え
る
時富山県支部発足時の総会

名誉会長 大越松司
会長 真砂慶一郎
発足 1997年2月
会員数      230人
スタッフ 11人（医師１人、看護師３人、 
　　　　　 臨床検査技師２人、管理栄養士２人、事務３人）
役員構成 名誉会長１人、会長１人、副会長２人
年間行事 患者勉強会「葛葛飾高砂会」、ストレッチ教室、
 糖尿病腎症食事会
指導医 加藤光敏
指導病院 加藤内科クリニック
年会費 ３６００円
機関誌　　「葛葛飾高砂会報告書」（年10回）
自費出版 『患者さんのための糖尿病読本』１～３

知識が試される「糖尿病を覚えるすごろくゲー
ム」。 患者参加型の患者会を心がけている

プ
起
こ
し
を
す
る
人
、
パ
ソ
コ
ン
で
レ

イ
ア
ウ
ト
す
る
人
、
写
真
を
撮
影
す
る
人

と
分
担
し
て
報
告
書
を
仕
上
げ
て
い
く

の
で
す
。
指
導
医
・
事
務
長
の
確
認
を

経
て
で
き
上
が
っ
た
報
告
書
は
院
内
に
掲

示
さ
れ
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://katoclinic.ne.jp

）
で
も
公
開
さ

れ
、
参
加
者
の
復
習
に
も
役
立
っ
て
い
ま

す
。
報
告
書
は
量
が
た
ま
る
と
本
に
ま
と

め
、
す
で
に
3
冊
を
数
え
ま
し
た
。

　
「
葛
飾
高
砂
会
」
の
ほ
か
に
も
、
月
に

4
回
運
動
療
法
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
毎

回
招
い
て
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
た
り
、
東
京
都
支
部
の
城
東
ブ

ロ
ッ
ク
と
合
同
で
糖
尿
病
の
勉
強
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
葛
飾
高
砂
会
で
は
「
患
者

さ
ん
が
参
加
で
き
る
」
活
動
を
広
げ
て
い

ま
す
。
会
員
の
た
め
だ
け
の
活
動
で
は
な

く
、
す
べ
て
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
念
頭

に
置
い
て
開
か
れ
た
活
動
を
展
開
す
る
葛

飾
高
砂
会
は
、
ほ
か
の
友
の
会
の
活
動
の

励
み
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

●葛飾高砂会

富山県支部
中部



8250年のあゆみ　希望の未来へ。

間
は
、
友
の
会
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
た
め
の
大
切
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
教
室
や
食
事
会
、
親
睦
旅
行
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
会
員
の

療
養
生
活
を
支
え
る
28
の
友
の
会
。
富
山

県
支
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
各
友
の
会
が

生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
地
盤
づ
く
り
に

力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

すいれんの会
＜岐阜県・各務原市＞

　

池
や
沼
の
水
面
に
浮
か
ん
で
咲
き
、
夏

に
清
々
し
さ
を
運
ん
で
く
れ
る
睡
蓮
（
す

い
れ
ん
）。
五
島
医
院
は
そ
ん
な
睡
蓮
の

名
所
・
苧
ヶ
瀬
（
お
が
せ
）
池
に
面
し
て

い
ま
す
。
そ
の
花
の
名
を
冠
し
た
す
い
れ

ん
の
会
は
、
五
島
医
院
に
通
う
糖
尿
病
患

者
さ
ん
で
構
成
さ
れ
る
友
の
会
で
す
。
小

規
模
な
会
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
み
ん
な

顔
な
じ
み
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が

特
長
で
す
。

　

そ
ん
な
す
い
れ
ん
の
会
の
い
ち
ば
ん
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
は
初
夏
に
催
さ
れ
る
日
帰

り
の
バ
ス
旅
行
で
す
。
愛
知
県
や
山
梨
県

を
行
き
先
に
、
博
物
館
見
学
や
果
物
狩
り

な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。
こ
の
バ
ス
旅
行
で

は
、
移
動
中
に
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
ク
イ
ズ
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
元
の
岐
阜
県
や
行
き
先
に
ま
つ
わ
る
ご

当
地
ク
イ
ズ
の
ほ
か
、
糖
尿
病
に
関
す
る

ク
イ
ズ
を
出
題
。
た
と
え
ば
「
ケ
ー
キ
と

お
ま
ん
じ
ゅ
う
で
は
ど
ち
ら
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
高
い
か
」
な
ど
勘
違
い
し
が
ち
な
こ

と
か
ら
、療
養
生
活
に
関
す
る
知
識
ま
で
、

解
答
し
な
が
ら
自
然
に
糖
尿
病
の
知
識
を

確
認
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
旅
行
の
あ
と
に
待
っ
て
い
る
の

は
、
７
月
に
開
催
さ
れ
る
講
演
会
で
す
。

講
演
会
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
一
部

で
は
全
国
か
ら
医
師
や
ト
レ
ー
ナ
ー
を

講
師
に
招
い
て
講
演
を
、
第
二
部
で
は
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
寸

劇
の
発
表
、
専
門
家
に
よ
る
体
操
教
室
な

ど
、
毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
ん
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
員
以
外

も
聴
講
で
き
る
の
で
、
講
演
会
は
毎
年
多

く
の
聴
衆
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
会

場
で
は
糖
尿
病
食
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
、
パ
ネ
ル
や
料
理
の
実
物
を
展
示
し

て
、
糖
尿
病
と
食
事
に
つ
い
て
大
勢
の
人

に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。 

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
会
員
に
好
評
な
の

が
毎
年
総
会
の
あ
と
に
開
か
れ
る
食
事
会

で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
控
え
め
の
フ
ラ
ン
ス

料
理
が
テ
ー
ブ
ル
を
飾
り
、
心
ゆ
く
ま
で

料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
の
様
子
は
、
ス
タ
ッ
フ

が
写
真
入
り
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
院

内
に
掲
示
し
ま
す
。
参
加
で
き
な
か
っ
た

会
員
に
報
告
す
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
で

す
が
、
会
員
で
は
な
い
患
者
さ
ん
に
は
、

活
動
の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

す
い
れ
ん
の
会
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

バス旅行の車内はクイズでにぎやか

講演会の食品の展示に興味津々

支部長 中西恒治
発足       １９７４年
友の会数 28
役員構成 会長１人、副会長２人、
 総務理事１人、常任理事８人、
 会計１人、監事２人
支部内組織 総会、常任理事会、理事会
年間行事 糖尿病シンポジウム、 
 全国糖尿病週間行事、 
 糖尿病ウォークラリー、 
 会員交流会、会長会議、 
 富山ＤＭサマーキャンプ
機関誌　「立山」（年２回） 
 

●富山県支部

会長 浅野達男
発足　　１９９７年３月
会員数 33人（男性16人、  
　　　　女性17人）
スタッフ ４人（管理栄養士１人、 
 助手１人、事務２人）
役員構成 会長１人、副会長１人、 
 監事２人
年間行事 日帰りバス旅行、講演会、 
 食事会、総会
指導医 五島英一
指導病院 五島医院
年会費   2000円

●すいれんの会
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子
ど
も
た
ち
も
月
に
１
回
の
催
し
を
心
か

ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
蓮
台
が
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
県
支
部
主
催
の
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。
09

年
10
月
に
浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
で
行

わ
れ
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
は
会
員
や
そ

の
家
族
が
多
数
参
加
し
、
緑
の
な
か
を
歩

き
な
が
ら
糖
尿
病
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

発
足
か
ら
６
年
と
ま
だ
ま
だ
歴
史
の
浅

い
蓮
台
で
す
が
、
県
支
部
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
を
上
手
に
取
り
入
れ
な
が
ら
会
員
の
療

養
生
活
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
箱
根
八
里
は
馬
で
も
越
す
が
、
越
す

に
越
さ
れ
ぬ
大
井
川
」と
歌
わ
れ
る
ほ
ど
、

東
海
道
屈
指
の
難
所
と
さ
れ
た
大
井
川
。

橋
も
船
も
な
か
っ
た
の
で
、
渡
る
人
々
は

人
足
が
担
ぐ
蓮
台
（
れ
ん
だ
い
）
や
肩
車

で
川
越
し
を
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
に
創
立
し
た
友
の
会
・
蓮

台
に
は
、
む
か
し
人
々
が
力
を
合
わ
せ
て

大
井
川
を
渡
っ
た
よ
う
に
、
み
ん
な
で
糖

尿
病
に
立
ち
向
か
っ
て
い
こ
う
と
い
う
会

員
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

蓮
台
で
は
創
立
の
2
年
目
か
ら
、
月
に

１
回
「
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
極
真
会
館

大
石
道
場
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
代
表
：
大

石
代
悟
さ
ん
）
の
子
ど
も
た
ち
が
中
心
に

な
っ
て
教
え
て
く
れ
る
の
が
大
き
な
特
長

で
、
友
の
会
の
会
員
だ
け
で
は
な
く
、
生

活
習
慣
病
に
関
心
の
あ
る
地
域
住
民
の
参

加
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　

島
田
市
立
看
護
専
門
学
校
の
体
育
館
を

借
り
て
行
わ
れ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
血
糖
値
と
血
圧
の
測
定
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の

こ
ろ
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
手
伝
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
で
は
新
た
に
参
加
し
た
会
員

を
ベ
テ
ラ
ン
の
会
員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
な

ど
、
会
員
ど
う
し
で
助
け
合
っ
て
血
糖
値

や
血
圧
の
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
測
定

後
は
、
気
合
い
の
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

か
け
声
に
合
わ
せ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
を
５
分

間
行
い
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
始
。
会
員
と

子
ど
も
た
ち
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
思
い
思

い
に
話
し
な
が
ら
30
分
ほ
ど
体
育
館
の
な

か
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
終
わ
っ
た
ら
身
体
を
ほ
ぐ
す
た
め

の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
、
最
後
に
も
う
一
度

血
糖
測
定
を
行
っ
て
終
了
で
す
。
参
加
者

の
な
か
に
は
血
糖
値
が
1
0
0
以
上
減

少
す
る
方
も
あ
り
、
運
動
習
慣
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
る
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

会
員
の
健
康
維
持
を
図
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
世
代
を
超
え
た
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て

会
員
に
も
子
ど
も
た
ち
に
も
心
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
企
画
し
た
も
の
で
、
い
ま
で
は
会
員
も

「ストレッチ・ウォーキング」の前後には血糖自己測定

ストレッチは大石道場スポーツ少年団が指導してくれる

蓮　台
＜静岡県・島田市＞

会長 園田政弥
発足       ２００４年秋
会員数 22人（男性７人、女性15人）
スタッフ 24人（医師２人、看護師８人、 
 臨床検査技師２人、
 栄養管理士８人、   
 理学療法士１人、薬剤師３人）
役員構成 会長１人、副会長１人、  
 監事２人、書記１人、会計１人
年間行事 総会、ストレッチ・ウォーキング
指導医 川合弘太郎
指導病院 市立島田市民病院
年会費    3000円

●蓮台
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日
本
糖
尿
病
協
会
京
都
府
支
部
は
日
糖

協
よ
り
も
前
に
、
京
都
糖
尿
病
協
会
と
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
日
糖
協
が
創
立
し
て

か
ら
は
京
都
府
支
部
を
兼
ね
、
現
在
は
京

都
府
内
の
34
の
友
の
会
を
取
り
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　

年
間
の
お
も
な
活
動
は
、
年
１
回
の
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
全
国
糖
尿
病
週
間
関
連

イ
ベ
ン
ト
、
健
康
関
連
の
展
示
会
へ
の
出

展
で
す
。
全
国
糖
尿
病
週
間
関
連
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
と
連
携

し
て
、
講
演
会
の
開
催
や
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催
や
健

康
関
連
の
展
示
会
へ
の
出
展
は
、
患
者
さ

ん
は
も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ん
以
外
の
人
た

ち
に
も
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

を
得
て
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の

大
切
な
活
動
で
す
。
講
演
会
の
開
催
に
あ

た
っ
て
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
聴
き
に
来

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
新
聞
に
折
り
込
み

チ
ラ
シ
を
入
れ
る
な
ど
宣
伝
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
芸
達
者
な
医
師
が

落
語
や
コ
ン
ト
を
披
露
し
て
花
を
添
え
る

な
ど
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、

毎
年
１
５
０
人
か
ら
３
０
０
人
ほ
ど
の
聴

衆
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

健
康
関
連
の
展
示
会
に
も
精
力
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
京
都
府
医
師
会
の
主
催

で
毎
年
９
月
に
開
催
さ
れ
る
「
く
ら
し
と

健
康
展
」、
10
月
に
行
わ
れ
る
京
都
洛
中

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
ア
イ
ヘ
ル

ス
・
糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、

　

京
大
み
ど
り
会
は
、
福
岡
県
の
「
あ
さ

ひ
会
」
や
熊
本
県
の
「
か
い
ど
う
会
」
な

ど
と
な
ら
び
、
わ
が
国
で
最
も
古
い
友
の

会
の
一
つ
で
す
。
当
時
検
査
に
用
い
ら
れ

て
い
た
黄
色
の
テ
ス
テ
ー
プ
が
、
尿
に
糖

が
あ
る
と
「
み
ど
り
」
に
変
わ
る
こ
と
か

ら
「
京
大
み
ど
り
会
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
京
大
み
ど
り
会
は
日
本
糖
尿
病
協

会
の
前
理
事
長
・
近
藤
正
氏
、
現
理
事
長
・

清
野
裕
先
生
（
関
西
電
力
病
院
院
長
）
を

輩
出
し
て
い
る
由
緒
あ
る
会
で
、
現
在
、

京
都
府
糖
尿
病
対
策
推
進
事
業
委
員
会
の

委
員
長
を
も
務
め
る
稲
垣
暢
也
先
生
（
京

都
大
学
糖
尿
病
・
栄
養
内
科
教
授
）
の
指

導
の
も
と
、
京
都
大
学
糖
尿
病
・
栄
養
内

科
の
教
室
員
も
運
営
に
尽
力
し
て
い
ま

す
。
総
会
や
懇
話
会
な
ど
会
員
ど
う
し
の

親
睦
や
情
報
交
換
の
場
を
数
多
く
設
け
な

が
ら
、
会
が
一
丸
と
な
っ
て
よ
り
よ
い
療

１
９
８
３
年
か
ら
、
健
康
診
断
の
ブ
ー
ス

を
出
展
し
て
い
ま
す
。
ブ
ー
ス
で
は
、
健

康
が
気
に
な
る
人
や
糖
尿
病
予
備
群
と
い

わ
れ
な
が
ら
そ
の
後
受
診
し
て
い
な
い
人

た
ち
に
健
康
管
理
や
検
査
・
治
療
の
大
切

さ
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
を
め
ざ
し
、

血
糖
測
定
や
医
師
に
よ
る
健
康
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
し
ば
ら
く
健
康
診

断
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
人
が
ブ
ー
ス

で
血
糖
検
査
を
受
け
、
あ
ま
り
の
数
値
の

高
さ
に
驚
い
て
受
診
に
至
っ
た
と
い
う
ケ

ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

京
都
府
支
部
は
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
の

知
識
の
普
及
と
予
防
を
含
め
た
糖
尿
病
治

療
の
底
上
げ
を
め
ざ
し
、
啓
発
活
動
に
力

を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

支部長 中西彦也
発足　　　 １９６０年７月
友の会数     34
役員構成 支部長兼理事長１人、
 会長１人、事務局長1人、
 理事34人、監事2人
支部内組織 スタッフ部会、理事会
年間行事 ウォークラリー、
 医療スタッフ理事会

●京都府支部

京大みどり会
＜京都府・京都市＞

京都府支部
近畿

ウォークラリーの前には準備体操を念入りに
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

養
生
活
を
し
っ
か
り
と
支
え
合
っ
て
い
ま

す
。

　

会
の
行
事
の
な
か
で
は
、
３
年
前
に
開

始
し
た
バ
イ
キ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
の
昼
食
会

が
好
評
で
、
毎
年
１
回
、
春
か
秋
に
行
わ

れ
る
総
会
と
合
わ
せ
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
昼
食
会
は
、
会
場
と
な
る
「
か

ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル
」
の
料
理
長
と
管
理

栄
養
士
が
事
前
に
相
談
を
重
ね
、
糖
尿
病

患
者
さ
ん
に
適
し
た
料
理
を
用
意
し
て
行

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

の
大
皿
の
前
の
小
皿
に
は
、
こ
れ
ぐ
ら
い

の
量
で
何
カ
ロ
リ
ー
と
い
う
こ
と
が
分
か

る
、見
本
と
シ
ー
ル
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
と
る
べ
き
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
持
ち
、

料
理
を
選
ん
で
盛
り
付
け
る
ご
と
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
料
理
の
カ
ロ
リ
ー
の
シ
ー
ル
を

カ
ー
ド
に
貼
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
で
、

自
分
が
１
日
に
摂
取
す
べ
き
だ
い
た
い
の

食
事
量
や
、
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
ど
う

い
う
バ
ラ
ン
ス
で
と
っ
た
ら
い
い
の
か
が

分
か
り
や
す
く
学
べ
ま
す
。
繰
り
返
し
参

加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
に
適
切
な
食

事
の
お
お
よ
そ
の
量
や
外
食
の
際
の
食
事

量
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、年
に
２
回
開
催
さ
れ
る
懇
話
会

は
、講
演
会
と
歓
談
が
組
み
込
ま
れ
た
催

し
で
す
。
医
師
に
よ
る
講
演
会
は
、
役
員

か
ら
希
望
の
テ
ー
マ
を
聞
き
、
指
導
医
た

ち
が
で
き
る
だ
け
そ
れ
に
沿
っ
て
演
者

を
手
配
し
ま
す
。
講
演
の
あ
と
は
、
指
導

医
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
も
同
席
し

て
、自
由
に
歓
談
す
る
時
間
を
も
ち
ま
す
。

会
員
の
な
か
に
は
、
家
の
近
く
の
診
療
所

に
通
院
し
、
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院

に
は
数
カ
月
に
一
度
だ
け
外
来
受
診
の
た

め
に
や
っ
て
く
る
人
も
い
ま
す
。
そ
ん
な

会
員
ど
う
し
が
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ

る
こ
の
会
は
、
会
員
ど
う
し
や
医
療
ス
タ

ッ
フ
と
の
大
切
な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
会
員
で
な
い
人
に
も
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、院
内
で
も
広
報
し
て
、

オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
が
け
て

会長 馬詰亮三
発足　　 １９６０年７月
会員数    １50人
スタッフ 47人（医師33人、
 栄養士13人、事務１人）
役員構成 会長１人、副会長１人、監事２人
年間行事 総会、昼食会、懇話会
指導医 稲垣暢也、津田謹輔、細川雅也、
 豊田健太郎
指導病院 京都大学医学部附属病院
年会費     ５５００円

い
ま
す
。

　

発
足
か
ら
50
年
を
迎
え
た
京
大
み
ど
り

会
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
と
指
導
医
、
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
力
を
合
わ
せ
、
新

し
い
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

兵
庫
県
尼
崎
市
で
活
動
す
る
池
田
ひ
ま

わ
り
会
は
、
尼
崎
市
周
辺
の
友
の
会
の

な
か
で
中
心
的
役
割
を
担
う
、
会
員
約

7
0
0
人
と
い
う
大
規
模
な
友
の
会
で

す
。
池
田
ひ
ま
わ
り
会
と
し
て
活
動
を
続

け
る
一
方
、
近
隣
の
友
の
会
を
束
ね
た
尼

崎
糖
尿
病
協
会
の
活
動
を
主
導
し
て
い
ま

す
。

　

池
田
ひ
ま
わ
り
会
が
発
足
し
た
１
９
７

２
年
当
時
、
周
辺
に
友
の
会
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
糖
尿
病

の
治
療
は
医
療
者
側
だ
け
で
は
で
き
ず
、

患
者
さ
ん
自
身
が
生
活
習
慣
を
管
理
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
指
導
医
の
池
田

正
毅
先
生
の
考
え
で
、
患
者
さ
ん
の
親
睦

や
、
治
療
の
た
め
の
知
識
や
向
上
心
を
養

っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
池
田
ひ
ま

わ
り
会
は
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

池
田
ひ
ま
わ
り
会
の
お
も
な
年
間
行
事

は
ひ
ま
わ
り
会
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
と
歩
こ

医師も交えた和気あいあいとした懇話会の様子

「糖尿病に優しいランチバイキング」は指示エネル
ギーに合わせたシートを利用

●京大みどり会

池田
ひまわり会
＜兵庫県・尼崎市＞
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島
根
県
支
部
で
は
早
い
段
階
か
ら
、
友

の
会
の
拠
点
と
な
る
大
き
な
病
院
の
な
い

地
区
で
暮
ら
す
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
サ
ポ

す
。
バ
ス
旅
行
は
年
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト

な
の
で
、
こ
の
歩
こ
う
会
を
普
段
の
活
動

と
位
置
づ
け
、
奈
良
の
平
城
京
に
行
っ
た

り
季
節
に
合
わ
せ
て
紅
葉
狩
り
に
行
っ
た

り
、
無
理
の
な
い
コ
ー
ス
で
楽
し
く
運
動

が
で
き
る
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
近
隣
の
友
の
会
と
連
携

し
て
日
帰
り
バ
ス
旅
行
や
講
演
会
を
開
催

し
た
り
、
兵
庫
県
支
部
主
催
の
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
や
、近
畿
地
方
会
の
患
者
交
流
会
、

世
界
糖
尿
病
デ
ー
講
演
会
に
も
積
極
的
に

参
加
す
る
な
ど
、
池
田
ひ
ま
わ
り
会
独
自

の
活
動
以
外
に
も
多
く
の
行
事
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

働
き
盛
り
の
人
の
行
事
へ
の
参
加
が
少

な
い
な
ど
、
友
の
会
活
動
は
い
ま
難
し
い

局
面
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
糖
尿
病
患
者

さ
ん
以
外
の
人
も
会
員
に
迎
え
、
健
康
の

た
め
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
場
と
し
て
の

友
の
会
活
動
の
あ
り
方
も
探
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
支
部
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
島
根
県
で
は
病
院
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
や
事
業
所
な
ど
と
結

び
つ
き
な
が
ら
患
者
さ
ん
の
療
養
の
あ
と

押
し
と
、
新
し
い
患
者
さ
ん
の
発
症
予
防

を
し
よ
う
と
い
う
考
え
が
浸
透
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
町
村
の
保
健
師
が
中

心
に
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
友
の
会
が
多
い

の
が
特
徴
で
す
。

　

島
根
県
支
部
で
は
そ
う
し
た
友
の
会
の

会
員
（
島
根
県
糖
尿
病
療
養
指
導
士
な
ど

の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
）
な
ど
を
対

象
に
し
た
研
修
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
糖

尿
病
治
療
（
食
事
・
運
動
・
薬
物
療
法
）

に
つ
い
て
の
最
新
知
識
を
勉
強
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
友
の
会
の
運
営
に
つ
い
て

会長 髙本誠介
発足　　 １９７２年２月
会員数 約７００人
スタッフ 11人（医師７人、他スタッフ４人）
役員構成 会長１人、監事２人
年間行事 ひまわり会サマーキャンプ、　　　
　　　　  歩こう会
指導医 池田正毅
指導病院 医療法人社団正名会池田病院
年会費 2500円  
機関誌  「ひまわり」（不定期）

ひまわり会サマーキャンプの宴会の目玉は、かくし芸大会

多くの会員が参加する「糖尿病ウォークラリー大会」

●池田ひまわり会

島根県支部
中国・四国

う
会
で
す
。
ひ
ま
わ
り
会
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
は
、夏
に
実
施
す
る
１
泊
の
バ
ス
旅
行
。

夏
と
い
っ
て
も
、
最
近
で
は
酷
暑
が
お
さ

ま
る
９
月
頃
に
行
っ
て
い
ま
す
。
静
岡
県

や
山
口
県
ま
で
足
を
延
ば
し
、
年
に
一
度

の
バ
ス
の
旅
を
楽
し
み
ま
す
。

　

旅
行
中
、
最
も
盛
り
上
が
る
の
は
夕
食

時
の
宴
会
で
す
。
会
員
に
よ
る
「
か
く
し

芸
大
会
」
が
開
か
れ
、
歌
や
踊
り
な
ど
、

希
望
者
が
次
々
と
か
く
し
芸
を
披
露
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
旅
行
を
楽
し
み
に
1
年

間
、
節
制
に
努
め
、
芸
を
磨
い
て
く
る
会

員
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

　

歩
こ
う
会
は
、
真
夏
と
真
冬
を
除
い
て

年
に
6
〜
7
回
、
土
曜
日
に
行
っ
て
い
ま1泊2日のバス旅行
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意
見
交
換
で

き
る
機
会
を

多
く
設
け
て

い
ま
す
。
ま

た
、
役
員
研

修
に
は
若
い

会
員
に
も
参

加
し
て
も
ら

い
、
若
い
人

か
ら
見
た
友

の
会
の
メ
リ

ッ
ト
や
ど
う

し
た
ら
若
年
層
が
も
っ
と
入
会
し
て
く
れ

る
か
な
ど
の
率
直
な
意
見
を
言
っ
て
も
ら

う
機
会
を
設
け
、
啓
発
活
動
の
参
考
に
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
島
根
県
支
部
で
は
糖
尿
病
患
者

さ
ん
に
正
し
い
療
養
指
導
を
行
う
と
同
時

に
、
一
般
の
人
た
ち
に
糖
尿
病
の
こ
と
を

正
し
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

糖
尿
病
療
養
指
導
士
（
C
D
E
）
の
育
成

に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
１
９
９
８

年
に
は
、
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士

（
C
D
E
J
）
の
制
度
に
先
駆
け
て
、
島

根
県
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
資
格
認
定
制

度
を
設
立
。
現
在
で
は
、
約
３
０
０
人
の

島
根
県
糖
尿
病
療
養
指
導
士
が
県
内
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

東部地区、西部地区で行われている「糖尿病週間行事」

　

島
根
県
糖
尿
病
療
養
指
導
士
に
な
る
た

め
の
条
件
と
し
て
、
島
根
県
支
部
は
日
糖

協
へ
の
加
入
を
必
須
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
糖
尿
病
療
養
に
つ
い
て
の
専
門

知
識
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
友
の
会
活
動

を
支
え
て
こ
そ
の
C
D
E
だ
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
県
支
部
の
考

え
は
し
っ
か
り
と
浸
透
し
、
い
ま
で
は

C
D
E
た
ち
が
健
康
祭
り
や
講
演
会
な

ど
市
町
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

友
の
会
と
県
支
部
は
互
い
に
支
え
合
う

関
係
と
考
え
る
島
根
県
支
部
は
、
病
院
や

診
療
所
、
市
町
村
、
事
業
所
が
連
携
し
な

が
ら
友
の
会
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

心
臓
病
の
専
門
病
院
で
あ
る
心
臓
病
セ

ン
タ
ー
榊
原
病
院
の
友
の
会
「
こ
こ
ろ
」。

心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊
原
病
院
が
心
臓
疾
患

の
原
因
で
あ
る
糖
尿
病
の
治
療
を
強
く
意

識
し
、
糖
尿
病
専
門
医
で
あ
る
岡
﨑
悟
先

生
が
こ
の
病
院
に
赴
任
し
た
こ
と
か
ら
、

友
の
会
「
こ
こ
ろ
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

友
の
会
「
こ
こ
ろ
」
は
年
に
３
回
程
度

の
例
会
を
中
心
に
活
動
、
忘
年
会
も
催
し

て
い
ま
す
。
春
や
秋
の
例
会
は
日
帰
り
バ

ス
旅
行
で
す
。
初
め
は
岡
山
県
内
が
中
心

で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
行
動
範
囲
が
広

が
り
、
今
で
は
淡
路
島
や
神
戸
、
鳥
取
、

高
松
な
ど
、
県
外
へ
も
足
を
延
ば
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
10
周
年
記
念
で
は
城
崎

温
泉
へ
1
泊
旅
行
を
し
ま
し
た
。

　

夏
の
例
会
は
「
何
で
も
聞
き
ま
す　

答

え
ま
す
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
質
疑
応
答
の

会
で
す
。
指
導
医
を
は
じ
め
と
し
た
医
療

ス
タ
ッ
フ
に
、
日
頃
の
診
療
で
聞
け
な

友の会
「こころ」
＜岡山県・岡山市＞

か
っ
た
こ
と
や
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

質
問
し
ま
す
。
質
問
に
限
ら
ず
自
慢
話
や

失
敗
談
も
含
め
、
ほ
か
の
会
員
や
医
療
ス

タ
ッ
フ
に
聞
い
て
ほ
し
い
こ
と
な
ら
何
を

話
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
に
ま
つ

わ
る
こ
と
な
ら
何
で
も
い
い
の
で
す
。
会

員
に
と
っ
て
は
自
分
の
思
い
を
表
現
し
た

り
、
不
安
や
気
が
か
り
な
こ
と
を
解
決
で

き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。
一
方
の

医
療
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
、
会
員
が
ど

ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な

こ
と
に
困
っ
て
い
る
の
か
が
よ
く
分
か
る

有
意
義
な
例
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
足
か
ら
12
年
あ
ま
り
、
会
員
た
ち
は

活
動
を
重
ね
る
ご
と
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
な

っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
活
動
の
段
取
り
を夏の例会 「何でも聞きます  答えます」

支部長    山田湧将
発足       １９７１年７月
友の会数  42
会員数    １700人
役員構成 支部長１人、副支部長３人、
                  理事23人、監事2人
年間行事  総会、役員会、
 日糖協島根県支部研修会、 　         
　　　　  日糖協糖尿病療養指導研修会、  
                  全国糖尿病週間行事、  
                  糖尿病ウォークラリー大会
支部内組織 役員会
機関誌    「くろまつ」（年２回）

●島根県支部
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会長 福原敬治
発足　　 １９９８年10月３日
会員数 68人
スタッフ 35人（医師３人、看護師15人、保健師６人、 
 管理栄養士５人、薬剤師３人、  
 理学療法士１人、臨床検査技師２人）
役員構成 会長１人、副会長２人、幹事７人、  
　　　　  会計２人、監事１人
年間行事 例会、総会、役員会他
指導医     岡﨑悟、福田哲也、石川恵理
指導病院 心臓病センター榊原病院
年会費 3500円
機関誌      「こころ」（年３回）

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
す
べ
て
整
え
て
い
ま
し

た
が
、
会
員
が
主
体
的
に
取
り
組
む
よ
う

に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
例

と
し
て
、
会
報
の
編
集
が
あ
り
ま
す
。
以

前
は
保
健
師
が
編
集
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
会
員
た
ち
自
身
が
力
を
合
わ
せ
て

制
作
し
て
い
る
の
で
す
。

　

友
の
会
「
こ
こ
ろ
」
は
、
世
代
交
代
も

視
野
に
入
れ
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
例
会
に

あ
ま
り
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
会
員
に
も

参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
に
促
す
な
ど
し

て
、
さ
ら
に
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日帰りバス旅行で神戸六甲山へ

●友の会「こころ」

ひうち会
＜香川県・観音寺市＞

　

瀬
戸
内
海
の
燧
灘
（
ひ
う
ち
な
だ
）
に

近
い
三
豊
総
合
病
院
を
活
動
の
拠
点
と
す

る
ひ
う
ち
会
は
、
30
年
を
超
え
る
歴
史
を

も
つ
香
川
県
で
最
も
古
い
友
の
会
で
す
。

三
豊
総
合
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
患
者
さ

ん
を
会
員
と
し
て
発
足
し
た
会
で
す
が
、

地
域
連
携
で
近
所
の
診
療
所
に
転
院
し
て

も
、
引
き
続
き
ひ
う
ち
会
で
活
動
し
て
い

る
会
員
も
数
多
く
い
ま
す
。

　

ひ
う
ち
会
の
お
も
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
春

の
バ
ス
旅
行
と
秋
の
講
演
会
で
す
。
バ
ス

旅
行
で
は
看
護
師
が
薬
品
や
血
圧
計
を
持

っ
て
同
行
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

ま
す
。
近
郊
の
景
勝
地
な
ど
に
日
帰
り
で

出
か
け
る
の
が
恒
例
で
、
こ
こ
最
近
は
租

谷
（
い
や
）・
か
ず
ら
橋
・
大
歩
危
（
お

お
ぼ
け
）
方
面
、
坂
本
龍
馬
の
故
郷
と
し

て
注
目
さ
れ
た
高
知
な
ど
に
出
か
け
ま
し

た
。
普
段
、
自
宅
近
く
の
診
療
所
に
通
う

会
員
に
と
っ
て
は
、
こ
の
バ
ス
旅
行
が
仲

間
に
会
え
る
数
少
な
い
機
会
と
あ
っ
て
、

会
員
ど
う
し
の
近
況
報
告
や
情
報
交
換
も

い
ち
だ
ん
と
弾
み
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
旅

行
は
ひ
う
ち
会
の
総
会
も
兼
ね
、
移
動
中

の
バ
ス
の
中
で
は
事
業
報
告
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

講
演
会
は
全
国
糖
尿
病
週
間
に
ち
な
ん

で
、11
月
前
後
を
目
安
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
と
眼
の
病
気
に
つ
い
て
眼
科
の
先
生

に
講
演
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
毎
年
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
で
会
員
の
知
識
向
上
に
一
役
買

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
に
は
会
員
の
妊
娠
糖
尿
病
の

患
者
さ
ん
た
ち
で
独
自
の
会
を
つ
く
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
子
ど
も
を
連
れ
て

集
ま
り
、「
母
と
子
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
母
と
子
の
つ
ど

い
」
で
は
、
妊
娠
糖
尿
病
だ
っ
た
と
き
の
療

春のバス旅行（2010年）

母と子のつどい（1977年）
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東
京
都
支
部
に
次
い
で
大
規
模
な
都
道

府
県
支
部
で
あ
る
福
岡
県
支
部
。
発
足
は

１
９
６
０
年
と
、
日
本
糖
尿
病
協
会
よ
り

も
古
い
、
歴
史
あ
る
支
部
で
す
。
行
政
や

関
係
団
体
、企
業
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、

糖
尿
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
広
め

る
た
め
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
「
糖
尿
病
及
び
合
併
症
予

防
の
た
め
の
講
演
会
」
で
す
。
県
の
中
心

部
で
講
演
会
を
開
催
し
て
も
、
遠
方
の
人

は
な
か
な
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

交
通
が
不
便
な
地
域
も
含
め
て
多
く
の
人

に
糖
尿
病
の
基
礎
知
識
を
も
っ
て
も
ら
う

た
め
、
福
岡
県
を
福
岡
・
北
九
州
・
筑
後
・

筑
豊
の
四
つ
の
地
区
に
分
け
て
、
各
地
区

で
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

四
つ
の
地
区
の
な
か
で
も
、
こ
れ
ま
で
開

催
し
て
い
な
い
町
で
順
次
行
う
な
ど
、
県

内
の
す
み
ず
み
ま
で
情
報
が
届
く
よ
う
に

配
慮
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
「
糖
尿
病

及
び
合
併
症
予
防
の
た
め
の
講
演
会
」は
、

「
出
前
講
演
会
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
出
前
講
演
会
」
を
は
じ
め
、
多

く
の
事
業
を
い
ろ
い
ろ
な
町
で
開
く
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
医
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

の
力
を
結
集
さ
せ
る
核
と
し
て
県
支
部
が

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

96
年
か
ら
県
支
部
内
に
順
次
、
地
域
糖

尿
病
療
養
指
導
士
（
L
C
D
E
）
制
度
が

始
ま
り
、
今
で
は
約
１
７
０
０
人
が
4
地

区
で
L
C
D
E
の
会
を
つ
く
り
、
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
、
全
国
糖
尿
病
週
間
行
事
な

ど
幅
広
く
積
極
的
に
協
会
活
動
に
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
県
の
中
心
か
ら
遠
い
地
域
を

含
め
、
県
内
全
域
で
「
出
前
講
演
会
」
が

で
き
る
の
も
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ

る
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

そ
ん
な
積
極
的
な
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
２
０
０
８
年
に
は
福
岡
県
の
糖
尿
病血糖自己測定指導、医療・栄養相談風景

養
法
や
苦
労
、
生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
へ
の

思
い
な
ど
が
語
ら
れ
、
一
緒
に
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
糖
尿
病
治
療
の
た
い

へ
ん
さ
や
母
親
の
自
分
へ
の
思
い
を
知
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

名
誉
会
員
が
多
い
こ
と
も
ひ
う
ち
会
の
特

徴
で
す
。
糖
尿
病
を
発
症
し
て
20
年
以
上
経

過
し
、
か
つ
友
の
会
に
入
っ
て
20
年
以
上
経

つ
80
歳
以
上
の
会
員
は
、
名
誉
会
員
と
し
て

会
費
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
香
川
県
内
に
は
十

数
人
の
名
誉
会
員
が
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
ひ
う
ち
会
の
会
員
で
す
。

　

息
長
く
活
動
を
続
け
る
会
員
が
多
い
一

方
、
高
齢
化
が
進
み
、
若
い
会
員
が
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
地
域
の
診
療
所

と
も
よ
り
連
携
を
深
め
、
大
勢
の
患
者
さ

ん
に
友
の
会
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

世界糖尿病デー2010 福岡
タワー・ブルーライトアップ

福岡県支部
九州

信号機で製作した
　ブルーサークル▶

会長 岡田嘉幸
発足　　 １９７５年６月
会員数 93人（男性37人、女性56人）
スタッフ 14人（医師３人、看護師３人、
 管理栄養士５人、臨床検査技師
 １人、薬剤師１人、理学療法士１人）
役員構成 会長１人、副会長2人、監事4人
年間行事 バス旅行、講演会
指導医 余財亨介、米井泰治
指導病院 三豊総合病院
年会費 3000円
機関誌  「ひうち」（年３回）

●ひうち会
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通
し
て
、
多
彩
な
療
養
や
活
動
の
あ
り
方

を
会
員
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
知
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
九
州
懇
和
会
は
年
に
数
回
の
行
事
を

行
っ
て
お
り
、
参
加
メ
ン
バ
ー
の
友
の
会

は
、
お
の
お
の
の
会
と
し
て
独
自
の
活
動

を
行
う
一
方
で
、
北
九
州
懇
和
会
の
行
事

に
も
参
加
し
ま
す
。

　

年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
1
泊
研
修
会
の

内
容
は
、事
前
に
会
員
の
希
望
を
聞
い
て
、

そ
れ
を
も
と
に
決
定
し
ま
す
。
講
演
会

を
筆
頭
に
、
こ
れ
ま
で
に
運
動
会
、
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
の
講
習
、
車

椅
子
や
杖
（
つ
え
）
を
使
う
コ
ツ
の
講
習

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
討
論
や
質
疑
応
答
で
は
、

療
養
を
め
ぐ
る
話
題
を
論
じ
合
っ
た
り
、

友
の
会
活
動
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
を
交

換
し
合
う
な
ど
、
会
員
ど
う
し
が
大
い
に

刺
激
し
合
い
な
が
ら
有
意
義
な
時
間
を
共

有
し
て
い
ま
す
。
小
規
模
な
友
の
会
に
と

っ
て
は
泊
ま
り
が
け
の
行
事
を
開
催
す
る

の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
北
九
州
懇
和

会
の
1
泊
研
修
会
が
そ
の
受
け
皿
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
民
糖
尿
病
教
室
へ
の
参
加
も

恒
例
行
事
の
一
つ
で
す
。
会
場
に
日
本
糖

尿
病
協
会
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
会
員
が
患

者
の
視
点
か
ら
日
糖
協
の
活
動
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
患
者
さ
ん
で
あ
っ
て

も
、
糖
尿
病
専
門
医
に
か
か
っ
て
お
ら
ず

日
糖
協
の
存
在
を
知
ら
な
い
人
が
大
勢
い

ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
日
糖
協
を
知

っ
て
も
ら
い
、
療
養
に
役
立
て
て
も
ら
う

た
め
の
活
動
で
す
。

　

北
九
州
市
と
そ
の
近
郊
で
活
動
す
る
友

の
会
が
集
ま
り
、
連
絡
協
議
会
の
よ
う
な

機
能
を
も
つ
組
織
と
し
て
発
足
し
た
の
が

北
九
州
懇
和
会
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
糖

尿
病
療
養
指
導
士
（
C
D
E
）
の
会
を
含

め
た
18
の
会
。
友
の
会
を
越
え
た
交
流
を

会長  杉本英克
発足　　 １９９１年４月
会員数  約 850人
友の会数  18
役員構成  会長１人、副会長２人、 
  理事18人、会計１人、 
  会計監査２人
年間行事  1泊研修会、  
  市民糖尿病教室への参加、 
  ウォークラリーへの参加、 
  役員会、総会
年会費  友の会1団体につき５０００円

1泊研修会でのグループ討議

1泊研修会でのAED講習

●北九州懇和会

北九州懇和会
＜福岡県・北九州市＞

療
養
指
導
士
会
が
第
1
回
糖
尿
病
療
養
指

導
鈴
木
万
平
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

世
界
糖
尿
病
デ
ー
に
は
福
岡
タ
ワ
ー
な

ど
県
内
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
ブ
ル
ー
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、患
者
と
医
師
、
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
行

政
や
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
糖
尿
病

の
予
防
と
正
し
い
知
識
の
普
及
に
努
め
て

い
ま
す
。

支部長 中園徳斗士
発足         １９６０年４月
友の会数 132
役員構成 支部長１人、副支部長３人、常任理事８人、事務局長１人、顧問２人
支部内組織 医師部会、コメディカル部会（予定）
年間行事 総会・理事会、常任理事会、登録医・療養指導医認定委員会、　　　
　　　　　  ウォークラリー、全国糖尿病週間行事（糖尿病教室、糖尿病食を楽しむ会、
　　　　　  血糖自己測定指導、医療・栄養相談、パネル展示など）、　　　　    
　　　　　  糖尿病及び合併症予防のための講演会、各種専門セミナー
　　　　 　 （実地医家のための糖尿病セミナー、糖尿病療養指導士研修セミナー）など

●福岡県支部
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第
❶
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年 

活
動
の
い
ま

れ
ま
で
の
二
十
数
年
間
で
人
工
透
析
に
至

っ
た
人
は
一
人
し
か
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ほ
か
コ
ス
モ
ス
会
で
は
、
熊
本
県

支
部
主
催
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
へ
の
参
加

に
合
わ
せ
て
バ
ス
ハ
イ
ク
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
糖
尿
病
週
間
に
は
病
院

の
外
来
ロ
ビ
ー
に
血
糖
測
定
コ
ー
ナ
ー
や

各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
講
演
会
を

開
催
。
病
院
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
向
け
て

糖
尿
病
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
糖
尿
病
食
の
お
弁
当
も
販
売
し
て
お

り
、
お
弁
当
を
食
べ
た
人
が
コ
ス
モ
ス
会

の
こ
と
を
知
っ
て
新
し
い
仲
間
に
加
わ
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

コ
ス
モ
ス
会
で
は
発
足
当
初
か
ら
調
理

実
習
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
発
足
し

た
こ
ろ
は
糖
尿
病
に
関
す
る
情
報
が
少
な

く
、
何
を
ど
う
食
べ
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
か
っ
た
た
め
、
患
者
さ
ん
た
ち
は
糖
尿

病
食
に
関
す
る
知
識
を
欲
し
て
い
た
の
で

す
。
現
在
も
病
院
内
の
栄
養
指
導
室
で
月

2
回
、
管
理
栄
養
士
の
指
導
の
も
と
、
合

併
症
を
予
防
し
な
が
ら
お
い
し
く
食
べ
る

た
め
の
調
理
方
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
だ
か
ら
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う

の
で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
食
べ
ら
れ
る

か
を
考
え
て
い
く
の
が
コ
ス
モ
ス
会
の
調

理
実
習
で
す
。
塩
分
を
抑
え
る
た
め
に
減

塩
し
ょ
う
ゆ
や
梅
酢
を
使
う
な
ど
、
材
料

や
調
理
方
法
を
工
夫
す
る
コ
ツ
も
指
導
し

ま
す
。栄
養
指
導
と
い
う
面
だ
け
で
な
く
、

自
分
で
実
践
で
き
る
料
理
や
知
識
を
覚
え

る
こ
と
が
大
切
と
の
考
え
か
ら
、
取
り
上

げ
る
料
理
は
家
で
つ
く
れ
る
よ
う
な
も
の

ば
か
り
で
す
。
こ
こ
で
会
員
が
覚
え
た
料

理
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
の
食

卓
に
も
登
場
し
ま
す
。

　

調
理
実
習
で
は
、
最
後
に
医
療
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
ま
と
め
の
講
話
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
管
理
栄
養
士
か
ら
「
そ
う

め
ん
に
は
ど
の
く
ら
い
の
塩
分
が
含
ま
れ

る
か
」
な
ど
、
そ
の
日
の
献
立
に
関
連
し

て
解
説
が
な
さ
れ
る
の
で
す
。
会
員
か
ら

は
次
々
と
熱
心
な
質
問
が
飛
び
出
し
、
そ

れ
は
に
ぎ
や
か
で

す
。
こ
の
調
理
実

習
と
講
話
は
い
つ

も
満
員
で
、
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
の
な
か
に
は
立

ち
見
を
す
る
人
も

い
る
ほ
ど
で
す
。

お
か
げ
で
会
員
の

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
良
好
で
、
こ

会長 古田恒雄
発足        １９８４年６月
会員数 60人
スタッフ 31人（医師13人、看護師３人、 
 臨床検査技師３人、管理栄養士７人、 
 薬剤師２人、理学療法士３人）
役員構成 会長１人、副会長１人、理事４人、
 監事１人
年間行事 調理実習（月２回）、バスハイク（年１回）、
 全国糖尿病週間行事
指導医 西田健朗
指導病院 水俣市立総合医療センター
年会費 3600円

調理実習のバイキングの準備

調理実習後の管理栄養士による講話

●コスモス会

　

友
の
会
の
枠
を
越
え
て
定
期
的
に
交
流

で
き
る
関
係
は
、
患
者
さ
ん
の
療
養
や
友

の
会
活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
大
き
な
意

義
が
あ
り
ま
す
。
北
九
州
懇
和
会
は
、
こ

う
し
た
連
絡
協
議
会
の
よ
う
な
集
ま
り
が

全
国
に
広
が
っ
た
ら
い
い
と
考
え
て
い
ま

す
。コスモス会

＜熊本県・水俣市＞



9250年のあゆみ　希望の未来へ。

日
本
糖
尿
病
協
会 

50
年
の
あ
ゆ
み

第
②
章

「
日
本
糖
尿
病
学
会
の
指
導
の
も
と
に
、
会
員
に
対
す
る
糖
尿
病
の
治
療
お
よ
び
予
防
に
関
す
る

知
識
の
普
及
を
は
か
り
、
あ
わ
せ
て
会
員
の
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、

１
９
６
１（
昭
和
36
）年
９
月
29
日
、
日
本
糖
尿
病
協
会
は
創
立
し
ま
し
た
。

日
糖
協
は
、
発
足
と
同
時
に
糖
尿
病
に
関
す
る
諸
活
動
を
力
強
く
推
進
。

や
が
て
87
年
に
は
社
団
法
人
化
し
、
活
動
の
場
を
、
患
者
会
か
ら
社
会
へ
と
広
げ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
２
０
０
５（
平
成
17
）年
に
は
「
特
定
公
益
増
進
法
人
」
格
を
取
得
、

日
糖
協
は
公
益
法
人
と
し
て
社
会
に
貢
献
す
べ
き
団
体
へ
と
大
き
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

広
く
国
民
の
す
こ
や
か
な
未
来
を
守
る
た
め
に
、

日
糖
協
は
、
糖
尿
病
の
予
防
と
克
服
に
向
け
て
、
あ
ゆ
み
を
重
ね
て
い
ま
す
。
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9450年のあゆみ　希望の未来へ。

時代 理事長 年 日糖協の動き 医学・医療・医療行政など 社会の出来事

1961 年
（昭和 36）

　9. 東京で日本糖尿病協会創立総会を開
　　催。会長に山本為三郎氏、理事長
　　に清水金五郎氏就任。宮城県、千葉
　　県、東京都、長野県、京都府、大阪府、
　　和歌山県、岡山県、徳島地区、西日
　　本の10支部が参加。会員3925人、会
　　費月額 10円、事務所は東京都中央区
　　日本橋小舟町
10. 機関誌『さかえ』創刊 （隔月刊）

11. 第 1回常任理事会を開催。委員会の
　　構成および分担決定

10.日本糖尿病学会『糖尿病
　　治療の手びき』初版発行
 ■ 小児マヒが流行

 

4. 人類初の宇宙飛行（ソ連・
　  ガガーリン少佐）
 9. 第 2 室戸台風、近畿中心
　  に被害（死者 220人、　
　  被害 98万戸）

1962 年
（昭和 37）

 5．第 1 回総会で会則を一部改正。支　　 部の区域を都道府県の区域のみとし、
　 会に「参与」を置くこととする。会員
　　 4902 人、会費月額 15円となる

 

2. 国立がんセンター診療開始
 5. 常磐線三河島駅で二重衝　   突事故
 8. 堀江謙一氏ヨットで太平洋
　  単独横断

1963 年
（昭和 38）

 4. 第2回総会で理事長に高田利七氏就
     任
 8.  千葉県勝山海岸でわが国初めての小
　  児糖尿病サマーキャンプ開催  

4.日本糖尿病学会に「食品
　 交換表作成委員会」が設
　 けられる
 ■ 東京都済生会中央病院で
　    教育入院を開始

　

3．吉展ちゃん誘拐事件発生
11. 三池炭鉱でガス爆発事故
11. 米国のケネディ大統領が
　　ダラスで暗殺される

1964 年
（昭和 39）

 7．カナダ・トロントで開催された第 5回国
　　 際糖尿病連合（IDF）総会に参加

 ■ デキストロスティックス（血
　　糖自己測定用試験紙）が
　　発売される

10. 東海道新幹線開業
10. 東京オリンピック開催

1965 年
（昭和 40）

　4　. 日本糖尿病学会に「日本糖尿病協会
　　指導委員会」が新設される
11. 第 1回全国糖尿病週間を開催 （以後
　　毎年 11月第 2週に実施）

 6.「第二水俣病」発生を発表
　（新潟大の植木幸明・椿
　　忠雄両教授）
 9. 『糖尿病治療のための食品
　　交換表』初版発行  

8. 佐藤栄作首相、戦後初めて 
　  首相として沖縄訪問
12. 日韓関係正常化。日韓基本
　　条約の批准書を交換

日本糖尿病協会　略年表
1961～1970

創　

立　

期

清
水
金
五
郎

高
田
利
七

※年表内の書き出しの数字は、事柄が生じた「月」を示す
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時代 理事長 年 日糖協の動き 医学・医療・医療行政など 社会の出来事

1966 年
（昭和 41）

 

1．『さかえ』編集委員長の中山光重氏が
　  死去。後任の編集委員長には 谷信
　　 貞氏が就任
 2．日糖協会長の山本為三郎氏が死去。
　  以降しばらく会長は空席に

 2．免疫グロブリンE抗体の発
    見をアレルギー学会で発表
　　 （石田公成・照子夫妻）

 3．集団チフス事件発生 5. 中国で文化大革命始まる

1967 年
（昭和 42）

 1．インスリン自己注射に関するアンケート
　  を実施
 7．スウェーデン・ストックホルムで開催され
　 た第 6回国際糖尿病連合（IDF）総会
　  に総勢 140人で参加
 8. 小児糖尿病サマーキャンプへの資金援
　  助を開始

 4. 富山のイタイイタイ病は三
　 井金属神岡鉱業所の廃水
　 が原因と発表（岡山大の
　  小林純教授ら）
 8. 健康保険特別法成立

　7． 欧州共同体（EC）成立
　8.  公害対策基本法公布
10．第 1 次羽田闘争（羽田
　　学生デモ）。翌11月、第 2
　　次羽田闘争

1968 年
（昭和 43）

　
2．第18回常任理事会で福祉法人化につ
　　いて提案
　7. 第7回総会で理事長に橋本関蔵氏就任
10. 会費月額 20円となる

 
5.イタイイタイ病を公害病と認
　  定
 8. 日本初の心臓移植手術
　 （札幌医大・和田寿郎教授）

 

4.  小笠原諸島が日本に復帰
12.３億円強奪事件発生

1969 年
（昭和 44）

 

7. 第 8回総会で日糖協の福祉法人化を
　  審議。米国糖尿病協会（ADA）との
　　姉妹提携を検討
 9．第 23 回常任理事会で全国糖尿病週
　  間のための標語募集を決定
11．第 5 回全国糖尿病週間で初めて標
　  語「糖尿病正しい食事と強い意志」を掲
　   げる。以降、毎年標語を募集

12．東京都老人医療費無料化
　  制実施

 1.  東大安田講堂事件 6. 日本発の原子力船「むつ」
　   進水
 7. 人類が初めて月に足を下ろ
 　 す （米宇宙船アポロ１１号）

1970 年
（昭和 45）

 
5．第10回総会開催。創立総会を第1回
　 として数え直し、今回の総会を第10回
　 総会に改める
 5. 熊本で創立 10周年記念式典を開催

 

6. 種痘ワクチン、副作用で問
　  題化
 9. 整腸剤キノホルムの製造・
　  販売中止

 3. 大阪で日本万国博覧会開
　   催
 3. 赤軍派学生による日航機
　 「よど号」乗っ取り事件発生
 ４．大阪ガス爆発事故

成　

長　

期

創　

立　

期

橋
本
関
蔵

高
田
利
七



9650年のあゆみ　希望の未来へ。

日本糖尿病協会　略年表
1971～1980

時代 理事長 年 日糖協の動き 医学・医療・医療行政など 社会の出来事

1971 年
（昭和 46）

　4．第 11 回総会で、地方ブロック制と役
　　員選出について会則を改正　
　4．会費月額 30円となる
11.インスリン注射の薬価健保給付を求め
　　10万人署名運動を開始

 
8. 欧州の外国為替市場が閉
　  鎖。東京株式が大暴落（ド
　  ル・ショック）

1972 年
（昭和 47）

 2. 『さかえ』 新書判となる。定価 80 円。
　　送料 25円
　4．「インスリン注射の薬価健保給付に関
　　する要望」を厚生省などに提出。前
　　年 11月に始めた署名数は114,318
　　人に達する
10. 小児糖尿病について厚生大臣および
　　医務局長に健保給付、小児糖尿病サ
　　マーキャンプ助成を陳情  

３．スモン調査研究協議会が
　　 「スモン病はキノホルム剤
     による」と結論づける

 2. 第 11 回冬季オリンピック
     札幌大会開催
 2. 連合赤軍、長野県軽井沢
　　  「あさま山荘」に立てこもる
 5.  沖縄が日本に復帰

 9. 田中角栄首相が訪中し、     日中共同声明に調印。
     日中国交を樹立

1973 年
（昭和 48）

　6. 第1回小児糖尿病対策委員会を開催。　　委員長に清水金五郎氏就任
12. 本部事務所を東京都中央区日本橋小
　　舟町から東京都港区浜松町に移転

 1.  70 歳以上の老人医療費
     が無料に
 4． 東京都は小児糖尿病を含 
    む小児慢性疾患の医療費
     全額負担を実施

 

2.  円変動相場制に
10. 第一次石油ショック

1974 年
（昭和 49）

 5.「日本小児糖尿病を守る会」が発足。
　　会長に清水金五郎氏就任

 9. 『さかえ』の定価を120円に値上げ
10. 会費月額 40円となる

10. 小児糖尿病が小児慢性特
　　定疾患治療研究事業の疾
　　患（難病）に指定される

 

3．小野田寛郎元少尉をフィリ
　　ピン・ルバング島で救出
 8．三菱重工ビル爆破事件
 ■ 戦後初のマイナス経済成
     長

1975 年
（昭和 50）

　 5. 第 15 回総会で米国糖尿病協会（AD
     A）と姉妹提携決定
 ９. 第 43 回常任理事会で日糖協法人化
 　については社団法人として検討するこ
　  とが決定 

11. 第１回先進国首脳会議（フ
　　ランス・ランブイエ）

1976 年
（昭和 51）

 8. 米国・ニューヨークで日米糖尿病協会
     姉妹提携盟約締結式を開催

10. 会費月額 50円となる

 

2.  ロッキード事件が発覚
 7.  田中角栄前首相逮捕
10. 酒田で大火

成　

長　

期

橋
本
関
蔵

※年表内の書き出しの数字は、事柄が生じた「月」を示す
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時代 理事長 年 日糖協の動き 医学・医療・医療行政など 社会の出来事

1977 年
（昭和 52）

 2. 日糖協 20年史編集委員会の初会合。
　  石渡和男委員長以下委員6人
 4. 『さかえ』の定価を130円に値上げ
 5. 第 17 回総会で空席だった会長に竹山
　  祐太郎氏就任。
 9. 「糖尿病療養手帳」および「患者カード」
　　      を発行、1部 50円と決定

 8． 有珠山が爆発
 9． 日航機ハイジャック事件発
　  生

1978 年
（昭和 53）

 

3. 沖縄県支部が設けられ、全国47都　
　   道府県に支部設置が完了
10. 初代理事長の清水金五郎氏が死去

 5. 新東京国際空港（成田空
　   港）が開港
 7. 厚生省、平均寿命が男女
　   とも世界 1位と発表
 8.  日中平和友好条約調印

1979 年
（昭和 54）

 2. 『さかえ』の定価が20円値上げされ150　  円となる
 4. 会費月額 60円となる
 4. 「日本小児糖尿病を守る会」の名称を
    「日本小児糖尿病協会」と改め、会報
     を 『つぼみ』 と改題
 7. 鹿児島で第 1回小児糖尿病全国ジャ
     ンボリー開催

 

■ 糖尿病のコントロール指標
    にヘモグロビンA1cが導入
    される（自己管理手法が前
    進）

 

6.  東京サミット開催

1980 年
（昭和 55）

 
3. 第 56回常任理事会で日糖協20周年
     記念事業として映画制作を検討、日本
     小児糖尿病協会との合併について特
     別委員会に付託
 7. 第 20 回総会で会則の一部を改正。
     理事の選任を「学会推せん」とし、「総 
     代」を「代議員」に改める
 8. 東京で第1回ヤングDMトップセミナー
  　を開催

10.インスリン健保給付で厚生大臣および
　　関係局部課長に陳情
11. 創立 20 周年記念映画『幸せに向っ
　　て―日糖協 20 年の歩み―』完成。
　　全国で公開

 

6.  初の衆参同日選挙実施
 7. モスクワオリンピック開催。
　 ソ連のアフガニスタン侵攻
　　に抗議して、  日本は不参加
 9.  イラン・イラク戦争勃発
10. 富士見産婦人科病院の
　　乱診療事件

成　

長　

期

橋
本
関
蔵



9850年のあゆみ　希望の未来へ。

日本糖尿病協会　略年表
1981～1990

時代 理事長 年 日糖協の動き 医学・医療・医療行政など 社会の出来事

1981 年
（昭和 56）

 3. 日本小児糖尿病協会と合併、日糖協
     内に小児糖尿病対策委員会設置
 4. 第 21 回総会で会則の一部を改正。
     「名誉会員制度」を設け、内規を定める
 9. 東京で創立 20周年記念式典を開催

 

6. インスリンの薬価健保給付
　  実施
 6. 米国立疾病管理センター
     がエイズを初めて報告

 

3. 神戸博覧会「ポートピア’８１」
　  開幕
10.北炭夕張炭坑ガス突出事
　　故

1982 年
（昭和 57）

 3. 第 62 回常任理事会で「糖尿病療養
　  手帳」「海外旅行用カード」無料配布
    への切り替えを決定。ノボ ノルディス
　  ク ファーマ株式会社から小児糖尿病サ
 　 マーキャンプに年間100万円を5年間
　  寄付するとの申し込みがあり、これを受
　  諾。映画 『明日を走る』（マイルス三共
     制作）の推薦決定
 6. 第 22 回総会で会則の一部を改正。
　 会員に「名誉会員、賛助会員」を加え、
　  内規を定める

 

8. 尿糖検査が健診項目となる
　 （老人保健法施行により）

 2. ホテルニュージャパン火災
     発生
 5. 国際環境計画特別会議
     で、ナイロビ宣言が出され
     る
 6. 東北・上越新幹線開業

1983 年
（昭和 58）

 5. 第 23 回日糖協総会（大阪）で、糖尿
　  病でも入れる生命保険についてアリコ
　  ジャパンとの契約成立。ペンダント、
    ブレスレットの販売開始

 
3. 東北大のチームが日本初 
     の体外受精に成功  

4.  東京ディズニーランド開園
10.ロッキード事件で元首相の
　　田中角栄被告実刑判決

1984 年
（昭和 59）

 4.  『プラクティス』創刊 （糖尿病治療研究
　  会編集・季刊）
10. 第 70 回常任理事会で映画『いのち
　 萌ゆるとき』（マイルス三共制作）
　　の日糖協推薦を承認

 7. 日本糖尿病学会『こどもの
     サマーキャンプのてびき』
     発行
 9. 日本初の膵腎同時移植

 

3.  グリコ・森永事件
11.日本銀行が15年ぶりに新
　　札発行

1985 年
（昭和 60）

 

7 ～ 8. 小児糖尿病サマーキャンプ 25カ
　  所で開催。「小児療養手帳」配布
 9. 国際糖尿病連合（IDF）総会日本招致
　  への日糖協の協力決定
 9. 第12回国際糖尿病連合（IDF）総会（ス
　 ペイン・マドリッド）で1994 年総会の
　  日本開催が決定

 

3. 厚生省が日本人エイズ患
     者第 1号を発表
 ■ ペン型インスリン注射器開
     発される

 8.日航ジャンボ機が群馬県の
　  御巣鷹山山中に墜落

 

成　

長　

期

橋
本
関
蔵

※年表内の書き出しの数字は、事柄が生じた「月」を示す
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時代 理事長 年 日糖協の動き 医学・医療・医療行政など 社会の出来事

1986 年
（昭和 61）

 

1. 『さかえ』奇数月発行となる
 9. 東京で創立 25周年記念式典を開催。
　  功労者115人に感謝状と記念品贈呈
     

 4. 血糖自己測定、指導料とし
　 て健保適用
 ■ イーライリリー社の組み換え
　 遺伝子法によるヒトインス
    リンが日本で発売  

1.  米国のスペースシャトル
    「チャレンジャー」爆発事
     故
 4. ソ連・チェルノブイリ原発
　　事故発生
11. 三原山が２０９年ぶりに噴
　　火

1987 年
（昭和 62）

 3. 社団法人日本糖尿病協会創立総会
 4. 社団法人として厚生省より認可される
10. 東京で国際糖尿病連合・西太平洋地
　　区 （IDF-WPR）総会を開催

 4. 国鉄民営化。ＪＲグループ
     となる
 7.  地球上の人口が50億人
     を超える

1988 年
（昭和 63）

 ■ 財団法人日本船舶振興会（通称・日本
    財団）が小児糖尿病サマーキャンプに対
     し助成を開始
 ■ 運動療法の普及を開始

 ■ 日本でペン型注入器を導入

 

3.  青函トンネル開通
 4.  瀬戸大橋開業
 6.  リクルート事件発覚

1989 年
（平成元）

 7. 国際糖尿病連合（IDF）第15回国際糖
 　 尿病会議準備委員会開催

 ■ 血糖自己測定の指導とペン
　   型インスリン注入器の普及
    により治療法が著しく進歩

 1.  昭和天皇崩御
 1.  平成と改元

 4.  消費税スタート

1990 年
（平成 2）  

5. 第30回総会で理事長に平田幸正氏就任 　1. 大学入試センター試験が
　　スタート
10. 統一ドイツ誕生
12.東京放送宇宙特派員の秋
　　山豊寛氏が日本人で初め
　　てソ連の宇宙船「ソユーズ
　　TM11号」で宇宙へ出発

成　

長　

期

変　
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期
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本
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日本糖尿病協会　略年表
1991～2000

時代 理事長 年 日糖協の動き 医学・医療・医療行政など 社会の出来事

1991 年
（平成 3）

12. 東京で30周年記念式典を開催  9. 日本糖尿病財団設立
 ■ 厚生省主導で糖尿病調査
　  研究事業が始まる

 1. 湾岸戦争勃発
 5. 雲仙・普賢岳で火砕流が
     発生

1992 年
（平成 4）

 6. 臨時理事会で平田幸正理事長引退を
　　表明、理事長に後藤由夫氏就任
10.東京で第１回ウォークラリーを開催  

1. 脳死臨調が「脳死容認」を 
     答申

 4. 牛肉・オレンジ輸入自由
     化
 6.  PKO協力法案が成立
 9. 米国のスペースシャトル
    「エンデバー」で毛利衛氏
     が宇宙に出発

1993 年
（平成 5）

 3. 提言「日本糖尿病協会による糖尿病
　   の医療ならびに教育の推進に関する
　   今後の方針について」を日本糖尿病
  　学会、日本糖尿病財団、厚生省に提
     出
 7. ラジオ番組「糖尿病クリニック  
     －Q&A－」開始（95.6.25まで）
11．第 1回療育指導委員会を開催
11．ＮHK「健康クリニック」がスタート
   ■ ビデオライブラリー年2本の制作開始

 

4. 舟形スタディー発表

 

5.  Jリーグ開幕
 7. 北海道南西沖地震発生。
　  奥尻島で津波と大火事に
　  よる被害

1994 年
（平成 6）

 
1. 『さかえ』1月号より隔月刊から月刊と
     なり、書店での販売を開始。サイズは
    A5判となる  （『つぼみ』を合併する） 
　1. 『プラクティス』1. 2 月号より日糖協
　  の編集となり、隔月刊でスタート
 9. 「糖尿病に負けない為のシンポジウ
　　ム」を開催
11. 第 15 回国際糖尿病会議および国際
　　糖尿病連合（IDF）総会を兵庫県神戸
　 市で開催。日糖協ポスター展示など
　　を行う

 6. 松本サリン事件発生
 7. 日本人初の女性宇宙飛行
　 士として向井千秋氏が米
　 国のスペースシャトル「コ
　 ロンビア号」で宇宙に出発
 9. 関西国際空港開港

1995 年
（平成 7）

 4. 会費月額 100円となる
 7. 本部事務所を東京都港区浜松町から
　  東京都港区芝大門に移転
 ■ 「自己管理（血糖自己測定）ノート」発行
 ■ 「自己管理記録表」発行
 ■ 「ＩＤカード（緊急連絡カード）」発行

 

5. 熊本スタディー発表  1. 阪神・淡路大震災

 3. 地下鉄サリン事件発生

1996 年
（平成 8）

 5. 日糖協ロゴマークが決まる
 5. 日本糖尿病協会賞を制定
 6. インターネットホームページ・日糖
　　協 「糖尿病ネットワーク」 開設
10. 10 月２日を糖尿の日とし糖尿病週
　　間に向けて報道関係者に糖尿病の現
　　状などを説明

 6. 地域糖尿病療養指導士（L
    CDE）の育成が各地で始ま
    る
 ■ O-157による集団食中毒が
　  日本各地で発生
■ 厚生省が「生活習慣病」と  
    いう概念を導入

 

1. 民主党結成
 3. 薬害エイズ訴訟で和解成
     立

変　

革　

期
後
藤
由
夫

※年表内の書き出しの数字は、事柄が生じた「月」を示す

平
田
幸
正



101 第 2章 日本糖尿病協会50年のあゆみ

第
❷
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

時代 理事長 年 日糖協の動き 医学・医療・医療行政など 社会の出来事

1997 年
（平成 9）

 
1.  35周年記念誌「日糖協35年の歩み」を
　  発行し、  35周年記念会を東京で開催
     

 5.  日本糖尿病協会賞の初の授賞式を開催

 7. 臓器移植法公布
12. 介護保険法公布
 ■ 厚生省が「糖尿病実態調
     査」を実施  

1. 香港返還
 4. 消費税が　5%になる
12.京都で地球温暖化防止　
　  会議を開催

1998 年
（平成 10）

 5.  ガリクソン賞・小児糖尿病福祉功労
     賞を制定、初の授賞式を開催

10．日糖協が第 50回保健文化賞を受賞

 

■ 糖尿病腎症が人工透析の
    原因疾患の第 1位となる

 

2. 第18回冬季オリンピック
　 長野大会開催
 6. 中央省庁等改革基本法が
　 成立。2001年度から 22
　 省庁に再編されることにな
　 る

1999 年
（平成 11）

 

9. 新しい「糖尿病健康手帳」などを発行
11. 第 1回糖尿病予防講演会を開催
12. 日糖協インターネット委員会（企画委
　　員会小委員会）を設置

 

5. 日本糖尿病学会が「糖尿
     病の分類と診断基準に関
    する委員会報告」を発表

 1. 欧州連合（ＥＵ）の単一通
　 貨「ユーロ」11カ国に導入

2000 年
（平成 12）

 4. ホームページ開設
 5. 第40回総会で理事長に近藤正氏就
     任
 5. 日本糖尿病協会功労賞の初の授賞式
　 を開催

 2. 日本糖尿病療養指導士認
　　 定機構が発足
 3.「健康日本 21」スタート
 4. 臓器移植法による初の膵
　  腎同時移植が行われる

 7. 九州・沖縄サミット開催

変　

革　

期

成　

熟　

期

後
藤
由
夫

近
藤 

正
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日本糖尿病協会　略年表
2001～2010

時代 理事長 年 日糖協の動き 医学・医療・医療行政など 社会の出来事

2001 年
（平成13）

 3. 日本糖尿病学会が『小児・
　 思春期糖尿病管理の手び
　　 き』を出版
 ■ ヘモグロビンA1c 測定を
     標準化（日本糖尿病学会）
 ■ 超速効型インスリン製剤
　   （アスパルト、リスプロ）　日
     本で発売

 9. アメリカ同時多発テロ事
　  件発生

2002 年
（平成14）

 2. 1 型糖尿病フォーラムを京都で開催
 7. 定款の改正に着手し、代議員制を導入
11. 大分で第1回全国ヤングＤＭカンファ
     レンス in 湯布院」を開催

 2. 道路交通法施行令改正
 5. サッカーワールドカップ
 　日韓大会開催
 9. 日朝首脳会談

2003 年
（平成15）

10. 糖尿病予防キャンペーン（日本糖尿病
　　財団と共催）スタート
10. 日糖協糖尿病療養指導研修会スタート

 ■ 重症急性呼吸器症候群
　  （SARS）が32カ国・地域
    で集団発生

 3. イラク戦争勃発

2004 年
（平成 16）

 5. 第44回総会で理事長に清野裕氏就任
10.モンゴル・イニシアティブプロジェクト
　　（糖尿病クリニック設立事業）協力開始
11. 日糖協個人会員「本部会員制度」スター
　 ト

 4. 日本初の膵島移植が行わ
     れる
 5. 日本糖尿病学会が「科学
　 的根拠に基づく糖尿病診
　  療ガイドライン」を発行
 6. 厚生労働省「平成 14年
　 糖尿病患者の実態調査」 
    により糖尿病患者740万
     人、  予備群 880 万人、合計
     1620万人と発表

10. 新潟県中越地震発生

     （糖尿病予防キャンペーンを
     10月24日に新潟で開催。
     前日に新潟県中越地震が
　  発生したが、当日５００人
　 もの来場者があった）

2005 年
（平成 17）

 
3. 細則の一部を改正。役員と代議員に
　  定年制を導入
 6.「特定公益増進法人」格を取得
 7．定款の一部を改正。理事を増員し「組
     織」　の章を新設する

 2. 糖尿病対策推進会議設立
　  総会（日本医師会、日本
     糖尿病学会、日糖協）
 4. 国内 8学会合同で「メタボ
     リックシンドロームの定義と
     診断基準」を発表
 ■ J-DOIT（糖尿病予防のた
     めの戦略研究）開始

 

4. JR 福知山線脱線事故
11. 小惑星探査機「はやぶさ」
     が小惑星「イトカワ」に到
     着

2006 年
（平成 18）

 1. 『さかえ』改訂新号スタート
　  （０６年１月号から）

 4. 「小児糖尿病基金」創設
 5. 療養指導部会設立
 6. 「登録医・療養指導医制度」スタート
 6. グリコヘモグロビン（HbA1c）認知向上
　　運動スタート
 6. 日糖協から国際糖尿病連合・西太平
　 洋地区（IDF-WPR）の次期会長と常任
　　理事が選出される
 9.「国際糖尿病基金」創設
12. 本部事務局を東京都港区浜松町から
　　千代田区麹町に移転

　6. 後期高齢者医療制度が成
　　立
12. 国際連合において「糖尿
　　病の全世界的脅威を認知
　　する決議」採択。同時に
　　11月14日を世界糖尿デー
　　として公式に認定

 

1. 東京三菱銀行とＵＦＪ銀行
 　が合併、世界最大の銀行と
　 なる
 4. 障害者福祉法施行

成　

熟　

期

飛　

躍　

期

近
藤　

正

清
野　

裕

※年表内の書き出しの数字は、事柄が生じた「月」を示す
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日
本
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尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

時代 理事長 年 日糖協の動き 医学・医療・医療行政など 社会の出来事

2007 年
（平成 19）

 4.  毎日新聞  「なくそう減らそう糖尿病」  連載
　　開始（08.3.31まで）
 4.  「歯科医師登録医制度」スタート
 5. 『食品交換表 活用編』発行
11. 第１回世界糖尿病デー。東京タワーブ
　  ルーライトアップ点灯式を開催。同日、
    各地のランドマークのブルーライトアッ
    プが実施される
12.「糖尿病健康手帳」「自己管理ノート」
　　改訂

 5. 日本糖尿病学会『食品交
　  換表 活用編』（編集）完成

 2. 社会保険庁のずさんな年
     金記録管理が発覚
 7. 新潟県中越沖地震発生

2008 年
（平成 20）

 4.  「フットケア研修会」スタート
 4.  「1 型糖尿病ＩＤカード」を作成、会員
　  への配布開始
 5． 日本糖尿病協会賞の名称を日本糖尿
　　病協会「サノフィ・アベンティス賞」に変
　　更
 5． 小児糖尿病サマーキャンプカンファレン
　　ス実施
10. DAWN Youth ブダペストサブミッショ
     ンで優秀企画 1位を獲得
12. 国際糖尿病連合（IDF）理事会で日糖 
     協の IDF 単独加盟が認められ、暫定  
     会員となる

 4. 後期高齢者医療制度施行  6. 秋葉原無差別殺傷事件発
     生
 7. 北海道・洞爺湖サミット開
     催
 9. リーマンショック

2009 年
（平成 21）

 5.  開催予定だった第49回総会および
　　会議、新型インフルエンザ流行のため
　　に中止
 7. 「糖尿病健康手帳」改訂
10. 国際糖尿病連合（IDF）へ正会員とし
　　て加盟が認められる

 

5. アジア糖尿病学会（AAS
　  D）発足  5. 裁判員制度施行 8. 衆院総選挙で民主党が大

　  勝し政権交代
 ■ 新型インフルエンザの感染
　 が広がる　

2010 年
（平成 22）

　
 5. 会費の値上げ決定。2011年4月から
　　月額 200円に
 8.  「糖尿病連携手帳」発行
 8. 小児肥満・小児 2型糖尿病の子ども
　  と保護者のミニキャンプを開催
10. 韓国・釜山で開催された国際糖尿病
　　連合・西太平洋地区（ＩＤＦ-ＷＰR）総
　　会にIDF正会員として初めて参加
12. 「糖尿病カンバセーション・マップ TM」
     トレーニングスタート

 

2. 足利事件で無罪判決　
 9. 尖閣沖で中国漁船が海
　　上保安庁の巡視船に衝突
11.ノーベル化学賞を鈴木章、
　　根岸英一両氏が受賞

飛　

躍　

期

清
野　

裕



10450年のあゆみ　希望の未来へ。

日
本
糖
尿
病
協
会
創
立
前
夜

日
本
糖
尿
病
学
会
の
設
立

　

日
本
に
お
け
る
近
代
糖
尿
病
学
の
研
究
は
、
明
治
末
期
か
ら

多
く
の
専
門
医
た
ち
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
数
々
の
優
れ
た
業

績
を
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
独
立
し
た
学
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

専
門
医
の
な
か
か
ら
学
会
創
立
の
気
運
が
生
ま
れ
た
の
は

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
以
降
の
こ
と
で
す
。
東
京
大
学
医
学

部
薬
理
学
の
大
橋
茂
助
教
授
と
沖
中
内
科
の

谷
信
貞
講
師
が

中
心
と
な
っ
て
学
会
設
立
へ
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
57
年
12
月
、
糖
尿
病
学
の
進
歩
・
発
展
を
図
り
、
国
民
の

災
害
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
任
意
団
体
と
し
て
の
日

本
糖
尿
病
学
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
内
分
泌
疾
患
の
一
部
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
糖
尿
病
を
対
象
と
し
た
独
立
の
学
会
が

で
き
た
こ
と
は
、す
で
に
活
動
し
て
い
た
米
国
糖
尿
病
協
会（
Ａ

Ｄ
Ａ
）
と
国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
の
存
在
が
大
き
か
っ

た
と
い
え
ま
す
。
設
立
当
時
は
評
議
員
２
１
８
人
、
一
般
会
員

２
４
０
人
で
、
役
員
は
名
誉
会
長
・
坂
口
康
蔵
、
会
長
・
勝
沼

精
蔵
、
幹
事
７
人
、
常
務
幹
事
13
人
と
い
う
陣
容
で
し
た
。

日
本
糖
尿
病
学
会
が
国
際
糖
尿
病
連
合（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）に
加
盟

　

１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年
７
月
、
ド
イ
ツ
・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回
国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
総

会
に
お
い
て
、
日
本
糖
尿
病
学
会
の
Ｉ
Ｄ
Ｆ
加
入
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
際
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
加
入
の
付
帯
事
項
と
し
て
、
義
務

で
は
な
い
も
の
の
、
レ
イ
マ
ン
組
織
（
糖
尿
病
患
者
お
よ
び
医

師
以
外
の
人
た
ち
に
よ
る
組
織
）
の
結
成
と
そ
の
活
動
が
求
め

ら
れ
、
こ
れ
が
日
本
糖
尿
病
協
会
結
成
へ
の
動
き
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
の
動
き
を
現
実
に
支
え
た
の
は
、
日
本
糖
尿
病
学

会
の
創
立
に
携
わ
り
、
各
地
で
糖
尿
病
専
門
外
来
を
設
立
し
、

糖
尿
病
診
療
の
レ
ベ
ル
向
上
に
努
め
た
医
師
側
の
意
欲
の
盛
り

上
が
り
で
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
か
ら
の
要
請
と
い
う
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
レ
イ
マ
ン
組
織
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
認
識

糖尿病療養と福祉増進のために目的を一つにして集結

創
立
期〈
清
水
金
五
郎
理
事
長
、高
田
利
七
理
事
長
〉

全
国
規
模
の
患
者
会
組
織
と
し
て
発
展
し
始
め
る

日糖協の
半世紀の
足跡
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

と
と
も
に
、
レ
イ
マ
ン
組
織
の
活
動
を
助
け
る
こ
と
に
対
す
る

医
師
の
使
命
感
の
高
ま
り
が
各
地
の
糖
尿
病
専
門
医
や
日
本
糖

尿
病
学
会
中
枢
部
に
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

レ
イ
マ
ン
組
織
の
成
立

　

１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
か
ら
61
年
に
か
け
て
全
国
各
地
に

レ
イ
マ
ン
組
織
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
に
先
駆
け
て
レ
イ

マ
ン
組
織
を
つ
く
っ
た
の
は
熊
本
大
学
体
質
研
究
所
で
、
59
年

６
月
に
熊
本
か
い
ど
う
会
（
三
村
悟
郎
、
柏
田
芳
市
）
と
い
う

名
称
で
発
足
し
ま
し
た
。
60
年
４
月
に
は
九
州
大
学
に
あ
さ
ひ

会
（
平
田
幸
正
、
床
野
光
隆
）
が
、
７
月
に
は
京
都
大
学
に
京

都
み
ど
り
会
（
榊
田
博
、
知
見
鬼
三
）、
９
月
に
は
虎
の
門
病

院
に
葵
会
（

谷
信
貞
、
清
水
金
五
郎
）
と
い
っ
た
、
後
に
日

本
糖
尿
病
協
会
の
設
立
に
活
躍
す
る
諸
組
織
が
相
次
い
で
設
立

し
ま
す
。

日
本
糖
尿
病
協
会
設
立
準
備
会
の
設
置

　

１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
12
月
19
日
、
糖
尿
病
レ
イ
マ
ン
部

会
全
国
組
織
世
話
人
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会

に
は
日
本
糖
尿
病
学
会
側
、
レ
イ
マ
ン
組
織
側
合
わ
せ
て
約
80

人
が
出
席
し
て
い
ま
す
。
日
本
糖
尿
病
学
会
側
か
ら
は
吉
田
常

雄
大
阪
大
学
教
授
、
そ
の
後
の
設
立
準
備
会
づ
く
り
の
中
心
に

な
っ
た
中
山
光
重
先
生
、

谷
信
貞
先
生
な
ど
が
出
席
し
、
レ

イ
マ
ン
組
織
側
か
ら
は
九
州
、
大
阪
、
京
都
、
名
古
屋
、
東
京

地
区
な
ど
の
代
表
や
指
導
医
が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
会
で
は
、

当
日
の
出
席
者
と
出
席
し
な
か
っ
た
地
区
の
代
表
（
司
会
者
に

一
任
）
を
準
備
委
員
と
し
て
委
員
会
を
構
成
し
、
61
年
２
月
４

日
に
レ
イ
マ
ン
組
織
の
設
立
準
備
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
決

定
。
そ
し
て
、
予
定
通
り
開
催
さ
れ
た
61
年
２
月
４
日
の
準
備

会
で
は
、「
日
本
糖
尿
病
協
会
（
仮
称
）
設
立
準
備
会
」
と
会

の
名
称
が
決
ま
り
、
約
45
人
の
出
席
者
に
よ
っ
て
暫
定
会
則
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
糖
尿
病
協
会
の
設
立

　

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
９
月
29
日
、「
日
本
糖
尿
病
学
会

の
指
導
の
も
と
に
、
会
員
に
対
す
る
糖
尿
病
の
治
療
お
よ
び
予

防
に
関
す
る
知
識
の
普
及
と
会
員
の
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
日
本
糖
尿
病
協
会
が
創
立
さ
れ
、
東
京
で

創
立
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
高
度
経
済
成

長
の
時
代
で
、
豊
か
さ
に
向
か
っ
て
国
民
生
活
が
大
き
な
変
革

を
遂
げ
た
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
糖
尿
病
患
者
さ
ん
が

増
え
始
め
た
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の

な
か
で
日
糖
協
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
意
義
が

あ
り
ま
し
た
。

清
水
金
五
郎
理
事
長
時
代
（
１
９
６
１
年
〜
62
年
）

　

清
水
金
五
郎
氏
は
初
代
理
事
長
と
し
て
日
本
糖
尿
病
協
会
の

基
盤
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
日
糖
協
の
活
動
の

清水金五郎初代理事長
（在任1961年～62年）

※「日糖協の半世紀の足跡」における名称
　および肩書きは、すべて当時のものです
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柱
と
も
い
え
る
機
関
誌
『
さ
か
え
』
の
創
刊
で
す
。『
さ
か
え
』

は
日
糖
協
の
会
員
向
け
冊
子
で
、
糖
尿
病
治
療
の
基
礎
と
な
る

医
学
知
識
や
治
療
上
の
進
歩
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
地
方
と

の
横
の
つ
な
が
り
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
刊
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
清
水
理
事
長
時
代
の
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年

か
ら
62
年
の
約
１
年
間
で
広
島
、
東
海
、
静
岡
、
は
り
ま
の
４

支
部
が
新
た
に
日
糖
協
へ
加
入
し
、
会
員
数
も
３
９
２
５
人
か

ら
４
９
０
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

【
１
９
６
１（
昭
和
36
）年
】

日
本
糖
尿
病
協
会
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
る

　

９
月
29
日
、
日
本
糖
尿
病
協
会
創
立
総
会
が
東
京
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。会
長
に
は
山
本
為
三
郎
氏（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
社
長
）、

理
事
長
に
は
清
水
金
五
郎
氏
（
葵
会
）、
副
理
事
長
に
は
高
田

利
七
氏
（
東
京
支
部
）、庄
野
光
隆
氏
（
西
日
本
支
部
）
が
就
任
。

事
務
所
は
、
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
舟
町
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
３
９
２
５
人
、10
支
部
（
宮
城
県
、東
京
都
、千
葉
県
、

長
野
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
和
歌
山
県
、
岡
山
県
、
徳
島
地

区
、西
日
本
）、会
費
月
額
10
円
、予
算
１
２
２
万
５
５
０
円
（
う

ち
寄
付
金
１
０
３
万
円
）
で
の
出
発
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
創

立
総
会
で
会
則
が
可
決
成
立
し
、
即
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

機
関
誌
『
さ
か
え
』
が
創
刊
さ
れ
る

　

日
糖
協
で
は
、
①
講
演
会
そ
の
他
の
適
当
な
教
育
活
動
を
行

う
こ
と
、
②
会
報
を
発
行
し
て
会
員
に
配
布
す
る
こ
と
の
二
つ

が
お
も
な
事
業
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
事
業
の

一
つ
「
会
報
を
発
行
し
て
会
員
に
配
布
す
る
こ
と
」
を
実
現
す

る
た
め
、
日
糖
協
で
は
会
員
向
け
冊
子
『
さ
か
え
』
の
発
行
準

備
を
進
め
ま
し
た
。

　
『
さ
か
え
』
の
使
命
は
糖
尿
病
治
療
の
基
礎
に
な
る
医
学
の

知
識
や
治
療
上
の
進
歩
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
地
方
と
の
連

携
を
形
成
す
る
た
め
に
横
の
つ
な
が
り
を
広
め
る
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
で
も
正
し
い

療
養
を
続
け
れ
ば
普
通
の
人
と
全
く
変
わ
ら
な
い
生
活
が
で
き

る
と
い
う
知
識
を
普
及
す
る
こ
と
も
主
要
な
目
的
で
し
た
。

　

中
山
光
重
先
生
を
編
集
委
員
長
に
、

谷
信
貞
、
堀
内
光
、

村
地
悌
二
、
石
渡
和
男
の
各
先
生
と
糖
尿
病
患
者
さ
ん
３
人
が

編
集
に
あ
た
り
、
10
月
25
日
に
創
刊
号
を
発
行
し
ま
し
た
。
創

刊
号
は
医
学
の
知
識
、
療
養
法
、
体
験
談
、
質
疑
応
答
な
ど
、

会
員
が
知
り
た
い
知
識
や
情
報
を
き
め
細
か
く
盛
り
込
ん
だ
糖

尿
病
の
教
科
書
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。
当
時
の
『
さ
か
え
』

は
Ｂ
６
判
の
43
ペ
ー
ジ
で
、
隔
月
（
偶
数
月
）
発
行
、
定
価
は

60
円
。
発
行
所
は
南
江
堂
で
し
た
が
、
翌
62
年
６
月
に
は
日
糖

協
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

高
田
利
七
理
事
長
時
代
（
１
９
６
３
年
〜
67
年
）

　

創
立
当
初
一
人
１
カ
月
10
円
と
定
め
た
会
費
で
し
た
が
、
財

政
難
か
ら
１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
４
月
に
は
月
額
15
円
に
値

上
げ
を
実
施
し
ま
し
た
。
会
員
の
増
加
も
あ
っ
て
62
年
度
の
会

費
収
入
は
91
万
１
５
０
０
円
と
、
創
立
当
初
の
約
４
倍
に
な
り

高田利七理事長
（在任1963年～67年）

日本糖尿病協会創立総会（東京都 虎の門共済会館・
1961年9月29日）
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ま
し
た
が
、『
さ
か
え
』
の
発
行
な
ど
の
経
費
が
か
さ
み
、
ほ

か
の
事
業
ま
で
手
が
回
ら
な
い
の
が
実
情
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
清
水
金
五
郎
理
事
長
の
あ
と
を
受

け
た
高
田
利
七
理
事
長
の
時
代
は
、
財
政
の
基
礎
固
め
を
行
っ

た
時
代
で
し
た
。
日
本
糖
尿
病
協
会
関
係
者
な
ら
び
に
日
本
糖

尿
病
学
会
の
先
生
方
の
尽
力
に
よ
り
、
高
田
理
事
長
時
代
の
４

年
間
で
会
員
数
は
７
４
１
６
人
と
創
立
当
初
の
２
倍
以
上
に
増

加
。
ま
た
、
会
員
増
加
に
よ
る
財
政
強
化
を
背
景
に
、
全
国
糖

尿
病
週
間
の
開
催
や
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
へ
の
助
成

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

【
１
９
６
３（
昭
和
38
）年
】

高
田
利
七
氏
が
理
事
長
に
就
任

　

３
月
10
日
の
緊
急
理
事
会
で
清
水
金
五
郎
理
事
長
が
辞
意
を

表
明
し
、
高
田
利
七
副
理
事
長
が
理
事
長
代
行
に
就
任
。
４
月

３
日
開
催
の
第
２
回
総
会
で
、
正
式
に
理
事
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
就
任
当
時
の
会
員
数
は
５
６
８
５
人
、
14
支
部
で
し
た
。

日
本
初
の
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
開
催

　

ア
メ
リ
カ
・
デ
ト
ロ
イ
ト
の
ウ
ェ
ン
ツ
博
士
が
４
人
の
小
児

糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
連
れ
、
ミ
シ
ガ
ン
州
で
世
界
最
初
の
小
児

糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
の
は
１
９
２
５
年
の
こ
と

で
す
。
そ
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
日
本
で
初
め
て
行
わ
れ
た
の

は
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
８
月
。
東
大
小
児
科
の
丸
山
博
先

生
が
、
当
時
、
稀
有
と
さ
れ
て
い
た
小
児
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の

数
が
決
し
て
少
な
く
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
う
し
た
患
者

さ
ん
の
た
め
に
は
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
有
効
で
あ
る
と
、
千
葉

県
勝
山
海
岸
に
幼
稚
園
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
８
人
の
小
児
１

型
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
集
め
て
、
わ
が
国
初
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
し
た
の
で
す
。
開
催
期
間
は
８
月
18
日
か
ら
25
日
ま

で
の
８
日
間
で
し
た
。
丸
山
先
生
が
始
め
た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

は
「
つ
ぼ
み
の
会
東
京
キ
ャ
ン
プ
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
現
在
も

続
い
て
い
ま
す
。

【
１
９
６
５（
昭
和
40
）年
】

日
本
糖
尿
病
学
会
内
に

日
本
糖
尿
病
協
会
指
導
委
員
会
が
新
設
さ
れ
る

　

日
糖
協
へ
の
協
力
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
日
本
糖
尿
病
学

会
は
4
月
に
日
本
糖
尿
病
協
会
指
導
委
員
会
を
発
足
。
全
国
を

北
海
道
、
東
北
、
関
東
甲
信
越
、
中
部
、
近
畿
、
中
国
・
四
国
、

九
州
の
７
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
日
本
糖
尿

病
学
会
の
医
師
が
つ
き
、
指
導
委
員
と
し
て
日
糖
協
の
指
導
に

あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
委
員
長
に
は
堀
内
光
先
生
が
就

任
し
、
関
東
甲
信
越
は
堀
内
光
先
生
、
北
海
道
と
東
北
は
後
藤

由
夫
先
生
、
中
部
は
仁
木
厚
先
生
、
近
畿
は
和
田
正
久
先
生
、

中
国
・
四
国
は
小
坂
淳
夫
先
生
、
九
州
は
三
村
悟
郎
先
生
が
指

導
委
員
と
し
て
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

活
動
方
針
を
検
討
し
、
活
動
の
具
体
化
を

企
画
委
員
会
に
付
託

　

4
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
10
回
常
任
理
事
会
に
お
い
て
、

『
糖
尿
病
治
療
の
手
び
き
』『
食
品
交
換
表
』「
患
者
手
帳
」
の
製

作
、
注
射
器
の
考
案
、
厚
生
省
成
人
病
週
間
に
糖
尿
病
デ
ー
を

組
む
案
な
ど
が
検
討
さ
れ
、企
画
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

日本で初めて行われたサマーキャンプ
（千葉県勝山海岸・1963年8月18日～25日）
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第
１
回
全
国
糖
尿
病
週
間
が
開
催
さ
れ
る

　

日
本
糖
尿
病
学
会
と
の
共
同
主
催
、
厚
生
省
、
日
本
医
師

会
、
日
本
放
送
協
会
の
後
援
に
よ
り
、
11
月
８
日
か
ら
13
日
ま

で
の
６
日
間
に
わ
た
っ
て
第
１
回
全
国
糖
尿
病
週
間
を
開
催
し

ま
し
た
。
第
１
回
全
国
糖
尿
病
週
間
で
は
、
約
30
都
市
で
講
演

会
や
食
事
療
法
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
、
約
８
５
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
各
地
の
病
院
や
診
療
所
、
保
健

所
の
援
助
を
受
け
て
行
っ
た
地
区
住
民
の
尿
糖
検
査
は
総
計

１
万
８
０
０
０
人
に
達
し
ま
し
た
。

【
１
９
６
６（
昭
和
41
）年
】

イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
の
合
法
化
と

健
保
給
付
に
つ
い
て
協
議

　

５
月
14
日
か
ら
15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
総
会
に
お
い

て
、
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
の
合
法
化
と
健
保
給
付
の
問
題
に

つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
10
月
に
行
わ
れ
た

第
15
回
常
任
理
事
会
で
各
支
部
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
全
国

的
に
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
１
９
６
７（
昭
和
42
）年
】

小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
へ
の
資
金
援
助
を
開
始

　

日
糖
協
は
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
へ
の
助
成
金

と
し
て
、
東
京
つ
ぼ
み
の
会
に
２
万
円
を
提
供
し
ま
し
た
。

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
に
は
熊
本
と
福
岡
で
も
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
が
始
ま
り
、
81
年
に
は
全
国
19
カ
所
で
開
催
さ
れ
、
日
糖

協
の
助
成
金
も
総
額
３
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　　  データで読む医療・健康動向①  平均寿命の推移

厚生労働省 「平成21年簡易生命表」より作成
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65

平均寿命（年）

1961年
女：70.79
男：66.03

女
男

1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2009 年

平均寿命の推移

　少子高齢化がいわれていますが、ここ約 50年の平均寿命をみてみました。2010（平成 22）年 7
月に厚生労働省がまとめた「平成 21年簡易生命表」によると、男性の平均寿命は 79.59 年、女性の
平均寿命は 86.44 年となり、前年と比較して男性は 0.30 年、女性は 0.39 年上回って過去最高を更新
しました。日本糖尿病協会設立時の 1961 年の平均寿命は男性 66.03 年、女性 70.79 年で、約 50年間
に男性はおよそ 14年、女性はおよそ 16年長生きとなっています。
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橋
本
関
蔵
理
事
長
時
代
（
１
９
６
８
年
〜
89
年
）

　

日
本
糖
尿
病
協
会
の
あ
り
方
や
日
本
糖
尿
病
学
会
と
の
関
係

な
ど
を
検
討
し
、
日
糖
協
の
活
動
を
も
う
一
段
飛
躍
さ
せ
る
こ

と
を
め
ざ
し
た
時
代
で
す
。
ま
た
、
国
や
中
央
へ
の
働
き
か
け

に
は
法
人
格
を
も
ち
、
名
実
と
も
に
力
を
備
え
る
必
要
が
あ
る

と
の
考
え
か
ら
法
人
化
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
は
認
可
が

下
り
ず
、
法
人
化
に
向
け
て
の
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
な

ど
し
て
ね
ば
り
強
く
運
動
を
続
け
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
４
月
１
日
、
厚
生
省
よ
り
社
団
法
人

の
認
可
が
下
り
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
念
願
の
法
人
化
が
実
現
し

ま
し
た
。
財
政
面
で
は
、
基
礎
を
築
く
た
め
に
は
ま
ず
会
員
の

増
加
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
に
立
ち
、
会
員
増

に
向
け
て
積
極
的
な
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
会
費
の
段
階
的

な
値
上
げ
を
進
め
る
こ
と
で
確
固
た
る
基
盤
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。

【
１
９
６
８（
昭
和
43
）年
】

橋
本
関
蔵
氏
が
理
事
長
に
就
任

　

７
月
６
日
と
７
日
に
開
催
さ
れ
た
第
７
回
総
会
（
東
京
）
に

お
い
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
理
事
長
に
橋
本
関
蔵
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。

会
費
の
値
上
げ
を
実
施

　

第
７
回
総
会
で
、
会
費
を
５
円
増
額
し
、
月
額
20
円
に
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
財
政
的
な
厳
し
さ
か
ら
積

極
的
な
事
業
展
開
を
行
え
な
い
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
施
策

で
、
同
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

【
１
９
６
９（
昭
和
44
）年
】

日
糖
協
の
法
人
化
を
検
討

　

前
年
の
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
９
月
18
日
の
第
20
回
常
任

理
事
会
で
法
人
化
委
員
会
（
栂
野
善
三
委
員
長
）
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
人
化
委
員
会
の
提
案
を
踏
ま
え
て
、
７
月
５

日
と
６
日
に
開
催
さ
れ
た
第
８
回
総
会
（
京
都
）
で
、
日
糖
協

日糖協のあり方を再検討して協会活動を活発化する

橋本関蔵理事長（在任1968年～89年）

成
長
期
〈
橋
本
関
蔵
理
事
長
〉

名
実
と
も
に
力
を
備
え
る
た
め
に
社
団
法
人
化
を
め
ざ
す

日糖協の
半世紀の
足跡
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の
福
祉
法
人
化
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
75
年
の
第
43

回
常
任
理
事
会
で
、
法
人
化
に
つ
い
て
は
福
祉
法
人
で
は
な
く

社
団
法
人
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

米
国
糖
尿
病
協
会
（
Ａ
Ｄ
Ａ
）
と
の
姉
妹
提
携
を
検
討

　

7
月
5
日
と
６
日
に
開
催
さ
れ
た
第
８
回
総
会
の
際
、
米
国

糖
尿
病
協
会（
Ａ
Ｄ
Ａ
）の
会
長
で
あ
る
エ
レ
ン
バ
ー
グ
博
士

が
日
本
糖
尿
病
学
会
の
招
待
で
来
日
し
、
博
士
を
囲
ん
で
日
糖

協
と
Ａ
Ｄ
Ａ
の
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
１
９
７
０（
昭
和
45
）年
】

日
本
糖
尿
病
協
会
創
立
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　

５
月
21
日
、
日
本
糖
尿
病
協
会
創
立
10
周
年
記
念
式
典
が
熊

本
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
初
代
会
長
で
あ
る
故
山
本
為

三
郎
氏
を
は
じ
め
日
糖
協
発
足
か
ら
こ
れ
ま
で
協
力
、
指
導
を

い
た
だ
い
た
日
本
糖
尿
病
学
会
関
係
者
11
氏
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
初
代
理
事
長
を
引
き
受
け
、
日
糖
協
の
基

礎
を
築
い
た
清
水
金
五
郎
氏
を
は
じ
め
と
す
る
日
糖
協
関
係
者

10
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
１
９
７
１（
昭
和
46
）年
】

会
費
を
30
円
に
値
上
げ

　

会
費
は
月
額
20
円
に
値
上
げ
し
た
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年

以
降
、
３
年
間
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
71
年
４
月
に
月

額
30
円
へ
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
の
健
保
給
付
へ
向
け
た

署
名
運
動
の
実
施

　

イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
の
合
法
化
と
健
保
給
付
へ
向
け
、
11

月
８
日
か
ら
全
国
い
っ
せ
い
に
開
催
さ
れ
た
第
７
回
全
国
糖
尿

病
週
間
を
機
に
「
10
万
人
の
署
名
運
動
」
を
強
力
に
展
開
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
翌
年
３
月
１
日
に
は
11
万
４
３
１
８
人
と

い
う
多
数
の
署
名
を
得
て
、
理
事
長
・
橋
本
関
蔵
、
副
理
事
長
・

知
見
鬼
三
、
柏
田
芳
市
の
３
氏
の
連
名
で
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注

射
の
健
保
給
付
適
用
に
つ
い
て
の
要
望
書
を
４
月
25
日
に
厚
生

省
へ
提
出
し
ま
し
た
。

【
１
９
７
２（
昭
和
47
）年
】

『
さ
か
え
』
の
改
訂
を
実
施

　

郵
便
料
金
の
値
上
げ
の
た
め
、『
さ
か
え
』
を
2
月
号
（
12

巻
１
号
）
か
ら
新
書
判
に
改
訂
し
、
定
価
80
円
、
送
料
25
円
と

し
ま
し
た
。
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
１
月
号
か
ら
Ａ
５
判
に

改
訂
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
21
年
間
は
新
書
判
で
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

小
児
糖
尿
病
に
関
す
る
陳
情
を
行
う

　

９
月
12
日
に
開
か
れ
た
第
32
回
常
任
理
事
会
に
お
い
て
、
イ

ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
の
健
保
給
付
と
並
行
し
て
小
児
糖
尿
病
の

健
保
給
付
、
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
助
成
を
厚
生
大

臣
に
陳
情
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
決
定
を
受
け
、

10
月
20
日
、
厚
生
大
臣
お
よ
び
医
務
局
長
に
小
児
糖
尿
病
に
つ

い
て
の
健
保
給
付
、
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
助
成
を

陳
情
。
あ
わ
せ
て
小
児
糖
尿
病
を
難
病
指
定
と
す
る
よ
う
働
き

日本糖尿病協会創立10周年記念式典
（熊本県熊本市 熊本市交通センターホテル・1970年5月21日）
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

【
１
９
７
３（
昭
和
48
）年
】

第
１
回
小
児
糖
尿
病
対
策
委
員
会
を
開
催

　

６
月
26
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
13
回
総
会
に
お
い
て
、

清
水
金
五
郎
氏
を
委
員
長
と
す
る
小
児
糖
尿
病
対
策
委
員
会
を

設
置
。
同
日
、
第
１
回
小
児
糖
尿
病
対
策
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

日
糖
協
本
部
事
務
所
を
移
転

　

12
月
13
日
、
東
京
都
中
央
区
小
舟
町
の
本
部
事
務
所
を
東
京

都
港
区
浜
松
町
へ
移
転
し
ま
し
た
。

【
１
９
７
４（
昭
和
49
）年
】

日
本
小
児
糖
尿
病
を
守
る
会
が
発
足

　

前
年
の
第
13
回
総
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
小
児
糖
尿
病
対

策
委
員
会
は
４
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
そ
の
活
動
目
的
と

方
針
を
明
確
に
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
日
糖
協

と
は
別
組
織
の
日
本
小
児
糖
尿
病
を
守
る
会
と
し
て
発
足
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年

５
月
13
日
、
東
京
で
日
本
小
児
糖
尿
病
を
守
る
会
の
発
足
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
児
糖
尿
病
が
難
病
指
定
と
な
る

　

日
糖
協
や
関
係
団
体
の
陳
情
と
働
き
か
け
の
結
果
、
１
９ 

７
４
（
昭
和
49
）
年
10
月
１
日
、
小
児
糖
尿
病
は
特
定
疾
患
と

し
て
厚
生
省
か
ら
正
式
に
難
病
指
定
さ
れ
、
治
療
費
全
額
公
費

負
担
（
国
庫
と
地
方
費
、
半
額
ず
つ
）
が
実
現
し
ま
し
た
。

会
費
お
よ
び
『
さ
か
え
』
の
定
価
値
上
げ
を
実
施

　

５
月
24
日
と
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第
14
回
総
会
に
お
い
て
、

会
費
を
10
円
値
上
げ
し
て
月
額
40
円
に
す
る
こ
と
が
決
定
し
、

同
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
９
月
か
ら
は

『
さ
か
え
』
の
定
価
を
80
円
か
ら
１
２
０
円
に
値
上
げ
し
ま
し

た
。

【
１
９
７
５（
昭
和
50
）年
】

米
国
糖
尿
病
協
会
（
Ａ
Ｄ
Ａ
）
と
の
姉
妹
提
携
決
定

　

５
月
16
日
と
17
日
に
行
わ
れ
た
第
15
回
総
会
（
京
都
）
に
お

い
て
、
米
国
糖
尿
病
協
会（
Ａ
Ｄ
Ａ
）と
の
姉
妹
提
携
が
満
場

一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
患
者
さ
ん
の
福
祉
向
上
を

目
的
と
す
る
日
糖
協
が
親
善
の
目
的
で
海
外
の
協
会
と
姉
妹
提

携
す
る
こ
と
は
有
意
義
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
す
。

【
１
９
７
６（
昭
和
51
）年
】

日
米
糖
尿
病
協
会
姉
妹
提
携
締
結
式

　

８
月
20
日
、
知
見
鬼
三
副
理
事
長
を
団
長
と
す
る
訪
米
親
善

大
使
団
66
人
が
渡
米
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ナ
イ
ダ
ー
キ
ャ
ン

プ
で
日
米
糖
尿
病
協
会
姉
妹
提
携
の
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

会
費
の
値
上
げ
を
実
施

　

３
月
13
日
に
行
わ
れ
た
第
44
回
常
任
理
事
会
に
お
い
て
、
会
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費
を
10
円
値
上
げ
し
て
月
額
50
円
に
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
同

年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

【
１
９
７
７（
昭
和
52
）年
】

日
本
糖
尿
病
協
会
20
年
史
編
集
委
員
会
を
開
催

　

１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
６
月
11
日
と
12
日
に
開
催
さ
れ
た

第
16
回
総
会
に
お
い
て
、日
本
糖
尿
病
協
会
20
年
史
の
刊
行
と
、

編
集
委
員
は
編
集
長
以
下
６
人
と
す
る
こ
と
、『
さ
か
え
』
の

編
集
委
員
長
で
あ
る
石
渡
和
男
先
生
に
20
年
史
編
集
委
員
長
を

委
嘱
す
る
こ
と
が
決
定
。
77
年
２
月
18
日
に
第
１
回
編
集
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
さ
か
え
』
の
定
価
値
上
げ
を
実
施

　

３
月
５
日
に
行
わ
れ
た
第
47
回
常
任
理
事
会
に
お
い
て
、『
さ

か
え
』
の
定
価
を
10
円
値
上
げ
し
１
３
０
円
と
す
る
こ
と
が
決

定
し
、
同
年
４
月
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

日
糖
協
会
長
に
竹
山
祐
太
郎
氏

　

５
月
27
日
と
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第
17
回
総
会
に
お
い
て
、

１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
２
月
に
山
本
為
三
郎
会
長
が
死
去
さ

れ
て
以
後
11
年
間
空
席
だ
っ
た
日
糖
協
会
長
に
竹
山
祐
太
郎
氏

が
就
任
し
ま
し
た
。
翌
78
年
の
第
18
回
総
会
で
役
員
改
選
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
竹
山
会
長
は
重
任
と
な
り
ま
し
た
。

糖
尿
病
療
養
グ
ッ
ズ
を
発
売

　

９
月
３
日
に
開
か
れ
た
第
49
回
常
任
理
事
会
に
お
い
て
、「
療

養
手
帳
」
お
よ
び
「
患
者
カ
ー
ド
」
を
１
部
50
円
（
支
部
に
は

30
円
）
で
販
売
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
１
９
７
８（
昭
和
53
）年
】

全
国
都
道
府
県
に
支
部
完
成

　

３
月
４
日
に
開
か
れ
た
第
50
回
常
任
理
事
会
に
お
い
て
最
後

の
支
部
未
設
置
県
で
あ
っ
た
沖
縄
県
に
支
部
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
都
道
府
県
に
日
糖
協
の
支
部
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

【
１
９
７
９（
昭
和
54
）年
】

財
政
の
整
備
を
実
施

　

２
月
24
日
に
開
か
れ
た
第
53
回
常
任
理
事
会
で
、『
さ
か
え
』

の
定
価
を
20
円
値
上
げ
し
て
１
５
０
円
と
す
る
こ
と
が
決
定
。

ま
た
、同
年
４
月
１
日
か
ら
は
会
費
を
10
円
値
上
げ
し
て
月
額
60

円
と
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
財
政
的
な
整
備
に
よ
り
、日
糖
協
の

予
算
総
額
は
初
め
て
２
０
０
０
万
円
を
突
破
し
、
最
終
経
費
総

額
は
２
４
８
３
万
２
９
０
１
円
と
な
り
ま
し
た
。

小
児
糖
尿
病
を
守
る
会
を
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
と
改
称

　

４
月
10
日
か
ら
12
日
に
開
催
さ
れ
た
第
19
回
総
会
で
、
小
児

糖
尿
病
を
守
る
会
の
名
称
を
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
と
改
め
、

会
報
を
『
つ
ぼ
み
』
と
改
題
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

小
児
糖
尿
病
全
国
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
初
開
催

　

全
国
の
小
児
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
連
携
と
共
同
を
図
る
た

め
、
第
１
回
小
児
糖
尿
病
全
国
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
７
月
27
日
か

第1回小児糖尿病全国ジャンボリー（鹿児島県指宿市・1979年7月29日）
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

ら
30
日
に
か
け
て
鹿
児
島
で
開
催
さ
れ
、
以
来
、
日
糖
協
主
催

に
よ
り
隔
年
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
２
０
０
２
年

に
全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
発
展
統
合
）。

日
糖
協
本
部
事
務
所
を
移
転

　

11
月
１
日
、
東
京
都
港
区
浜
松
町
の
本
部
事
務
所
を
同
ビ
ル

の
１
階
か
ら
３
階
へ
移
転
し
ま
し
た
。

【
１
９
８
０（
昭
和
55
）年
】

日
本
糖
尿
病
協
会
20
周
年
記
念
映
画
の
封
切
り

　

日
本
糖
尿
病
協
会
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
映
画
『
幸

せ
に
向
っ
て 

―
日
糖
協
20
年
の
歩
み
―
』
を
制
作
し
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は
厚
生
省
な
ら
び
に
日
本
医
師
会
の
推
薦
を
受
け
、

全
国
糖
尿
病
週
間
の
第
１
日
目
で
あ
る
11
月
３
日
に
全
国
い
っ

せ
い
に
封
切
ら
れ
ま
し
た
。

ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
初
開
催

　

東
京
都
糖
尿
病
協
会
が
主
催
し
、
全
国
の
１
型
・
２
型
ヤ
ン

グ
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
た
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
８
月
１
日
と
２
日
に
東
京
で
開
催
し
ま
し
た
。
ヤ
ン
グ

Ｄ
Ｍ
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ヤ
ン
グ
糖
尿
病
患
者
さ
ん
が
糖
尿

病
に
つ
い
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
知
識
を
も
ち
、
自
身
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
保
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
、
以
降
、
日
糖
協
の
主
催
に
よ
り
小
児
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を

対
象
と
し
た
小
児
糖
尿
病
全
国
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
と
隔
年
で
交
互

に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
２
０
０
２
年
に
全
国
ヤ

ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
発
展
統
合
）。

イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
の
健
保
給
付
へ
の
陳
情
運
動
を
強
化

　

イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
の
健
保
給
付
へ
向
け
た
運
動
を
強
化

す
る
た
め
、
４
月
25
日
に
は
「
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
薬
価
の
健
保

給
付
に
関
す
る
陳
情
書
」
を
厚
生
大
臣
に
提
出
、
10
月
20
日
に

は
厚
生
大
臣
お
よ
び
関
係
局
部
課
長
に
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

翌
１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
６
月
１
日
、
厚
生
省
は
イ
ン
ス
リ

ン
自
己
注
射
を
認
め
、
同
時
に
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
薬
価
の
保
険

給
付
の
適
用
が
決
ま
り
ま
し
た
。

【
１
９
８
１（
昭
和
56
）年
】

日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
と
合
併

　

３
月
31
日
、
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
は
日
糖
協
と
正
式
に
合

併
し
、
日
糖
協
会
長
と
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
会
長
の
間
で
合

併
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
糖
尿
病
協
会
創
立
20
周
年
記
念
式
典
の
開
催

　

９
月
26
日
、
日
本
糖
尿
病
協
会
創
立
20
周
年
を
祝
う
記
念
式

典
が
東
京
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
功
労
者
62
人
に
感
謝
状

と
田
中
実
氏
制
作
に
よ
る
ブ
ロ
ン
ズ
像
「
虹
の
女
神
」
が
贈
ら

れ
、
初
め
て
制
定
さ
れ
た
名
誉
会
員
40
人
に
は
表
彰
状
と
記
念

の
楯
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
１
９
８
２（
昭
和
57
）年
】

糖
尿
病
療
養
グ
ッ
ズ
の
発
行
・
配
布

　

３
月
６
日
に
開
か
れ
た
第
62
回
常
任
理
事
会
で
、「
糖
尿
病
療

養
手
帳
」「
海
外
旅
行
用
カ
ー
ド
」の
無
料
配
布
が
決
定
し
ま
し
た
。

日本糖尿病協会20周年記念事業として制作した映画
『幸せに向って ―日糖協20年の歩み― 』の１シーン
（1980年11月３日に全国いっせいに封切り）
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全
国
糖
尿
病
週
間
へ
の
補
助
金
を
大
幅
増
額

　

６
月
２
日
か
ら
４
日
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
第
22
回
総
会

に
お
い
て
、
全
国
糖
尿
病
週
間
へ
の
補
助
金
の
大
幅
増
額
が
決

定
。
支
部
均
等
割
５
０
０
０
円
を
１
万
円
に
、
会
員
一
人
あ
た

り
の
補
助
金
15
円
を
20
円
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
１
９
８
３（
昭
和
58
）年
】

糖
尿
病
療
養
グ
ッ
ズ
の
発
売
・
改
訂

　

５
月
に
糖
尿
病
療
養
グ
ッ
ズ
と
し
て
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
15
日
の
第
67

回
常
任
理
事
会
で
は
「
糖
尿
病
療
養
手
帳
」
の
改
訂
が
決
定
し

ま
し
た
。

【
１
９
８
４（
昭
和
59
）年
】

『
さ
か
え
』
の
値
上
げ
を
実
施

　

３
月
17
日
の
第
68
回
常
任
理
事
会
で
の
話
し
合
い
の
結
果
、

『
さ
か
え
』
の
月
刊
化
は
見
送
ら
れ
、
定
価
を
１
５
０
円
か
ら

１
８
０
円
に
値
上
げ
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
１
９
８
５（
昭
和
60
）年
】

法
人
化
に
向
け
て
具
体
的
な
検
討
を
開
始

　

糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
一
般
の
人
た
ち
へ
の
啓
発
活
動
を
さ
ら

に
推
進
さ
せ
る
た
め
に
も
、
法
人
格
を
も
ち
、
名
実
と
も
に
力

を
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
4
月
の
特
別
委
員
会

で
法
人
化
へ
向
け
て
定
款
の
内
容
な
ど
具
体
的
な
検
討
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

日
本
糖
尿
病
協
会
25
周
年
記
念
事
業
を
決
定

　

５
月
９
日
か
ら
11
日
に
行
わ
れ
た
第
25
回
総
会
（
滋
賀
県
大

津
市
）
で
、
日
本
糖
尿
病
協
会
25
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
日

本
糖
尿
病
学
会
総
会
パ
ネ
ル
を
ビ
デ
オ
に
収
録
し
、
全
国
各
支

部
に
そ
の
複
製
を
配
布
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
総
会
の
日
本
開
催
が
決
定

　

９
月
23
日
か
ら
28
日
に
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ッ
ド
で
開
催
さ

れ
た
国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
総
会
で
、
１
９
９
４
（
平

成
６
）
年
の
第
15
回
Ｉ
Ｄ
Ｆ
会
議
と
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
開
催
地
が
日

本
に
決
定
し
ま
し
た
。

【
１
９
８
６（
昭
和
61
）年
】

『
さ
か
え
』
奇
数
月
発
行
と
な
る

　

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
の
創
刊
以
来
、
偶
数
月
に
発
行
さ

れ
て
い
た
『
さ
か
え
』
が
、
86
年
１
月
１
日
か
ら
奇
数
月
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
糖
尿
病
協
会
創
立
25
周
年
記
念
式
典
の
開
催

　

日
本
糖
尿
病
協
会
創
立
25
周
年
記
念
式
典
が
９
月
27
日
、
東

京
で
開
催
さ
れ
、功
労
者
１
１
５
人
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

糖尿病療養グッズとして販売された
ペンダント（左）とブレスレット（右）。
いまでは IDカードがその役割を担っ
ている （1983年5月）



115 第 2章 日本糖尿病協会50年のあゆみ

第
❷
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
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ゆ
み

【
１
９
８
７（
昭
和
62
）年
】

日
糖
協
が
社
団
法
人
と
な
る

　

４
月
１
日
、
日
糖
協
は
厚
生
省
保
健
医
療
局
疾
病
対
策
課
所

管
第
23
番
目
の
社
団
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
社
団
法
人
に
な
っ

た
こ
と
で
、
患
者
会
か
ら
出
発
し
た
日
糖
協
は
広
く
社
会
に
貢

献
す
べ
き
団
体
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
法
人
化
を
機
に
日
糖

協
の
目
的
を
理
解
し
賛
同
す
る
人
す
べ
て
に
入
会
を
認
め
た
こ

と
に
よ
り
、
日
糖
協
は
糖
尿
病
患
者
さ
ん
、
医
師
・
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
一
般
市
民
な
ど
が
参

加
し
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。社
団
法
人
化
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
会
則
に
代
わ
っ
て
定
款
が
定
め
ら
れ
、
目
的
を
は

じ
め
組
織
の
あ
り
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

【
１
９
８
８（
昭
和
63
）年
】

小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
助
成
金
を
申
請

　

小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
に
あ
た
り
、
財
団
法

人
日
本
船
舶
振
興
会
（
通
称
・
日
本
財
団
）
助
成
金
の
申
請
を

開
始
し
ま
し
た
。
以
降
現
在
ま
で
、
日
本
財
団
に
よ
る
小
児
糖

尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
へ
の
助
成
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
１
９
８
９（
平
成
元
）年
】

第
15
回
国
際
糖
尿
病
連
合（
I
D
F
）会
議
準
備
委
員
会
を
開
催

　

１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
の
第
15
回
国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ

Ｆ
）
会
議
と
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
が
神
戸
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
85
年
に

決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
準
備
を
行
う
た
め
、
7
月
13
日
に

第
15
回
国
際
糖
尿
病
連
合
会
議
準
備
委
員
会
の
初
会
合
が
行
わ
れ

ま
し
た
。　ライフスタイルの変化により、日本人の体格が変わったといわれています。2010（平

成 22）年 12 月に厚生労働省が発表した「平成 21年国民健康・栄養調査」から肥満
者（BMI 25 以上）の割合をみると、40歳代の男性が 36.2％と最も高く、続いて 50歳
代の男性が 33.3％、そして 60歳代の男性が 30.2％と、40歳以上の男性で肥満者が 3割
を超えています。女性は年齢が上がると肥満者が増え、60歳代で 24.9％となっていま
す。一方で、男性 67.8％、女性 75.6％の人が体重管理をしようと心がけていますが、メ
タボリックシンドロームの予防や改善のために食事や運動を実践している人は、男性
27.5％、女性 24.2％と 3割に満たないという結果でした。

厚生労働省「平成21年国民健康・栄養調査」より作成

40

35

30

25

20

15

36.2

33.3

30.2

24.9

20.0
19.3

24.3

20.3
19.9

％

1981年 1991年 2001年 2009年

男性40～49歳
男性50～59歳
男性60～69歳

女性40～49歳
女性50～59歳
女性60～69歳

29.6
28.1

25.7

　　  データで読む医療・健康動向②  太っている人の割合

肥満者の割合の推移
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平
田
幸
正
理
事
長
時
代
（
１
９
９
０
年
〜
91
年
）

　

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
に
念
願
の
社
団
法
人
と
な
っ
た
日

本
糖
尿
病
協
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
を
い
か
に
充
実
さ
せ
て
い
く
か
が
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
社
団
法
人
と
し
て
の
日
糖
協
が
定
款
に
定

め
た
目
的
と
事
業
活
動
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
う
え
で
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
推
進
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
も
重
要

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
社
団
法
人
と
し
て
国

際
交
流
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め

の
組
織
づ
く
り
も
喫
緊
の
課
題
で
し
た
。

　

平
田
幸
正
先
生
が
理
事
長
を
務
め
た
90
年
か
ら
91
年
は
、
社

団
法
人
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
日
糖
協
の
組
織
づ

く
り
と
事
業
展
開
の
基
盤
を
固
め
た
時
代
で
す
。

【
１
９
９
０（
平
成
２
）年
】

平
田
幸
正
先
生
が
理
事
長
に
就
任

　

２
月
の
理
事
会
で
橋
本
関
蔵
理
事
長
が
引
退
を
表
明
し
、
平

田
幸
正
先
生
を
理
事
長
に
推
薦
。
５
月
24
日
と
25
日
に
開
か
れ

た
第
30
回
総
会
に
お
い
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
平
田
先
生
が

理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

「
協
会
事
業
推
進
に
関
す
る
委
員
会
」
の
設
置

　

12
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
「
協
会
事
業
推
進
に
関

す
る
委
員
会
」
が
発
足
し
、
委
員
長
に
池
田
義
雄
副
理
事
長
が

就
任
。
１
９
９
１（
平
成
３
）年
１
月
25
日
に
第
１
回
委
員
会
が

東
京
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
の
目
的
は
、
社
団
法
人

と
し
て
の
日
糖
協
が
定
款
に
定
め
た
目
的
と
事
業
活
動
を
円
滑

に
進
め
て
い
く
う
え
で
、ど
の
よ
う
な
事
業
を
推
進
す
べ
き
か
を

審
議
し
、こ
れ
を
理
事
会
に
進
言
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。第

１
回
委
員
会
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、同
委
員
会
を
日
糖
協
活
動

の
全
般
的
な
企
画
・
実
施
を
行
う
委
員
会
と
と
ら
え
、
委
員
会

名
を
「
企
画
委
員
会
」
と
改
称
し
て
い
ま
す
。
翌
91
年
8
月
30

日
に
第
１
回
企
画
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一般社会に向けての事業展開と広報活動へ

平田幸正理事長（在任1990年～91年）

変
革
期
〈
平
田
幸
正
理
事
長
、後
藤
由
夫
理
事
長
〉

社
団
法
人
と
し
て
の
組
織
づ
く
り
と
啓
発
活
動
に
力
を
注
ぐ

日糖協の
半世紀の
足跡



117 第 2章 日本糖尿病協会50年のあゆみ

第
❷
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

【
１
９
９
１（
平
成
３
）年
】

日
糖
協
の
英
文
表
記
を
決
定

　

日
糖
協
の
英
文
表
記
はJapan D

iabetes A
ssociation

（
Ｊ

Ｄ
Ａ
）
が
よ
い
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
平
田
幸
正
理
事

長
の
提
案
でJapan A

ssociation for D
iabetes Care and 

Education

（
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｅ
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
糖

協
の
活
動
内
容
を
よ
り
適
切
に
表
現
し
た
も
の
の
ほ
う
が
よ
い

と
い
う
こ
と
、
ま
た
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
も
多
く
入
会

し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
名
称
で
し
た
。
な
お
、
こ

の
名
称
は
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
にJapan A

ssociation 
for D

iabetes Education and Care 

（
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
と
改

称
さ
れ
る
ま
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
糖
尿
病
協
会
30
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　

12
月
７
日
、
日
本
糖
尿
病
協
会
30
周
年
記
念
式
典
（
東
京
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
由
夫
理
事
長
時
代
（
１
９
９
２
年
〜
99
年
）

　

糖
尿
病
患
者
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
人
た
ち
に
も
糖

尿
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
普
及
し
て
い
く
の
が
日
本
糖

尿
病
協
会
の
責
務
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
糖
尿
病
の
啓
発
・

広
報
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
や
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
を
積
極
的
に
活
用
し
た
り
、
糖
尿
病
に
関
す
る
講
演
会
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
り
、
ビ
デ
オ
や
冊
子
を
発
行
す
る
な

ど
、
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
啓
発
・
広
報
活
動
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
医
学
的
な
解
説
を
主
要
記
事
と
し
て
い
た
機
関
誌
『
さ

か
え
』
を
も
っ
と
患
者
さ
ん
に
読
ま
れ
る
内
容
、
喜
ば
れ
る
内

容
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
内
容
に

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
大
胆
な
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
啓
発
・
広
報
活
動
に
よ
り
、
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
に

４
万
５
３
９
５
人
だ
っ
た
会
員
は
激
増
し
、
95
年
に
は
６
万
人

の
大
台
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

【
１
９
９
２（
平
成
４
）年
】

後
藤
由
夫
先
生
が
理
事
長
に
就
任

　

６
月
12
日
の
臨
時
理
事
会
で
平
田
幸
正
理
事
長
が
引
退
を
表

明
。
出
席
理
事
の
互
選
に
よ
り
後
藤
由
夫
先
生
が
理
事
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
副
理
事
長
に
は
三
村
悟
郎
先
生
、
池
田
義
雄
先

生
、
小
室
寛
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
開
催

　

10
月
11
日
、
第
１
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
東
京
大
会
が
東
京
都

立
夢
の
島
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
糖
協
の
会

員
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
家
族
、
医
療

関
係
者
な
ど
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
な
が
ら
糖
尿
病
の
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
日
糖
協
と

ノ
ボ 

ノ
ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社
の
企
画
・
立
案
に

よ
り
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
以
来
、
毎
年
開
催
地
を
増
や
し
て

い
ま
す
。

後藤由夫理事長（在任1992年～99年）
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【
１
９
９
３（
平
成
５
）年
】

「
糖
尿
病
ク
リ
ニ
ッ
ク 

― 

Ｑ
＆
Ａ 

―
」
開
始

　

７
月
４
日
、
ラ
ジ
オ
番
組
「
ひ
が
の
り
お
の
み
ん
な
の
ラ
ジ

オ
！ 

日
曜
版
」の
な
か
で
、日
糖
協
に
よ
る「
糖
尿
病
ク
リ
ニ
ッ

ク 

― 

Ｑ
＆
Ａ 
―
」
が
始
ま
り
ま
し
た
（
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
・
朝

日
放
送
）。
ま
た
、そ
の
内
容
は
毎
月
曜
日
の
産
経
新
聞（
夕
刊
）

に
連
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
糖
協
の
企
画
委
員
会
が
立
案

し
た
も
の
で
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
冊
子
の
三
つ
を
組
み
合
わ
せ

た
、
い
わ
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
で
糖
尿
病
の
知
識
を
広
く

普
及
し
よ
う
と
い
う
企
画
で
し
た
。
こ
の
「
糖
尿
病
ク
リ
ニ
ッ

ク 

― 

Ｑ
＆
Ａ 

―
」
の
放
送
は
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
６
月

25
日
ま
で
の
約
２
年
間
続
き
、
最
終
的
に
は
そ
の
内
容
を
冊
子

に
ま
と
め
て
日
糖
協
の
全
会
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
健
康
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
ス
タ
ー
ト

　

一
般
の
人
た
ち
へ
の
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
る
た
め
、
株
式

会
社
京
都
第
一
科
学
（
現
・
ア
ー
ク
レ
イ
株
式
会
社
）
の
支
援

を
得
て
、
糖
尿
病
や
健
康
に
つ
い
て
講
演
を
行
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
健

康
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
11
月
13
日
に
福
島

県
白
河
市
で
第
１
回
が
開
催
さ
れ
て
以
降
、
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
に
終
了
す
る
ま
で
毎
年
各
地
で
開
催
し
ま
し
た
。

『
さ
か
え
』
な
ど
を
マ
ス
コ
ミ
に
紹
介

　

日
糖
協
の
活
動
を
広
く
社
会
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
後
藤

由
夫
理
事
長
、
池
田
義
雄
副
理
事
長
、
岩
本
安
彦
先
生
が
12
月

21
日
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
マ
ス
コ
ミ
向
け
に
『
さ
か
え
』
な

ど
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
１
９
９
４（
平
成
６
）

年
１
月
25
日
の
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
制
作
開
始

　

糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
療
養
生
活
に
役
立
つ
知
識
を
映
像
と
し

て
発
信
す
る
た
め
、
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
制
作
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
機
関
誌
と
い
う
文
字
媒
体
だ
け
で
は
な

く
、
よ
り
親
し
み
や
す
い
映
像
と
い
う
手
段
を
使
っ
て
糖
尿
病

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
普
及
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も

の
で
、
制
作
し
た
ビ
デ
オ
は
各
都
道
府
県
支
部
に
配
布
さ
れ
、

各
支
部
は
ビ
デ
オ
を
活
用
し
て
会
員
の
糖
尿
病
に
関
す
る
理
解

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

療
育
指
導
委
員
会
の
設
置

　

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
と
し
た
療
育
指
導
士
（
仮

称
）
の
育
成
な
ら
び
に
認
定
事
業
に
関
し
て
の
検
討
・
討
議
を

行
う
た
め
、
療
育
指
導
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
11
月
18
日

に
は
第
１
回
療
育
指
導
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
長
に
池
田
義

雄
副
理
事
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

糖
尿
病
療
育
指
導
士
認
定
事
業
に
向
け
て
活
動
開
始

　

３
月
に
後
藤
由
夫
理
事
長
名
で
「
日
本
糖
尿
病
協
会
に
よ
る

糖
尿
病
の
医
療
な
ら
び
に
教
育
の
推
進
に
関
す
る
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
」
と
い
う
提
言
を
日
本
糖
尿
病
学
会
、
日
本
糖
尿
病

財
団
、
厚
生
省
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
提
言
の
中
で
、
日
糖

協
は
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
糖
尿
病
医
療
へ
の
積
極
的

参
加
の
重
要
性
と
療
育
指
導
力
向
上
の
必
要
性
を
説
き
、
日
本

糖
尿
病
学
会
に
は
積
極
的
な
協
力
を
、
日
本
糖
尿
病
財
団
に
は

経
済
的
な
援
助
を
求
め
、
厚
生
省
に
対
し
て
は
「
糖
尿
病
療
育

ビデオライブラリーを紹介するチラシ



119 第 2章 日本糖尿病協会50年のあゆみ

第
❷
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

指
導
士
（
仮
称
）」
の
認
定
に
つ
い
て
新
た
な
身
分
制
度
の
確

立
（
知
事
認
定
、
大
臣
認
定
な
ど
）
に
向
け
て
道
が
開
け
る
よ

う
尽
力
を
願
う
と
う
っ
た
え
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
糖
尿
病
療

育
指
導
士
認
定
事
業
の
検
討
は
三
村
悟
郎
先
生
が
中
心
と
な

り
、
頻
繁
に
会
議
を
開
催
し
、
討
議
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

　

名
称
に
つ
い
て
は
、
日
糖
協
が
「
糖
尿
病
療
育
指
導
士
」
と

し
て
提
案
し
、
そ
の
約
1
年
後
に
日
本
糖
尿
病
学
会
が
名
称
を

「
糖
尿
病
療
養
指
導
士
」
と
し
て
厚
生
省
に
提
案
。
両
者
の
話

し
合
い
の
結
果
、
名
称
は
「
糖
尿
病
療
養
指
導
士
」
に
定
ま
り

ま
し
た
。
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
２
月
、
日
糖
協
は
発
足
に

は
加
わ
ら
ず
、
日
本
糖
尿
病
学
会
、
日
本
糖
尿
病
教
育
・
看
護

学
会
、
日
本
病
態
栄
養
学
会
が
母
体
と
な
っ
て
日
本
糖
尿
病
療

養
指
導
士
認
定
機
構
が
発
足
し
ま
し
た
。

【
１
９
９
４（
平
成
６
）年
】

『
さ
か
え
』
月
刊
化
お
よ
び
一
般
販
売
の
開
始

　

会
員
以
外
の
人
を
も
対
象
と
し
た
よ
り
広
い
役
割
を
担
う
雑

誌
へ
の
変
革
を
め
ざ
し
て
、『
さ
か
え
』
を
１
月
号
よ
り
隔
月

刊
か
ら
月
刊
と
し
、書
店
で
の
販
売
も
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
以
降
新
書
判
で
あ
っ
た
『
さ
か
え
』

の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
読
み
や
す
い
Ａ
５
判
に
変
更
す
る
と
と
も

に
、
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
の
会
報
『
つ
ぼ
み
』
の
合
併
も
実

施
し
ま
し
た
。

『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』
の
編
集
開
始

　

糖
尿
病
臨
床
総
合
雑
誌
『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』（
医
歯
薬
出
版

発
行
）
の
編
集
が
糖
尿
病
治
療
研
究
会
（
代
表
幹
事
・
池
田
義

雄
先
生
）
か
ら
日
糖
協
に
移
管
さ
れ
、
以
後
日
糖
協
が
編
集
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
編
集
実
務
は
日
糖
協
の
な
か
に
設

け
ら
れ
た
糖
尿
病
治
療
研
究
会
を
母
体
と
す
る
編
集
委
員
会
が

担
当
し
、
１
・
2
月
号
か
ら
隔
月
刊
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
糖
尿
病
に
負
け
な
い
為
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催

　

９
月
27
日
に
「
糖
尿
病
に
負
け
な
い
為
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
東
京
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
10
月
19
日
の
産
経
新
聞
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

第
15
回
国
際
糖
尿
病
連
合 （
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）

 

会
議
と

Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
を
開
催

　

国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
会
議
と
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
が
11
月

６
日
か
ら
11
日
に
わ
た
り
兵
庫
県
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
、
日
糖

協
は
ポ
ス
タ
ー
展
示
な
ど
を
行
い
、
活
動
を
広
く
紹
介
す
る
こ

と
に
努
め
ま
し
た
。

【
１
９
９
５（
平
成
７
）年
】

糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
が
読
売
新
聞
に
掲
載

　

前
年
の
東
京
に
続
き
、
10
月
13
日
に
は
富
山
市
で
、
翌
14
日

に
は
神
奈
川
県
横
浜
市
で
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
、そ
の
内
容
は
11
月
６
日
の
読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

糖
尿
病
療
養
グ
ッ
ズ
の
発
行

　

糖
尿
病
療
養
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
血
糖
自
己
測
定
を
し
て
い
る

患
者
さ
ん
が
測
定
結
果
を
記
録
す
る
た
め
の
「
自
己
管
理
（
血

糖
自
己
測
定
）
ノ
ー
ト
」「
自
己
管
理
記
録
表
」、
低
血
糖
や
交

兵庫県神戸市で開催された第15回国際糖尿
病会議の記念切手と初日印。 切手にはわが
国最初の糖尿病患者とされている藤原道長
とヒトインスリン結晶が描かれている
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通
事
故
な
ど
の
緊
急
時
に
周
囲
の
人
や
医
療
関
係
者
に
糖
尿
病

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
、 

適
切
な
処
置
を
促
す
「
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

（
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
）」
を
発
行
し
ま
し
た
。

【
１
９
９
６（
平
成
８
）年
】

日
糖
協
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定

　

５
月
15
日
、 

日
糖
協
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
し
ま
し
た
。
デ

ザ
イ
ン
は
野
中
耕
一
氏
に
よ
る
も
の
で
す
。

日
本
糖
尿
病
協
会
賞
の
制
定

　

国
民
の
糖
尿
病
予
防
や
健
康
増
進
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
顕

彰
す
る
こ
と
で
、
糖
尿
病
に
対
す
る
人
々
の
理
解
を
い
っ
そ

う
深
め
る
と
と
も
に
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
暮

ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
契
機
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
、
５
月
16
日
、 

日
本
糖
尿
病
協
会
賞
を
制
定
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
か
ら
は
日
本
糖
尿
病
協
会
賞
を
サ
ノ

フ
ィ･

ア
ベ
ン
テ
ィ
ス
株
式
会
社
が
後
援
す
る
こ
と
と
な
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
同
賞
の
名
称
を
日
本
糖
尿
病
協
会「
サ
ノ
フ
ィ･

ア
ベ
ン
テ
ィ
ス
賞
」
と
改
め
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

日
本
糖
尿
病
協
会
「
糖
尿
病
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
開
設

　

株
式
会
社
創
新
社
に
制
作
を
依
頼
し
、
日
本
糖
尿
病
協
会
「
糖

尿
病
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
６
月
２
日
に
開
設
し
ま
し
た
。
日
糖
協

が
協
力
と
い
う
か
た
ち
で
制
作
し
ま
し
た
が
、
２
０
０
０
（
平
成

12
）年
に
は
日
糖
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
た
に
開
設
し
ま
し
た
。

「
糖
尿
の
日
」
の
制
定

　

10
月
２
日
を
「
糖
尿
の
日
」
と
し
、
全
国
糖
尿
病
週
間
に
向

け
て
報
道
関
係
者
に
東
京
都
・
日
比
谷
で
糖
尿
病
の
現
状
な
ど

を
説
明
し
ま
し
た
。そ
の
内
容
は
共
同
通
信
に
よ
って
配
信
さ
れ
、

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
全
国
の
地
方
紙
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

【
１
９
９
８（
平
成
10
）年
】

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

日
糖
協
の
企
画
委
員
会
に
よ
っ
て
立
案
さ
れ
た
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
向
け
の
「
日
糖
協
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
２
月
14
日
に
北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
50
回
保
健
文
化
賞
を
受
賞

　

日
糖
協
が
第
50
回
保
健
文
化
賞
を
受
賞
し
、
10
月
１
日
に
東

京
で
授
賞
式
、
10
月
15
日
に
は
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
文
化
賞
と
は
、第
一
生
命
保
険
相
互
会
社
が
１
９
５
０（
昭

和
25
）
年
に
制
定
し
た
賞
で
す
。
戦
後
、
保
健
衛
生
の
思
想
・

施
設
が
悪
化
し
て
い
る
な
か
、
日
本
の
保
健
衛
生
の
向
上
に
取

り
組
む
人
々
に
感
謝
の
意
を
捧
げ
る
意
味
で
創
設
さ
れ
、
厚
生

省
な
ど
の
後
援
を
得
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

各
賞
の
制
定

　

１
９
９
６
（
平
成
8
）
年
に
制
定
さ
れ
た
日
本
糖
尿
病
協
会

賞
（
現
・
日
本
糖
尿
病
協
会
「
サ
ノ
フ
ィ･

ア
ベ
ン
テ
ィ
ス
賞
」）

に
続
き
、
ガ
リ
ク
ソ
ン
賞
と
小
児
糖
尿
病
福
祉
功
労
賞
を
制
定

し
ま
し
た
。
ガ
リ
ク
ソ
ン
賞
は
小
児
期
発
症
の
１
型
糖
尿
病
患

者
さ
ん
で
、
一
般
社
会
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
科
学
、
芸
術
な

日糖協のロゴマーク
（1996年５月15日に決定）

第50回保健文化賞受賞祝賀会で挨拶をする後藤由夫
理事長。  左下は副賞の花瓶 （1998年10月１5日）
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
会
の
発
足

　

企
画
委
員
会
小
委
員
会
と
し
て
12
月
19
日
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
委
員
会
が
発
足
し
、
日
糖
協
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作

へ
向
け
た
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

ど
で
活
躍
す
る
人
や
、
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
の
貢
献
の
著
し
い
人
に
贈
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
小
児

糖
尿
病
福
祉
功
労
賞
は
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
運
営
や
小
児
糖
尿

病
の
医
療
な
ど
に
原
則
と
し
て
10
年
以
上
貢
献
し
た
人
に
贈
ら

れ
ま
す
。

【
１
９
９
９（
平
成
11
）年
】

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

　

５
月
、
８
月
、
10
月
に
協
会
へ
の
入
会
を
呼
び
か
け
る
３
種

類
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
ピ
ン
ク
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
「
友
の
会
」
の
つ
く
り
方
、ブ
ル
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
は
入
会
の
お
す
す
め
、
グ
リ
ー
ン
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は

日
糖
協
の
概
要
を
掲
載
し
ま
し
た
。

糖
尿
病
療
養
グ
ッ
ズ
の
発
行

　

糖
尿
病
療
養
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
血
糖
値
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

A1c
、
血
圧
、
体
重
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
、
中
性
脂
肪
と
い
っ

た
検
査
値
、
治
療
内
容
、
合
併
症
の
検
査
所
見
な
ど
が
記
録
で

き
る
「
糖
尿
病
健
康
手
帳
」
を
９
月
に
発
行
し
ま
し
た
。

予
防
講
演
会
を
開
催

　

発
症
予
防
の
１
次
予
防
、
合
併
症
予
防
の
２
次
・
３
次
予
防

を
含
め
て
予
防
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
予
防
講
演

会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
第
１
回
予
防
講
演
会
は
宮
城
県

支
部
（
11
月
11
日
）
を
皮
切
り
に
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年

に
兵
庫
県
支
部
（
２
月
22
日
）、
神
奈
川
県
支
部
（
２
月
26
日
）

の
３
カ
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　厚生労働省は、患者の傷病状況の実態を明らかにすることなどを目的として、
全国の病院や診療所、歯科診療所の約１万 4000 施設を対象に患者調査を 3年ご
とに行っています。2009（平成 21）年 12月に公表した患者調査によると、継続
的に医療を受けている 08年の総患者数は、糖尿病が約 237 万人、悪性腫瘍（が
ん）が約 152万人、脳血管疾患が約 134万人、心疾患が約 154万人となっていま
す。糖尿病の総患者数を前回調査（05年）と比較すると約 10万人減少しており、
言い換えると、受診した糖尿病患者さんが減少したということになります。

厚生労働省 「患者調査」より作成
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脳血管疾患
心疾患

　　 データで読む医療・健康動向③  おもな病気の患者数

総患者数の推移
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近
藤
正
理
事
長
時
代
（
２
０
０
０
年
〜
03
年
）

　

事
業
の
自
己
運
営
化
に
よ
る
財
政
面
の
安
定
、
定
款
の
改
正
、

協
会
活
動
の
透
明
化
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
た
時
代
で
す
。

こ
れ
ま
で
業
者
に
委
託
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
に
つ
い

て
は
、
各
支
部
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
、
そ
の
経
費
は
日
本

糖
尿
病
協
会
本
部
が
支
出
す
る
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。
同
様
に
、

業
者
に
製
作
・
販
売
を
委
託
し
て
い
た
「
糖
尿
病
手
帳
」
な
ど

の
療
養
グ
ッ
ズ
を
日
糖
協
が
直
接
販
売
す
る
よ
う
変
革
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
日
糖
協
の
財
政
の
安
定
化
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
社
団
法
人
化
し
た
当
初
の
ま
ま
だ
っ
た

定
款
の
改
正
を
実
施
し
、
組
織
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
日
糖
協
の
活
動
が
会
員
に
分
か
り
に
く
い
と
い
う
点
を
解

消
す
る
た
め
、
経
理
な
ど
を
含
め
て
活
動
を
す
べ
て
オ
ー
プ
ン

に
す
る
取
り
組
み
も
行
い
ま
し
た
。

【
２
０
０
０（
平
成
12
）年
】

近
藤
正
氏
が
理
事
長
に
就
任

　

５
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第
40
回
総
会
に
お
い
て
後
藤
由
夫

理
事
長
が
退
任
し
、
理
事
長
選
挙
に
よ
っ
て
近
藤
正
氏
が
理
事

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

日
本
糖
尿
病
協
会
功
労
賞
を
制
定

　

日
糖
協
の
事
業
の
推
進
や
地
域
組
織
の
強
化
、
連
携
の
円
滑

化
、
会
員
増
強
な
ど
に
顕
著
な
貢
献
を
し
た
人
を
顕
彰
す
る
日

本
糖
尿
病
協
会
功
労
賞
を
制
定
し
、
５
月
に
初
の
授
賞
式
を
開

催
し
ま
し
た
。

日
糖
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　

日
糖
協
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
か

ら
、
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
に
企
画
委
員
会
傘
下
の
小
委
員

会
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
検
討
が
重

ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に

独
自
の
ド
メ
イ
ン
を
取
得
し
て
自
前
の
サ
ー
バ
ー
を
立
ち
上

げ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
完
成
し
ま
し
た
。

財政の安定と協会活動の透明化を図る

近藤正理事長（在任2000年～03年）

成
熟
期
〈
近
藤
正
理
事
長
〉

組
織
の
改
正
と
直
接
運
営
への
変
革
で
財
政
立
て
直
しへ

日糖協の
半世紀の
足跡
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
機
構
が
発
足

　

糖
尿
病
療
養
指
導
士
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）
と
は
、
糖
尿
病
治
療
に
携

わ
っ
て
い
る
看
護
師
や
管
理
栄
養
士
、
臨
床
検
査
技
師
、
薬
剤

師
な
ど
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
な
か
で
、
糖
尿
病
の
療

養
指
導
に
関
し
て
幅
広
い
専
門
知
識
を
も
つ
と
認
め
ら
れ
た
人

た
ち
の
こ
と
で
す
。
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
糖
尿
病
治
療

へ
の
積
極
的
な
参
加
と
療
養
指
導
力
向
上
の
必
要
性
は
、
日
糖

協
が
主
張
し
続
け
て
い
た
こ
と
で
し
た
。
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
、
日
本
糖
尿
病
学
会
、
日
本
病
態
栄
養
学
会
、
日
本
糖

尿
病
教
育
・
看
護
学
会
の
３
学
会
に
よ
っ
て
日
本
糖
尿
病
療
養

指
導
士
認
定
機
構
が
設
立
さ
れ
、
翌
01
年
３
月
に
全
国
７
地
区

の
８
会
場
で
日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
）
の
初
の

認
定
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
２
０
０
２（
平
成
14
）年
】

１
型
糖
尿
病
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

２
月
９
日
と
10
日
、
１
型
糖
尿
病
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
、

糖
尿
病
医
療
関
係
者
を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
京
都
で
開

催
し
ま
し
た
。
１
日
目
は
「
１
型
糖
尿
病
の
か
か
え
る
種
々
の

問
題
点
」、
２
日
目
は
「
１
型
糖
尿
病
の
治
療
と
進
歩
」
を
テ

ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
12
月
に
ミ

ス
・
ア
メ
リ
カ
の
ニ
コ
ー
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
さ
ん
が
来
日
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
ニ
コ
ー
ル
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
自
身
が
糖
尿
病
を
発
症
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
ア
メ
リ
カ
の
糖
尿
病
患
者
を
取
り
巻
く
環
境
を
改
善
し

た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
ミ
ス
・
ア
メ
リ
カ
を
め
ざ
し
ま

す
。
そ
し
て
、
98
年
に
ミ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
、

ミ
ス
・
ア
メ
リ
カ
と
し
て
の
１
年
間
、
糖
尿
病
に
対
す
る
社
会

の
理
解
を
高
め
る
た
め
に
精
力
的
に
活
動
し
ま
し
た
。
彼
女
の

来
日
を
き
っ
か
け
に
１
型
糖
尿
病
に
対
す
る
啓
発
活
動
の
機
運

が
高
ま
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

定
款
の
改
定
を
実
施

　

１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
に
社
団
法
人
化
し
た
際
に
定
め
ら

れ
た
ま
ま
だ
っ
た
定
款
の
改
定
に
着
手
し
、
日
糖
協
の
組
織
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
７
月
４
日
に
「
総
会
は
代
議
員
を

も
っ
て
構
成
す
る
」
と
改
正
し
、代
議
員
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

第
１
回
全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催

　

11
月
２
日
か
ら
４
日
に
わ
た
っ
て
、
第
１
回
全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ

Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
大
分
県
・
湯
布
院
で
開
催
し
ま
し
た
。

ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
そ
れ
ま
で
の
小
児
糖
尿
病

全
国
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
と
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
位
置

づ
け
や
役
割
を
見
直
す
目
的
で
、
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
統
合
し

た
実
験
的
な
取
り
組
み
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。以
来
、

毎
年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
糖
尿
病
専
門
医
や

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
糖
尿
病
に
関
す
る
講
演
や
そ
の
時
々

の
テ
ー
マ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
は
、
糖
尿
病
が
な
い
人
と
同
じ
よ
う
に
社
会
で
活
躍
し

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
と
い
っ
た
社
会
的
な
問
題
か
ら
結

婚
や
出
産
な
ど
の
個
人
的
な
問
題
ま
で
、
幅
広
い
テ
ー
マ
を
掲
げ

て
行
わ
れ
、
ヤ
ン
グ
糖
尿
病
患
者
さ
ん
ど
う
し
が
忌
憚
（
き
た
ん
）

の
な
い
意
見
を
交
換
で
き
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日糖協の定款の改定を伝える
『さかえ』 通巻300号 （2000年9月号）
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【
２
０
０
３（
平
成
15
）年
】

日
本
糖
尿
病
財
団
と
の
共
催
に
よ
る

糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト

　

糖
尿
病
に
関
す
る
予
防
お
よ
び
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

日
本
糖
尿
病
財
団
と
の
共
催
で
誰
で
も
無
料
で
参
加
で
き
る
糖

尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
10
月
４
日

に
東
日
本
地
区
と
し
て
長
野
で
「
糖
尿
病
と
仲
良
く
な
ら
な
い

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
11
月
９
日
に
西
日
本
地
区
と
し
て
福

岡
で
「
糖
尿
病
の
予
防
、
合
併
症
の
予
防
の
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。
以
降
、
東
日
本
と
西

日
本
の
両
地
区
で
毎
年
糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し

て
お
り
、
東
日
本
と
西
日
本
で
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
糖
協
糖
尿
病
療
養
指
導
研
修
会
が
ス
タ
ー
ト

　

糖
尿
病
療
養
指
導
に
携
わ
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
を
対

象
に
、
日
糖
協
療
養
指
導
研
修
会
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
従

来
、
糖
尿
病
療
養
指
導
者
の
た
め
の
研
修
会
は
大
都
市
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
地
方
の
糖
尿
病
療
養
指
導
者
は
宿
泊
が

必
要
と
な
る
た
め
参
加
が
困
難
で
し
た
。
そ
こ
で
、
日
糖
協
で

は
糖
尿
病
療
養
指
導
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
全
国
の
地
方
都

市
や
町
で
開
催
す
る
日
糖
協
糖
尿
病
療
養
指
導
研
修
会
を
ス
タ

ー
ト
し
た
の
で
す
。こ
の
日
糖
協
糖
尿
病
療
養
指
導
研
修
会
は
、

各
都
道
府
県
支
部
が
主
管
と
な
っ
て
企
画
・
実
施
す
る
も
の
で
、

日
本
糖
尿
病
療
養
指
導
士
認
定
機
構
の
「
認
定
単
位
更
新
の
た

め
の
研
修
会
」
と
し
て
申
請
で
き
ま
す
。
翌
２
０
０
４
（
平
成

16
）
年
４
月
３
日
ま
で
に
全
国
７
カ
所
（
北
海
道
北
見
市
、
北

海
道
釧
路
市
、
北
海
道
旭
川
市
、
北
海
道
函
館
市
、
静
岡
市
、

秋
田
市
、
三
重
県
津
市
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　医療費の増大が社会問題となっています。2010（平成 22）年 11月に厚生労働省が
公表した「平成 20年度国民医療費の概況」によると、一般診療医療費総額は 25兆
9595億円で、前年度より 3177億円増加しています。一般診療医療費の病気別では、
高血圧疾患、虚血性心疾患、脳血管疾患などの「循環器系の疾患」が5兆 2980億円
で約 20％と最も高く、次いでがんを含む「新生物」が 3兆 3121億円で約 13％とな
っています。「内分泌、栄養及び代謝疾患」は約７％の 1兆 9097億円で、そのうち
糖尿病にかかる医療費は 1兆 1893億円で、前年度の 1兆 1471 億円より 422億円増
加しています。

厚生労働省 「平成20年度国民医療費の概況」より作成

新生物
13％

内分泌、栄養及び
代謝疾患
7％

循環器系の疾患
20％

呼吸器系の疾患
8％

一般診療費総額
25兆9595億円

その他
38％

筋骨格系及び
結合組織の疾患

7％

腎尿路生殖器系
の疾患
7％

　　 データで読む医療・健康動向④  おもな病気の治療にかかる医療費

おもな病気の医療費



125 第 2章 日本糖尿病協会50年のあゆみ

第
❷
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

清
野
裕
理
事
長
時
代
（
２
０
０
４
年
〜　

）

　

清
野
裕
先
生
が
理
事
長
に
就
任
し
た
２
０
０
４
（
平
成
16
）

年
以
降
、
日
本
糖
尿
病
協
会
の
理
念
と
目
的
を
果
た
す
た
め
に

は
組
織
と
し
て
の
強
固
な
基
盤
が
必
要
と
考
え
、
会
員
の
増
加

と
組
織
の
活
性
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
糖
尿
病
患
者

さ
ん
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
一
体
と
な
っ
た
糖
尿
病
対
策
を
世
界

も
視
野
に
入
れ
て
展
開
す
る
こ
と
、
医
療
に
対
し
て
積
極
的
に

発
言
で
き
る
団
体
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

【
２
０
０
４（
平
成
16
）年
】

清
野
裕
先
生
が
理
事
長
に
就
任

　

５
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
第
44
回
総
会
で
近
藤
正
理
事
長
が

退
任
し
、
理
事
長
選
挙
に
よ
り
清
野
裕
先
生
が
理
事
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
糖
尿
病
ク
リ
ニ
ッ
ク
設
立
事
業
）
協
力
開
始

　

モ
ン
ゴ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
糖
尿
病
ク

リ
ニ
ッ
ク
設
立
事
業
）
は
、
ノ
ボ 

ノ
ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ
ー
マ

株
式
会
社
の
社
員
が
発
案
し
た
も
の
で
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る

糖
尿
病
、
特
に
そ
の
治
療
へ
の
理
解
と
ア
ク
セ
ス
の
向
上
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
３
月
に
世
界
糖

尿
病
財
団
（
Ｗ
Ｄ
Ｆ
）
の
正
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
認
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
日
糖
協
も
こ
の
活
動
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
８

月
以
降
、『
さ
か
え
』
誌
上
で
協
力
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

全
国
糖
尿
病
週
間
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
募
金
活
動
を
行
っ
た
結

果
、
36
万
２
３
４
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
募
金
は

Ｗ
Ｄ
Ｆ
へ
寄
付
し
、
現
地
で
の
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
設
立
や
モ
ン

ゴ
ル
国
内
の
医
療
従
事
者
の
育
成
、
患
者
教
育
に
役
立
て
ら
れ

ま
し
た
。

日
糖
協
個
人
会
員
「
本
部
会
員
制
度
」
ス
タ
ー
ト

　

日
糖
協
へ
の
入
会
手
続
き
を
簡
素
化
し
、
友
の
会
で
は
な
く

本
部
に
所
属
す
る
こ
と
で
会
員
と
な
れ
る
本
部
会
員
制
度
を
11

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
居
住
す
る
地
域

公益法人としてその理念を実践するために行動する

清野裕理事長 （在任2004年～  ）

飛
躍
期
〈
清
野
裕
理
事
長
〉

組
織
を
活
性
化
し
、
世
界
を
視
野
に
活
動
を
広
げ
る

日糖協の
半世紀の
足跡
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に
友
の
会
が
な
く
、
日
糖
協
の
会
員
に
な
り
た
い
と
い
う
希
望

を
も
っ
て
い
て
も
会
員
に
な
れ
な
い
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
な
く

す
た
め
に
設
け
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
約

半
数
が
加
入
し
、
組
織
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
糖
尿
病

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
欧
州
の
糖
尿
病
協
会
の
よ
う
に
、
日

糖
協
も
会
員
の
増
加
と
組
織
の
活
性
化
が
必
要
で
あ
る
と
の
考

え
か
ら
設
け
た
制
度
で
も
あ
り
ま
す
。

【
２
０
０
５（
平
成
17
）年
】

糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
設
立

　

２
月
９
日
、
日
本
医
師
会
、
日
本
糖
尿
病
学
会
、
日
糖
協
の

三
者
に
よ
っ
て
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
都
道
府
県
、
都
市
の
レ
ベ
ル
で
糖
尿
病
の
予
防
と
管
理

を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
す
る
画
期
的
な
試
み
で
、
初
年
度
に
は
啓

発
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
医
師
向
け
の

「
糖
尿
病
治
療
の
エ
ッ
セ
ン
ス
」
を
制
作
し
、
各
方
面
に
配
布

し
た
ほ
か
、
９
月
19
日
に
は
「
21
世
紀
日
本
人
の
健
康
を
考
え

る
『
減
ら
そ
う
！ 

増
え
続
け
る
糖
尿
病
』」
を
テ
ー
マ
に
市
民

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

企
業
委
員
会
の
設
立

　

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
民
間
活
力
の
導
入
を
め
ざ
し
て
企
業
部
会
が
ス

タ
ー
ト
し
、
後
に
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
０
（
平
成

22
）
年
10
月
現
在
、企
業
委
員
会
に
は
33
社
が
参
加
し
て
お
り
、

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
株
式
会
社
と
ノ
ボ 

ノ
ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ
ー

マ
株
式
会
社
が
代
表
幹
事
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
に

は
、
糖
尿
病
予
防
の
啓
発
活
動
に
関
し
て
、
企
業
の
発
想
を
活

か
し
た
企
画
を
立
案
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
特
定
公
益
増
進
法
人
」
格
の
取
得

　

６
月
24
日
、
日
糖
協
は
「
科
学
技
術
に
関
す
る
知
識
及
び
思

想
の
総
合
的
な
普
及
啓
発
を
主
た
る
目
的
と
す
る
法
人
」
の
区

分
で
特
定
公
益
増
進
法
人
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
公

益
の
増
進
に
著
し
く
寄
与
す
る
団
体
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意

味
し
、
こ
の
認
定
に
よ
っ
て
日
糖
協
の
目
的
に
沿
っ
た
業
務
へ

の
寄
付
金
に
対
し
て
は
寄
付
金
控
除
な
ど
の
税
制
上
の
優
遇
措

置
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

『
さ
か
え
』
大
幅
改
訂

　
『
さ
か
え
』
の
誌
面
刷
新
を
図
る
た
め
、
12
月
刊
行
の

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
１
月
号
か
ら
出
版
社
を
時
事
通
信
出

版
局
に
変
え
、
サ
イ
ズ
も
Ａ
４
判
変
型
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

【
２
０
０
６（
平
成
18
）年
】

「
小
児
糖
尿
病
基
金
」
創
設

　

４
月
１
日
、
小
児
糖
尿
病
に
関
す
る
幅
広
い
支
援
活
動
を
展

開
す
る
た
め
に
「
小
児
糖
尿
病
基
金
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ

の
目
的
は
、
①
糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
家
族
へ
の
療
養
指
導
、
②

小
児
糖
尿
病
に
対
す
る
一
般
の
理
解
の
た
め
の
普
及
、
啓
発
活

動
、
③
患
者
さ
ん
が
自
立
す
る
た
め
の
治
療
に
対
す
る
幅
広
い

研
究
助
成
な
ど
の
支
援
で
す
。
こ
の
基
金
の
原
資
と
な
っ
た
の

は
、
篤
志
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
で
す
。
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

療
養
指
導
部
会
を
設
立

　

糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
普
及
・
啓
発
し
糖
尿
病
の

発
症
予
防
や
患
者
さ
ん
へ
の
療
養
指
導
な
ど
、
糖
尿
病
対
策
を

推
進
す
る
実
働
部
隊
と
し
て
療
養
指
導
部
会
を
４
月
に
発
足
。

５
月
27
日
に
は
設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
登
録
医
・
療
養
指
導
医
制
度
」
ス
タ
ー
ト

　

糖
尿
病
診
療
の
一
定
の
質
を
確
保
す
る
た
め
、
従
来
の
「
友

の
会
指
導
医
制
度
」
を
６
月
よ
り
「
登
録
医
・
療
養
指
導
医
制

度
」
に
改
め
ま
し
た
。
多
く
の
登
録
医
・
療
養
指
導
医
が
誕
生

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
質
の
高

い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
誕
生

　

日
糖
協
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
知
恵
の
神
様
ふ
く
ろ
う
を
イ
ラ
ス
ト

化
し
た
も
の
で
、「
糖
尿
病
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
世
の
中

に
広
め
た
い
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
日
糖
協
が
作
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
グ

ッ
ズ
に
描
か
れ
る
と
と
も
に
、
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
れ
ば
支

部
や
友
の
会
の
活
動
に
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

グ
リ
コ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（H

bA1c

）
認
知
向
上
運
動
を
始
め
る

　

糖
尿
病
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
大
切
な
指
標
で
あ
る
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
A1c
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
と
同
時

に
、
糖
尿
病
の
予
防
と
治
療
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
普
及

す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
グ
リ
コ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（H

bA
1c

）

認
知
向
上
運
動
〜
糖
尿
病
の
予
防
と
治
療
を
目
指
し
て
〜
」
を

東
京
・
日
比
谷
公
園
で
６
月
４
日
、
開
催
し
ま
し
た
。
以
降
、

東
京
や
静
岡
、
宮
崎
、
大
阪
な
ど
の
主
要
都
市
で
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
09
年
か
ら
は
名
称
を
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ
ー
・

ワ
ン
・
シ
ー（H

bA
1c

）認
知
向
上
運
動
」と
変
更
し
て
い
ま
す
。

国
際
糖
尿
病
連
合
・
西
太
平
洋
地
区
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ

－

Ｗ
Ｐ
Ｒ
）

役
員
に
選
出

　

６
月
29
日
か
ら
７
月
１
日
に
国
際
糖
尿
病
連
合
・
西
太
平
洋

地
区
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ

－

Ｗ
Ｐ
Ｒ
）
の
理
事
会
・
評
議
会
が
東
京
で
開

催
さ
れ
、
次
期
会
長
候
補
者
に
清
野
裕
理
事
長
が
、
常
任
理
事

に
田
嶼
尚
子
先
生
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。国
際
糖
尿
病
連
合（
Ｉ

Ｄ
Ｆ
）
の
副
会
長
に
は
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
か
ら
09
年
ま

で
堀
田
饒
理
事
が
就
任
し
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
国
際
的
な

支
援
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
国
際
糖
尿
病
基
金
」
創
設

　

６
月
の
国
際
糖
尿
病
連
合
・
西
太
平
洋
地
区
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ

－

Ｗ

Ｐ
Ｒ
）
の
会
議
で
、
清
野
裕
理
事
長
が
次
期
会
長
候
補
者
に
選

出
さ
れ
、
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
か
ら
３
年
間
は
次
期
会
長

候
補
と
し
て
、
そ
の
後
の
３
年
間
は
会
長
と
し
て
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
区
の
糖
尿
病
対
策
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
い
ま
ま
で
以
上
に
海
外
に
お
け
る
糖
尿
病
対

策
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
06
年
９
月
１
日
に
「
国
際
糖
尿
病

基
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
基
金
で
は
、
す
で
に
決
定
し
て
い

た
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
対
す
る
糖
尿
病
対
策
支
援
な
ど
、
特
に
ア
ジ

ア
で
の
糖
尿
病
対
策
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第1回グリコヘモグロビン（HbA1c）認知向上運動
（東京都千代田区 日比谷公園・2006年6月4日）
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日
糖
協
本
部
事
務
局
の
移
転

　

12
月
１
日
、
東
京
都
港
区
浜
松
町
か
ら
千
代
田
区
麹
町
に
本

部
事
務
局
を
移
転
し
ま
し
た
。
事
務
局
内
に
は
会
議
室
が
設
け

ら
れ
、
通
常
の
会
議
は
事
務
局
内
で
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

【
２
０
０
７（
平
成
19
）年
】

毎
日
新
聞
社
と
の
共
催
で
糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

　

毎
日
新
聞
社
と
の
共
催
で
糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
ま
し
た
。
４
月
１
日
か
ら
毎
日
新
聞
で
連
載
「
な
く
そ

う
減
ら
そ
う
糖
尿
病
」
の
連
載
が
始
ま
っ
た
ほ
か
（
08
年
３
月

31
日
ま
で
）、
毎
日
新
聞
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
糖
尿
病
に
つ

い
て
の
特
集
ペ
ー
ジ
を
設
け
、「
な
く
そ
う
減
ら
そ
う
糖
尿
病
」

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
４
月
８
日
に
は
東
京
で
、
５
月
13

日
に
は
大
阪
で
開
催
し
ま
し
た
。

「
歯
科
医
師
登
録
医
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト

　

口
腔
ケ
ア
と
糖
尿
病
治
療
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
に

注
目
し
、
相
互
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
歯
科
医
師

登
録
医
制
度
」
を
４
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
登
録
は
９
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
登
録
医
は
日
糖
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

療
養
指
導
部
会
の
名
称
を
変
更

　

療
養
指
導
部
会
の
名
称
を
「
医
療
ス
タ
ッ
フ
部
会
」
に
変
更

し
ま
し
た
。「
指
導
」
と
い
う
言
葉
が
「
患
者
さ
ん
と
医
療
ス

タ
ッ
フ
は
対
等
で
あ
る
」
と
い
う
日
糖
協
の
基
本
姿
勢
と
一
致

し
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
、
理
事
会
で
の
議
論
を
経
て

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

　

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
末
に
国
際
連
合
（
国
連
）
が
糖
尿

病
の
脅
威
に
関
す
る
決
議
を
採
択
し
た
の
に
伴
い
、
毎
年
11
月

14
日
を
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
と
定
め
た
こ
と
を
受
け
、
07
年

11
月
14
日
に
は
国
連
お
よ
び
主
要
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
糖
尿
病
啓

発
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
も
日
糖
協
と
日
本

糖
尿
病
学
会
が
中
心
と
な
っ
て
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
実
行
委
員

会
」
を
組
織
し
、
日
本
各
地
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
世
界
糖
尿
病

デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す

る
「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施
す
る
な
ど
、

糖
尿
病
に
つ
い
て
の
知
識
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
し
た
。以
来
、

毎
年
11
月
14
日
の
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
糖

尿
病
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
06
年
ま
で

11
月
の
第
2
週
に
開
催
し
て
い
た
全
国
糖
尿
病
週
間
は
、
世
界

糖
尿
病
デ
ー
が
11
月
14
日
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
07
年

以
降
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
の
11
月
14
日
を
含
む
週
」
に
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ａ
Ｗ
Ｎ 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
・

鈴
木
万
平
糖
尿
病
学
国
際
交
流
財
団
調
査
研
究
が
ス
タ
ー
ト

　

鈴
木
万
平
糖
尿
病
学
国
際
交
流
財
団
か
ら
助
成
を
受
け
て
実

施
し
て
い
た
小
児
糖
尿
病
に
関
す
る
調
査
と
、
国
際
共
同
研
究

で
あ
る
Ｄ
Ａ
Ｗ
Ｎ 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
ス
タ
デ
ィ
（
企
画
・
ノ
ボ 

ノ

ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社
）
の
趣
旨
が
似
て
い
る
こ

第1回世界糖尿病デーに行われた
東京タワーのブルーライトアップ

（2007年11月14日）
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

と
か
ら
、「
Ｄ
Ａ
Ｗ
Ｎ 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
・
鈴
木
万
平
糖
尿
病
学
国

際
交
流
財
団
調
査
研
究
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
２
０
０
７
（
平

成
19
）
年
の
調
査
対
象
は
18
歳
か
ら
25
歳
ま
で
の
患
者
さ
ん
と

18
歳
未
満
の
患
者
さ
ん
の
保
護
者
で
、
調
査
内
容
は
学
校
や
社

会
生
活
、
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
か
ら
１
型
糖
尿

病
者
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
を
分
析
し
、
日
常
的
課
題
を
探
る

こ
と
で
し
た
。
調
査
結
果
の
一
部
は
08
年
５
月
23
日
に
東
京
で

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
２
０
０
８（
平
成
20
）年
】

１
型
糖
尿
病
患
者
さ
ん
用
の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
作
成

　

小
児
糖
尿
病
基
金
を
利
用
し
て
１
型
糖
尿
病
患
者
さ
ん
用
の

「
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
」
を
４
月
に
作
成
し
ま
し
た
。
カ
ー
ド
に
は
「
１

型
糖
尿
病
の
た
め
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
が
生
命
維
持
に
必
須
で

す
。
広
域
災
害
な
ど
非
常
時
に
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
供
給
に
際
し

ご
配
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
願
い
ま
す
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
カ
ー
ド
は
日
糖
協
の
会
員
特
典
と
し
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
重
症
化
予
防
（
フ
ッ
ト
ケ
ア
）
研
修
会
を
開
始

　

４
月
か
ら
糖
尿
病
合
併
症
管
理
料
と
し
て
、
糖
尿
病
重
症
化

予
防
の
た
め
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
に
つ
い
て
診
療
報
酬
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
日
糖
協
で
は
フ
ッ
ト
ケ
ア
を
実
施
す

る
医
療
ス
タ
ッ
フ
育
成
の
た
め
に
、
日
本
糖
尿
病
教
育
・
看
護

学
会
と
の
共
催
で
「
糖
尿
病
重
症
化
予
防
（
フ
ッ
ト
ケ
ア
）
研

修
会
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
の
目
的
は
、
糖

尿
病
を
看
護
す
る
う
え
で
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
意
味
を
正
し
く

理
解
す
る
と
と
も
に
、
技
術
を
学
び
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の

Q
O
L
（
生
活
の
質
）
の
向
上
に
向
け
て
具
体
的
な
働
き
か
け

の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ａ
Ｗ
Ｎ 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
ブ
ダ
ペ
ス
ト
サ
ブ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

優
秀
企
画
１
位
に

　

Ｄ
Ａ
Ｗ
Ｎ 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
の
事
業
と
し
て
、
各
国
の
１
型
・

２
型
の
若
い
糖
尿
病
患
者
さ
ん
が
自
分
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
可
能

か
、
そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
審
査
す
る
「
ブ
ダ
ペ
ス

ト
サ
ブ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
日
糖
協
で

は
全
国
か
ら
20
歳
代
、
30
歳
代
の
患
者
さ
ん
６
人
を
選
出

し
、
チ
ー
ム
に
よ
る
企
画
書
づ
く
り
を
開
始
し
ま
し
た
。
提

案
し
た
企
画
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
開

催
」「
日
糖
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
若
者
向
け
サ
イ
ト
の
構

築
」「
小
児
２
型
糖
尿
病
の
子
ど
も
の
た
め
の
ミ
ニ
キ
ャ
ン

プ
の
開
催
」「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
向
け
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
」
の
四
つ
。
10
月
10
日
、
こ
の
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
サ
ブ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
優
秀
企
画
１
位
に
選

出
さ
れ
、
11
月
４
日
か
ら
６
日
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
開
催
さ
れ

た
Ｄ
Ａ
Ｗ
Ｎ 
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
サ
ミ
ッ
ト
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
に
単
独
加
盟

　

12
月
末
に
開
催
さ
れ
た
国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
理
事

会
で
、
日
糖
協
の
単
独
で
の
Ｉ
Ｄ
Ｆ
加
盟
が
認
め
ら
れ
、
暫
定

会
員
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
日
本
か
ら
Ｉ
Ｄ
Ｆ
に
加
盟
し

て
い
た
の
は
日
本
糖
尿
病
学
会
の
み
で
、
日
糖
協
は
協
力
と
い

う
か
た
ち
で
Ｉ
Ｄ
Ｆ
会
議
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
日

糖
協
の
単
独
加
盟
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
日
糖
協
と
日
本

ブダペストサブミッション優秀企画１位となっ
た四つのプロジェクトを発表したDAWN Youth
サミット会議 （2008年11月４日～6日）。 写真は
左から坂本辰蔵さん、河野宏和さん、第2位のデン
マーク女性、 IDF前会長マーティン・シリンク教
授、内潟安子先生
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糖
尿
病
学
会
が
十
分
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
世
界
の
糖
尿
病
撲

滅
運
動
に
尽
力
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
翌

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
10
月
８
日
の
第
20
回
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
で

正
会
員
と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
２
０
０
９（
平
成
21
）年
】

ア
ジ
ア
糖
尿
病
学
会
（
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
が
発
足
し

初
代
会
長
に
清
野
裕
理
事
長
が
就
任

　

日
糖
協
と
日
本
糖
尿
病
学
会
を
中
心
に
、
東
ア
ジ
ア
、
東
南

ア
ジ
ア
地
域
の
糖
尿
病
関
連
団
体
17
団
体
が
参
加
す
る
ア
ジ
ア

糖
尿
病
学
会
（
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
が
５
月
に
発
足
し
、
初
代
会
長
に

清
野
裕
理
事
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｄ
は
ア
ジ
ア
地
域

の
糖
尿
病
対
策
推
進
を
目
的
に
発
足
し
た
組
織
で
、
日
糖
協
事

務
局
内
に
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
事
務
局
分
室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

登
録
医
・
療
養
指
導
医
制
度
を
一
部
改
定

　

こ
れ
ま
で
２
年
と
し
て
い
た
登
録
医
の
有
効
期
限
を
9
月
か

ら
撤
廃
し
ま
し
た
。
こ
の
改
定
に
よ
り
、
日
糖
協
会
員
資
格
を

継
続
す
る
か
ぎ
り
登
録
医
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

【
２
０
１
０（
平
成
22
）年
】

会
費
の
値
上
げ
が
決
定

　

５
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
度
通
常

総
会
に
お
い
て
、
会
費
を
月
額
１
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
に
値

上
げ
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
11
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
値
上
げ
の
理
由
は
、
①
厚
生
労
働
省
か

ら
「
会
費
収
入
割
合
が
全
体
の
13
％
で
は
、
公
益
法
人
と
し
て

健
全
で
は
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
、
②
会
員
一
人
あ
た

り
の
『
さ
か
え
』
発
行
経
費
（
月
額
１
８
９
円
）
が
会
費
（
月

額
１
０
０
円
）
を
上
回
り
、
赤
字
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
、
③
他
の
患
者
会
団
体
の
会
費
と
比
べ
て
格
段
に
安
い

こ
と
な
ど
で
、95
年
以
来
16
年
ぶ
り
の
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

「
糖
尿
病
連
携
手
帳
」
発
行

　

１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
か
ら
発
行
し
て
い
た
「
糖
尿
病
健

康
手
帳
」
の
内
容
を
見
直
し
、
地
域
連
携
パ
ス
で
活
用
で
き
る

内
容
を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
「
糖
尿
病
連
携
手
帳
」
を
製
作
し
、

配
布
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
手
帳
は
、
日
糖
協
の
療
養
指
導
委

員
会
と
企
画
委
員
会
か
ら
な
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
原
案

を
作
成
し
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
５
月
に
日
糖
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
内
容
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
り
、

寄
せ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
反
映
さ
せ
て
内
容
を
確
定
さ

せ
た
も
の
で
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
地
域
で
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
か
か
り
つ
け
医
と
病
院
の
専
門
医
を
中
心
に
地
域
全
体

が
連
携
す
る
こ
と
で
、
質
の
高
い
糖
尿
病
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

小
児
肥
満
・
小
児
２
型
糖
尿
病
の
子
ど
も
と
保
護
者
の

ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
開
催

　

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
小
児
肥
満
や
小
児
２
型
糖
尿
病
へ
の

対
策
と
し
て
、
小
児
肥
満
と
小
児
２
型
糖
尿
病
の
子
ど
も
、
そ

し
て
保
護
者
を
対
象
に
「
お
子
さ
ん
と
一
緒
・
ス
リ
ム
ミ
ニ
キ

ャ
ン
プ
」
を
８
月
29
日
に
東
京
で
開
催
し
ま
し
た
。



131 第 2章 日本糖尿病協会50年のあゆみ

第
❷
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

国
際
糖
尿
病
連
合
・
西
太
平
洋
地
区（
Ｉ
Ｄ
Ｆ

－

Ｗ
Ｐ
Ｒ
）会
議
に

Ｉ
Ｄ
Ｆ
正
会
員
と
し
て
初
の
単
独
参
加

　

韓
国
・
釜
山
で
開
催
さ
れ
た
第
８
回
国
際
糖
尿
病
連
合
・
西

太
平
洋
地
区
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ

－

Ｗ
Ｐ
Ｒ
）
会
議
に
、
日
糖
協
は
国
際

糖
尿
病
連
合
（
I
D
F
）
の
正
会
員
と
し
て
初
め
て
単
独
で
参

加
し
ま
し
た
。
会
場
内
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
レ
ッ
ジ
で
は
日
糖
協

の
活
動
な
ど
を
パ
ネ
ル
展
示
で
紹
介
し
、
日
本
の
糖
尿
病
対
策

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
特
に
『
食
品
交
換
表
』
は
優
れ
た
食

事
療
法
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

「
糖
尿
病
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
プ
　TM

   
」
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
ス
タ
ー
ト

　
「
糖
尿
病
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
プ
　TM

   
」（
カ
ン
バ
セ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ッ
プ
）
と
は
新
し
い
糖
尿
病
の
学
習
教
材
で
、
大

き
な
す
ご
ろ
く
の
よ
う
な
地
図
で
す
。
糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
家

族
、友
人
５
〜
10
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ッ
プ
を
囲
み
な
が
ら
自
身
の
知
識
や
体
験
を
話
し
、
同
じ
境

遇
の
ほ
か
の
患
者
さ
ん
と
の
会
話
を
通
じ
て
、
糖
尿
病
療
養
の

動
機
づ
け
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
の
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ッ
プ
の
進
行
役
を
務
め
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
を
12
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

な
お
、
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
プ
は
国
際
糖
尿
病
連
合

（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
が
世
界
で
の
普
及
を
推
進
し
て
い
る
も
の
で
、
日

本
で
は
日
糖
協
が
窓
口
と
な
り
、
講
習
事
業
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

　糖尿病患者さんとその予備群は増加の一途をたどっています。2008（平成 20）年 12月に厚生労
働省が公表した「平成 19年国民健康・栄養調査」によると、「糖尿病が強く疑われる人」が約 890
万人、「糖尿病の可能性が否定できない人」が約 1320 万人と推計されています。10年前の 1997（平
成 9）年調査と比べると、「糖尿病が強く疑われる人」が約 1.3 倍、「糖尿病の可能性が否定できない人」
いわゆる「予備群」が約 1.9 倍に増え、増加傾向を強く示しています。なお、「糖尿病が強く疑われ
る人」とはヘモグロビンA1c（JDS値）が 6.1％以上、または、質問票で「現在糖尿病の治療を受
けている」と答えた人をいい、「糖尿病の可能性が否定できない人」とはヘモグロビンA1c（JDS値）
が 5.6％以上 6.1％未満で、糖尿病の治療を受けていない人です。

　　 データで読む医療・健康動向⑤  糖尿病の疑いのある人の数

厚生労働省 「平成19年国民健康・栄養調査」より作成 

680
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１
９
６
１（
昭
和
36
）年
９
月
29
日
、日
本
糖
尿
病
協
会
は「
日

本
糖
尿
病
学
会
の
指
導
の
も
と
に
、
会
員
に
対
す
る
糖
尿
病
の

治
療
お
よ
び
予
防
に
関
す
る
知
識
の
普
及
と
会
員
の
福
祉
の
増

進
を
は
か
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
創
立
し
ま
し
た
。
創
立
当

初
の
支
部
は
宮
城
県
、
東
京
都
、
千
葉
県
、
長
野
県
、
京
都
府
、

大
阪
府
、
和
歌
山
県
、
岡
山
県
、
徳
島
地
区
、
西
日
本
（
九
州

各
県
と
山
口
県
）
の
10
支
部
で
あ
り
、
会
員
数
は
３
２
９
５
人

で
し
た
。

　

以
来
、
支
部
と
会
員
は
増
加
を
続
け
、
創
立
10
周
年
記
念
総

会
が
開
催
さ
れ
た
70
年
に
は
30
支
部
、
会
員
数
は
９
５
４
２
人

と
１
万
人
に
迫
る
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
翌
71
年
、
日

糖
協
で
は
効
率
的
な
支
部
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
全
国
を

北
海
道
地
方
、
東
北
地
方
、
関
東
甲
信
越
地
方
、
中
部
地
方
、

近
畿
地
方
、
中
国
・
四
国
地
方
、
九
州
地
方
の
７
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
各
区
域
内
の
支
部
相
互
の
連
絡
調
整
に
あ
た
る
地
方
連

絡
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
糖

尿
病
学
会
が
全
国
を
７
地
区
に
分
け
て
支
部
を
置
い
て
い
る
こ

と
に
合
わ
せ
、
日
本
糖
尿
病
学
会
の
支
部
活
動
と
歩
調
を
合
わ

せ
て
協
会
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
し
た
。

　

そ
の
後
も
支
部
は
増
加
を
続
け
、創
立
か
ら
17
年
後
の
78
年
、

沖
縄
県
支
部
の
設
置
に
よ
っ
て
全
国
47
都
道
府
県
に
支
部
が
完

成
し
、
日
糖
協
は
名
実
と
も
に
全
国
組
織
と
な
っ
た
の
で
す
。

現
在
、
日
糖
協
に
は
本
部
と
七
つ
の
地
方
連
絡
協
議
会
、
47
都

道
府
県
支
部
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
47
都
道
府
県
支
部
に
は

１
６
０
０
の
友
の
会
が
所
属
し
、
会
員
数
は
約
10
万
５
０
０
０

人
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
日
糖
協
内
部
の
組
織
の
変
遷
を
見
て
み
る
と
、
創
立

直
後
の
61
年
11
月
４
日
、
日
糖
協
は
総
務
委
員
会
、
企
画
委
員

会
、組
織
委
員
会
、渉
外
委
員
会
、財
務
委
員
会
、編
集
委
員
会
、

広
報
委
員
会
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
七
つ
の
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
68
年
９
月
の
第
20
回
常
任
理
事
会
で

は
、
法
人
化
委
員
会
を
設
置
し
、
日
糖
協
の
法
人
化
へ
向
け
た

第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
81
年
４
月
に
は
日
本
小

児
糖
尿
病
協
会
と
の
正
式
な
合
併
を
行
い
、
日
糖
協
内
に
小
児

糖
尿
病
対
策
委
員
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

日
糖
協
が
民
法
第
34
条
に
よ
る
公
益
法
人
と
し
て
の
社
団
法

人
化
へ
向
け
た
本
格
的
な
あ
ゆ
み
を
開
始
し
た
の
は
85
年
の
こ

と
で
す
。
特
別
委
員
会
で
法
人
化
へ
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
2
年
後
の
87
年
４
月
１
日
、

日
糖
協
は
厚
生
省
保
健
医
療
局
疾
病
対
策
課
所
管
第
23
番
目
の

社
団
法
人
と
し
て
の
組
織
づ
く
り

全
国
47
都
道
府
県
支
部
の
設
置
と
特
定
公
益
増
進
法
人
の
取
得

糖尿病患者ならびに広く一般国民の健康増進に向けて

日糖協の
組織の変遷
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社
団
法
人
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
日
糖
協
で
は
社
団
法
人
と
し
て
の
組
織
づ
く

り
に
着
手
し
ま
す
。
88
年
に
は
糖
尿
病
に
関
す
る
海
外
関
係
団

体
と
の
連
携
を
め
ざ
し
て
国
際
交
流
委
員
会
を
設
置
。
ま
た
、

１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
に
は
協
会
事
業
推
進
に
関
す
る
委
員

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
協
会
事
業
推
進
に
関
す
る
委
員
会
の
目

的
は
、
社
団
法
人
と
し
て
の
日
糖
協
が
定
款
に
定
め
た
目
的
と

事
業
活
動
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
事
業

を
推
進
す
べ
き
か
を
審
議
し
、
こ
れ
を
理
事
会
に
進
言
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
日
糖
協
の
活
動
の
全
般
的
な

企
画
実
施
を
担
当
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
91
年
に
企
画
委
員
会

と
改
称
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

日
糖
協
の
現
在
の
組
織
構
成
は
、
理
事
会
の
下
に
総
務
委
員

会
、
運
営
委
員
会
、
企
画
委
員
会
の
三
つ
の
委
員
会
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
傘
下
に
事
業
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業

委
員
会
は
糖
尿
病
対
策
推
進
、
国
際
交
流
、
学
術
、
療
養
指
導
、

小
児
糖
尿
病
対
策
、
編
集
の
６
部
門
か
ら
な
り
ま
す
。
ま
た
、

企
画
委
員
会
の
下
に
は
こ
の
事
業
委
員
会
と
は
別
に
、
50
周
年

記
念
事
業
委
員
会
、
倫
理
委
員
会
、
学
会
・
協
会
合
同
委
員
会
、

世
界
糖
尿
病
デ
ー
実
行
委
員
会
、
企
業
委
員
会
、
歯
科
医
師
登

録
医
Ｗ
Ｇ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｗ
Ｇ 

と
い
う
七
つ
の
委
員
会

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
、
日
糖
協
の
事
業
が
純
然
た
る
公

益
目
的
で
あ
る
証
と
し
て
特
定
公
益
増
進
法
人
格
を
取
得
し
た

こ
と
に
よ
り
、
企
業
が
よ
り
積
極
的
に
協
会
活
動
に
協
力
で
き

る
道
も
開
け
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
５
月
に
は
継
続
認
可
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
今
後
の
新
公
益
法
人
認
可
申
請
の
大

き
な
要
点
と
み
な
さ
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

■日糖協の組織構成　（2010年12月現在）

７地方連絡協議会（会長各 1人）

47都道府県支部（支部長各１人）

友の会（1600） 名誉会員
・糖尿病患者と家族および糖尿病予備群
・医師、看護師、管理栄養士等コメディ　カルスタッフ

賛助会員

会員数（105,000人）

※
・ＣＤＥ組織化と活用に関するＷＧ
・日糖協登録医制度に関するＷＧ
・医療スタッフ部会
・糖尿病連携手帳ＷＧ
・カンバセーション・マップ普及ＷＧ

総会
（代議員　163人）

　　理事会　　35人
内　理事長　　1人
　　副理事長　３人
　　専務理事　１人
　　監事　　　2人

総務担当
財務担当
学会・協会担当
企画委員会担当
編集委員会（『さかえ』『プラクティス』）担当
国際交流担当
運営委員会担当

療養指導委員会担当
小児糖尿病対策委員会担当
糖尿病対策推進委員会担当
企業委員会担当
学術委員会担当

役
務
担
当
理
事

総務委員会

事業委員会

運営委員会 企画委員会

編
集

小
児
糖
尿
病
対
策

療
養
指
導

（
※
下
記
参
照
）

学
術

学
術
小
委
員
会

国
際
交
流

Ｉ
Ｄ
Ｆ
担
当

糖
尿
病
対
策
推
進

50周年記念事業委員会
倫理委員会
学会・協会合同委員会
世界糖尿病デー実行委員会
企業委員会
歯科医師登録医WG
インターネットＷＧ

執行役員会
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日
本
糖
尿
病
学
会
と
の
関
係

互
いの
独
自
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
強
固
な
連
携
を
つ
く
る

日糖協の
組織の変遷

　

日
本
糖
尿
病
協
会
の
創
立
総
会
は
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年

９
月
29
日
、
東
京
虎
の
門
の
共
済
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、制
定
さ
れ
た
協
会
会
則
の
第
４
条
（
目
的
）
に
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
会
は
日
本
糖
尿
病
学
会
の
指
導
の
も
と
に
、
会
員
に

対
す
る
糖
尿
病
の
治
療
お
よ
び
予
防
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を

は
か
り
、
あ
わ
せ
て
会
員
の
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
」

　

一
方
、
日
本
糖
尿
病
学
会
側
も
協
会
会
則
に
明
記
さ
れ
て
い

る
目
的
に
呼
応
し
て
、
日
糖
協
へ
の
協
力
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
65
年
４
月
に
日
糖
協
指
導
委
員
会
を
発
足
。
全
国
を
東
北

地
方
、
関
東
甲
信
越
地
方
、
中
部
地
方
、
近
畿
地
方
、
中
国
・

四
国
地
方
、
九
州
地
方
の
６
地
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

に
日
本
糖
尿
病
学
会
の
医
師
が
つ
き
、
指
導
委
員
と
し
て
日
糖

協
の
指
導
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
る
日
本
糖
尿
病
学
会
の
学
術
集
会
の
期
間
中

に
は
、
同
じ
場
所
で
日
糖
協
の
総
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
日

糖
協
と
日
本
糖
尿
病
学
会
は
一
心
同
体
の
か
た
ち
で
歩
ん
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
へ
の
療
養
指
導
と
糖
尿
病

撲
滅
を
目
標
に
、
日
糖
協
と
日
本
糖
尿
病
学
会
は
互
い
に
協
力

し
合
い
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
例
え
ば
、
61
年
10
月
か
ら
発
行
し
て
い
る
機
関
誌
『
さ

か
え
』
の
編
集
に
つ
い
て
は
日
本
糖
尿
病
学
会
の
医
師
た
ち
の

協
力
を
得
て
い
る
ほ
か
、
同
年
10
月
に
は
日
本
糖
尿
病
学
会
が

編
集
を
行
っ
た
糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
を
指
導
す
る
た

め
の
『
糖
尿
病
治
療
の
手
び
き
』
を
日
糖
協
が
発
行
、
65
年
９

月
に
は
同
じ
く
日
本
糖
尿
病
学
会
編
集
、
日
糖
協
発
行
で
『
糖

尿
病
治
療
の
た
め
の
食
品
交
換
表
』
を
出
版
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
般
の
人
た
ち
に
も
糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
も

っ
て
も
ら
う
た
め
に
65
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
全
国
糖
尿
病
週

間
は
、
日
糖
協
と
日
本
糖
尿
病
学
会
の
共
同
主
催
と
い
う
か
た

ち
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

87
年
、
日
糖
協
は
念
願
の
社
団
法
人
化
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
患
者
団
体
と
し
て
出
発
し
た
日
糖
協
は
公
益
法

人
と
し
て
独
自
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
会
員

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
医
師
で
あ
る
「
特
別
会
員
」
と
、

糖
尿
病
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
・
友
人
、
医
師
以
外
の
医
療
従

事
者
が
対
象
の
「
普
通
会
員
」
の
二
つ
が
、法
人
化
に
よ
り
「
正

会
員
」
に
一
本
化
さ
れ
、
日
糖
協
の
目
的
を
理
解
・
賛
同
す
る

す
べ
て
の
人
の
入
会
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
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本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

た
、
会
則
は
定
款
に
改
め
ら
れ
、「
本
協
会
は
、
糖
尿
病
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
、
糖
尿
病
患
者
お
よ
び
そ
の
家

族
の
療
養
指
導
、
糖
尿
病
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
に

よ
り
国
民
の
健
康
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

公
益
団
体
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
日
糖
協
の
社
団
法
人
化
に
よ
っ
て
、
日
糖
協
と
日
本
糖

尿
病
学
会
の
関
係
は
よ
り
成
熟
し
た
も
の
へ
と
発
展
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
医
師
お
よ
び
医
師
以
外
の
医
療
従
事
者
の

集
ま
り
で
あ
る
日
本
糖
尿
病
学
会
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
集
ま

り
で
あ
る
日
糖
協
と
い
う
区
分
が
あ
り
、
日
糖
協
は
あ
く
ま
で

も
日
本
糖
尿
病
学
会
の
指
導
の
も
と
に
そ
の
活
動
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
増
加
や
合
併
症
の

増
大
な
ど
の
社
会
的
な
動
き
を
受
け
、
日
糖
協
は
こ
れ
ま
で
の

患
者
団
体
か
ら
一
歩
進
み
、
糖
尿
病
撲
滅
の
た
め
の
啓
発
活
動

に
よ
り
力
点
を
置
い
た
公
益
団
体
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。
日
糖

協
の
法
人
化
を
機
に
、
日
糖
協
も
日
本
糖
尿
病
学
会
も
社
団
法

人
と
し
て
互
い
の
独
自
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
糖
尿
病
研

究
、
患
者
さ
ん
や
家
族
へ
の
療
養
指
導
、
一
般
の
人
た
ち
へ
の

啓
発
活
動
に
協
力
し
て
あ
た
っ
て
い
く
機
運
が
醸
成
さ
れ
て
い

っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
日
糖
協
と
日
本
糖
尿
病
学
会
の
関
係
は
ま
す
ま
す

強
固
な
も
の
と
し
て
、
糖
尿
病
の
研
究
、
療
養
指
導
や
啓
発
活

動
、
糖
尿
病
療
養
指
導
医
・
糖
尿
病
療
養
指
導
士
（
C
D
E
）

な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
、
海
外
団
体
と
の
連
携
協
力
な
ど

に
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日糖協の総会は日本
糖尿病学会の総会と
同じ場所で開催された。
写真は第 5回日糖協
総会と第 9 回日本糖
尿病学会総会（宮城
県仙台市 東北大学記
念講堂・1966 年 5
月13日）

『糖尿病治療の手びき』第 1版
（左、1961年発行）と改訂版
第54版（右、2006年発行）

『糖
（左
第
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日
糖
協
の
こ
れ
か
ら

日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
と
の
合
併

小
児
糖
尿
病
患
者
と
家
族
の
た
め
の
活
動
を
積
極
的
に
推
進

日糖協の
組織の変遷

　

日
本
糖
尿
病
協
会
と
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
の
関
係
は

１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
年
の
３

月
、
熊
本
に
小
児
糖
尿
病
を
守
る
会
が
結
成
さ
れ
、
熊
本
か
ら

日
糖
協
各
都
道
府
県
支
部
に
対
し
て
小
児
糖
尿
病
を
守
る
会
に

参
加
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
要
請
を

受
け
た
日
糖
協
の
橋
本
関
蔵
理
事
長
（
当
時
）
は
、
小
児
糖
尿

病
の
問
題
を
日
糖
協
で
取
り
上
げ
る
べ
き
と
い
う
観
点
か
ら
同

年
６
月
に
東
京
で
開
か
れ
た
第
13
回
総
会
に
提
案
し
、
日
糖
協

の
な
か
に
小
児
糖
尿
病
対
策
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
検
討
を
重
ね
た
結
果
、日
糖
協
と
は
別
組
織
の「
日

本
小
児
糖
尿
病
を
守
る
会（
守
る
会
）」
と
し
て
発
足
す
る
こ
と

が
決
定
し
、
74
年
５
月
13
日
に
東
京
都
・
市
ヶ
谷
の
保
健
会
館

で
発
足
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
守
る
会
が
日
糖
協
と
は
別
個
の

団
体
と
し
て
組
織
さ
れ
た
の
は
、
小
児
の
問
題
を
前
面
に
押
し

出
す
こ
と
が
社
会
的
に
よ
り
訴
求
力
が
あ
る
と
考
え
た
た
め
で

す
。

　

こ
の
発
足
会
の
あ
と
、
守
る
会
は
直
ち
に
活
動
を
開
始
し
、

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
の
健
保
給
付
問
題
と
難
病
指
定
を
求
め
、
厚

生
、
文
部
両
省
（
い
ず
れ
も
当
時
）
を
は
じ
め
衆
参
両
院
議
長

に
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
陳
情
や
さ
ま
ざ
ま
な
働
き

か
け
の
結
果
、
同
年
10
月
１
日
に
は
小
児
糖
尿
病
は
特
定
疾
患

と
し
て
厚
生
省
か
ら
正
式
に
難
病
と
指
定
さ
れ
、
治
療
費
全
額

公
費
負
担
が
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
79
年
４
月
12
日
に
は
守

る
会
の
第
６
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
名
称
を
「
日
本
小
児
糖
尿

病
協
会
」
と
変
更
し
、
会
報
を『
つ
ぼ
み
』
と
改
題
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
（『
つ
ぼ
み
』は
94
年
に『
さ
か
え
』と
合
併
）。

　

日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
各
地
で
小
児
糖

尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
て
い
る
小
児
の
会
で
し
た

が
、
こ
れ
と
は
別
に
日
糖
協
の
各
都
道
府
県
支
部
を
そ
の
ま

ま
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
の
支
部
に
し
、
日
糖
協
か
ら
年
間

１
０
０
万
円
前
後
の
会
費
を
支
援
す
る
こ
と
で
日
本
小
児
糖
尿

病
協
会
の
活
動
は
積
極
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

79
年
に
は
全
国
の
小
児
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
連
携
と
共
同
を

図
る
た
め
、
第
１
回
小
児
糖
尿
病
全
国
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
鹿
児

島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
児
糖
尿
病
全
国
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
は

糖
尿
病
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
同
じ
病
気
を

も
つ
子
ど
も
た
ち
ど
う
し
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
小
児
糖
尿

病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
家
族
に
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に

開
催
し
た
も
の
で
、
日
糖
協
主
催
に
よ
り
隔
年
で
行
わ
れ
る
よ
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糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
に
は

全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
発
展
・
統
合
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
は
発
足
当
初
か
ら
日
糖

協
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
し
た
が
、
形
式
的
に
は
別
個
の
団

体
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
糖
尿
病
学

会
と
の
関
係
は
、
日
糖
協
と
は
違
い
公
式
に
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
80
年
の
春
以
降
、
イ
ン
ス
リ
ン
自
己

注
射
の
健
保
給
付
運
動
を
よ
り
積
極
的
に
進
め
る
た
め
に
も
、

日
糖
協
と
小
児
糖
尿
病
協
会
が
合
併
し
て
日
本
糖
尿
病
学
会
と

一
緒
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
多
く
な
り
、 

同
年
７

月
の
日
糖
協
と
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
の
総
会
で
そ
れ
ぞ
れ
合

併
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

80
年
９
月
８
日
、
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
の
五
十
嵐
誠
会
長

か
ら
日
糖
協
の
竹
山
祐
太
郎
会
長
（
い
ず
れ
も
当
時
）
に
宛
て
、

日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
は
81
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
合
併
す
る

の
で
、
合
併
後
は
日
糖
協
内
で
活
動
で
き
る
よ
う
に
と
、
15
項

目
に
上
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
日
糖

協
は
さ
ら
に
積
極
的
に
活
動
を
継
続
す
る
と
い
う
旨
を
回
答
。

同
年
２
月
28
日
、
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
は
第
７
回
総
会
で
、

日
糖
協
は
第
59
回
常
任
理
事
会
で
、
同
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

正
式
に
合
併
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
合
併
を
機
に
、
日
糖
協
に
小
児
糖
尿
病
対
策
委
員
会
が

発
足
し
、
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
の
活
動
は
そ
の
ま
ま
小
児
糖

尿
病
対
策
委
員
会
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
は
７
年
間
に
わ
た
る
活
動

の
幕
を
閉
じ
、
新
た
な
活
動
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

の
で
す
。

■初代の日糖協小児糖尿病対策委員会委員　（1981年）

委員長 五十嵐誠（東京）
副委員長 中村直義（東京）、横井清人（東京）、高工幸雄（大阪）、浜口泉（熊本）
委員 北海道：犬丸 弘、久保木征子 /東北：吉田邦雄、佐久間勝利 /北陸：

山崎和子、山作善則 /東京：松本 昇 / 静岡：朝井弘一、松本二
郎 /中部：佐藤由一、小林 博 / 近畿：竹中俊行 /岡山：岸本 保、
佐藤幸子 /鳥取：高野 啓、蒲生幸雄 /熊本：中谷国雄 /宮崎：
堂込フキ子、上山ヨシ子 /鹿児島：久見木国隆、安楽千鶴子 /東
京ヤング：佐藤美佐子、内田 博/近畿ヤング：今 隆司、長谷川淳一

指導医 北海道：松浦信夫 /東北：阿部祐五 /北陸：早川浩之 /東京：丸山
博、三木英司、北川照男 /静岡：石垣健一 /中部：川村正彦 /近
畿：泉 寛治、一色 玄/岡山：依田忠雄 /鳥取：武田 倬 / 徳島：白
川悦久 /愛媛：貴田嘉一 /福岡：仲村吉弘 /長崎：大坪嘉昭 /熊本：
陣内冨男 /宮崎：杉山 悟 / 鹿児島：河野泰子 /沖縄：三村悟郎 /
東京ヤング：池田義雄 /近畿ヤング：久野昭太郎

幹事長 丸山 博
幹事 三木英司、池田義雄、北川照男、中村直義、横井清人、五十嵐誠、

高工幸雄、浜口 泉、橋本関蔵
『つぼみ』編集委員長 池田義雄
『つぼみ』編集委員 丸山 博、笠原 督、北川照男、佐藤美佐子、中村直義、松本 昇
地方委員 北海道：松浦信夫 /東北：豊田隆謙 /中部：川村正彦 /近畿：泉

寛治 /中四国：依田忠雄 /九州：陣内冨男
（敬称略）

守る会の発足式（1974年5月13日）

合併覚書に調印する竹山日糖協会長
（右）と五十嵐日本小児糖尿病協会会長
（いずれも当時、1981年2月）

第 1回小児糖尿病全国ジャンボリー
（1979 年7月29日）
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ヤ
ン
グ
の
会

ヤ
ン
グ
糖
尿
病
患
者
同
士
の
相
互
理
解
と
親
睦
を
図
る

日糖協の
組織の変遷

　

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
11
月
、
東
京
都
糖
尿
病
協
会
（
東

京
都
支
部
）
の
愛
宕
会
の
な
か
に
「
ヤ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
こ
ん
に

ち
は
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
ヤ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
こ
ん
に

ち
は
会
の
会
員
は
（
当
時
）、
平
野
昭
さ
ん
、
友
野
美
佐
子
さ

ん
を
リ
ー
ダ
ー
に
小
児
の
頃
に
発
症
し
ヤ
ン
グ
に
成
長
し
た
１

型
糖
尿
病
患
者
さ
ん
と
、
10
代
後
半
か
ら
20
代
で
発
症
し
た
２

型
糖
尿
病
患
者
さ
ん
で
し
た
。

　

当
時
、
高
校
生
や
大
学
生
で
糖
尿
病
を
発
症
す
る
患
者
さ
ん

が
増
え
つ
つ
あ
り
、
そ
う
し
た
ヤ
ン
グ
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
ほ

と
ん
ど
は
就
学
や
就
職
、
恋
愛
、
結
婚
な
ど
に
糖
尿
病
患
者
で

あ
る
が
ゆ
え
の
関
門
を
抱
え
、
悩
み
の
多
い
療
養
生
活
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
は
ま
だ
ヤ
ン
グ
糖
尿
病
患
者
さ
ん

ど
う
し
の
交
流
と
親
睦
を
図
る
た
め
の
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し
た
背
景
を
受
け
、
ヤ
ン
グ
糖
尿
病
患

者
さ
ん
ど
う
し
の
相
互
理
解
と
親
睦
を
図
る
と
同
時
に
、
糖
尿

病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

ヤ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
こ
ん
に
ち
は
会
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

　

ヤ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
こ
ん
に
ち
は
会
で
は
、
ヤ
ン
グ
糖
尿
病
患

者
さ
ん
が
集
ま
っ
て
意
見
を
交
換
し
た
り
、
研
修
を
兼
ね
た
旅

行
を
し
た
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
に
お
け
る
血
糖
自
己
測

定
の
有
用
性
を
検
証
す
る
な
ど
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら

正
し
い
糖
尿
病
療
養
を
学
ぶ
た
め
の
数
々
の
試
み
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
発
足
当
初
は
数
人
だ
っ
た
ヤ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

こ
ん
に
ち
は
会
は
年
々
そ
の
活
動
を
広
げ
、
ヤ
ン
グ
糖
尿
病
患

者
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
関
連
す
る
多
く
の
人
々
か
ら
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
ヤ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
こ
ん
に
ち
は
会
の
活
動
に
大

き
な
関
心
を
も
っ
た
東
京
都
糖
尿
病
協
会
は
76
年
、
ヤ
ン
グ
糖

尿
病
の
集
い
を
設
け
る
こ
と
を
決
定
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
単
位
の
会

の
な
か
に
芽
生
え
た
ヤ
ン
グ
糖
尿
病
の
集
い
は
、
東
京
都
糖
尿

病
協
会
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
な
か
で
活
動
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
初
年
度
で
あ
る
77
年
に
は
、
春
の
鎌

倉
ハ
イ
キ
ン
グ
、
初
夏
の
箱
根
１
泊
研
修
旅
行
、
12
月
の
ク
リ

ス
マ
ス
を
兼
ね
た
ヤ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
自
主
運
営
さ
れ
、
ヤ
ン
グ
糖
尿
病
患
者

さ
ん
ど
う
し
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
食
事
や
療
養
な
ど
患

者
さ
ん
が
糖
尿
病
を
抱
え
な
が
ら
自
立
し
て
生
活
す
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ヤ
ン
グ
糖
尿
病
患
者
さ
ん
ど
う
し
の
交
流
が
必
要

と
い
う
声
が
全
国
的
に
高
ま
り
、
78
年
に
は
近
畿
地
区
に
若
年
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病
協
会
50
年
の
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ゆ
み

糖
尿
病
者
の
集
い
（
ヤ
ン
グ
の
会
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
79

年
８
月
に
は
鳥
取
に
ヤ
ン
グ
・
キ
ャ
ラ
ボ
ク
が
、
80
年
に
は
静

岡
ふ
じ
ば
ら
会
が
、
81
年
１
月
に
は
東
京
女
子
医
大
に
ヤ
ン
グ

の
会
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
全
国
的
な
高
ま
り
を
背
景
に
、
東
京
都
糖
尿
病
協

会
で
は
80
年
８
月
１
日
か
ら
２
日
に
わ
た
っ
て
、全
国
の
１
型
・

２
型
ヤ
ン
グ
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
た
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
ヤ
ン
グ
糖

尿
病
患
者
さ
ん
が
糖
尿
病
に
つ
い
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
知
識
を

も
つ
こ
と
で
、
自
身
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
保

つ
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
以
降
、
日
本
糖
尿
病
協
会
の

主
催
に
よ
り
小
児
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
た
小
児
糖
尿

病
全
国
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー（
１
３
６
ペ
ー
ジ
参
照
）と
隔
年
で
交
互

に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
、
日
糖
協
は
こ
の
小
児
糖
尿
病
全

国
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
と
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
発
展
・

統
合
し
、
第
１
回
全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
大
分

県
湯
布
院
で
開
催
。
以
来
、
毎
年
１
回
開
催
し
て
い
る
ヤ
ン
グ

Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
糖
尿
病
専
門
医
・
コ
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
タ
ッ
フ
の
糖
尿
病
に
関
す
る
講
演
や
そ
の
時
々
の
テ
ー
マ

で
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
は
、「
糖
尿
病
で
な
い
人
と
同
じ
よ
う
に
社
会
で
活

躍
し
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
」「
結
婚
や
出
産
に
つ

い
て
」
な
ど
、
社
会
的
な
問
題
か
ら
個
人
的
な
問
題
ま
で
、
幅

広
い
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
行
わ
れ
、
ヤ
ン
グ
糖
尿
病
患
者
さ
ん
ど

う
し
が
忌
憚（
き
た
ん
）の
な
い
意
見
を
交
換
で
き
る
貴
重
な
時

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
現
在
ヤ
ン
グ

の
会
は
30
ま
で
増
加
し
、
今
後
も
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

名　　称 所在地 代表者
北海道つぼみの会 北海道 武良博己
秋田県 1型糖尿病の会 秋田県 村田雅彦
岩手つくしんぼ友の会 岩手県 高橋明雄
茨城小児糖尿病の会
（茨城つぼみの会） 茨城県 平野岳毅

DIA--BERRY 栃木県 山中一浩
East Club（埼玉ヤングの会） 埼玉県 坂本辰蔵
つぼみの会 東京都 岡本宗重
女子医大ヤングの会　 東京都 内潟安子
千葉つぼみの会　 千葉県 岩橋邦芳
信州ぶらんこの会 長野県 白石直人
静岡県つぼみの会　 静岡県 佐藤武信
つぼみの会愛知--岐阜 愛知県 井上龍夫
エバーグリーンヤングの会　 愛知県 澤村幸治
TRYの会 富山県 林美樹雄
福井県糖尿病協会 福井県 （畑 郁江）
京都つぼみの会 京都府 岡 京滋
近畿つぼみの会 大阪府 田澤英子
大阪くるみの会 大阪府 加藤茂康
和歌山つぼみ・ヤングの会 和歌山県 近藤 溪
あゆみの会 奈良県 飯田智恵
広島もみじの会 広島県 神野和彦
大山家族 島根県 武田 倬

徳島つぼみの会 徳島県 （小谷裕美子・
品原久美）

高知県小児糖尿病つぼみの会 高知県 岡田泰助
愛媛ブルーランドファミリーの会 愛媛県 山本真吾
ヤングホークス 福岡県 岡田 朗
ブルースカイ 福岡県 中山 聡
ことのうみの会　 長崎県 平野俊男
大分ヤングの会 大分県 瀬口正志
鹿児島YOUNGの会 鹿児島県 松田恵理子

※代表者欄のカッコ内は代表者ではなく連絡先 （敬称略）

2010年12月現在■ヤングの会一覧  

第 1回ヤングＤＭトップセミナー
（東京・1980年 8月１日～2日）

同上の抄録
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会
則
と
定
款
の
改
正

社
団
法
人
と
し
て
の
よ
り
円
滑
な
事
業
遂
行
の
た
め
に

日糖協の
組織の変遷

　

日
本
糖
尿
病
協
会
の
会
則
は
、
数
回
に
わ
た
る
検
討
を
経
て

原
案
が
作
成
さ
れ
、
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
９
月
29
日
の
創

立
総
会
で
可
決
成
立
し
、
即
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

日
糖
協
の
発
展
に
伴
い
数
回
に
わ
た
っ
て
改
正
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

第
１
回
目
の
改
正
は
、
62
年
５
月
６
日
の
第
２
回
総
会
で
決

議
さ
れ
た
も
の
で
、
お
も
な
改
正
内
容
は
日
糖
協
に
参
与
を
置

く
こ
と
で
し
た
。
改
定
で
は
「
参
与
は
必
要
に
応
じ
会
務
に
参

画
す
る
」
こ
と
と
し
、「
参
与
は
こ
の
会
の
存
立
と
目
的
遂
行

に
つ
き
深
い
関
心
を
有
す
る
医
師
の
う
ち
よ
り
、
支
部
の
推
せ

ん
に
も
と
づ
き
理
事
長
が
指
名
し
会
長
が
委
嘱
す
る
」
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
目
の
改
正
は
、
71
年
４
月
４
日
の
第
11
回
総
会
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
日
糖
協
に
北
海
道

地
方
、東
北
地
方
、関
東
甲
信
越
地
方
、中
部
地
方
、近
畿
地
方
、

中
国
・
四
国
地
方
、
九
州
地
方
と
い
う
七
つ
の
地
方
連
絡
協
議

会
を
置
き
、
地
方
連
絡
協
議
会
は
各
区
域
内
の
支
部
相
互
の
連

絡
調
整
に
あ
た
り
、
効
率
的
な
支
部
活
動
の
促
進
を
図
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
糖
尿
病
学
会
が
全
国
を
七
つ

の
地
区
に
分
け
て
い
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
連
絡
協
議
会
を
つ
く

り
、
日
本
糖
尿
病
学
会
の
支
部
活
動
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
協
会

活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

　

そ
の
後
、
72
年
６
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
第
12
回
総
会
、
80

年
７
月
17
日
の
第
20
回
総
会
で
も
会
則
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
と
き
の
大
き
な
改
正
点
は
、
会
則
第
８
条
第
２
項

の
「
理
事
は
、
各
支
部
に
お
い
て
選
出
し
た
者
お
よ
び
日
本
糖

尿
病
学
会
会
長
の
推
せ
ん
に
よ
り
会
長
が
委
嘱
す
る
者
を
以
っ

て
、
こ
れ
に
充
て
る
」、
ま
た
同
第
５
項
の
「
日
本
糖
尿
病
学

会
会
長
の
推
せ
ん
に
係
る
理
事
の
数
は
、
選
出
理
事
の
定
数
の

２
分
の
１
を
こ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
に
つ
い
て
、
現
在
の

日
本
糖
尿
病
学
会
の
実
情
に
合
わ
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
「
学

会
会
長
推
せ
ん
」
を
「
学
会
推
せ
ん
」
と
し
た
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
日
糖
協
創
立
20
周
年
記
念
行
事
と
し
て
新
た
に
名
誉

会
員
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
81
年
４
月
15
日
の
第
21
回

総
会
に
お
い
て
、
名
誉
会
員
内
規
を
可
決
。
さ
ら
に
、
同
年
９

月
26
日
に
は
日
本
小
児
糖
尿
病
協
会
と
の
合
併
に
伴
い
、
小
児

糖
尿
病
対
策
委
員
会
を
設
け
、
こ
の
内
規
を
制
定
し
ま
し
た
。

82
年
６
月
３
日
の
第
22
回
総
会
で
、
全
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
会
則

が
改
正
さ
れ
、
会
員
に
「
名
誉
会
員
」「
賛
助
会
員
」
が
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
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■創立時の会則

■会則のおもな改正 ■定款のおもな改正

（名称）
第 1条 この会は、日本糖尿病協会と称する。
（組織）
第 2条 この会は、会員をもって組織する。会員は、普通会員および特別会員とする。
　2　この会は、本部および支部をおく。
　3　支部は、都道府県の区域または数都道府県の区域を単位とする。
（事務所の所在地）
第 3条　（略）
（目的）
第 4条　この会は、日本糖尿病学会の指導のもとに、会員に対する糖尿病の治療および予防に関する知識の普 
 及をはかり、あわせて会員の福祉の増進をはかることを目的とする。
（事業）
第 5条　この会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
　　（1）講演会その他所要の教育活動
　　（2）会報の発行およびその会員に対する配布
　　（3）前 2号に掲げるもののほか、この会の目的を達成するに必要な事業
（会員）
第 6条　次に掲げる者は、この会の普通会員となることができる。この場合において医師は、原則として、特 
 別会員とする。
 　  （1）糖尿病の現症患者またはその素質のある者
  　 （2）前号の者の家族またはその友人
 　  （3）医療機関の業務に従事し、糖尿病に深い関心をもつ者
 　  （4）前各号の者をもって医療機関を単位として組織した団体
　2　この会の会員となろうとする者は、その旨を、関係支部に申し込むものとする。この場合において、前
　　　項第 1号に該当する者は、原則として、その者の主治医の紹介を要するものとする。
　3　この会の支部は前項の申し込みを受けた場合においてその加入を承諾しようとするときは、その旨を申
　　　し込みをした者に通知するものとする。
　4　会員は、その旨を関係の支部に申し出て、脱退することができる。
　5　支部にはその支部の区域に係る会員名簿を備えつけ、加入者の氏名または名称をこれに登載する。
　6　退会者は、会員名簿から抹消するものとする。
（役員等）
第 7条 この会に役員として、会長、理事、および監事 3人以内をおく。
　2　この会の業務の適正な運営をはかるため、この会に顧問および相談役若干名をおくことができる。

（以下略）
1961（昭和36）年9月29日施行

改正日時 おもな改正内容

1962年5月 6 日
（第 2回総会）

支部の区域について、「数都道府県の区域」を削除して都道府県
の区域のみとする（第 2条第 2項）。また、会に「参与」を置くこ
ととする（第13条）。

1971年4月 4 日
（第 11回総会）

「地方連絡協議会」を置くこととし、地方連絡協議会は北海道、
東北、関東甲信越、中部、近畿、中国四国および九州の各区域
に設置することとする（第 2条）。

1972年6月16日
（第 12回総会） 副理事長「2名」を「若干名」と改正する（第 8条）。

1980年7月17日
（第 20回総会）

理事の選任について、日本糖尿病学会の現状に合わないため「学
会長推せん」を「学会推せん」とする（第 8条）。またこれまでの「総
代」を「代議員」に改める（第 11条、第 12条）。

1981年4月15日
（第 21回総会）

創立 20周年記念事業として「名誉会員制度」を実施することとし、
名誉会員内規を制定する。

1981年9月26日
（常任理事会）

日本小児糖尿病協会の合併に伴い「小児糖尿病対策委員会」を
設置し、内規を制定する。

1982年6月 3 日
（第 22回総会）

会員に「名誉会員、賛助会員」を加え（第 2条）、「名誉会員並
びに賛助会員」に関する内規を別に定める（6条）。

改正日時 おもな改正内容

2002年
7月4日

代議員制を導入し、「総会
は、代議員をもって構成す
る」とする（第19条）。

2005年
7月25日

日本糖尿病協会の英文名
「Japan Association for 
Diabetes Education and 
Care」と略称「JADEC」を
明記した（第１条）。
また、理事の人数を「21
人以上30人以内」から「31
人以上35人以内」とし、理
事のうち常務理事2人を３人
に増やした（第12条）。定
款に「組織」の章を新設し、
委員会および地方連絡協
議会の設置について明記
した（第36条、第37条）。
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社
団
法
人
化
に
伴
い
、
会
則
を
定
款
へ

　

87
年
４
月
１
日
、
日
糖
協
が
厚
生
省
保
健
医
療
局
疾
病
対
策

課
所
管
第
23
番
目
の
社
団
法
人
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
日
糖

協
は
、
会
則
を
定
款
と
改
め
ま
す
。
会
則
で
は
、
日
糖
協
の
目

的
を「
日
本
糖
尿
病
学
会
の
指
導
の
も
と
に
、
会
員
に
対
す
る
糖

尿
病
の
治
療
お
よ
び
予
防
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
は
か
り
、

あ
わ
せ
て
会
員
の
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
」
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
定
款
で
は
そ
れ
を
「
糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
、
糖
尿
病
患
者
及
び
そ
の
家
族
の
療
育
指
導
、
糖
尿
病

に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
り
国
民
の
健
康
の
増

進
に
寄
与
す
る
こ
と
」と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
糖
尿
病
患
者

さ
ん
の
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
た
日
糖
協
が
不
特
定
多
数
の
人

を
対
象
と
し
た
公
益
事
業
を
行
う
社
団
法
人
と
な
る
こ
と
で
、

日
本
糖
尿
病
学
会
の
協
力
の
も
と
、
糖
尿
病
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
社
会
に
普
及
す
る
役
目
を
果
た
す
こ
と
を
誓
っ
た

も
の
で
す
。

　

社
団
法
人
化
し
た
当
初
の
ま
ま
だ
っ
た
定
款
の
改
定
を

２
０
０
２（
平
成
14
）
年
か
ら
05
年
に
か
け
て
実
施
し
、
組
織
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
02
年
７
月
４
日
に
は
初
め
て
代
議
員
制

を
導
入
し
、「
総
会
は
、
代
議
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
」
と
定

款
を
改
正
。
こ
れ
ま
で
総
会
は
正
会
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
総
会
に
す
べ
て
の
正
会
員
が
出
席
す
る
の

は
不
可
能
な
た
め
、よ
り
現
状
に
即
し
た
定
款
と
し
た
の
で
す
。

　

日
糖
協
の
英
文
表
記
の
改
正
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で｢Japan A
ssociation for D

iabetes C
are and 

Education

」
で
し
た
が
、
略
称
が
「
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｅ
」
と
発
音

し
に
く
く
国
際
会
議
の
場
な
ど
で
非
常
に
不
便
だ
と
い
う
意
見

が
多
数
あ
っ
た
た
め
、Care

とEducation

を
入
れ
替
え
、

「Japan A
ssociation for D

iabetes E
ducation and 

Care

」
と
改
称
。
こ
れ
に
よ
り
「
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
」
と
発
音
し

や
す
い
名
称
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
05
年
３
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
は
細
則
の

改
正
を
行
い
、
役
員
お
よ
び
代
議
員
の
定
年
制
を
決
議
。
こ
の

改
正
に
よ
り
、
委
員
は
満
70
歳
未
満
、
代
議
員
お
よ
び
理
事
は

満
76
歳
未
満
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
年
６
月
に
特
定
公
益
増
進
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
直
後

の
７
月
25
日
に
も
定
款
の
改
正
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
糖
協

内
部
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
や
地
方
連
絡
協
議
会
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
定
款
に
は
そ
れ
ら
の
記
述
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
委
員
会
や
地
方
連
絡
協
議
会
の
位
置
づ
け

や
そ
の
意
義
を
明
確
に
す
る
た
め
、定
款
の
第
６
章
35
条
に「
本

協
会
は
、
第
４
条
に
定
め
る
事
業
の
遂
行
の
た
め
、
必
要
な
委

員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
委
員
会
に
つ
い
て
の
記

述
を
36
条
と
し
、
37
条
に
「
本
協
会
は
、
第
４
条
に
定
め
る
事

業
の
遂
行
の
た
め
必
要
な
地
に
地
方
連
絡
協
議
会
お
よ
び
支
部

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
支
部
は
都
道
府
県
に
１
支
部

と
す
る
」
と
い
う
条
項
を
追
加
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
87
年
の
社
団
法
人
化
以
来
、
日
糖
協
で
は
数
度

に
わ
た
っ
て
定
款
や
細
則
を
改
正
し
、
社
団
法
人
と
し
て
の
組

織
づ
く
り
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
特
定
公
益
増
進
法
人
に
認

可
さ
れ
て
以
降
は
、
本
部
と
支
部
を
よ
り
一
体
化
す
る
と
と
も

に
、
支
部
の
収
支
・
財
務
の
適
正
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
た
め
、

本
部
・
支
部
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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第
❷
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

社団法人日本糖尿病協会定款

第1章　総則
　（名称）
第 1条　本協会は、社団法人日本糖尿病協会と称する。（英文名　Japan Association for Diabetes  
 Education and Care）略称（JADEC）とする。
　（事務所）
第 2条　（略）
　（目的）
第 3条　本協会は、糖尿病に関する正しい知識の普及啓発、糖尿病患者及びその家族の療育指導、糖尿 
 病に関する調査研究を行うことにより国民の健康の増進に寄与することを目的とする。
　（事業）
第 4条　本協会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
 （1）糖尿病の予防及び治療に関する知識の普及啓発
 （2）糖尿病の予防及び治療に関する調査・研究
 （3）糖尿病の患者及びその家族の療育指導
 （4）糖尿病に関する海外関係団体との連携
 （5）その他本協会の目的を達成するために必要な事業

第 2章　会員
　（種別）
第 5条　本協会の会員は、次の 3種とし、正会員より選出された代議員をもって民法上の社員とする。
 （1）正会員　　本協会の目的を理解し賛同して入会した個人
 （2）賛助会員　本協会の目的及び事業を賛助するため入会した個人又は団体
 （3）名誉会員　本協会に功労のあった者又は学識経験者で総会において推薦された者
　（入会）
第 6条　正会員及び賛助会員として入会しようとする者は、理事長が別に定める入会申込書により申し 
 込まなければならない。
　（会費）
第 7条　（略）
　（会員の資格喪失）
第 8条　（略）
　（退会）
第 9条　（略）
　（除名）
第 10 条　（略）
　（拠出金品の不返還）
第 11 条　（略）

第 3章　役員
　（種類及び定数）
第 12 条 本協会に、次の役員を置く。
 　理事　31 人以上　35 人以内
  　監事　2人
　　　　 2　本協会に、理事の中から次の役員を置く。
 　理事長　　1人
 　副理事長　3人以内
 　専務理事　1人
 　常務理事　3人以内

（以下略）
2005（平成17）年 7月25日変更
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特
定
公
益
増
進
法
人
格
の
取
得

国
民
の
健
康
増
進
に
貢
献
す
る
団
体
を
め
ざ
し
て

日糖協の
組織の変遷

　

日
本
糖
尿
病
協
会
の
法
人
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
の
は
、
創
立
か
ら
７
年
後
の
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
の
こ

と
で
す
。
同
年
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
日
糖
協
の
福
祉
法
人

化
が
提
案
さ
れ
、翌
69
年
の
第
８
回
総
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

70
年
の
第
10
回
総
会
で
も
再
び
審
議
さ
れ
、
日
糖
協
内
に
法
人

化
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
、
国
は
新
し
い

法
人
を
増
や
す
こ
と
に
消
極
的
で
あ
っ
た
た
め
、
日
糖
協
の
法

人
化
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

創
立
20
周
年
に
あ
た
る
81
年
、
日
糖
協
は
20
年
の
実
績
を
踏

ま
え
、
再
度
法
人
化
に
向
け
て
の
活
動
を
再
開
し
ま
す
。
糖
尿

病
患
者
さ
ん
や
一
般
の
人
た
ち
へ
の
啓
発
活
動
を
さ
ら
に
推
進

さ
せ
る
た
め
に
、
法
人
格
を
も
ち
、
名
実
と
も
に
力
を
備
え
る

必
要
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
85
年
に
は
民
法
第
34
条
で
規
定

す
る
公
益
法
人
化
へ
向
け
て
特
別
委
員
会
で
正
会
員
や
理
事
そ

の
他
役
員
の
数
、
定
款
の
内
容
な
ど
具
体
的
に
検
討
を
始
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
２
年
後
の
87
年
４
月
１
日
、
厚
生
省
（
当
時
）

の
認
可
が
下
り
、
日
糖
協
は
厚
生
省
保
健
医
療
局
疾
病
対
策
課

所
管
第
23
番
目
の
社
団
法
人
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
社
団
法
人
化
に
伴
い
、
患
者
会
か
ら
出
発
し
た
日
糖
協

は
、広
く
社
会
に
貢
献
す
べ
き
団
体
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、

日
糖
協
の
会
員
は
こ
れ
ま
で
糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
・

友
人
、医
師
以
外
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
限
ら
れ
た
「
普
通
会
員
」

と
原
則
的
に
医
師
で
あ
る
「
特
別
会
員
」
に
分
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、「
正
会
員
」
に
一
本
化
し
、
日
糖
協
の
目
的
を
理
解
し

賛
同
す
る
す
べ
て
の
人
に
入
会
を
認
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

日
糖
協
は
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
、
医
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ

ッ
フ
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
一
般
市
民
な
ど
を
会
員
と
す
る

公
益
事
業
を
目
的
と
し
た
一
つ
の
大
き
な
団
体
と
な
っ
た
の
で

す
。

　

90
年
代
後
半
か
ら
日
糖
協
は
特
定
公
益
増
進
法
人
の
認
定
を

受
け
る
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。
当
時
、
日
糖
協
の
経
費
全
体

に
占
め
る
会
費
の
割
合
は
13
％
程
度
で
あ
り
、
全
国
糖
尿
病
週

間
や
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
小
児
糖
尿

病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
療
養
・
啓
発
活
動
に
か
か
る
資
金

の
多
く
は
、
団
体
や
企
業
か
ら
の
献
身
的
な
支
援
に
頼
っ
て
い

る
の
が
実
情
で
し
た
。
特
定
公
益
増
進
法
人
に
対
し
て
寄
付
金

を
支
出
し
た
場
合
、
支
出
し
た
側
は
損
金
と
し
て
所
得
か
ら
差

し
引
か
れ
る
た
め
節
税
と
な
り
、
ま
た
寄
付
金
を
受
け
る
側
と
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第
❷
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

し
て
は
寄
付
金
の
依
頼
が
容
易
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
定
公
益
増
進
法
人
の
指
定
を
受
け
る

こ
と
は
日
糖
協
必
須
の
念
願
だ
っ
た
の
で
す
。

　

約
10
年
間
に
わ
た
っ
て
何
度
も
資
格
取
得
の
た
め
の
申
請
を
行

い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
成
果
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
状
況
に
変
化
が
現
れ
た
の
は
、
清
野
裕
先
生
が
理
事
長
に

就
任
し
た
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
の
こ
と
で
す
。
清
野
理
事

長
は
こ
の
資
格
取
得
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
提
唱
し
、
厚
生

労
働
省
に
対
し
て
強
力
な
請
願
運
動
を
推
し
進
め
ま
し
た
。
04

年
か
ら
05
年
に
か
け
て
厚
生
労
働
省
と
財
務
省
に
申
請
の
説
明

と
交
渉
を
行
い
、
ま
た
当
時
厚
生
労
働
省
の
副
大
臣
で
あ
り
後

に
法
務
大
臣
も
歴
任
さ
れ
た
森
英
介
代
議
士
に
日
糖
協
の
活
動

を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
結
果
、
05
年
６
月
、
日
糖
協
は
科
学
技

術
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
思
想
の
総
合
的
な
普
及
啓
発
を
目
的

と
す
る
特
定
公
益
増
進
法
人
と
し
て
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、10
年
６
月
に
は
再
認
と
な
っ
て
い
ま
す
。

法人化が審議された第 8回日糖協総会
（京都府京都市 京都会館・1969年7月5日）

特定公益増進法人の証書

しりこそ就長労年とにを術とき
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よ
り
安
定
し
た
財
政へ

事
業
の
自
己
運
営
化
と
拡
大
に
よ
り
、
安
定
し
た
財
政
を
確
立

日糖協の
組織の変遷

　

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
、
日
本
糖
尿
病
協
会
は
会
費
月
額

10
円
、予
算
１
２
２
万
５
０
０
円
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

財
政
難
か
ら
会
費
月
額
を
15
円
に
値
上
げ
し
た
こ
と
や
会
員
の

増
加
に
よ
り
、
翌
62
年
度
の
会
費
収
入
は
創
立
当
初
の
会
費
収

入
の
約
４
倍
と
な
り
ま
し
た
が
、『
さ
か
え
』
の
部
数
増
な
ど

に
よ
り
経
費
が
か
さ
み
、
ほ
か
の
事
業
ま
で
は
手
が
回
ら
な
い

の
が
実
情
で
し
た
。

　

65
年
に
は
全
国
糖
尿
病
週
間
が
始
ま
り
、
本
部
か
ら
助
成
金

を
出
す
べ
き
と
の
声
を
受
け
、
事
業
費
と
し
て
初
め
て
20
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
一
方
、
会
費
は
据
置
き
の
ま
ま
で
あ
り
、

事
業
ら
し
い
事
業
は
ほ
と
ん
ど
行
え
な
い
財
政
状
態
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
会
費
の
値
上
げ
を
行
い
、
創
立
10
周
年
に
あ
た
る

71
年
に
は
経
費
総
額
が
初
め
て
５
０
０
万
円
台
に
乗
り
、
財
政

の
基
礎
固
め
が
よ
う
や
く
で
き
て
き
ま
し
た
。

　

会
費
の
値
上
げ
な
ど
に
よ
り
、
79
年
に
は
経
費
総
額
が

２
０
０
０
万
円
を
突
破
。
２
年
後
の
81
年
に
は
経
費
総
額
が

３
０
０
０
万
円
の
大
台
に
乗
り
ま
し
た
。
わ
ず
か
２
年
で
経
費

総
額
が
１
０
０
０
万
円
も
増
加
し
た
大
き
な
理
由
は
『
糖
尿
病

療
養
の
た
め
の
食
品
交
換
表
』
の
印
税
の
う
ち
、
３
分
の
１
を

日
本
糖
尿
病
学
会
か
ら
分
割
支
給
さ
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
会
員
増
に
よ
る
会
費
収
入
の
拡
大
も
大
き
な
要
因
で
、

創
立
当
初
の
会
費
収
入
が
25
万
１
９
３
０
円
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
81
年
度
の
会
費
収
入
は
１
８
１
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　

こ
う
し
た
経
費
総
額
の
増
大
に
伴
い
、
日
糖
協
は
事
業
の
拡

大
に
注
力
し
ま
し
た
。
65
年
に
全
国
糖
尿
病
週
間
の
助
成
金

と
し
て
初
め
て
計
上
し
た
事
業
費
が
20
万
円
だ
っ
た
の
に
対

し
、
81
年
度
は
７
９
５
万
円
の
事
業
費
を
計
上
。
事
業
費
の
内

訳
は
、
20
周
年
記
念
事
業
費
２
５
０
万
円
、
小
児
糖
尿
病
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
補
助
３
２
０
万
円
、
全
国
糖
尿
病
週
間
の
助
成
金

１
０
０
万
円
、
ブ
ロ
ッ
ク
結
成
助
成
金
35
万
円
、
小
児
糖
尿
病

全
国
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
補
助
金
10
万
円
な
ど
で
す
。
ま
た
、
小

児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
に
あ
た
り
、
88
年
か
ら
は

財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興
会
（
通
称
・
日
本
財
団
）
の
申
請
を

開
始
。
以
来
、
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
日
本
財
団
や

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
な
ど
か
ら
資
金
面
で
も
協
力
を
得
て
い
ま

す
。

　

経
費
総
額
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
85
年
に
４
０
０
０
万
円
を

突
破
し
、
88
年
に
は
５
０
０
０
万
円
、
１
９
９
２
（
平
成
４
）

年
に
は
７
０
０
０
万
円
、
93
年
に
は
８
０
０
０
万
円
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
着
実
に
伸
び
続
け
て
き
た
経
費
総
額
が
飛

■1961年度予算　支出の部■1961年度予算　収入の部

合計
￥１，２２０，５００

合計
￥1,220,500

日本糖尿病学会からの寄付 
￥30,000 創立費 ￥１２０，０００

予備費 ￥６０，０００会費（1人10円・6カ月分）
￥190,500

繰越金
￥３４７，７５０

雑費　
￥４０，０００

『さかえ』印刷費
￥３８１，０００

人件費　
￥９０，０００

賛助金 ￥1,000,000 
委員会費 ￥３０，０００

総代会補助金 ￥３０，０００ 国際連合加盟金 ￥３１，７５０
郵送および通信費 ￥６０，０００

原稿料 ￥３０，０００

合計
￥１，２２０，５００

原稿料 ￥３

合計
￥1,220,500
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日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

躍
的
に
増
大
し
た
の
は
94
年
の
こ
と
で
す
。
８
０
０
０
万
円
台

だ
っ
た
経
費
総
額
は
こ
の
年
、
一
気
に
１
億
４
０
０
０
万
円
を

突
破
し
、
翌
95
年
に
は
１
億
７
０
０
０
万
円
台
と
な
り
ま
す
。

　

94
年
に
経
費
総
額
が
飛
躍
的
に
増
大
し
た
背
景
に
は
、
日
糖

協
と
各
県
支
部
と
の
共
催
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
糖
尿
病

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
糖
尿
病
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
一
般
の

人
た
ち
に
糖
尿
病
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
と
い
う
目

的
で
始
ま
っ
た
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
毎
年
４
都
道
府
県
ほ

ど
の
会
場
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
多
数

の
企
業
か
ら
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
か
ら
03
年
ま
で
の
近
藤

正
理
事
長
時
代
、
日
糖
協
は
事
業
の
自
己
運
営
化
に
よ
る
財
政

面
の
安
定
化
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
業
者
に

委
託
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
支
部
が

中
心
と
な
っ
て
運
営
し
、
そ
の
経
費
は
日
糖
協
本
部
が
支
出
す

る
仕
組
み
に
す
る
と
同
時
に
、
業
者
が
製
作
・
販
売
し
て
い
た

「
糖
尿
病
療
養
手
帳
」
な
ど
の
療
養
グ
ッ
ズ
を
日
糖
協
が
製
作

し
、
直
接
製
薬
会
社
な
ど
に
販
売
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
日
糖
協
の
財
政
は
い
ま
ま
で
以
上
に
安

定
し
、
会
員
や
一
般
の
人
た
ち
へ
の
啓
発
活
動
に
よ
り
多
く
の

事
業
費
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
04
年
か
ら
の
清
野
裕
理
事
長
時
代
に
は
、
い
く
つ

か
の
財
政
的
改
革
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
数
年
来
伸
び
悩

ん
で
い
る
「
友
の
会
」
の
数
お
よ
び
そ
こ
に
所
属
す
る
会
員
数

へ
の
対
応
策
で
し
た
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
の

が
、
い
つ
ど
こ
で
も
誰
で
も
日
糖
協
の
会
員
に
な
れ
る
本
部
会

員
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
微
減
を
続
け
る

「
友
の
会
」
の
正
会
員
に
代
わ
っ
て
、
本
部
会
員
が
着
実
に
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
企
画
委
員
会
に
企
業
部
会
を

設
け
、
企
業
が
自
主
的
に
か
つ
積
極
的
に
日
糖
協
に
参
加
し
活

動
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
方
策
に
よ
っ
て

事
業
目
的
に
沿
っ
た
試
験
研
究
や
調
査
活
動
の
拡
大
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
増
収
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
05
年
に
は
科
学
技
術
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
思
想
の

総
合
的
な
普
及
啓
発
を
目
的
と
す
る
分
野
で
の
特
定
公
益
増
進

法
人
格
が
認
め
ら
れ
、
学
術
団
体
と
し
て
も
そ
の
公
益
性
が
評

価
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
外
部
か

ら
の
援
助
は
受
け
や
す
く
な
り
、
そ
の
点
で
は
大
き
く
前
進
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、日
糖
協
が
真
に
安
定
し
た
財
政
と
な
る
た
め
に
は
、

会
員
全
員
が
自
立
改
革
を
含
め
て
公
的
法
人
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
団
法

人
と
は
人
の
集
団
で
あ
り
、
そ
の
財
源
は
そ
の
会
費
で
賄
う
こ

と
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
社
団
法
人
で
あ
る
現
在

の
日
糖
協
も
、
新
公
益
法
人
法
に
よ
る
こ
れ
か
ら
の
日
糖
協
も

全
く
同
じ
で
す
。
２
０
１
０
年
の
総
収
入
に
対
す
る
会
費
の

占
め
る
割
合
は
13
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
（
左
上
の
グ
ラ
フ
参
照
）。

他
団
体
の
総
収
入
に
対
す
る
会
費
の
割
合
が
少
な
く
と
も
60
〜

70
％
で
あ
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
低
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
事
業
拡
大
に
よ
り
収
益
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
こ
う
し
た
事
業
収
益
増
は
事
業
充
実
な
ど
に
よ
り
会
員
へ

還
元
す
る
も
の
と
し
て
、
会
費
の
適
正
化
が
真
の
財
政
の
確
立

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

合計
￥891,800,000

合計
￥916,300,000

管理費支出 ￥70,650,000

※ 1法定福利費支出
/ 福利厚生費支出 /
会議費支出 /総会費
支出・印刷製本費支
出等を含む
※2世界糖尿病デー・
AASD・サマーキャン
プ等への補助支出 /
講演会費支出 /調査
研究費支出 /国際関
係費支出等を含む

※ 1

※ 2
事業費支出 ￥821,150,000研究調査収入 ￥657,500,000 

事業収入
￥91,000,000

会費収入
￥115,000,000 

特定資産運用収入
￥5,500,000 

他会計繰入収入 
￥17,500,000 

寄付金収入
￥13,500,000 

助成金等収入 
￥10,000,000 

雑収入 ￥6,300,000 

■2010年度補正予算　支出の部 ■2010年度補正予算　収入の部 

合計
￥916,300,000

000

合計
￥891,800,000

※ 2
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「
糖
尿
病
に
関
す
る
有
用
か
つ
正
確
な
情
報
を
さ
ら
に
獲
得

し
、
そ
れ
を
普
及
す
る
こ
と
、
お
よ
び
糖
尿
病
患
者
の
身
体
的
、

社
会
的
、
経
済
的
福
祉
を
改
善
す
る
よ
う
な
諸
活
動
を
行
う
こ

と
」
を
目
的
に
、
国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
が
発
足
し
た

の
は
１
９
５
０（
昭
和
25
）年
９
月
23
日
の
こ
と
で
し
た
。
翌
々

年
の
52
年
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
、
15
カ
国
、
２
４
１
人

の
参
加
に
よ
り
、
第
１
回
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
の
創
立
と
同
じ
61
年
、
日
糖
協
は
日
本
糖

尿
病
学
会
の
レ
イ
マ
ン
組
織
と
し
て
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
開
か
れ
た
第
４
回
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
に
初
め
て
参
加
し
、
第
６
回

ま
で
代
表
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
第
７
回
か
ら
は
別
個
に
代

表
を
出
さ
ず
、
日
本
糖
尿
病
学
会
代
表
が
日
糖
協
代
表
を
兼
ね

る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｄ
Ｆ
へ
の
参
加
の
ほ
か
、69
年
に
は
米
国
糖
尿
病
協
会（
Ａ

Ｄ
Ａ
）
の
会
長
で
あ
る
エ
レ
ン
バ
ー
グ
博
士
が
日
本
糖
尿
病
学

会
の
招
待
で
来
日
し
た
際
に
、
博
士
を
囲
ん
で
日
糖
協
と
Ａ
Ｄ

Ａ
と
の
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
75
年
の
第
17
回
日
糖
協
総
会
に
お
い
て
Ａ
Ｄ
Ａ
と
の

姉
妹
提
携
が
満
場
一
致
で
決
定
し
、
76
年
８
月
20
日
、
知
見
鬼

三
副
理
事
長
（
当
時
）
を
団
長
と
す
る
訪
米
親
善
大
使
団
66
人

が
渡
米
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ナ
イ
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
日
米
糖
尿

病
協
会
姉
妹
提
携
の
盟
約
締
結
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
糖
協
は
Ｉ
Ｄ
Ｆ
や
Ａ
Ｄ
Ａ
な
ど
と
の
連
携
を

図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
海
外
関
係
団
体
と
の
連
携
を
よ
り
強
化

す
る
た
め
、88
年
に
国
際
交
流
委
員
会
を
設
置
。
１
９
９
４（
平

成
６
）
年
に
日
本
で
は
初
め
て
、
兵
庫
県
神
戸
市
で
第
15
回
Ｉ

Ｄ
Ｆ
総
会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
は
、
日
糖
協
の
活
動
を
紹
介
す

る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
作
成
し
、
国
際

交
流
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
メ

キ
シ
コ
で
開
催
さ
れ
た
第
17
回
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
か
ら
は
、
会
場
内

に
設
け
ら
れ
た
ブ
ー
ス
で
活
動
を
紹
介
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
レ

ッ
ジ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
日
糖
協
の
歴
史
や
日
本
の
糖
尿
病

の
実
態
、
健
康
食
と
し
て
世
界
か
ら
注
目
が
集
ま
る
日
本
食
の

ほ
か
、
03
年
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
第
18
回
Ｉ
Ｄ

Ｆ
総
会
か
ら
は
日
本
糖
尿
病
学
会
編
集
で
日
糖
協
発
行
の
『
糖

尿
病
治
療
の
た
め
の
食
品
交
換
表
』
や
『
糖
尿
病
治
療
ガ
イ
ド
』

を
英
語
版
で
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
加
え
、
会
場
を
訪
れ
た

人
々
の
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
に
お
け
る
日
本
の
存
在
は
次
第
に
大
き
く

な
り
、
04
年
に
堀
田
饒
日
糖
協
理
事
が
Ｉ
Ｄ
Ｆ
副
会
長
に
就
任

世
界
の
糖
尿
病
協
会
と
の
連
携

ア
ジ
ア
各
国
と
の
連
携
を
強
化
し
、
糖
尿
病
研
究
を
促
進

幅広い社会貢献活動のなかでのそれぞれの取り組み

日糖協の
取り組み
の歴史
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会
50
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み

し
、
06
年
７
月
に
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
・
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
開

催
さ
れ
た
第
19
回
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
に
お
い
て
、
清
野
裕
日
糖
協
理

事
長
が
国
際
糖
尿
病
連
合
・
西
太
平
洋
地
区
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ -

Ｗ
Ｐ

Ｒ
）
の
次
期
会
長
に
、
田
嶼
尚
子
先
生
が
常
任
理
事
に
決
定
。

清
野
理
事
長
は
09
年
に
Ｉ
Ｄ
Ｆ -

Ｗ
Ｐ
Ｒ
の
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
。
ま
た
、
09
年
に
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
第
20
回
Ｉ
Ｄ
Ｆ
総
会
で
は
、
日
糖
協
の
Ｉ
Ｄ
Ｆ
へ
の
単
独

加
盟
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
近
年
の
研
究
で
欧
米
人
と
ア
ジ
ア
人
の
２
型
糖
尿
病

の
病
態
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
は
さ

ら
に
ア
ジ
ア
各
国
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
研
究
や
情
報
共
有
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
09

年
５
月
、
日
本
糖
尿
病
学
会
と
日
糖
協
が
中
心
と
な
っ
て
、
東

ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
糖
尿
病
関
連
団
体
が
参
加
す
る

ア
ジ
ア
糖
尿
病
学
会
（
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
を
設
立
し
、
理
事
長
に
清

野
日
糖
協
理
事
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
同
年
５
月
に
は
大
阪
で

第
１
回
学
術
会
議
を
、
10
年
５
月
に
は
岡
山
で
第
２
回
学
術
会

議
を
開
催
。
11
年
に
は
中
国
で
、
12
年
に
は
日
本
で
の
開
催
が

決
定
し
て
い
ま
す
。
日
糖
協
は
日
本
糖
尿
病
学
会
と
協
力
し
な

が
ら
、
こ
の
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｄ
を
米
国
糖
尿
病
学
会
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
糖

尿
病
学
会
と
な
ら
ぶ
ア
ジ
ア
地
域
の
中
心
的
な
糖
尿
病
学
会
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日糖協とADAとの姉妹の盟約締結式が行われたアメリカ・ナイダー
キャンプ。日糖協からキャンプに送られた鯉のぼりを囲んで
（1976年8月20日）

第 20回ＩＤＦ総会でのグローバルビレッジ・日本ブース（カナ
ダ・モントリオール・2009年10月18日～22日）

AASD 第１回学術
集会抄録集
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糖
尿
病
で
は
日
々
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
最
も
重
要
で

す
。
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
イ
ン
ス
リ
ン
が
必
要
な
患
者
さ
ん

が
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
が
で
き
な
い
と
な
る
と
、
生
死
に
か
か
わ

る
問
題
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
が
医
師
し
か

行
え
な
い
と
し
た
ら
、
患
者
さ
ん
は
常
に
医
師
の
近
く
で
生
活

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
極
め
て
不
自
由
な
生
活
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
発
見

さ
れ
た
１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
直
後
か
ら
、
多
く
の
国
で
は

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
に
限
っ
て
患
者
さ
ん
に
よ
る
自
己
注
射
を
認

め
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
日
本
で
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
発
見
か
ら
50
年
が
経
過

し
て
も
な
お
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
自
己
注
射
は
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
が
必
要
不
可
欠
な
患
者
さ
ん

は
イ
ン
ス
リ
ン
を
自
費
で
購
入
し
、
自
ら
注
射
す
る
と
い
う
違

法
行
為
で
命
を
つ
な
ぐ
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
矛
盾
を
打
開
す
る
た
め
に
、
１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年

４
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
の
が
「
長
野
方
式
」
と
呼
ば
れ
る
方
法

で
す
。
こ
れ
は
、
来
院
時
に
イ
ン
ス
リ
ン
バ
イ
ア
ル
１
本
を
処

方
し
、
そ
の
一
部
を
注
射
し
て
残
液
を
患
者
さ
ん
に
渡
し
、
毎

月
１
、２
回
患
者
さ
ん
か
ら
電
話
報
告
を
受
け
る
と
い
う
方
法

で
す
。
全
国
の
医
師
は
こ
の
長
野
方
式
を
取
り
入
れ
る
な
ど
知

恵
を
し
ぼ
っ
て
患
者
さ
ん
が
自
己
注
射
を
行
え
る
よ
う
苦
心
し

て
き
ま
し
た
が
、
76
年
に
は
こ
の
長
野
方
式
が
違
法
で
あ
る
と

厚
生
省（
当
時
）か
ら
指
摘
さ
れ
、中
止
命
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
は
創
立
以
来
、
67
年
に
イ
ン
ス
リ
ン
自
己

注
射
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
な
ど
イ
ン
ス
リ
ン
自

己
注
射
問
題
の
解
決
法
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
ス
リ
ン
発

見
50
周
年
を
迎
え
た
71
年
に
は
、
こ
の
問
題
に
熱
心
に
取
り
組

ん
で
き
た
東
京
女
子
医
科
大
学
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
の
平
田
幸

正
先
生
を
中
心
に
「
10
万
人
の
署
名
運
動
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
署
名
の
お
願
い
は
日
糖
協
か
ら
日
本
中
の
患
者
会
に
送
付

さ
れ
、
71
年
11
月
８
日
か
ら
全
国
い
っ
せ
い
に
開
催
さ
れ
た
第

７
回
全
国
糖
尿
病
週
間
を
機
に
、
署
名
運
動
が
さ
ら
に
強
力

に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
翌
72
年
３
月
１
日
に
は

11
万
４
３
１
８
人
と
い
う
多
数
の
署
名
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

同
年
４
月
25
日
に
日
糖
協
理
事
長
・
橋
本
関
蔵
、
副
理
事
長
・

知
見
鬼
三
、
柏
田
芳
市
（
い
ず
れ
も
当
時
）
の
３
氏
の
連
名
で

イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
の
健
保
給
付
適
用
に
つ
い
て
の
要
望
書

（
次
ペ
ー
ジ
の
右
上
図
参
照
）
を
厚
生
省
を
は
じ
め
、
衆
参
両

院
議
院
に
提
出
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
陳
情
に
よ
っ

イ
ンス
リ
ン
自
己
注
射
の
健
保
適
用

イ
ンス
リ
ン
療
法
が
不
可
欠
な
患
者
さ
ん
の
た
め
に

日糖協の
取り組み
の歴史
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て
健
保
給
付
適
用
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
各
地
で

展
開
し
た
署
名
運
動
に
よ
っ
て
日
糖
協
組
織
の
結
束
は
よ
り
強

固
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
日
糖
協
は
平
田
先
生
を
中
心
と
し
て
厚
生
省
や

国
会
議
員
、
関
係
団
体
へ
の
働
き
か
け
を
推
進
し
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、熊
本
県
小
児
糖
尿
病
を
守
る
会
の
三
村
悟
郎
先
生
、

日
本
糖
尿
病
学
会
の
小
坂
樹
徳
理
事
長
、
日
本
医
師
会
の
武
見

太
郎
会
長（
い
ず
れ
も
当
時
）を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
方
々
も

イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
の
実
現
の
た
め
に
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を

続
け
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
の
努
力
が
実
っ
た
の
は
、
81

年
６
月
１
日
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
日
、
厚
生
省
は
イ
ン
ス
リ

ン
の
自
己
注
射
を
医
師
が
指
導
し
、
そ
れ
を
患
者
さ
ん
が
行
う

こ
と
は
医
師
法
違
反
で
は
な
い
と
明
言
し
ま
し
た
。
同
時
に
、

自
己
注
射
に
必
要
な
イ
ン
ス
リ
ン
製
剤
と
注
入
器
に
つ
い
て
健

保
給
付
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

長
年
に
わ
た
る
日
糖
協
や
関
係
団
体
の
悲
願
が

実
現
し
た
瞬
間
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
問
題
の

解
決
に
向
け
て
尽
力
さ
れ
た
平
田
先
生
と
三
村

先
生
に
は
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
10
月
15
日
、

鈴
木
万
平
糖
尿
病
学
国
際
交
流
財
団
の
第
２
回

糖
尿
病
療
養
指
導
鈴
木
万
平
賞
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

支部名 会員数（人） 署名数（人）
北海道 686 3976
青森 165 993
宮城 205 772
秋田 80 702
会津 150 243
栃木 128 5225
群馬 110 724
埼玉 200 4400
千葉 130 875
東京 3228 51984
新潟 70 132
岐阜 60 1447
長野 300 954
静岡 250 1981
東海 400 1121
南勢 40 78
京都 1100 12381
大阪 640 5696
神戸 100 0
はりま 350 2358
和歌山 50 0
山陰 45 1464
島根 130 1770
岡山 320 3456
広島 250 1160
徳島 150 53
香川 179 536
高知 100 772
福岡 350 1475
佐賀 138 274
長崎 170 35
熊本 400 2287
大分 160 424
宮崎 110 1279
鹿児島 177 1105

山百合会（神奈川県） 　　- 1185
その他 1401
合計 　　- 114318

1972 年3月1日
■インスリン健保給付署名集計報告  

インスリン注射の薬価健保給付に関する要望

　わが国における糖尿病患者はますます増加の傾向にあり、その数は実に
150 万乃至 200 万と推定されております。これらの患者のうち約 5分の 1
の 30 万乃至 4、50 万人はインスリンの注射を毎日必要とし、生涯を通じて
一日も欠かすことが出来ないものとなって居ります。もしこのインスリン注射を
中断せんか尊き生命の存亡に関することとなるのであります。
　しかもインスリン注射は毎日1回以上継続して行なうことを必要とし、休
日、旅行中など、常時医師の手を煩わすことは実際問題として不可能であり、
糖尿病患者のインスリン注射に限っては、自己注射が世界的にすすめられ
ているのが現状であります。
　しかるにインスリン注射は医師が注射する場合は健康保険が適用されて
居りますが、各自が毎日注射する場合は全額個人負担となり一生を通じて
継続しなければならない注射の薬価負担は大きな問題となって来るのであり
ます。
　日本糖尿病協会は、あたかも糖尿病治療に革命的な効果をもたらしたイ
ンスリンが発見されて、ここに50 周年を迎えるに当り、日本糖尿病学会と共
催の下に昭和 46 年 11月8日から全国一斉に展開されました第 7回糖尿
病週間を機として、署名運動を開始し、爾来全国的に請願運動を継続実
施して参りました結果、昭和 47 年 4月1日現在、実に114,318 名に達しま
したので、ここに連署の上、患者自身によるインスリン注射の薬価を健保給
付適用により解決方をお願いする次第であります。インスリン注射を必要とす
る糖尿病患者の生命維持に絶対必要なインスリンの健保給付問題こそ、患
者にとって緊急を要する問題であり、之が実現の暁は多くの患者の大きな福
音となることはいうまでもありません。かかる事情を御諒察の上 1日も早く実
現方を切に希望するものであります。

　　　　　　　　　
日本糖尿病協会　理事長　橋本関蔵

　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長　知見鬼三
　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長　柏田芳市

〔付記〕本協会は日本糖尿病学会指導の下に昭和 36 年 9月結成され、
各都道府県に支部を置き、正しい糖尿病の治療普及に努めつつありま
して、糖尿病世界連合にも加盟しているわが国唯一の団体であります。

1971年11月8日から全国いっせいに展開された「イン
スリン健保給付10万人署名運動」の結果
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糖
尿
病
療
養
は
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
基
本
で
す
。
イ
ン
ス

リ
ン
療
法
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
血
糖
の
状
態
に
よ
っ
て
イ

ン
ス
リ
ン
や
食
事
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、
特
に
き
め
細
か
い

血
糖
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
医
療
機
関

受
診
時
の
血
糖
測
定
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
患
者
さ
ん
が

自
宅
で
い
つ
で
も
血
糖
を
測
定
で
き
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
１
９
７
０
年
代
は
、
患
者
さ
ん
に
よ
る
イ
ン
ス
リ

ン
自
己
注
射
と
同
様
、
血
糖
自
己
測
定
も
医
師
法
に
違
反
す
る

行
為
と
さ
れ
、
健
保
適
用
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
、
池
田
義
雄
先

生
が
中
心
と
な
っ
て
血
糖
自
己
測
定
に
関
す
る
研
究
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
に
お
け
る

血
糖
自
己
測
定
の
有
用
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
自
己

測
定
で
得
ら
れ
た
血
糖
値
を
糖
尿
病
治
療
に
い
か
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
せ
る
か
を
研
究
す
る
も
の
で
、
全
国
８
施
設
の
協
力

を
得
て
非
常
に
有
意
義
な
報
告
書
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
と
並
行
し
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
が
健
保
適

用
と
な
っ
た
81
年
に
は
「
尿
糖
か
ら
血
糖
検
査
時
代
へ
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、「
血
糖
の
自
己
測
定
と
糖
尿
病
の
管

理
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
２
年
後
の
83
年
に
は

「
模
索
の
時
代
か
ら
評
価
の
時
代
へ
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
実
施
し
、
第
３
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
血
糖
自
己

測
定
を
健
保
適
用
へ
」
と
い
う
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
糖
尿
病
学
会
の
小
坂
樹
徳
理
事
長
と
平
田
幸
正

理
事
（
い
ず
れ
も
当
時
）
は
、
学
術
団
体
で
あ
る
日
本
糖
尿
病

学
会
と
し
て
は
行
政
に
か
か
わ
る
よ
う
な
要
望
書
を
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
連
名
で
個
人
と
し
て
日
本
医
師
会
長
あ
て

に「
血
糖
自
己
測
定
用
試
験
紙
の
健
保
給
付
に
つ
い
て
の
申
請
」

を
す
る
な
ど
、
血
糖
自
己
測
定
の
健
保
適
用
に
向
け
多
大
な
努

力
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か
け
や
陳
情
の
結
果
、
イ
ン
ス

リ
ン
自
己
注
射
の
健
保
適
用
か
ら
５
年
後
の
86
年
、
予
想
を
上

回
る
早
さ
で
厚
生
省（
当
時
）は
血
糖
自
己
測
定
の
合
法
性
と
健

保
適
用
を
認
め
ま
し
た
。
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
指
導
料
に
加

算
す
る
と
い
う
形
式
で
し
た
。

　

以
降
、
血
糖
自
己
測
定
は
広
く
浸
透
し
、
現
在
で
は
糖
尿
病

治
療
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
保
険

点
数
の
改
正
が
行
わ
れ
、
４
回
目
の
改
正
時
に
よ
う
や
く
２
型

糖
尿
病
患
者
さ
ん
で
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
を
し
て
い
な
い
場
合
で

血
糖
自
己
測
定
の
健
保
適
用

イ
ンス
リ
ン
自
己
注
射
の
健
保
適
用
に
続
き
患
者
負
担
軽
減

日糖協の
取り組み
の歴史
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み

も
「
生
活
習
慣
病
管
理
料
」
の
算
定
に
際
し
て
、
糖
尿
病
が
中

等
度
以
上
で
あ
れ
ば
、
年
１
回
に
限
り
５
０
０
点
の
加
算
と
い

う
か
た
ち
で
血
糖
自
己
測
定
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
血
糖
自
己
測
定
器
（
自
己
検
査
用
グ
ル
コ
ー
ス
測
定

器
）
も
時
と
と
も
に
進
歩
を
遂
げ
、
い
ま
で
は
小
型
・
軽
量
で
、

子
ど
も
や
高
齢
の
患
者
さ
ん
で
も
簡
単
に
操
作
で
き
る
機
器
が

た
く
さ
ん
登
場
し
て
い
ま
す
。

血糖自己測定の普及啓発を目的に行われたシンポジウム「血糖の自己測定と糖尿病の
管理」（東京・1981 年 6月20日）

血糖自己測定用試験紙の健保給付についての申請書（1981年）

血糖自己測定用試験紙の健保給付についての申請

　糖尿病は医師と患者の協力の下に治療すべき疾患で、治療効果は
患者自身の自己管理の良否に大きく左右されます。このように重要な糖
尿病の自己管理は、従来糖尿を指標として行われてきましたが、近年
血糖の自己測定による方法が導入されました。とくに、インシュリン治療
中の糖尿病患者では、インシュリン治療に伴う危険を防止し、治療の
目標を達成するには、医療機関における血糖測定のほかに、患者自
身が血糖を測定し、自ら管理することが極めて重要であることが認識さ
れ、普及して参りました。
　以上の動向をふまえ、インシュリン治療中の糖尿病患者で、主治医
が特に必要と認めて指示する下記の場合には、血糖の自己測定を用
いる血糖測定用試験紙を健保給付されるようここに申請致しますので、
御検討賜りますよう御願い致します。 

（１）インシュリン依存型糖尿病患者 
　　血糖の変動は著しく大きく、常に高血糖と低血糖にさらされている
　　ので、 その危険を防止するには、随時血糖値を知り、対応する
　　必要があります。 
（2）妊娠中の糖尿病患者 
　　健常者と変わりのない児を得るには、妊娠中、血糖値を正常範囲
　　に維持する厳絡な自己管理が不可決であります。 
（3）進行性の糖尿病性網膜症および腎症を合併した糖尿病患者 
　　網膜症は進行すれば失明に、腎症は腎不全に陥ります。これら
　　の進行を防止するには、血糖を正常に保つための厳格な自己管
　　理が必要であります。 

　なお、血糖自己測定用試験紙は、１回１２点で、１日平均２回の測
定で１ヶ月７２０点となりますことを申し添えます。
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２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
６
月
20
日
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

で
き
る
か
ぎ
り
減
少
さ
せ
る
と
い
う
目
的
か
ら
道
路
交
通
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
法

律
で
は
、
精
神
病
者
や
知
的
障
害
者
、
て
ん
か
ん
病
者
等
に
つ

い
て
は
「
欠
格
」
と
し
て
運
転
免
許
を
与
え
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
改
正
後
の
法
律
で
は
、
そ
の
欠
格
事
由

を
廃
止
し
、
運
転
能
力
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
運
転
免
許
試

験
（
適
性
、学
科
お
よ
び
技
能
試
験
）
で
確
認
す
る
と
と
も
に
、

運
転
免
許
試
験
に
合
格
し
た
人
で
も
一
定
の
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
人
の
な
か
に
は
運
転
が
危
険
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
人
に
は
免
許
を
発
行
し
な
い
、
あ
る
い
は
す
で
に

免
許
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
免
許
を
取
り
消
す
か
停
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
ど
う
い
う
処
分
を
行
う
か
に
つ
い

て
は
、
政
令
（
道
路
交
通
法
施
行
令
）
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、そ
の「
政
令
で
定
め
る
基
準
」を
明
確
化
す
る
た
め
、

同
年
９
月
、
警
察
庁
は
「
運
転
免
許
の
処
分
基
準
等
の
見
直
し

素
案
」
を
発
表
し
、広
く
国
民
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

日
本
糖
尿
病
協
会
に
も
警
察
庁
か
ら
素
案
が
届
き
、
日
糖
協
は

警
察
庁
の
趣
旨
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た

同
年
10
月
に
は
警
察
庁
が
日
糖
協
を
訪
れ
、
近
藤
正
理
事
長
、

松
岡
健
平
副
理
事
長（
い
ず
れ
も
当
時
）、
患
者
さ
ん
３
人
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
の
素
案
で
は
、「
政
令
で
定
め
る
基
準
」
の
一
つ

と
し
て
「
低
血
糖
に
よ
る
意
識
障
害
を
伴
う
糖
尿
病
関
係
」
を

挙
げ
、「
糖
尿
病
に
か
か
っ
て
い
る
者
に
つ
い
て
」、
以
下
の
よ

う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
ア
）
Ⅰ　

低
血
糖
に
よ
る
発
作
に
よ
り
起
き
て
活
動
し
て
い

る
間
に
意
識
障
害
（
意
識
を
喪
失
し
て
し
ま
う
よ
う
な

こ
と
）
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、

処
分
の
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

Ⅱ　

過
去
１
年
以
内
に
、
低
血
糖
に
よ
る
発
作
に
よ
り

起
き
て
活
動
し
て
い
る
間
に
意
識
障
害
を
生
じ
た
こ
と

が
な
く
、
か
つ
、
今
後
当
該
発
作
が
起
こ
る
お
そ
れ
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
処
分
の
対
象
と

し
ま
せ
ん
。

（
イ
）（
ア
）
に
該
当
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
免
許
の
拒
否
や

取
り
消
し
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

　

こ
の
素
案
は
、「
糖
尿
病
」
と
「
低
血
糖
」
と
「
意
識
障
害
」

運
転
免
許
制
度

糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
社
会
生
活
を
守
る
た
め
に

日糖協の
取り組み
の歴史
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2002年 2 月：

低血糖症
（前兆を自覚しないまま、意識障害をもたらすおそれが
あると認められる場合）

無自覚性の低血糖症
（人為的に血糖を調節することができるものを除く。）

低血糖による意識障害を伴う糖尿病関係

が
同
じ
疾
患
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
、
糖
尿
病
患
者

さ
ん
に
多
大
な
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
日
糖
協
で
は
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
社
会
生
活
や
療
養
に

悪
影
響
が
出
な
い
よ
う
、患
者
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

日
本
糖
尿
病
学
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
力
を
合
わ
せ
て
警
察
庁

へ
意
見
を
述
べ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
素
案
で
は
「
低
血
糖
に
よ
る
意
識
障
害
を
伴
う

糖
尿
病
関
係
」
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
02
年
２
月
に
公
布
さ

れ
た
道
路
交
通
法
施
行
令
改
正
で
は
免
許
を
出
さ
な
い
、
あ
る

い
は
保
留
に
す
る
事
由
と
な
る
病
気
等
と
し
て
、「
無
自
覚
性

の
低
血
糖
症
（
人
為
的
に
血
糖
を
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
を
除
く
。）」
と
規
定
さ
れ
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
道
路
交
通
法
施
行
令
改
正
で
は
、
糖
尿
病
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
低
血
糖
症
の
前
兆
が
自
覚
で
き
る
人
、
ま
た

は
人
為
的
に
血
糖
を
調
節
で
き
る
人
に
つ
い
て
は
免
許
の
取
得

が
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
運
転
免
許
試
験

に
合
格
し
て
い
て
も
、
ま
だ
免
許
を
も
っ
て
い
な
い
人
や
、
す

で
に
免
許
を
も
っ
て
い
る
人
で
、
無
自
覚
性
の
低
血
糖
症
で
あ

り
、
か
つ
人
為
的
に
血
糖
を
調
節
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
つ

い
て
は
、
①
６
カ
月
以
内
に
そ
う
で
な
く
な
る
見
込
み
が
あ
る

場
合
は
最
長
６
カ
月
間
の
免
許
保
留
ま
た
は
免
許
の
効
力
を
停

止
②
そ
う
し
た
見
込
み
が
な
い
場
合
に
は
免
許
取
得
は
不
可
能

ま
た
は
取
り
消
し
、
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
免
許
の
保

留
ま
た
は
効
力
の
停
止
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
が
満
了

す
る
前
に
改
め
て
適
性
検
査
を
受
け
る
か
、
診
断
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日糖協に警察庁交通局運転免許課法令係より「運
転免許の処分基準の見直し」について意見聴取の
依頼。
数日後に日糖協から近藤正理事長（当時。以下同）
と松岡健平副理事長が警察庁を訪問し意見交換。
警察庁は同施行令改正の趣旨をホームページで公開
し、広く国民から意見を募集。日糖協にも「道路交
通法改正施行令素案」が警察庁から届く。
日糖協は警察庁の趣旨をホームページに掲載。
警察庁の担当者が日糖協を訪れ、近藤正理事長、
松岡健平副理事長、患者３人と意見交換を行う。
「道路交通法施行令改正試案」が公表される。そ
の後、糖尿病患者、日本糖尿病学会、専門医等で
十分に意見交換を行う。
「道路交通法施行令」改正

（昭和 35 年 10月11日政令第 270 号）
最終改正：平成 21 年 12月18日政令第 291 号

（免許の拒否又は保留の事由となる病気等） 
第三十三条の二の三 　法第九十条第一項第一号 イの政令
で定める精神病は、統合失調症（自動車等の安全な運転に
必要な認知、予測、判断又は操作のいずれかに係る能力を欠
くこととなるおそれがある症状を呈しないものを除く。）とする。 
２　法第九十条第一項第一号 ロの政令で定める病気は、次
に掲げるとおりとする。 
一　てんかん（発作が再発するおそれがないもの、発作が再
発しても意識障害及び運動障害がもたらされないもの並びに発
作が睡眠中に限り再発するものを除く。） 
二　再発性の失神（脳全体の虚血により一過性の意識障害を

もたらす病気であつて、発作が再発するおそれがあるものを
いう。） 
三　無自覚性の低血糖症（人為的に血糖を調節することがで
きるものを除く。） 
３　法第九十条第一項第一号 ハの政令で定める病気は、次
に掲げるとおりとする。 
一　そううつ病（そう病及びうつ病を含み、自動車等の安全な
運転に必要な認知、予測、判断又は操作のいずれかに係る
能力を欠くこととなるおそれがある症状を呈しないものを除く。） 
二 　重度の眠気の症状を呈する睡眠障害 
三　前二号に掲げるもののほか、自動車等の安全な運転に必
要な認知、予測、判断又は操作のいずれかに係る能力を欠く
こととなるおそれがある症状を呈する病気 
（以下略）

2001年 7 月：

2001年９月：

2001年10月：

2001年12月：

■「運転免許が取得できない病気」として
　　挙げられた糖尿病に関連する文言の変化

【2001年12月公表の「試案」】

【2002年 2月公布の「改正施行令」】

【2001年９月公表の「素案」】

■道路交通法施行令〈抜粋〉

■日糖協と道路交通法施行令改正
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第
１
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
東
京
大
会
は
１
９
９
２（
平
成
４
）

年
10
月
11
日
、
東
京
都
立
夢
の
島
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
糖
尿
病
協
会
の
会
員
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の

糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
家
族
、
医
療
関
係
者
な
ど
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
み
な
が
ら
糖
尿
病
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
日
糖
協
と
ノ
ボ 

ノ
ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ

ー
マ
株
式
会
社
が
企
画
・
立
案
し
、
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ノ
ボ 
ノ
ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ
ー
マ
は
当
時
、
小
児
１
型
糖
尿

病
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
２
型
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
対

し
て
も
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
日
糖
協
と
協
力
し
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
糖
尿
病
に

関
す
る
講
演
会
を
併
せ
て
開
催
す
る
こ
と
で
、
糖
尿
病
に
関
す

る
正
し
い
知
識
や
療
養
法
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を
進
め
て
い

こ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

　

第
１
回
東
京
大
会
に
は
、
７
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の
１
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
は
、
参
加
者
が
そ
れ

ぞ
れ
４
〜
６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
上
に
設
け
ら
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
血
糖
を
測
定
し
た

り
、
糖
尿
病
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
す
る
な
ど
し

て
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
終
了
後
に
は
日
糖
協
の
後
藤
由
夫
理
事
長
と

池
田
義
雄
副
理
事
長
（
い
ず
れ
も
当
時
）
が
糖
尿
病
に
関
す
る

講
演
を
行
い
、
第
１
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
好
評
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

以
降
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
開
催
地
は
年
を
追
う
ご
と
に
増

え
、
２
０
０
７（
平
成
19
）
年
度
の
開
催
地
は
45
カ
所
、
参
加
人

数
６
５
２
５
人
、
08
年
度
は
41
カ
所
、
５
８
１
９
人
、
09
年
度

は
40
カ
所
、
６
１
７
５
人
、
10
年
度
は
50
カ
所
、
約
７
０
０
０

人
に
上
っ
て
い
ま
す
。
開
催
地
・
参
加
人
数
が
増
え
る
に
し
た

が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
が
さ
ら
に
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

ウ
ォー
ク
ラ
リ
ー

ウ
ォー
キ
ン
グ
と
講
演
で
糖
尿
病
の
正
し
い
知
識
を
普
及

日糖協の
取り組み
の歴史

■ウォークラリー開催地・参加人数

年度 会場数 参加者数（人）
1992 年 1 150 
1993 年 4 716 
1994 年 5 703 
1995 年 8 1395 
1996 年 16 3192 
1997 年 20 2724 
1998 年 33 7706 
1999 年 32 4836 
2000 年 40 5840 
2001 年 33 5497 
2002 年 36 5479 
2003 年 32 5520 
2004 年 37 5791 
2005 年 43 5642 
2006 年 45 5777 
2007 年 45 6525 
2008 年 41 5819 
2009 年 40 6175 
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第
❷
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

ウ
ォー
ク
ラ
リ
ー
の
あ
ゆ
み

座
談
会

出
席
者

司
会豊

田
隆
謙　

日
糖
協
50
周
年
記
念
事
業

委
員
会　

委
員
長　

ロ
ジ
ャ
ー
・
モ
ー
ア

ク
ラ
ウ
ス
・
ア
イ
ラ
セ
ン

木
内
恵
子　
埼
玉
県
支
部　

遠
藤
敏
彦　
埼
玉
県
支
部　

相
原
節
子　
千
葉
県
支
部　

内
田
和
子　
東
京
都
支
部　

ノ
ボ 

ノ
ル
デ
ィ
ス
ク

フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社　

社
長

ノ
ボ 

ノ
ル
デ
ィ
ス
ク

フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社　

前
会
長 

ャ
ン
プ
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
後
は
２
型
糖

尿
病
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
何
ら
か
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
い
と
考
え
た
わ
け
で

す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
日
本
で
は
や
は

り
２
型
糖
尿
病
患
者
さ
ん
が
非
常
に
多
い

と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
同
時

に
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
の
人

た
ち
に
対
し
て
も
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
認

知
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

私
ど
も
が
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
始
め
た

き
っ
か
け
と
い
う
の
は
、
や
は
り
企
業
と

し
て
の
責
任
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
い
わ

ゆ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
を

果
た
す
こ
と
を
考
え
た
の
で
す
。
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
糖
尿
病

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
非
常
に
価
値
の
あ
る

も
の
だ
と
認
識
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
日
本
独
自
の
発
想
で
、

日
本
の
糖
尿
病
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
先
生
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

司
会　

本
日
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
支
部

の
方
は
、
最
初
の
頃
か
ら
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
に
参
加
し
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
現
在
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
お
話
し
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
埼
玉
県
支

部
の
遠
藤
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

遠
藤　

埼
玉
県
で
は
毎
年
、
森
林
公
園
で

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
は
運
営

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
私
は
患
者

さ
ん
の
血
糖
測
定
を
専
門
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
効
果
を
見
る
た
め
に
ウ
ォ
ー

豊
田
（
以
下
、
司
会
）　

本
日
の
座
談
会

で
は
、
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
か
ら
日

本
糖
尿
病
協
会
と
ノ
ボ 
ノ
ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社
と
の
共
催
で
開
催
し

て
い
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
あ
ゆ
み
と
い

ま
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
ま
ず
第
１
回
の
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
た
92
年
当
時
、
ノ

ボ 

ノ
ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ
ー
マ
の
社
長
で

あ
っ
た
モ
ー
ア
前
会
長
に
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
を
開
催
し
た
経
緯
を
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

モ
ー
ア　

80
年
代
、
私
ど
も
の
会
社
で
は

小
児
１
型
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
サ
マ
ー
キ

地図を頼りにゴールをめざす
（第 17回大阪ＤＭウォークラリー・2009 年 10月18日）
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ク
ラ
リ
ー
の
前
後
に
血
糖
や
血
圧
の
測
定

を
行
う
の
で
す
が
、
か
な
り
効
果
が
あ
り

ま
す
。

司
会　

同
じ
く
埼
玉
県
支
部
の
木
内
さ
ん

は
い
か
が
で
す
か
。

木
内　

病
院
の
な
か
で
お
会
い
す
る
の
と

自
然
の
な
か
で
お
会
い
す
る
の
と
で
は

患
者
さ
ん
の
表
情
が
す
ご
く
違
い
ま
す

の
で
、
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
す
る
の

は
非
常
に
意
味
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
私
ど
も
の
病
院
で
は
若
い
ス
タ
ッ
フ

に
で
き
る
だ
け
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
若
い
ス
タ
ッ
フ
は
患
者
さ

ん
と
か
か
わ
り
を
も
て
る
機
会
が
少
な
い

の
で
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
参
加
す
る
こ

と
で
患
者
さ
ん
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で

き
、
ス
タ
ッ
フ
教
育
に
も
と
て
も
役
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ノ
ボ 

ノ

ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ
ー
マ
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
た
ち
が
す
ば
ら
し
い
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

く
だ
さ
る
の
で
、
と
て
も
あ
り
が
た
く
思

っ
て
い
ま
す
。
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
る

こ
と
で
、
医
療
者
と
糖
尿
病
患
者
会
の
サ

ポ
ー
ト
が
一
体
と
な
っ
た
と
て
も
い
い
環

境
で
運
営
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

司
会　

い
ま
の
お
話
は
ノ
ボ 
ノ
ル
デ
ィ

ス
ク 

フ
ァ
ー
マ
の
社
風
に
関
係
が
あ
る

こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
意

識
は
ど
の
よ
う
に
養
成
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
し
ょ
う
。

ア
イ
ラ
セ
ン　

ノ
ボ 

ノ
ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ

ー
マ
に
入
社
し
て
い
た
だ
く
方
に
対
し

て
、
私
ど
も
が
強
調
し
て
い
る
の
は
患
者

さ
ん
の
手
助
け
を
し
て
い
く
と
い
う
気
持

ち
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

同
時
に
、
私
ど
も
の
会
社
に
入
っ
て
、
患

者
さ
ん
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
に
喜
び
を

も
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

司
会　

な
る
ほ
ど
。
千
葉
県
支
部
の
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
は
い
か
が
で
す
か
。

相
原　

千
葉
県
の
場
合
は
、
毎
年
10
月
の

（
え
ん
ど
う 

と
し
ひ
こ
）

ロ
ジ
ャ
ー
・
モ
ー
ア　

ノ
ボ 

ノ
ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社　

前
会
長　

「
企
業
の
社
会
的
責
任
を

果
た
す
こ
と
を
考
え
た
の
で
す
」

（
き
う
ち 

け
い
こ
）

木
内
恵
子

埼
玉
医
科
大
学
病
院　

内
分
泌
・
糖
尿
病
内
科
外
来
勤
務
、
看
護
師
。

埼
玉
県
支
部

「
病
院
の
な
か
と
自
然
の

な
か
で
は
、
患
者
さ
ん
の

表
情
が
す
ご
く
違
い
ま
す
」

遠
藤
敏
彦

川
口
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
勤
務
、
臨
床
検
査
技
師
。
埼
玉
県
支
部

「
血
糖
や
血
圧
の
測
定
を

行
う
と
か
な
り

効
果
が
あ
る
の
が
分
か
り
ま
す
」

コース途中のチェックポイントのひとつ
（第 17回大阪ＤＭウォークラリー・2009 年 10月18日）
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第
❷
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
50
年
の
あ
ゆ
み

第
１
日
曜
日
が
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
日
と

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
青
葉
の
森
公
園
と
い

う
大
き
な
公
園
の
な
か
を
ゲ
ー
ム
や
ク
イ

ズ
を
し
な
が
ら
２
時
間
ほ
ど
か
け
て
歩
き

ま
す
。
一
度
参
加
し
た
患
者
さ
ん
は
、「
楽

し
い
ね
。
ま
た
来
年
も
来
た
い
ね
」
と
非

常
に
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

司
会　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
天
候
が
い

ち
ば
ん
気
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
天

候
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

相
原　

千
葉
県
の
場
合
は
、
公
園
の
な
か

に
大
き
な
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
の
で
、
雨

天
の
場
合
は
ホ
ー
ル
で
お
話
を
聞
い
た

り
、
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
す
。
雨

が
降
っ
て
も
、
中
止
に
は
な
ら
な
い
で
す

ね
。

司
会　

東
京
都
支
部
の
内
田
さ
ん
は
い
か

が
で
す
か
。

内
田　

東
京
都
の
場
合
は
毎
年
、
葛
西
臨

海
公
園
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
千
葉
県
と

同
じ
よ
う
に
、
ノ
ボ 

ノ
ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ

ー
マ
が
作
成
し
て
く
だ
さ
っ
た
糖
尿
病
に

関
す
る
ク
イ
ズ
を
解
い
た
り
、
途
中
の
ポ

イ
ン
ト
で
は
輪
投
げ
を
楽
し
ん
だ
り
。
歩

く
タ
イ
ム
と
ク
イ
ズ
の
成
績
、
輪
投
げ
の

ポ
イ
ン
ト
の
三
つ
で
点
数
を
つ
け
る
ん
で

す
が
、
上
位
３
位
ま
で
に
は
ノ
ボ 

ノ
ル

デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ
ー
マ
か
ら
賞
品
が
贈
ら

れ
ま
す
。
み
ん
な
と
て
も
楽
し
み
な
が
ら

参
加
し
て
い
ま
す
ね
。

遠
藤　

同
じ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
開
催

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
地
域
の
特
徴
の
よ
う

な
も
の
が
育
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

木
内　

毎
年
参
加
し
て
も
飽
き
な
い
、
新

し
い
出
会
い
や
体
験
が
加
え
ら
れ
て
い
く

と
、
も
っ
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

司
会　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
も
少
し
ず
つ
進

化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
い
ま
の
お
話
を
聞
い
て
モ
ー
ア
前
会

長
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

モ
ー
ア　

年
月
を
か
け
て
か
な
り
進
化
し

て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

進
化
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
患
者
さ
ん
の
治

療
の
動
機
づ
け
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
を
勇
気
づ
け
、
患
者
さ
ん

の
教
育
に
役
立
ち
、
一
般
の
人
た
ち
へ
の

啓
発
に
つ
な
が
る
も
の
を
付
け
加
え
る
と

も
っ
と
よ
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
を

大
い
に
期
待
し
ま
す
。

司
会　

時
間
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
本
日

の
座
談
会
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

菅
原
医
院
勤
務
、
看
護
師
。
東
京
都
支
部

内
田
和
子
（
う
ち
だ 

か
ず
こ
）

「
糖
尿
病
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を

み
ん
な
で
解
く
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

ク
ラ
ウ
ス
・
ア
イ
ラ
セ
ン

「
患
者
さ
ん
を
手
助
け
す
る
こ
と
に

喜
び
を
も
って
ほ
し
い
」

ノ
ボ 

ノ
ル
デ
ィ
ス
ク 

フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社　

社
長

相
原
節
子

篠
塚
医
院
勤
務
、
管
理
栄
養
士
。
千
葉
県
支
部

（
あ
い
は
ら 

せ
つ
こ
）

「
一度
参
加
し
た
患
者
さ
ん
は
、

『
ま
た
来
年
も
来
た
い
ね
』と

非
常
に
喜
び
ま
す
」
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ア
メ
リ
カ
・
デ
ト
ロ
イ
ト
の
ウ
ェ
ン
ツ
博
士
が
４
人
の
小
児

糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
連
れ
、
ミ
シ
ガ
ン
州
で
世
界
最
初
の
小

児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
の
は
１
９
２
５
（
大
正

14
）
年
の
こ
と
で
す
。
続
い
て
、
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
の
ジ
ョ
ン
博
士
に
よ
り
、
ホ
・
ミ
タ
・
コ
ダ
キ
ャ
ン
プ
が
開

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
糖
尿
病
治
療
研
究
の
盛
ん
な
ア
メ
リ

カ
東
海
岸
に
キ
ャ
ン
プ
地
が
創
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
38
年

に
は
西
海
岸
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
な
ど
に
も
キ
ャ
ン
プ
地
が

つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
日
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
の
は

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
。
東
大
医
学
部
小
児
科
の
丸
山
博
先

生
（
現
・
医
療
法
人
社
団
わ
か
ば
会
松
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
）

が
、
千
葉
県
勝
山
海
岸
に
幼
稚
園
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
８
人

の
小
児
１
型
糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
集
め
て
行
っ
た
の
が
最
初
で

す
。

　

当
時
は
血
糖
自
己
測
定
の
方
法
が
な
く
、
自
宅
で
測
れ
る
の

は
テ
ス
テ
ー
プ
に
よ
る
尿
糖
の
有
無
だ
け
で
し
た
。そ
の
た
め
、

入
院
中
は
医
師
に
よ
る
適
切
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
て
も
、

退
院
後
に
自
宅
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
指
標
が
な
い
と
い
う
状

態
で
し
た
。
そ
こ
で
、
丸
山
先
生
は
毎
年
２
回
、
小
児
糖
尿
病

の
子
ど
も
た
ち
を
病
院
に
集
め
、
24
時
間
血
糖
尿
糖
検
査
を
行
っ

て
一
人
ひ
と
り
の
尿
糖
（
ベ
ネ
ジ
ク
ト
法
）
と
血
糖
値
の
関
係

を
分
析
し
、
そ
れ
を
自
宅
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
指
標
に
す
る

よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
を
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
来
日
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
糖
尿
病
協
会
の
医

師
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
て
い
る
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
勧
め

ら
れ
た
丸
山
先
生
は
そ
の
有
効
性
を
感
じ
、
開
催
を
決
め
た
の

で
す
。
そ
の
目
的
は
、
小
児
１
型
糖
尿
病
の
子
ど
も
た
ち
が
同

じ
よ
う
に
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
存

在
を
知
り
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
法
を
習

得
す
る
こ
と
で
病
気
を
自
己
管
理
で
き
る
強
い
意
思
を
も
ち
、

将
来
に
希
望
を
も
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
、
病
院
で
行
っ
て
い
た
24
時
間
血
糖
尿
糖
検
査
を
自
然
の
な

か
で
や
ろ
う
、
糖
尿
病
を
抱
え
て
ど
こ
に
も
行
け
な
い
子
ど
も

た
ち
を
山
登
り
や
海
水
浴
に
連
れ
出
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
の

も
大
き
な
目
的
で
し
た
。
丸
山
先
生
と
検
査
技
師
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
女
子
栄
養
大
学
の
学
生
数
人
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
た
日
本
初
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
海
水
浴
や
山
登
り
な
ど

で
体
を
動
か
し
た
り
、
丸
山
先
生
や
検
査
技
師
が
糖
尿
病
に
つ

い
て
話
を
し
た
り
、
尿
糖
検
査
や
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
の
や

小
児
糖
尿
病
サマ
ー
キ
ャン
プ

自
分
自
身
の
生
活
に
即
し
た
病
気
への
対
処
法
を
学
ぶ

日糖協の
取り組み
の歴史
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日本で初めて開催されたサマーキャンプ
（千葉県 勝山海岸・1963 年 8月）
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■小児糖尿病サマーキャンプ開催地数

■小児糖尿病サマーキャンプ参加患児数

肥後っこスマイルサマーキャンプに参加したスタッフたち（熊本） 第41回熊本小児１型糖尿病サマーキャンプ 肥後っこスマイルサマー
キャンプ（熊本県下益城郡・2009 年 8月）



16250年のあゆみ　希望の未来へ。

り
方
を
教
え
た
り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。
こ
の
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
「
つ
ぼ
み
の
会
東
京
キ
ャ
ン
プ
」
と
名
づ
け

ら
れ
、
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。

受
け
継
が
れ
て
い
く
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
歴
史

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
す
る
に
は
財
政
的
な
基
盤
が
大
切

で
あ
り
、
日
糖
協
は
そ
う
し
た
面
か
ら
も
で
き
る
だ
け
協
力
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、当
初
は
財
政
的
な
余
裕
が
な
く
、

な
か
な
か
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
糖
協
が
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
へ
の
資
金
援
助
を
行
っ
た
の
は

67
年
、
つ
ぼ
み
の
会
（
東
京
）
に
２
万
円
を
提
供
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
69
年
に
は
福
岡
と
熊
本
、
70
年
に
は
鹿
児
島
、
72

年
に
は
大
阪
、
74
年
に
は
鳥
取
や
名
古
屋
、
札
幌
、
75
年
に
は

弘
前
と
金
沢
、
76
年
に
は
静
岡
や
岡
山
、
長
崎
、
77
年
に
は
那

覇
、
79
年
に
は
気
仙
沼
と
宮
崎
と
、
年
を
追
う
ご
と
に
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
の
開
催
地
は
増
え
て
い
き
、
日
糖
協
の
助
成
金
も
81

年
に
は
総
額
３
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
88
年
か
ら

は
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
に
あ
た
り
、
財
団
法
人
日
本
船
舶

振
興
会
（
通
称
・
日
本
財
団
）
の
助
成
金
の
申
請
を
開
始
し
、

１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
か
ら
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
ま
で

の
間
に
総
額
２
億
２
０
０
０
万
円
を
助
成
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

日
糖
協
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
助
成
金
総
額
が
３
２
０
万
円

と
な
っ
た
81
年
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
開
催
地
は
全
国
19
カ
所

で
し
た
が
、
90
年
に
は
41
カ
所
と
な
り
、
10
年
に
は
47
カ
所
で

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
人
数
は
80
年

に
は
５
０
０
人
強
で
し
た
が
、
00
年
に
は
１
６
０
０
人
を
超
え

て
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
10
年
に
は
１
１
０
０
人
へ
と
推
移
し
て
い

ま
す
。

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
内
容
は
、
山
登
り
や
川
遊
び
な
ど
の
野

外
活
動
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
糖
尿
病
の
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
時

間
に
加
え
、
懇
親
会
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
開
催
地

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
参
加
対
象
者
も
幼
児
か
ら
高
校
生

ま
で
キ
ャ
ン
プ
に
よ
っ
て
異
な
り
、
子
ど
も
の
み
の
参
加
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
家
族
の
参
加
を
積
極
的
に
呼
び
か

け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
の
歴
史
が

長
い
団
体
で
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
な
ど
が
キ
ャ
ン
プ
の
企
画
・
立
案
・

運
営
に
携
わ
り
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
内
容
や
質
が
キ
ャ
ン
プ
主
催

者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
来
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
同
じ
病
気
を
も
っ
た
子
ど
も

た
ち
ど
う
し
の
交
流
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
の
と
り

方
や
低
血
糖
の
処
置
の
仕
方
、
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
の
や
り

方
な
ど
、
自
分
自
身
の
生
活
に
即
し
た
病
気
へ
の
対
処
法
を
実

践
的
に
学
ぶ
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
日
数
が
短
く
な
る
傾
向

に
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
ど
う
し
の
交
流
も
医
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
指
導
も
不
十
分
な
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日
糖
協
で
は
「
安

全
で
効
果
的
な
キ
ャ
ン
プ
運
営
の
た
め
の
基
準
」
や
「
糖
尿
病

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
な
ど
の
作
成
を
通

し
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
本
来
の
意
義
や
精
神
を
広
く
浸
透
さ

せ
る
こ
と
で
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
質
的
に
支
え
る
こ
と
に
も

力
を
注
い
で
い
ま
す
。
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キャンプファイヤーも人気

サマーキャンプのいちばんの楽しみは海水浴

カレーづくりなどの調理実習も

サマーキャンプのスケジュール（第 29回東京わかまつ会小児糖
尿病サマーキャンプ・2010年８月5日～８日）
サマーキャンプのスケジュール（第 29回東京わかまつ会小児糖
尿病サマ キャンプ 2010年８月5日～８日）

■安全で効果的なキャンプ運営のための基準　（小児糖尿病対策委員会作成）

「各キャンプにお願いしたいこと」6項目
　①キャンプ運営の主催者と組織構成が示されている。
　②医療スタッフの確保とそれぞれの役割、職務内容が明示されている。
　③緊急時に対応できる体制が整備されている。
　④キャンプ参加のスタッフ教育が行われている。
　⑤キャンプ参加についての同意書が提出されている。
　⑥不測の事態に備えて傷害保険などへの加入が行われている。



16450年のあゆみ　希望の未来へ。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
で
は
糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
一
般
の
人
た

ち
へ
の
啓
発
・
広
報
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
に
公
開
し
た
映
画
『
幸
せ
に
向
っ
て

|
日
糖
協
20
年
の
歩
み
|
』
で
す
。
こ
の
映
画
は
、
糖
尿
病
と

そ
の
療
養
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
の
普
及
を
め
ざ
し
、
日
糖

協
20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
80
年
11
月

３
日
、
全
国
糖
尿
病
週
間
の
第
１
日
目
に
全
国
一
斉
ロ
ー
ド
シ

ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
日
糖
協
が
企
画
し
、
日
本
糖
尿
病
学
会

監
修
で
制
作
さ
れ
た
こ
の
映
画
は
厚
生
省
お
よ
び
日
本
医
師
会

の
推
薦
を
受
け
ま
し
た
。

　

日
糖
協
の
啓
発
・
広
報
活
動
が
本
格
化
し
た
の
は
、
日
糖
協

活
動
の
全
般
的
な
企
画
実
施
を
担
当
す
る
企
画
委
員
会
が
発
足

し
た
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
以
降
の
こ
と
で
す
。
93
年
か
ら

は
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
冊
子
の
三
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
、
メ
デ
ィ

ア
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
「
糖
尿
病
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
実
施
、
日
糖

協
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
制
作
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
健
康
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
の
開
催
な
ど
活
発
な
啓
発
・
広
報
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
、
日
糖
協
で
は
全
国
糖
尿
病
週
間
や
世
界
糖
尿
病

デ
ー
、
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
・
ワ
ン
・
シ
ー
（H

bA
1c

）
認
知
向
上
運

動
な
ど
、
糖
尿
病
の
予
防
や
治
療
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

普
及
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
・
広
報
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
糖
協
の
啓
発
・
広
報
活
動
の
な

か
か
ら
、
80
年
に
公
開
し
た
映
画
『
幸
せ
に
向
っ
て
|
日
糖
協

20
年
の
歩
み
|
』、
93
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
日
糖
協
ビ
デ
オ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
健
康
ク
リ
ニ
ッ
ク
」、
ラ
ジ
オ
番

組
「
糖
尿
病
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動

糖
尿
病
と
そ
の
療
養
について
の
正
し
い
知
識
の
普
及
を
め
ざ
し
て

日糖協の
取り組み
の歴史

日糖協ビデオライブラリーで制作されたビ
デオに合わせて作られた冊子（1996年）
日糖協ビデオライブラリーで制作されたビ
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■製作スタッフ　脚本・監督：山内亮一／撮影：新山 隆／
編集：辻井好子／録音：杉崎 喬／ナレーション：山内雅人
／製作：文芸プロ　　　　　　　　　　　　　　　　　 
■協賛社名（50音順）　エーザイ株式会社／キヤノン販売
株式会社／杏林薬品株式会社／協和醱酵工業株式会社
／小玉株式会社／塩野義製薬株式会社／シノテスト商事

映画『幸せに向って̶日糖協20年の歩み̶』
◎ 1980 年
◎企画：日糖協、監修：日本糖尿病学会

　日糖協 20 周年記念事業として制作した映画で、
1980 年 11月3日、全国糖尿病週間の第 1日目に全
国一斉ロードショーを行いました。　　　　　　　　
　映画は糖尿病と闘う子どもたちが夏の高原を行進
する姿から始まり、94 歳になる患者さんのゴルフプレー
や、結婚を諦めていた女性が結婚し子宝に恵まれて

明るい生活を営む様子など、糖尿病患者さんの生活
が生き生きと描かれ、また、教育入院、清里高原の
小児糖尿病サマーキャンプの模様などを収録していま
す。さらに、日本糖尿病学会の諸先生方がインタビュー
で正しい糖尿病治療の普及をうったえています。

株式会社／清水製薬株式会社／株式会社スズケン／株式
会社南江堂／日研化学株式会社／日本シェーリング株式
会社／バイエル薬品株式会社／株式会社林原生物化学研
究所／株式会社文光堂／ヘキストジャパン株式会社／ベク
トン、ディッキソン・オーバーシーズ・インク／マイルス・
三共株式会社／山之内製薬株式会社
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開催年 開催日 開催地 講師 主催・後援・協賛

1993 年
11月13日 福島県 日糖協理事長　後藤由夫

主催：日糖協道県支部、NHK
　　　支局、NHK東北プラン
　　　ニング
後援：各道県医師会
協賛：株式会社京都第一科学

11月14日 宮城県 日糖協理事長　後藤由夫

1994 年

1月9日 宮城県 日糖協理事長　後藤由夫

1月22日 山形県 日糖協理事長　後藤由夫

11月27日 青森県 日糖協理事長　後藤由夫

12月10日 秋田県 東北大学医学部　教授　豊田隆謙

12月11日 岩手県 東北大学医学部　教授　豊田隆謙

12月18日 北海道 日糖協理事長　後藤由夫

日糖協ビデオライブラリー

ＮＨＫ「健康クリニック」

◎ 1993年～97年
◎監修・指導：日糖協・企画委員会、協賛：日本イーライリリー株式会社

◎ 1993 年～2000 年

　糖尿病患者さんの療養生活に役立つ知識を映像と
して発信したのが、日糖協ビデオライブラリーです。こ
れは機関誌という文字媒体だけではなく、映像という
より親しみやすい手段を使って糖尿病についての正し

い知識を普及するために行われました。制作したビデ
オは各都道府県支部に配布され、各支部はビデオを
活用して会員の糖尿病に関する理解向上を図りました。
同時に、ビデオと連動した冊子をつくり、広く配布しました。

　当時、糖尿病患者さんとその予備群の増大が社会
的な問題となりつつありました。そこで、日糖協では一
般の人たちへの啓発活動に力を入れました。その一
つが糖尿病や健康について講演を行うＮＨＫ「健康
クリニック」です。1993（平成5）年 11月13日に福

島県白河市で第 1回が開催されて以降、2000（平
成 12）年に終了するまで毎年各地で開催しました。
講師は後藤由夫日糖協理事長（当時）をはじめ各地
の第一線で活躍する糖尿病専門医の方々が務められ
ました。

制作年 タイトル 出演者

1993 年
『糖尿病患者のための日常生活の心得』 東京慈恵会医科大学　教授　池田義雄

東京慈恵会医科大学第 3内科　片山隆司

『糖尿病克服のためのアドバイス』 東京慈恵会医科大学　教授　池田義雄
朝日新聞記者　鴨志田恵一

1994 年 『糖尿病患者のためのあんな時、こんな食事』 東京慈恵会医科大学第 3内科　講師　横山淳一
東京慈恵会医科大学第 3内科　管理栄養士　小林桂子

1995 年

『第 15回 国際糖尿病会議
（1994 年 11月6日～11日）』

『楽しく続ける運動療法』
財団法人太田綜合病院附属太田西ノ内病院　
糖尿病センター長　安部隆三
同病院運動指導室長　藤沼宏彰

1996 年 『インスリン注射は怖くない…』
東京慈恵会医科大学附属柏病院　助教授　阪本要一
野球解説者　新浦壽夫

『小児糖尿病との上手な付き合い方』 北里大学医学部小児科　教授　松浦信夫

1997 年 『合併症を知る・合併症を防ぐ』 東京都済生会中央病院　内科医長　渥美義仁
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開催年 開催日 開催地 講師 主催・後援・協賛

1995 年

10月1日 沖縄県 尚絅短期大学　学長　三村悟郎

主催：日糖協県支部、NHK支  
        局、NHK東北プランニ  
         ング
後援：各県医師会
協賛：株式会社京都第一科学

10月21日 福岡県 久留米大学医学部　教授　野中共平

11月12日 長崎県 長崎大学医学部第 1内科　教授　長瀧重信

11月23日 宮崎県 宮崎医科大学第 3内科　教授　松倉 茂

12月1日 大分県 大分医科大学第 1内科　教授　坂田利家

12月10日 熊本県 陣内病院　院長　陣内冨男

1996 年

10月13日 富山県 富山医科薬科大学　教授　小林 正

10月16日 福井県 福井医科大学　助教授　中井継彦

10月19日 岐阜県 岐阜大学医学部　教授　安田圭吾

11月10日 石川県 石川県立中央病院　内科部長　三輪梅夫

11月16日 三重県 三重大学医学部　講師　住田安弘

11月17日 静岡県 静岡済生会綜合病院　顧問　石垣健一

11月23日 愛知県 名古屋大学医学部　教授　堀田 饒

9月6日 東京都 東邦大大橋病院　梶沼 宏 主催：日糖協都県支部、NHK
　　　エデュケーショナル、NHK
　　　東北プランニング
後援：各都県医師会
協賛：株式会社京都第一科学 
協力：日本ヘキスト・マリオン・
　　　ルセル株式会社、株式
　　　会社三和化学研究所

9月27日 埼玉県 埼玉医科大学第 4内科　片山茂裕

11月1日 東京都 東京女子医科大学糖尿病センター　岩本安彦

11月22日 神奈川県 北里大学内科　矢島義忠

12月20日 千葉県 千葉大学第 2内科　斎藤 康

1998 年

5月30日 長野県 信州大学医学部　相澤 徹

主催：日糖協府県支部、NHK
　　　文化センター、NHK東北
　　　プランニング
後援：各府県医師会、各市医
　　　師会、地元NHK放送局
協賛：株式会社京都第一科学
協力：ヘキスト・マリオン・ルセ
　　　ル株式会社、株式会社
　　　三和化学研究所

7月4日 新潟県 長岡赤十字病院糖尿病センター　佐々木英夫

7月18日 群馬県 群馬大学医学部　河津捷二

8月22日 山梨県 山梨医科大学　多和田眞人

9月5日 栃木県 自治医科大学　松田文子

10月31日 茨城県 東北厚生年金病院　後藤由夫

1999 年

9月12日 京都府 京都大学医学部　清野 裕

9月19日 和歌山県 和歌山県立医科大学　三家登喜夫

10月30日 滋賀県 滋賀医科大学　吉川隆一

11月6日 兵庫県 神戸大学医学部　春日雅人

11月14日 奈良県 和歌山県立医科大学　南條輝志男

11月20日 大阪府 滋賀医科大学　繁田幸男

2000 年

6月4日 山口県 山口大学　岡 芳知 主催：日糖協県支部、NHK東
　　　北プランニング、NHKちゅ
　　　うごくソフトプラン、NHK
　　　きんきメディアプラン
後援：各県医師会、各市医師
　　　会、地元NHK放送局
協賛：アークレイ株式会社
協力：アベンティス ファーマ株
　　　式会社、株式会社三和
　　　化学研究所

7月16日 香川県 香川医科大学　石田俊彦

8月26日 高知県 高知医科大学　末廣 正

9月9日 広島県 NTT西日本広島中央健康管理センター　所長　原 均

11月18日 岡山県 川崎医科大学　加来浩平

1997 年
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ラジオ番組「糖尿病クリニック」その1
［放送］ニッポン放送「ひがのりおのみんなのラジオ！　日曜版」（朝 6：30～ 7：00）の間５分間、
　　　 放送内容は翌日の産経新聞夕刊「月曜健康欄」に掲載
［提供、企画］日糖協・企画委員会　　［協賛］株式会社京都第一科学　　［協力］産経新聞社

ラジオ番組「糖尿病クリニック」
◎ 1993 年 7月4日～1995 年 6月25日

　ラジオ番組「糖尿病クリニック ̶Ｑ＆Ａ̶」もまた
糖尿病患者さんやその家族だけではなく、広く一般の
人たちへの啓発活動として企画されました。ラジオで

放送された「糖尿病クリニック ̶Ｑ＆Ａ̶」の内容は
毎月曜日の産経新聞（夕刊）に連載され、最終的には
日糖協が冊子として取りまとめて全会員に配布しました。

放送年 内容 講師

1993 年

糖尿病と検査（7月4日～25日）
1．尿糖がプラスになる場合
2．血糖値の見方と糖負荷試験
3．糖化ヘモグロビン（HbA1c）検査　
　　でわかること
4．妊娠時の糖尿病検査

岩本安彦

糖尿病のタイプとその原因
（8月1日～9月26日）
1．原因から見た糖尿病のタイプ
2．インスリン依存糖尿病の特徴
3．インスリン非依存糖尿病の特徴

田中剛二

4．境界型とは？ 
5．膵臓の病気から起こる糖尿病
6．甲状腺の病気に合併する糖尿病

奥山牧夫

7．肝臓の病気から起こる糖尿病
8．妊娠時にみられる糖尿病
9．体質の重みと環境の重み

三村悟郎

糖尿病と食事の摂り方
（10月3日～31日）
1．主食には色のついた穀類を
2．適切な蛋白質の摂り方
3．上手な脂肪の摂り方
4．野菜・海藻・茸類の摂り方
5．代用甘味製品の用い方

西原豊子

特別番組 今日から始まる糖尿病週間
（11月7日）

後藤由夫

糖尿病と食事の摂り方
（11月14日～28日）
1．アルコールとの付き合い方
2．賢い外食の摂り方 
　　―外食を害食にしないコツ―
3．Each Meal Perfect のすすめ

武田 倬

糖尿病と運動（12月5日～26日）
1．運動は激しくよりも軽く長めに
2．ぶらさがりよりも、こまめに歩く
3．危ない！昔とった杵柄
4．生涯続けられるスポーツのすすめ

陣内冨男

放送年 内容 講師

1994 年

特別番組 新春トーク・糖尿病を治す
（1月2日）

後藤由夫

糖尿病の内服薬療法
（1月9日～30日）
1．のみ薬の種類と効き方
2．のみ薬を必要とする場合
3．のみ薬が無効な場合
4．のむなら守れ、食事と運動

織田一昭

糖尿病とインスリン注射
（2月6日～27日）
1．インスリン注射を必要とする糖尿病
2．インスリン注射薬の種類と用い方
3．インスリン不足を補うベストな方法
4．自己注射に便利なペン型注射器

北川照男

血糖の自己測定（3月6日～27日）
1．自分ではかる血糖値
2．インスリン注射と血糖自己測定
3．ハイテクの結晶 ―自己測定器―
4．痛くない血糖測定法の開発

池田義雄

糖尿病の生活指導（4月3日～24日）
1．歯を大切に ―80・20を目標に―
2．足も身のうち 
　　―身体はいつも清潔に―
3．安眠を大切に
4．禁煙のすすめ

杉田和枝

糖尿病の怖さと合併症予防
（5月1日～29日）
1．合併症の起こり方
2．合併症のすすみ方

赤沼安夫

3．定期的に行なう合併症のチェック
4．合併症を防ぐコントロールの目安
5．年に一度は総合健診のすすめ

梶沼 宏

糖尿病の早期発見と予防
（6月5日～26日）
1．Ⅰ型糖尿病の予知と予防の可能性
2．太り方で分かる罹りやすさ
3．インスリン分泌反応からみた罹りやすさ
4．ライフスタイルにみる罹りやすさ

星 充
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ラジオ番組「糖尿病クリニック」その2

［放送］ニッポン放送（日曜日、午前 6時台）、朝日放送（土曜日、午前 6時台）
［提供、企画］日糖協・企画委員会　　［協賛］株式会社京都第一科学　　［協力］産経新聞事業局

放送年 内容 講師

1994 年

糖尿病予防ならびに IDF総会について
（7月3日）

後藤由夫

糖尿病と遺伝（7月10日～31日）
1．Ⅰ型糖尿病の遺伝について
2．ミトコンドリアの遺伝子異常
3．中高年糖尿病の遺伝
4．肥満のインスリン抵抗性と遺伝

門脇 孝

食事と運動（8月7日～28日）
1．食物繊維が糖尿病によい理由は
2．なぜ、歩くといいのか
3．アルコールは本当に悪いのか
4．運動は、しすぎても良くないと言われる
　　が…

北村信一

糖尿病とストレス（9月4日～25日）
1．ストレスがかかると、なぜ悪いのか
2．ストレスのかかり具合をみる方法は
3．ストレスの上手な解消法は
4．寝付きをよくするためには…

仲村吉弘

肥満と糖尿病（10月2日～30日）
1．肥満の判定方法は
2．太るとなぜ糖尿病にかかるのか
3．お腹をへこますのに良い方法は…
4．体脂肪分布のみかたは…
5．血糖はよくなったが、体重が減らない
　　のは…

松沢佑次

第15回IDF総会から ―糖尿病ホットライン―
（11月6日～20日）
1．国際糖尿病会議について

池田義雄

2．超速効型インスリン製剤の効果は 梶沼 宏

3．「神戸宣言」の要旨を 池田義雄

4．人種と糖尿病 梶沼 宏

Ⅱ型糖尿病のすすみ方と予防・治療
（12月4日～25日）
1．前糖尿病とは
2．境界型といわれたが注意点は
3．筋肉での糖利用低下はどうして起こる
　　のか
4．どうしてインスリンは出なくなるのか

河盛隆造

放送年 内容 講師

1995 年

平成 7年の新春に際して（1月1日） 三村悟郎

Ⅰ型糖尿病のすすみ方（1月8日～29日）
1．GAD抗体とは
2．人口哺乳と糖尿病の関係は
3．1日2回注射ではいけないのか
4．サマーキャンプに行くことのメリットは

松浦信夫

糖尿病と内服剤療法（2月5日～26日）
1．軽い糖尿病にもよいというα－グリコシ
　　ダーゼ阻害剤とは
2．SU剤はどうして効かなくなるのか
3．肥満タイプにも効くという飲み薬について
4．インスリンの働きをよくする飲み薬とは

豊田隆謙

自己注射と自己測定（3月5日～20日）
1．採血はどこでするのがよいのか
2．2回注射の自己測定タイミングは
3．4回注射で気をつけるべき点は
4．皮膚の消毒と注射針の複数回使用に
　　ついて

清野 裕

合併症 ―眼― （4月2日～23日）
1．細小血管瘤とは
2．光凝固療法とは
3．網膜症以外で起こる視力障害の原因は
4．網膜症の予防に必要な条件は

堀 貞夫

合併症 ―腎臓― 
（4月30日～5月21日）
1．微量アルブミン測定でわかることは
2．腎症の予防で血糖以外に重要な事柄は
3．糖尿病性腎症における腎移植の適応は
4．尿検査で円柱ありといわれたが円柱と
　　は、そして気をつけるべき点は

吉川隆一

学会、協会、総会トピックス（5月28日）金沢康徳

合併症 ―神経― （6月4日～25日）
1．腱反射が出なくなるのは何故
2．勃起力不全の対策は
3．壊疽の予防で注意すべき点は（足の
　　清潔以外に）
4．神経障害に効く飲み薬は

姫井 孟
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か
え
』
の
使
命
は
糖
尿
病
治
療
の
基
礎
に
な
る
医
学
の

知
識
や
治
療
上
の
進
歩
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
情
報
交
換
な

ど
を
通
し
て
地
方
と
の
つ
な
が
り
を
広
め
る
こ
と
で
し
た
が
、

そ
れ
と
同
時
に
糖
尿
病
患
者
さ
ん
で
も
正
し
い
療
養
生
活
を
続

け
れ
ば
普
通
の
人
と
全
く
変
わ
ら
な
い
生
活
が
で
き
る
と
い
う

知
識
を
普
及
す
る
こ
と
も
大
切
な
目
的
で
し
た
。

　

中
山
光
重
先
生
を
編
集
委
員
長
に
、

谷
信
貞
、
堀
内
光
、

村
地
悌
二
、
石
渡
和
男
の
各
先
生
と
患
者
さ
ん
３
人
が
編
集
に

あ
た
り
、
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
10
月
25
日
に
創
刊
号
が
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
医
学
の
知
識
や
療
養
法
、
体
験
談
、

質
疑
応
答
な
ど
、
会
員
が
知
り
た
い
知
識
や
情
報
を
き
め
細
か

く
盛
り
込
ん
だ
い
わ
ば
糖
尿
病
の
教
科
書
の
よ
う
な
も
の
で
し

た
。
当
時
の
『
さ
か
え
』
は
Ｂ
６
判
の
43
ペ
ー
ジ
で
、隔
月
（
偶

数
月
）
発
行
、
定
価
は
60
円
。
発
行
所
は
南
江
堂
で
し
た
が
、

翌
62
年
６
月
に
は
発
行
所
を
日
糖
協
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

中
山
先
生
が
初
代
編
集
長
を
65
年
ま
で
務
め
、
そ
の
後
、
69

年
８
月
ま
で

谷
先
生
、
73
年
10
月
ま
で
堀
内
先
生
が
編
集
長

を
務
め
ま
し
た
。
堀
内
先
生
が
編
集
長
だ
っ
た
72
年
に
は
、
郵

便
料
金
の
値
上
げ
の
た
め
に
『
さ
か
え
』
を
新
書
判
に
改
訂
す

る
こ
と
が
決
定
。
以
来
、93
年
ま
で
の
21
年
間
に
わ
た
っ
て『
さ

か
え
』
は
新
書
判
で
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
堀
内
先
生
の
後
を
引

き
継
い
だ
村
地
先
生
は
74
年
12
月
ま
で
編
集
長
を
務
め
、
そ
の

後
は
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
12
月
ま
で
石
渡
和
男
先
生
が
担

当
し
ま
し
た
。
石
渡
先
生
が
担
当
し
て
い
た
86
年
に
は
『
さ
か

え
』
の
発
行
月
の
変
更
を
行
い
、
そ
れ
ま
で
の
偶
数
月
発
行
を

奇
数
月
発
行
へ
と
改
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
『
さ
か
え
』
は
医
学
的
な
解
説
を
主
要
記
事
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
93
年
１
月
、
後
藤
由
夫
理
事
長
と
『
さ
か
え
』

編
集
長
に
就
任
し
た
岩
本
安
彦
先
生
の
も
と
、
も
っ
と
患
者
さ

ん
に
読
ま
れ
る
内
容
、
喜
ば
れ
る
内
容
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
の

機
関
誌『
さ
か
え
』の
あ
ゆ
み

日
々
の
療
養
に
役
立
つ
身
近
で
親
し
み
や
す
い
雑
誌
に

日糖協の
取り組み
の歴史
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声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
内
容
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
大

幅
な
改
訂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
、
94
年
１
月
号
か
ら
72

年
以
来
新
書
判
で
あ
っ
た
『
さ
か
え
』
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く
読

み
や
す
い
Ａ
５
判
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
小
児
糖
尿
病
患
者

さ
ん
向
け
の
機
関
誌
『
つ
ぼ
み
』
の
合
併
を
実
施
し
た
こ
と
で

す
。
ま
た
、
隔
月
刊
だ
っ
た
『
さ
か
え
』
の
月
刊
化
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。
同
時
に
書
店
で
の
販
売
も
開
始
（
２
０
０
４
年
３

月
号
ま
で
）
し
、
こ
れ
ま
で
日
糖
協
の
会
員
を
対
象
と
し
て
い

た
出
版
物
か
ら
、
会
員
以
外
の
人
を
も
対
象
と
し
た
よ
り
広
い

役
割
を
担
う
雑
誌
へ
の
変
革
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

96
年
１
月
号
か
ら
は
「
糖
尿
病
な
ん
で
も
わ
か
る
健
康
情
報

誌
」
と
い
う
言
葉
が
表
紙
に
入
り
ま
し
た
。
糖
尿
病
と
い
う
名

前
を
隠
さ
な
く
て
も
い
い
時
代
に
近
づ
い
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

岩
本
先
生
の
後
を
引
き
継
い
で
96
年
８
月
に
編
集
長
に
就
任

し
た
渥
美
義
仁
先
生
は
、「
正
し
い
情
報
と
元
気
の
出
る
雑
誌
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
り
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
内
容
と
す
る
こ

と
を
編
集
方
針
と
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
「
読
者
の
広
場
」

の
充
実
で
す
。
こ
れ
は
、
読
者
で
あ
る
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
生

の
声
を
掲
載
す
る
も
の
で
、
読
者
参
加
型
の
ペ
ー
ジ
と
し
て
た

い
へ
ん
人
気
が
高
く
、現
在
も
継
続
し
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
９
月
号
か
ら
８
年
７
月
号
ま
で
編

集
長
を
務
め
た
伴
野
祥
一
先
生
は
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
さ
ら

に
推
し
進
め
、
正
し
い
知
識
や
情
報
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、『
さ
か
え
』
が
糖
尿
病
患
者
さ
ん
ど
う
し
の
交

流
の
場
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
編
集
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま

た
、
06
年
１
号
か
ら
は
出
版
社
が
時
事
通
信
出
版
局
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
08
年
９
月
か
ら
編
集
長
に
就
任
し
て
い
る
武
田
倬

先
生
は
、『
さ
か
え
』
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
を
日
々
の
療

養
に
取
り
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
め
ざ
し
、『
さ
か
え
』
が
さ

ら
に
身
近
な
存
在
に
感
じ
て
も
ら
え
る
編
集
を
心
が
け
て
い
ま

す
。

■『さかえ』の歴代編集長と歴史  

■『さかえ』の表紙と大きさ（判型）の変遷  

在任期間 編集委員長 おもなできごと
1961年 10月～1965年12月 中山光重（東京女子医科大学） 1961年 10月25日、『さかえ』創刊（隔月発行）

1972 年 2月号より判型を新書判に変更
1986 年より奇数月発行に変更
1994 年 1月号より『つぼみ』を合併し、リニュー
　アル。判型をA5判に変更し月刊誌となる
1996 年より表紙に「糖尿病」の単語を入れる
1997 年 1月号より判型をB5判に変更
2004 年 4月号より判型をA4判に変更
2006 年より判型をA4判変型に変更
2011 年、1月号で400号を迎える

1966年 2 月～1969年 8 月 葛葛谷信貞（虎の門病院、朝日生命成人病研究所）
1969年10月～1973年10月 堀内 光　　（東京都済生会中央病院）

1973年12月～1974年12月 村地悌二（日本医科大学）

1975年 2 月～1992年12月 石渡和男（虎の門病院）

1993年 1 月～1996年 7 月 岩本安彦（自治医科大学、東京女子医科大学）

1996年 8 月～2002年 8 月 渥美義仁（東京都済生会中央病院）

2002年 9 月～2008年 8 月 伴野祥一（群馬大学医学部）

2008年 9 月～現在 武田 倬　　（鳥取県立中央病院）

　1961年に創刊された『さか
え』はＢ6判の隔月刊でした。
72年から新書判に変わります。
21年間この大きさで発行され
ていましたが、94年にA５判と
大きくなり、月刊化されました。
96年には表紙に「糖尿病な
んでもわかる健康情報誌」と初
めて「糖尿病」という単語が入
りました。翌97年にはB5判
の大きさとなり、表紙には「月
刊糖尿病ライフ」の文字がタイ
トルの周りにつきます。その後、
2004年にA４判となり、06
年からA４判変型となって現在
に至っています

か

す。
れ
と
た。
な
初
入
判

イ

6
在



17250年のあゆみ　希望の未来へ。

　

１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
１
月
17
日
午
前
５
時
46
分
、
淡
路

島
の
北
部
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
内
陸

直
下
型
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
神
戸
と
洲
本
で
は
烈
震
の
震

度
６
を
記
録
し
、
淡
路
島
や
神
戸
市
、
芦
屋
市
、
西
宮
市
、
宝

塚
市
の
一
部
地
域
は
わ
が
国
で
初
め
て
の
震
度
７
の
激
震
と
判

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
る
死
者
は
６
４
３
４
人
、
負

傷
者
は
４
万
３
７
９
２
人
に
上
り
、
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
人
は
約
30
万
人
を
数
え
ま
し
た
。
ま
た
、建
物
や
道
路
、

交
通
機
関
に
も
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
地
震
で
全
壊
し

た
建
物
は
10
万
４
９
０
６
棟
、
半
壊
は
14
万
４
２
７
４
棟
、
地

震
直
後
に
発
生
し
た
火
災
で
全
焼
し
た
建
物
は
７
１
１
９
棟
。

鉄
道
で
は
山
陽
新
幹
線
の
橋
脚
が
８
カ
所
で
崩
れ
、
高
速
道
路

で
は
阪
神
高
速
阪
神
線
の
橋
脚
が
約
６
３
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
崩
落
す
る
と
い
う
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
多
く
の
糖
尿
病
患
者
さ
ん
が
療
養
生
活

を
続
け
ら
れ
な
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
患
者
さ
ん

を
救
う
た
め
に
活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
の
が
友
の
会
で
す
。

特
に
大
阪
府
の
「
近
畿
つ
ぼ
み
の
会
」
を
中
心
と
し
た
患
者
さ

ん
サ
イ
ド
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
よ
く
、
避
難
し

た
会
員
を
探
し
出
し
て
連
絡
を
と
っ
た
り
、
友
の
会
独
自
で
和

歌
山
県
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
を
取
り
寄
せ
て
確
保
す
る
な
ど
の
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
地
の
救
援
医
療
に
携
わ
っ
た
医
療
関
係
者
も
支

援
活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。
医
療
関
係
者
は
、「
治
療
を
続
け

ら
れ
な
い
」「
主
治
医
に
か
か
れ
な
い
」「
食
事
療
法
ど
こ
ろ
で

は
な
い
」
な
ど
の
悩
み
を
う
っ
た
え
る
糖
尿
病
患
者
さ
ん
が
少

な
く
な
い
現
状
を
知
り
、
外
傷
や
急
性
疾
患
な
ど
の
対
応
が
一

段
落
し
た
後
は
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
心
疾
患
な
ど
の
慢
性
疾

患
対
策
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
94
年
に
医
療
関
係
者
有
志
で
結
成
し
た
「
神
戸
健

康
文
化
都
市
戦
略
研
究
会
」（
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
：
カ
シ
ュ
カ
ス
）

が
主
体
と
な
り
、
95
年
２
月
１
日
、
兵
庫
県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
中
央
病
院
内
に
「
阪
神
大
震
災
糖
尿
病
相
談
窓
口
」
を

設
置
し
て
電
話
相
談
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
電
話
相
談
で
最

も
多
か
っ
た
の
は
、「
主
治
医
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
が

ど
こ
で
治
療
を
受
け
た
ら
よ
い
か
」
な
ど
主
治
医
紹
介
に
関
す

る
も
の
で
、
相
談
の
７
割
以
上
に
達
し
ま
し
た
。
次
に
多
か
っ

た
の
は
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
に
関
す
る
こ
と
で
す
。「
イ
ン
ス
リ

ン
が
ほ
し
い
」「
使
用
中
の
イ
ン
ス
リ
ン
の
種
類
や
単
位
数
を

覚
え
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
相
談
の
ほ
か
、
避
難
所
生
活
の
人

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
取
り
組
み

友
の
会
を
中
心
と
し
て
患
者
さ
ん
ど
う
し
が
助
け
合
え
る
仕
組
み
を

日糖協の
取り組み
の歴史

インフルエンザのワクチン接種を行う兵庫県福
祉センター（神戸市中央区）

がれきと化した町中（神戸市灘区）
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友の会 会員数 被災内容

池田病院 池田ひまわり会　 855人
罹災者（355人）、負傷（2人）、死亡（2人）、全壊（34棟）、半壊（132棟）、
一部損壊（191棟）、血糖値測定器破損（3台）

県立塚口病院 蕗の糖会 100人 罹災者（72人）、負傷（1人）、全壊（3棟）、半壊（6棟）

兵庫医大糖尿病協会 100人 罹災者（88人）

明和病院糖尿病協会 139人
罹災者（20人）、負傷（1人）、死亡（1人）、連絡不可（1人）、全壊（5棟）、
半壊（12棟）

灘診療所 あじさい会 80人 罹災者（68人）、住所変更または避難（60人）、連絡不可（20人）

兵庫小児糖尿病協会親の会 50人 罹災者（16人）、罹災証明を受けた会員（6人）

兵庫糖尿病ヤングの会 30人 罹災者（11人）、死亡（1人）、全壊（2棟）、半壊（2棟）

公立豊岡病院 糖友会 28人 被害なし

加古川おのえ会 10人 被害なし

公文病院 くすの木の会 45人 全壊（1人）、連絡不可（8人）、半壊（4棟）

吉岡病院 なるお会 15人 罹災者（3人）、半壊（4棟）

川崎医院 長田双葉会 10人 罹災者（10人）、連絡不可（5人）、全壊（2棟）、半壊（3棟）

大石医院 幸福の会 50人 避難生活で連絡不可（40人ほど）

はりま糖尿病協会 550人 被害なし

神戸糖尿病協会 220人 罹災者（64人）、住所不明（3人）、連絡不可（72人）

関西労災病院 アイビー会 - 罹災者（15人）

大阪厚生年金病院 よつば会 - 罹災者（1人）

国立循環器病センター せんり会 - 罹災者（5人）

大阪糖尿病協会 - 罹災者（1人）

近畿つぼみの会 - 罹災者（25人）

か
ら
は「
人
前
で
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
す
る
の
に
抵
抗
が
あ
る
」

と
い
っ
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。
三

番
目
に
多
か
っ
た
の
は
「
血
糖
測
定
器
が
ほ
し
い
」
と
い
う
血

糖
自
己
測
定
に
関
す
る
こ
と
で
、
医
療
関
係
者
た
ち
は
そ
れ
ら

の
相
談
に
一
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
カ
シ
ュ
カ
ス
は
さ
ら
に
具
体
的
な
支
援
活
動
を
行

う
た
め
、
兵
庫
県
・
神
戸
市
医
師
会
の
後
援
の
も
と
に
検
診
グ

ル
ー
プ
を
編
成
し
、
２
月
20
日
か
ら
は
糖
尿
病
患
者
さ
ん
へ
の

検
診
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
多
く
の
支
援
団
体

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
日
本
糖
尿
病
学
会
は
医
療

支
援
と
災
害
医
療
対
策
の
た
め
の
調
査
研
究
の
助
成
を
行
い
ま

し
た
。
日
本
糖
尿
病
協
会
で
は
『
さ
か
え
』『
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』

誌
上
に
「
阪
神
大
震
災
糖
尿
病
相
談
窓
口
」
へ
の
支
援
願
い
を

掲
載
し
、
義
援
金
の
提
供
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
被
災

者
の
方
の
年
会
費
（
１
２
０
０
円
）
を
95
年
４
月
１
日
か
ら
１

年
間
免
除
し
、
被
災
者
支
援
の
た
め
に
２
０
０
万
円
の
義
援
金

を
提
供
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
震
災
か
ら
数
カ
月
後
、
日
糖
協
は
緊
急
時
の
教
訓
を

す
べ
て
の
会
員
に
向
け
て
発
信
す
る
た
め
、
被
災
地
で
救
援
医

療
活
動
を
展
開
し
た
医
師
の
座
談
会
と
、
被
災
地
で
懸
命
に
病

気
と
闘
っ
た
患
者
さ
ん
た
ち
の
座
談
会
を
『
さ
か
え
』
に
掲
載

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
自
分
の
薬
や
イ
ン
ス
リ
ン
、
糖
尿
病

手
帳
な
ど
を
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
備
え
て
お
く
こ
と

や
、
友
の
会
を
中
心
と
し
て
会
員
ど
う
し
が
互
い
に
助
け
合
え

る
仕
組
み
づ
く
り
の
大
切
さ
な
ど
、
緊
急
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
教

訓
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

■日糖協友の会の兵庫県・大阪府における被災状況

大
阪
府

  （『さかえ』1995 年 8月号より作成）1995年6月20日現在の近畿地方連絡協議会への提出資料に一部追加              
　　　　　

兵
庫
県
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日
本
糖
尿
病
協
会
の

明
る
い
未
来

第
③
章

日
本
糖
尿
病
協
会
は
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
や
一
般
市
民
、

医
療
の
専
門
家
で
あ
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、

糖
尿
病
治
療
に
関
連
す
る
企
業
が
参
加
し
て
組
織
さ
れ
た
社
団
法
人
で
す
。

糖
尿
病
を
も
つ
人
に
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
の
か
、

糖
尿
病
の
増
加
を
く
い
止
め
る
に
は
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
活
動
を
広
げ
て
い
く
。

世
界
の
糖
尿
病
対
策
の
た
め
に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
実
行
し
て
い
く
。

日
糖
協
の
会
員
は
、
糖
尿
病
の
克
服
と
い
う
大
き
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
50
年
間
に
培
っ
た
実
績
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、

日
糖
協
は
明
る
い
未
来
へ
と
、
さ
ら
に
大
き
く
は
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。



17650年のあゆみ　希望の未来へ。

豊田隆謙（とよた たかよし）
日本糖尿病協会 50周年記
念事業委員会委員長、同協
会副理事長、東北大学名
誉教授、東北労災病院名
誉院長。

聞
き
手
◎
豊
田
隆
謙

清
野
裕
理
事
長
に
聞
く

公
益
法
人
と
し
て
、

さ
ら
に
大
き
く
は
ば
た
く
。

創
立
50
周
年
を
迎
え
た
日
本
糖
尿
病
協
会
は
、
新
公
益
法
人
制
度
施
行
に
伴
い
、

公
益
法
人
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
活
動
と
合
併
症
な
ど
の
予
防
対
策
に
力
を
注
ぎ
、

国
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
そ
の
理
念
と
し
て
活
動
し
て
き
た
日
糖
協
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
に
さ
ら
な
る
磨
き
を
か
け
、
大
き
く
は
ば
た
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

清
野
裕
理
事
長
に
こ
れ
か
ら
の
日
糖
協
の
あ
る
べ
き
姿
と

そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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日
本
糖
尿
病
協
会
の
明
る
い
未
来

豊
田　

日
本
糖
尿
病
協
会
は
、
２
０
１
１

年
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
発
足

以
来
50
年
に
わ
た
り
、
糖
尿
病
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
活
動
と
合
併
症

な
ど
の
予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
わ

け
で
す
が
、
こ
の
50
年
の
あ
ゆ
み
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
清
野
理
事
長
に
な
ら

れ
て
、
05
年
に
「
特
定
公
益
増
進
法
人
」

格
を
取
得
し
た
こ
と
が
非
常
に
大
き
な
意

味
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
清

野
理
事
長
は
ど
の
よ
う
な
お
考
え
で
取
り

組
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

清
野　

日
糖
協
は
１
９
６
１
年
に
創
立

し
、
87
年
に
社
団
法
人
化
し
ま
し
た
。

　

特
定
公
益
増
進
法
人
（
特
増
法
人
）
と

い
う
の
は
、
公
益
の
増
進
に
著
し
く
寄
与

す
る
と
認
め
ら
れ
た
法
人
が
取
得
で
き
る

も
の
で
、
公
益
法
人
に
と
っ
て
は
一
つ
の

ス
テ
ー
タ
ス
と
な
る
も
の
で
す
。
日
糖
協

の
活
動
を
さ
ら
に
力
強
く
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
特
増
法
人
の
取
得
が
不
可
欠
で

あ
る
と
、
歴
代
の
理
事
長
が
申
請
し
続
け

て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
れ

を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
、
取
り
組
ん
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

理
事
長
に
就
任
し
て
、
糖
尿
病
患
者
数

が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
、
そ
う
し
た
な

か
糖
尿
病
で
苦
し
む
方
々
の
支
援
と
糖
尿

病
の
増
加
を
食
い
止
め
る
こ
と
に
取
り
組

む
日
糖
協
の
活
動
が
非
常
に
重
要
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
世
界
各

国
、
各
地
域
の
糖
尿
病
協
会
が
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
、厚
生
労
働
省
に
う
っ
た
え
ま
し
た
。

　

10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
申
請
し
続
け
た

日
糖
協
の
悲
願
で
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
、
日
糖
協
を
特
増
法
人
に
す
る
か
ど

う
か
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
応
援
い
た
だ
い
た
方
々
の

ご
尽
力
も
あ
り
、
取
得
で
き
た
の
で
す
。

豊
田　

理
事
長
は
特
増
法
人
格
が
取
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
協
会
活
動
が
ど
の
よ
う
に

発
展
し
た
と
お
考
え
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

清
野　

特
増
法
人
を
取
得
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
日
糖
協
の
社
会
的
認
知
度
が
大
き
く

向
上
し
ま
し
た
し
、
日
糖
協
の
活
動
に
関

し
て
も
理
解
が
得
ら
れ
や
す
く
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
関
連
し
て
寄
付
を
お
願
い
す
る

場
合
も
、
特
増
法
人
で
あ
る
日
糖
協
へ
の

寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
税
制
上
の
優
遇
措

置
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
寄
付
の
お

願
い
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

日
糖
協
は
「
科
学
技
術
に
関
す
る
知
識
思

想
の
普
及
啓
発
」
と
い
う
分
野
で
特
増
法

人
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
調
査
研
究
の
積

極
的
な
推
進
が
課
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
り
糖
尿
病
の
分
野
全
体
を
包
括
す
る
よ

う
な
活
動
が
非
常
に
進
め
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
特
増
法
人
の
取
得
が
今
日
の
活
動

今
日
の
活
動
の
基
盤
と
な
っ
た

特
定
公
益
増
進
法
人
格
の
取
得

公
益
法
人
と
し
て

広
く
社
会
に
貢
献
す
る
。

清野 裕（せいの ゆたか）
1941 年、福岡県福岡市生まれ。
67年、京都大学医学部卒業。96 年
京都大学大学院医学研究科内科
（糖尿病・栄養内科学）教授を経て、
2001年、京都大学医学部附属病
院副病院長に就任。現在は、関西
電力病院院長、京都大学名誉教授、
日本糖尿病協会理事長、日本糖尿
病学会理事、日本病態栄養学会理
事長、国際糖尿病連合・西太平洋
地区会長、アジア糖尿病学会理事長。
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の
基
盤
を
形
づ
く
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

豊
田　

日
糖
協
は
、
08
年
12
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
新
公
益
法
人
制
度
に
お
い
て
、

11
年
中
に
公
益
法
人
格
申
請
の
た
め
の
関

連
作
業
を
完
了
さ
せ
、
特
増
法
人
と
同
様

の
法
人
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
移
行
に
伴
い
、
協
会
の
あ
ら
ま
し

の
何
が
変
わ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

清
野　

日
糖
協
に
は
全
国
に
１
６
０
０
の

友
の
会
が
あ
り
、
そ
こ
に
約
９
万
人
の
会

員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
そ
の
友
の
会
を

都
道
府
県
ご
と
に
束
ね
て
い
る
の
が
全
国

47
都
道
府
県
の
支
部
で
、
さ
ら
に
全
国
７

ブ
ロ
ッ
ク
の
地
方
連
絡
協
議
会
が
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
支
部
・
友
の
会
の
連
絡
調
整
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
04
年
に
は
、
日
糖

協
本
部
に
所
属
す
る
こ
と
で
会
員
に
な
れ

る
本
部
会
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
10

年
現
在
、
１
万
５
０
０
０
人
の
本
部
会
員

が
い
ま
す
。

　

こ
の
現
在
の
協
会
の
成
り
立
ち
が
、
新

し
い
制
度
に
お
け
る
公
益
法
人
と
し
て
、

組
織
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
47

の
支
部
は
独
立
し
た
任
意
団
体
と
な
り
、

日
糖
協
と
業
務
委
託
契
約
を
結
ん
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
内
で
糖
尿
病
の
啓
発

活
動
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
友

の
会
会
員
は
、
支
部
に
入
会
す
る
と
同
時

に
本
部
に
入
会
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
友
の

会
会
員
は
日
糖
協
本
部
に
直
接
、
属
す
る

よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
。

豊
田　

こ
れ
ま
で
は
ど
う
し
て
も〝
友
の
会

の
会
員
〞で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
く
な
り

が
ち
で
し
た
が
、
そ
う
な
り
ま
す
と
〝
日

糖
協
の
会
員
〞
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
強

く
な
り
ま
す
ね
。

清
野　

そ
う
で
す
ね
。
日
糖
協
の
会
員
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
意
識
も
こ
れ
ま
で
と
は

大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、歴
史
的
な
成
り
立
ち
か
ら
、

日
糖
協
に
は
患
者
会
で
あ
る
と
い
う
認
識

が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
先

ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
87
年
に
は

社
団
法
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
糖
協
が

社
団
法
人
化
し
た
と
こ
ろ
で
「
こ
れ
は
も

う
患
者
の
団
体
で
は
な
い
。
世
の
中
の
役

に
立
つ
た
め
の
団
体
で
あ
る
」
と
改
め
る

べ
き
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

　
「
会
員
に
な
っ
た
ら
ど
の
よ
う
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
か
？
」
と
い
う
声
を
耳
に

し
ま
す
が
、
こ
れ
は
社
団
法
人
の
理
念
に

反
し
て
い
ま
す
。「
こ
こ
に
入
っ
て
不
特

「グリコヘモグロビン（HbA1c）認知向上運動」に参加して歩く清野理事長（東京都江東区青海・2007年6月3日）
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❸
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日
本
糖
尿
病
協
会
の
明
る
い
未
来

定
多
数
の
人
た
ち
の
た
め
に
活
動
し
ま
し

ょ
う
」と
い
う
の
が
社
団
法
人
の
趣
旨
で
、

世
界
各
国
の
糖
尿
病
協
会
は
ま
さ
に
そ
の

よ
う
な
理
念
の
も
と
に
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
糖

尿
病
患
者
の
半
数
が
糖
尿
病
協
会
に
入
っ

て
い
て
、
企
業
や
糖
尿
病
で
は
な
い
人
々

も
入
会
し
て
、
残
り
の
入
っ
て
い
な
い
人

の
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
る
―
―
社
会

奉
仕
の
精
神
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

豊
田　

た
だ
、
不
特
定
多
数
の
た
め
に
何

を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
患
者
さ
ん
の
立
場

か
ら
す
る
と
、
分
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
ね
。

清
野　

私
が
会
員
の
皆
さ
ま
に
期
待
し
て

い
る
の
は
、
ご
自
分
が
身
に
つ
け
た
病
気

の
知
識
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
同
じ
病
気

の
人
に
手
を
貸
し
て
あ
げ
よ
う
、
皆
で
暮

ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と

い
う
気
持
ち
で
、
社
会
に
目
を
向
け
る
こ

と
か
ら
す
べ
て
が
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
に
は
、
患
者
さ
ん
だ
け
で
は
な

く
、
医
師
で
療
養
指
導
医
を
め
ざ
し
て
い

る
方
、
歯
科
医
師
の
方
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
の
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
入
会
し
た
動
機
も
目

的
も
さ
ま
ざ
ま
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
、
糖
尿
病
に
関
心
を
も
っ
て

入
会
さ
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
自
分
自
身

の
テ
リ
ト
リ
ー
の
な
か
で
行
動
を
起
こ
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
日
糖
協
の
会
員
の
一
人
と
し
て
誇
り

を
も
っ
て
、
社
会
貢
献
を
ど
う
い
う
ふ
う

に
成
り
立
た
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
、

意
識
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

豊
田　

日
糖
協
は
会
員
10
万
人
の
た
め
の

組
織
と
し
て
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
予

備
群
を
含
め
計
２
２
１
０
万
人
（
07
年
・

厚
生
労
働
省
）
の
糖
尿
病
患
者
、
さ
ら
に

は
広
く
社
会
を
見
据
え
て
活
動
し
て
い
く

こ
と
を
、
そ
の
理
念
と
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

清
野　

社
会
一
般
の
利
益
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
が
、
結
果
的
に
、会
員
で
あ
る
患
者
さ

ん
の
た
め
の
療
養
支
援
の
強
化
に
つ
な
が

っ
て
い
く
の
で
す
。
例
え
ば
、
糖
尿
病
分
野

に
お
け
る
調
査
研
究
も
、
患
者
さ
ん
に
と

っ
て
は
遠
回
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、最
終

的
に
は
糖
尿
病
治
療
の
発
展
に
貢
献
し
ま

す
。
大
切
な
の
は
、
団
体
と
し
て
一
致
団
結

し
て
活
動
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

豊
田　

そ
の
た
め
に
も
、
新
公
益
法
人
と

し
て
の
日
糖
協
の
組
織
の
基
盤
を
、
盤
石

な
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

清
野　

現
時
点
で
の
日
糖
協
の
経
営
基
盤

は
、
正
直
な
と
こ
ろ
悪
く
は
な
い
の
で

す
。
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
の
調
査
研
究
の

収
入
や
、
手
帳
な
ど
の
グ
ッ
ズ
類
の
売
り

上
げ
で
十
分
な
も
の
が
確
保
で
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
が
い
つ
ま
で
も

続
く
と
は
限
ら
ず
、
自
立
す
る
経
営
基
盤

と
し
て
は
脆
弱
で
す
。
厚
生
労
働
省
か
ら

収
入
に
占
め
る
会
費
率
の
低
さ
も
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
11
年
４
月
か
ら
会
費
を
１
カ
月

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ

糖
尿
病
治
療
の
発
展
に
貢
献

協
会
活
動
本
来
の

理
念
を
実
現
す
る
基
盤
を
。
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１
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
に
改
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
日
糖
協
本
部
で
は
友

の
会
会
員
の
人
数
を
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。新
体
制
で
は
、

友
の
会
会
員
は
支
部
に
入
会
す
る
と
同
時

に
本
部
に
入
会
し
、『
さ
か
え
』
の
購
読

は
本
部
と
友
の
会
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。『
さ
か
え
』
の
購

読
者
数
で
、
会
員
数
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
る
わ
け
で
す
。

　

経
営
基
盤
を
強
化
し
、
会
員
数
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
団
体
と
し
て
の
骨
組
み
が

よ
り
確
か
な
も
の
と
な
り
ま
す
。
新
公
益

法
人
の
移
行
に
よ
り
、
協
会
活
動
本
来
の

理
念
を
実
現
す
る
基
盤
が
で
き
ま
す
。

豊
田　

そ
の
日
糖
協
が
な
す
べ
き
社
会
貢

献
活
動
で
す
が
、
糖
尿
病
の
予
防
活
動
や

啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、
ず
い
ぶ
ん
成
果

を
上
げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
理
事
長
か

ら
ご
覧
に
な
っ
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

清
野　

日
糖
協
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
、

糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
糖
尿
病
予
防
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ま
さ
に
世
の
中
の
不
特

定
多
数
に
対
す
る
活
動
で
す
か
ら
、
特
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
来
ら
れ
る
方

が
ほ
と
ん
ど
会
員
の
方
な
の
で
す
ね
。
開

催
趣
旨
が
な
か
な
か
周
知
徹
底
で
き
な
い

と
い
う
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

の
告
知
方
法
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
な
ど
を

工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
糖
協
本
来
の
活
動

は
、
私
は
非
常
に
発
展
し
て
き
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
日
糖
協
の
企
業
委
員
会

に
は
、
糖
尿
病
関
連
の
企
業
が
33
社
参
加

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
企
業
の
参
加

と
協
力
を
得
て
、
活
動
を
進
め
て
い
る
団

体
は
ほ
か
に
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、日
本
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
は
、

日
糖
協
と
日
本
医
師
会
、
日
本
糖
尿
病
学

会
、
日
本
歯
科
医
師
会
で
運
営
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
実
働
部
隊
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
の
は
、
47
都
道
府
県
の
日
糖
協
会
員

で
す
。
調
査
研
究
も
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い

ま
す
し
、
情
報
も
発
信
し
て
い
る
。
糖
尿

病
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
担
い
手

で
あ
り
、
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
も
果
た

し
て
い
る
と
私
は
見
て
い
ま
す
。

豊
田　

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事

業
に
つ
い
て
も
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
は
日
糖
協

の
療
養
指
導
部
会
で
組
織
さ
れ
、
活
動
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
ド
ク
タ
ー
の
参
加
が

不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
清
野
理
事
長
は

登
録
医
・
療
養
指
導
医
制
度
を
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
お
考
え

の
も
と
に
始
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

清
野　

糖
尿
病
の
医
師
の
資
格
の
一
つ

に
、
日
本
糖
尿
病
学
会
が
認
定
す
る
専
門

医
が
あ
り
ま
す
。
専
門
医
と
し
て
の
活

動
の
な
か
に
は
患
者
教
育
や
患
者
指
導
も

入
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
若
い
専
門
医
の

方
々
に
な
か
な
か
協
会
活
動
に
関
心
を
も

っ
て
い
た
だ
け
な
い
。
こ
れ
は
、
非
常
に

忙
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
若

い
専
門
医
が
患
者
教
育
の
現
場
に
接
す

る
機
会
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。　

　

一
方
、
患
者
会
で
は
、
指
導
医
が
ど
ん

糖
尿
病
治
療
の
質
の
向
上
と

均
一
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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日
本
糖
尿
病
協
会
の
明
る
い
未
来

ど
ん
高
齢
に
な
っ
て
し
ま
い
、
患
者
さ
ん

た
ち
に
か
か
わ
る
医
師
の
数
が
減
っ
て
き

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
関
心
を
も
っ
て
、

患
者
さ
ん
を
た
く
さ
ん
診
て
い
た
だ
け
る

医
師
に
ご
自
分
で
友
の
会
を
組
織
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
患
者
さ
ん
が
非
常
に
増
え

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
医
が
局

在
化
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
補
う
と
ま

で
は
い
か
な
く
て
も
、
あ
る
程
度
糖
尿
病

の
治
療
を
き
ち
ん
と
で
き
る
人
を
育
て
た

い
と
思
い
、
登
録
医
・
療
養
指
導
医
制
度

を
整
備
し
ま
し
た
。

豊
田　

制
度
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
の
状
況

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

清
野　

私
は
そ
れ
な
り
の
効
果
は
上
げ
つ

つ
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区
で
友

の
会
が
つ
く
ら
れ
た
り
、
糖
尿
病
対
策
推

進
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

方
も
増
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
懸
念
は
地

域
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
全
国
的
に
、
取
り
組
み
が
活
発

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

豊
田　

糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
治
療
に
関
し

て
は
、
将
来
的
に
は
歯
科
と
の
連
携
も
視

野
に
入
っ
て
き
ま
す
ね
。

清
野　

07
年
に
は
、
歯
科
医
師
登
録
医
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
難

し
い
点
も
確
か
に
あ
っ
て
、
糖
尿
病
の
患

者
さ
ん
は
い
ろ
い
ろ
な
診
療
科
に
行
き
ま

す
か
ら
眼
科
や
循
環
器
内
科
に
行
っ
て
も

ら
う
の
が
精
一
杯
で
、
歯
科
ま
で
は
な
か

な
か
目
が
行
き
届
か
な
い
と
い
う
現
場
の

声
も
あ
る
の
で
す
。患
者
さ
ん
ご
自
身
に
、

き
ち
ん
と
自
己
管
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
も
ち
ろ
ん
基
本
で
す
。
同
時
に
医
師
会

や
糖
尿
病
学
会
、
歯
科
医
師
会
、
日
糖
協
、

そ
れ
に
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
糖
尿
病
治

療
の
質
の
向
上
と
均
一
化
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

豊
田　

理
事
長
は
、
国
際
糖
尿
病
連
合
・

西
太
平
洋
地
区
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ-

Ｗ
Ｐ
Ｒ
）
な

ら
び
に
ア
ジ
ア
糖
尿
病
学
会（
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｄ
）

の
チ
ェ
ア
マ
ン
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
日
糖
協
で
は
国
際
支
援
に
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
、ど
の
よ
う
な
抱
負
を
お
も
ち
で
す
か
。

清
野　

国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
は

各
国
の
糖
尿
病
協
会
の
集
合
体
で
す
が
、

Ｉ
Ｄ
Ｆ
で
活
躍
す
る
人
の
中
心
は
患
者
や

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
で
す
か

ら
、国
際
的
な
活
動
を
広
げ
て
い
く
た
め
、

日
本
の
患
者
さ
ん
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｉ
Ｄ
Ｆ-

Ｗ
Ｐ
Ｒ
で
は
活
動
の

柱
を
三
つ
掲
げ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
日
糖

協
で
も
ス
タ
ー
ト
し
た
「
糖
尿
病
カ
ン
バ

セ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
プ
」
を
使
っ
た
患

者
教
育
、
二
つ
目
は
フ
ッ
ト
ケ
ア
、
も
う

一
つ
は
リ
サ
ー
チ
、
特
に
疫
学
な
ど
の
調

査
研
究
で
す
。

豊
田　

糖
尿
病
学
会
で
各
国
の
報
告
を
聞

く
と
、
ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
で
は
足
の

切
断
が
大
変
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
フ
ッ
ト
ケ
ア
は
緊

急
的
な
テ
ー
マ
な
の
で
す
ね
。

清
野　

先
進
的
な
治
療
を
受
け
て
い
る
日

本
の
患
者
さ
ん
と
、
ア
ジ
ア
の
途
上
国
の

患
者
さ
ん
と
の
医
療
環
境
の
格
差
に
は
す

さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の

リ
ー
ダ
ー
と
言
う
と
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
日
本

の
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
技
術
等
を
提
供
し
て
、

ア
ジ
ア
の
糖
尿
病
対
策
を
支
援
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
へ
の
貢
献
が
、
海
外
に
目
を
向
け

た
と
き
の
日
糖
協
の
い
ち
ば
ん
大
き
な
使

命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

豊
田　

本
日
は
忌
憚（
き
た
ん
）の
な
い
お

話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
の
先
進
医
療
を
活
か
し

ア
ジ
ア
へ
の
貢
献
を

AASD第１回学術集会
（大阪・2009 年５月22日）
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日
本
糖
尿
病
協
会
は
、
患
者
、
医
師
・
歯

科
医
師
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
市

民
・
企
業
な
ど
が
参
加
し
て
組
織
さ
れ
た

社
団
法
人
で
す
。
会
員
約
10
万
５
０
０
０

人
を
擁
す
る
団
体
と
し
て
特
定
公
益
増
進

法
人
の
認
可
を
受
け
て
お
り
、
２
０
１
２

年
に
は
、
08
年
12
月
1
日
施
行
の
新
公
益

法
人
制
度
に
よ
る
「
公
益
法
人
」
と
し
て

新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　

日
糖
協
は
発
足
以
来
、
広
く
国
民
の
健

康
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
そ
の
理
念

に
、
糖
尿
病
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
活
動
と
合
併
症
な
ど
の
予
防
対
策

に
力
を
注
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
や
全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
な
ど
の
療
養
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
全
国

糖
尿
病
週
間
や
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
一
般
市
民
を
対
象
に
し
た
知
識
啓
発
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
、
さ
ら
に
は
療
養
グ
ッ
ズ

の
製
作
・
配
布
か
ら
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
制
度
の
整
備
ま

で
、
そ
の
活
動
は
糖
尿
病
の
分
野
で
め
ざ

ま
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
糖
尿
病
患
者

数
は
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

糖
尿
病
患
者
と
そ
の
予
備
群
は
、
07
年
調

べ
で
お
よ
そ
２
２
１
０
万
人
に
ま
で
達
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
糖
尿
病
患
者
数

の
激
増
は
世
界
的
な
傾
向
で
、
国
際
連
合

（
国
連
）は
06
年
に
、毎
年
11
月
14
日
を「
世

界
糖
尿
病
デ
ー
」
と
公
式
に
認
定
し
、
世

界
が
一
致
団
結
し
て
糖
尿
病
の
予
防
と
克

服
に
向
け
て
闘
う
こ
と
の
重
要
性
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
糖
尿
病
で
苦
し
む
患
者
さ

ん
を
支
援
し
、
糖
尿
病
の
増
加
を
食
い
止

め
る
。
糖
尿
病
治
療
先
進
国
の
協
会
と
し

て
、
世
界
に
貢
献
す
る
―
―
日
糖
協
が
果

た
す
べ
き
役
割
と
使
命
は
、
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

日
糖
協
の
活
動
の
柱
は
、
大
き
く
四
つ

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
「
糖
尿
病

の
予
防
と
療
養
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

の
普
及
啓
発
」。
健
康
な
人
が
糖
尿
病
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

と
ら
え
て
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
患
者
や
家
族
、
広
く
予
備

群
の
方
々
へ
の
療
養
支
援
」。
糖
尿
病
治
療

の
地
域
連
携
に
役
立
つ
手
帳
の
発
行
や
、

患
者
さ
ん
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
安
心

し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
糖
尿

病
を
専
門
と
し
な
い
医
師
の
知
識
の
標
準

化
を
め
ざ
す
制
度
を
発
足
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
「
国
民
の
糖
尿
病
予
防
と
健

康
増
進
へ
の
調
査
研
究
」。
糖
尿
病
予
防

の
た
め
の
生
活
指
導
や
、
糖
尿
病
治
療

薬
の
臨
床
研
究
な
ど
を
全
国
規
模
で
実
施

し
、
患
者
さ
ん
に
よ
り
よ
い
医
療
を
提
供

す
る
基
盤
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

四
つ
目
は
「
国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ

普
及
啓
発
活
動
か
ら
国
際
交
流
ま
で
幅
広
い
活
動
を
展
開
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Ｆ
）
の
一
員
と
し
て
の
国
際
交
流
」。
日

本
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
規
模
で
の

糖
尿
病
対
策
を
考
え
、実
施
し
て
い
ま
す
。

　

日
糖
協
で
は
、
長
年
の
活
動
で
培
っ
た

実
績
に
磨
き
を
か
け
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の

分
野
の
事
業
を
さ
ら
に
精
力
的
に
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
糖
尿
病

を
も
つ
患
者
さ
ん
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
の
か
、
日
本
の
糖
尿
病
を
撲
滅
す

る
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
か
。
そ
し
て
世

界
の
糖
尿
病
対
策
の
た
め
に
は
何
が
で
き

る
の
か
。
常
に
一
歩
先
を
見
据
え
て
、
日

糖
協
で
は
会
員
が
一
致
団
結
し
て
、
糖
尿

病
の
克
服
と
い
う
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■日糖協の四つの事業活動

月刊『糖尿病ライフ さかえ』の発行
糖尿病シンポジウムなどの全国的な講演会
ヘモグロビンＡ1ｃ認知向上運動などのキャンペーン
世界糖尿病デー・全国糖尿病週間
「健康いきいき体操」（エアロビック）の展開

療養グッズの発行・無料配布
　「糖尿病連携手帳」「自己管理ノート」
　「糖尿病患者用ＩＤカード」「英文カード」
小児糖尿病サマーキャンプ
全国ヤングＤＭカンファレンス
ウォークラリー
糖尿病友の会での患者・家族の支援

糖尿病治療薬の臨床研究
患者・一般市民の糖尿病意識調査
小児糖尿病患者を取り巻く社会心理面の実態調査
小児糖尿病サマーキャンプの効果測定研究

国際糖尿病連合（ＩＤＦ）の正会員として
　西太平洋地区（ＷＰＲ）での糖尿病対策支援
アジア地域での調査研究支援
海外団体との学術集会の共催
アジア糖尿病学会（ＡＡＳＤ）への協力

社団法人とは　公益法人としての社団法人に限定して説明します。社団法人とは、民法の規定に基
づいて、政府や所管省庁の認可によって設立された団体です。一定の目的のもとに結合した「人の
集合体」で、団体としての組織、意思等などをもち、社員が存在し、総会の決定に基づき、その会
費で運営されます。日糖協は現在この社団法人です。

糖尿病の予防と
療養についての正しい知識の

普及啓発

普 及 啓 発

調 査 研 究

国 際 交 流 療 養 支 援

1

1

3

24

2

3

4

患者・家族と
広く予備群の方々への

療養支援

国民の糖尿病の予防と
健康増進の

調査研究
国際糖尿病連合（ＩＤＦ）の一員
としての糖尿病の撲滅を目的とした 

国際交流
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日
本
糖
尿
病
協
会
は
、
日
本
の
糖
尿
病

患
者
と
そ
の
予
備
群
の
増
加
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
、
糖
尿
病
合
併
症
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
厚
生
労
働
省
、
日

本
糖
尿
病
学
会
、
日
本
医
師
会
、
日
本
歯

科
医
師
会
等
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化

し
、
糖
尿
病
対
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
日
糖
協
で
は
、
真
の
公
益
法
人

と
し
て
国
民
の
健
康
増
進
に
貢
献
す
る
た

め
、
そ
の
活
動
重
点
目
標
に
「
医
療
ス
タ

ッ
フ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業
を
推
進
」「
調

査
研
究
事
業
の
一
層
の
推
進
」「
糖
尿
病

連
携
手
帳
に
よ
る
地
域
連
携
の
推
進
」
を

掲
げ
、
行
政
や
学
会
、
医
師
会
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。　

　

糖
尿
病
対
策
の
第
一
歩
は
医
療
の
質
の

向
上
に
あ
り
ま
す
。
日
糖
協
で
は
、
糖
尿

病
を
専
門
と
し
な
い
医
師
の
診
療
・
療
養

指
導
の
標
準
化
を
図
る「
日
糖
協
登
録
医
・

療
養
指
導
医
制
度
」
を
２
０
０
６
年
に
、

日
本
歯
科
医
師
会
と
の
協
働
事
業
と
し
て

合
併
症
予
防
を
目
的
と
す
る
「
日
糖
協
歯

科
医
師
登
録
医
制
度
」
を
07
年
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
整
備
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
患
者
さ
ん
が
ど
の
地
域
の
ど
の
医

療
機
関
に
お
い
て
も
質
の
高
い
糖
尿
病
治

療
や
療
養
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

基
盤
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
始
め
た
も
の
で

す
。

　

こ
う
し
た
制
度
の
整
備
に
続
き
、
日
糖

協
で
は
、
糖
尿
病
療
養
指
導
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
め
ざ
し
、
新
し
い
療
養
指
導
ツ
ー

ル「
糖
尿
病
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン・マ
ッ
プ 

」（
カ

ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン・
マ
ッ
プ
）
の
普
及
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
プ
は
、
大

き
な
す
ご
ろ
く
の
よ
う
な
「
会
話
の
た
め

の
地
図
」
を
囲
み
、
患
者
さ
ん
や
家
族
ら

が
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
境
遇
を
と
も

に
す
る
患
者
さ
ん
の
知
識
や
体
験
か
ら
糖

尿
病
に
つ
い
て
互
い
に
学
び
合
う
と
い
う

も
の
で
す
。
進
行
役
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と

患
者
さ
ん
が
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

す
る
な
か
で
糖
尿
病
療
養
の
動
機
づ
け
を

明
確
に
し
て
い
く
、
新
し
い
流
れ
の
指
導

教
材
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際

糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
が
世
界
各
国
で

普
及
を
進
め
て
お
り
、
日
本
で
は
Ｉ
Ｄ
Ｆ

か
ら
委
託
を
受
け
、
日
糖
協
が
普
及
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
糖
協
で
は
こ
の
カ
ン
バ
セ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
指
導
を
行
う

医
療
ス
タ
ッ
フ
向
け
に
「
進
行
役
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
を
全
国
各
地
で
開
催
し
て
い
ま

社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
日
糖
協
へ
大
き
く
前
進

医
療
ス
タ
ッ
フ
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業
を
推
進
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す
。
２
日
間
の
講
習
を
修
了
す
る
と
５
年

間
有
効
の
認
定
証
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

療
養
指
導
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
各
地
域
で
独
自
に
認
定
し
て
い
る
地

域
糖
尿
病
療
養
指
導
士
（
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）
の

日
糖
協
に
よ
る
認
定
基
準
の
制
度
化
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
地
域

で
ば
ら
つ
き
の
あ
る
認
定
基
準
を
、
全
国

統
一
の
認
定
基
準
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に

よ
り
、
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
全
体
の
能
力
の
向
上
を

図
り
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
療
養
指
導

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。

　

医
療
の
現
場
の
質
的
な
向
上
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
ま
た
、
よ
り

よ
い
医
療
を
支
え
る
制
度
の
整
備
を
通
じ

て
、
日
糖
協
は
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん

の
療
養
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

日
糖
協
の
四
つ
の
事
業
の
一
つ
「
調
査

研
究
」
は
、
糖
尿
病
に
関
す
る
臨
床
研
究

や
意
識
調
査
な
ど
を
通
じ
て
、
糖
尿
病
の

予
防
・
治
療
・
療
養
指
導
に
有
益
な
情
報

基
盤
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

実
施
調
査
研
究
に
は
、「
本
部
会
員
ア

ン
ケ
ー
ト
」
な
ど
の
よ
う
に
、
会
員
の
プ

ロ
フ
ィ
ル
を
協
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て

い
く
た
め
に
行
う
も
の
や
、
糖
尿
病
の

診
断
と
治
療
の
現
状
の
把
握
を
目
的
と
し

た
「
糖
尿
病
治
療
に
お
け
る
医
師
を
対
象

と
し
た
大
規
模
調
査
研
究
（J-A

RRO
W
 

D
IA
BET

ES

）」、
患
者
さ
ん
を
対
象
に
実

施
し
た
「
糖
尿
病
に
お
け
る
合
併
症
リ
ス

ク
に
関
す
る
認
知
度
実
態
調
査
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、
治
療
の
進
展
を

支
え
る
情
報
と
し
て
集
積
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
臨
床
研
究
で
は
、
例
え
ば
実
施

中
の
「
経
口
糖
尿
病
薬
（
イ
ン
ク
レ
チ
ン

関
連
薬
を
含
む
）
投
与
に
関
す
る
実
態
調

査
研
究
（U

N
T
E Study

）」
な
ど
の
よ

う
に
、
高
度
な
研
究
事
業
を
医
師
の
自
主

参
加
を
得
て
精
力
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

日
糖
協
で
は
「
糖
尿
病
健
康
手
帳
」
を

改
訂
し
、
10
年
８
月
よ
り
、
地
域
連
携
パ

ス
に
利
用
可
能
な
「
糖
尿
病
連
携
手
帳
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
各
地
で
糖
尿
病
治
療
に
お
け
る

地
域
連
携
の
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
る
な

か
、
全
国
共
通
の
病
診
連
携
の
支
援
ツ
ー

ル
を
求
め
る
声
に
応
え
て
、
日
糖
協
が
企

画
し
た
も
の
で
す
。
事
前
に
内
容
案
を
公

開
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る

な
ど
、
利
用
者
の
意
見
を
可
能
な
限
り
反

映
さ
せ
、
全
国
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て

活
用
で
き
る
手
帳
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

糖
尿
病
治
療
に
関
す
る
病
診
連
携
は
、

地
域
に
よ
っ
て
取
り
組
み
に
温
度
差
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、〝
か
か
り
つ
け
医
〞

と
糖
尿
病
専
門
医
、
眼
科
や
歯
科
な
ど
関

連
す
る
診
療
科
を
循
環
す
る
糖
尿
病
連
携

パ
ス
は
病
診
連
携
の
モ
デ
ル
と
な
る
も
の

で
す
。
地
域
連
携
パ
ス
の
運
用
は
、
地
域

の
糖
尿
病
診
療
の
質
を
向
上
さ
せ
、
患
者

さ
ん
の
療
養
に
貢
献
し
ま
す
。
糖
尿
病
連

携
手
帳
の
活
用
に
よ
り
、日
糖
協
登
録
医
・

療
養
指
導
医
を
中
心
に
病
院
・
診
療
所
の

医
師
や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
患
者

さ
ん
が
信
頼
し
合
い
協
力
で
き
る
体
制
を

一
歩
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
糖
尿
病
の
地
域
連
携
パ

ス
は
診
療
報
酬
上
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
日
糖
協
で
は
、
11
年
度
よ
り
、

診
療
報
酬
上
の
評
価
を
認
め
る
よ
う
厚
生

労
働
省
に
働
き
か
け
て
い
く
予
定
で
す
。

糖
尿
病
連
携
手
帳
に
よ
る

地
域
連
携
の
推
進

糖
尿
病
に
関
す
る

調
査
研
究
事
業
の
い
っ
そ
う
の
推
進
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超
高
齢
社
会
に
対
し
て
、
地
域
の
糖
尿

病
対
策
の
強
化
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
の
全
国
47
都
道
府
県

の
支
部
と
１
６
０
０
の
友
の
会
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
、
糖
尿
病
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
方
自

治
体
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と

し
な
が
ら
、
公
益
法
人
と
し
て
地
域
に
根

ざ
し
た
草
の
根
レ
ベ
ル
の
糖
尿
病
対
策
を

推
進
し
、
国
民
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
地
方
で
は
、

活
発
な
活
動
に
取
り
組
む
友
の
会
が
、
地

域
の
糖
尿
病
対
策
の
担
い
手
と
し
て
大
き

く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
、
医
師
、
看
護

師
・
栄
養
士
・
糖
尿
病
療
養
指
導
士
な
ど

の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
で
つ
く
る
友

の
会
で
は
「
糖
尿
病
を
学
び
、
よ
り
よ
い

療
養
生
活
を
送
る
」
た
め
、
勉
強
会
や
患

者
懇
親
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
友
の
会
の
活
動

は
そ
の
ま
ま
、
地
域
の
友
の
会
に
入
会
し

て
い
な
い
糖
尿
病
患
者
さ
ん
や
予
備
群
の

方
々
に
対
す
る
療
養
支
援
と
し
て
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
に
開
か
れ
た

友
の
会
の
取
り
組
み
が
、
地
域
の
糖
尿
病

対
策
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。
ま

た
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
む
友
の
会
に
と

っ
て
も
、
活
動
の
場
を
地
域
に
広
げ
て
い

く
こ
と
は
、
新
た
な
会
員
増
と
会
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

日
糖
協
で
は
、
友
の
会
が
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
貢
献
す
る

こ
と
を
願
い
、
友
の
会
活
動
の
充
実
化
を

後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
治
療
に
は
、
地
域
と
強
固
な
つ

な
が
り
を
も
つ
医
師
と
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
が
不
可
欠
と

言
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
血
糖
管
理
だ
け

で
は
な
く
血
圧
や
脂
質
、生
活
習
慣
な
ど
、

広
範
囲
の
管
理
が
求
め
ら
れ
る
糖
尿
病
治

療
で
は
、
日
常
生
活
を
営
む
地
域
の
生
活

環
境
や
患
者
さ
ん
の
家
庭
に
ま
で
目
を
向

け
た
細
や
か
な
療
養
指
導
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

　

日
糖
協
で
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

重
視
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
啓
発
活

動
や
病
診
連
携
の
素
地
づ
く
り
、
人
材
育

成
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
で
、
地
域
の
糖
尿
病
対
策
を
推
進
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
糖
尿
病
対
策
で

核
と
な
る
団
体
へ

友
の
会
の
活
動
の
充
実
と

地
域
の
力

地
域
コ
ミ
ュニテ
ィ
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
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国
際
糖
尿
病
連
合
（
Ｉ
Ｄ
Ｆ
）
に
は
、

現
在
１
６
０
カ
国
以
上
で
２
０
０
以
上

の
団
体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
日
本
糖

尿
病
協
会
も
単
独
で
加
盟
す
る
こ
と
が

２
０
０
９
年
の
総
会
で
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
日
本
糖
尿
病
学
会
と
協
調

し
、
わ
が
国
の
発
言
力
を
高
め
て
い
く
と

と
も
に
、
世
界
規
模
で
糖
尿
病
対
策
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｄ
Ｆ
の
発
表
で
は
、
世
界
の
糖
尿
病

人
口
は
10
年
現
在
で
約
３
億
３
５
０
０
万

人
、
30
年
に
は
５
億
人
を
超
え
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
人
口

の
多
い
上
位
５
カ
国
の
う
ち
４
カ
国
が
ア

ジ
ア
の
国
で
、
日
本
は
第
５
位
。
今
後
20

年
間
の
増
加
も
ア
ジ
ア
で
の
激
増
に
よ
る

も
の
で
、
世
界
の
糖
尿
病
人
口
の
60
％
を

ア
ジ
ア
人
が
占
め
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
国
際
糖
尿
病
連
合
・
西
太

平
洋
地
区（
Ｉ
Ｄ
Ｆ-

Ｗ
Ｐ
Ｒ
）で
は
、「
教

育
」「
ケ
ア
」「
リ
サ
ー
チ
」
を
柱
に
、
糖

尿
病
対
策
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
教
育
で
は
「
糖
尿
病
カ
ン

バ
セ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
プ
」の
活
用
と
進
行

役
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
、
ケ
ア
で
は
フ
ッ
ト
ケ

ア
に
、
リ
サ
ー
チ
で
は
疫
学
の
調
査
研
究

に
重
点
を
置
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
三
つ
の
取
り
組
み
で
は
日
糖

協
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
一
端
を
担
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
年
間
百
数
十
万
件
の
足

の
切
断
が
発
生
し
て
い
る
ア
ジ
ア
で
は
、

発
展
途
上
国
へ
の
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
普
及
が

緊
急
的
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各

地
域
で
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
育
成
、
フ
ッ
ト

ケ
ア
を
指
導
す
る
医
師
の
派
遣
な
ど
、
Ｉ

Ｄ
Ｆ-

Ｗ
Ｐ
Ｒ
の
活
動
を
通
じ
て
日
本
の

先
進
医
療
を
ア
ジ
ア
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
09
年
３
月
に
は
、
日
本
、
韓
国
、

中
国
、
香
港
、
台
湾
の
学
会
や
協
会
が
発

起
団
体
と
な
っ
て
、
計
19
団
体
に
よ
る
ア

ジ
ア
糖
尿
病
学
会
（
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｄ
）
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ａ
Ｓ
Ｄ
で
は
、
ア
ジ
ア
人
と
欧
米
人
の

糖
尿
病
の
病
態
が
非
常
に
異
な
る
た
め
、

ア
ジ
ア
人
の
糖
尿
病
研
究
を
推
進
、
ア
ジ

ア
人
に
適
し
た
糖
尿
病
予
防
と
治
療
の
確

立
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｄ
の
初
代
理
事
長
に
は
清

野
裕
理
事
長
が
就
任
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア

に
お
け
る
糖
尿
病
対
策
の
推
進
に
、
日
糖

協
は
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

日
本
の
先
進
医
療
を
ア
ジ
ア
へ　

ア
ジ
ア
人
に
適
し
た

治
療
を
め
ざ
し
て

ア
ジ
ア
地
域
で
の
国
際
支
援
と
幅
広
い
活
動
を
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「
日
糖
協
の
発
展
は

　
一人
ひ
と
り
の
明
る
い
未
来
を
築
く
」

患
者
、
医
療
者
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
、
日
本
糖
尿
病
協
会
は
50
年
間
、
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
日
糖
協
は
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の
未
来
の
た
め
に
、
何
を
な
す
べ
き
か
。

糖
尿
病
の
啓
発
、
治
療
な
ど
の
活
動
を
行
って
い
る
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

藤
本　

私
は
病
歴
43
年
で
す
。
日
糖
協
で

の
活
動
は
１
９
７
３
年
か
ら
始
め
、
今
年

で
37
年
目
に
な
り
ま
す
。
発
症
当
時
は
糖

尿
病
に
つ
い
て
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
分
の
無
知
を
反
省
し
、
皆
さ
ん
に

も
知
っ
て
も
ら
う
た
め
各
地
で
「
糖
尿
病

と
は
」
と
い
う
基
本
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。「
尿
に
糖
が
出
る
か

ら
糖
尿
病
」
と
い
う
誤
っ
た
認
識
か
ら
、

「
対
応
す
れ
ば
元
気
に
な
れ
る
」
と
い
う

理
解
へ
改
め
て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
が
私
の
健
康
法
で
も

あ
り
、
人
生
を
豊
か
に
し
て
い
ま
す
。

司
会　

藤
本
さ
ん
は
福
岡
県
で
、
県
に
10

年
間
も
通
い
街
頭
で
の
血
糖
測
定
を
認
知

髙
本
（
以
下
、
司
会
）　

糖
尿
病
患
者
で

あ
り
、
糖
尿
病
に
関
す
る
日
糖
協
の
活
動

で
功
績
の
あ
る
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
、皆
さ
ん
の
活
動
と
、

糖
尿
病
患
者
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
工
夫

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

特別座談会
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さ
せ
た
強
者
（
つ
わ
も
の
）
で
す
（
笑
）。

「
普
通
の
主
婦
で
す
」
と
謙
遜
さ
れ
ま
す

が
、
普
通
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
積
み
上

げ
、
活
動
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

山
本　

私
は
小
児
期
に
発
症
し
、
病
歴
は

30
年
で
す
。
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
を
き
っ
か
け
に
日
糖
協
の
行
事
に
か
か

わ
り
始
め
、
現
在
は
愛
媛
県
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
長
を
し
て
い
ま
す
。『
さ
か
え
』

の
編
集
委
員
も
、
現
在
３
期
目
で
す
。

首
村　

99
年
に
１
型
糖
尿
病
を
発
症
し
ま

し
た
。
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
り
、
教
え
た
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
音
楽
療
法
や
作
曲
と

い
う
か
た
ち
で
、
音
楽
を
通
し
て
人
生
を

豊
か
に
し
た
い
と
願
い
な
が
ら
日
々
過
ご

し
て
い
ま
す
。
講
演
や
音
楽
療
法
の
場
で

必
要
が
あ
れ
ば
、
私
の
糖
尿
病
へ
の
対
処

法
や
生
活
、
そ
し
て
苦
労
し
た
こ
と
な
ど

の
お
話
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

黒
田　

私
は
12
歳
で
発
症
し
、
約
28
年
に

な
り
ま
す
。
自
分
の
経
験
を
「
脳
内
す
い

移
殖
」
を
テ
ー
マ
に
２
０
０
２
年
か
ら
04

年
の
『
さ
か
え
』
で
連
載
し
ま
し
た
。
現

在
は
、「『
食
品
交
換
表
』
に
基
づ
く
新
た

な
カ
ー
ボ
カ
ウ
ン
ト
指
導
法
」
を
日
本
糖

尿
病
学
会
誌
に
掲
載
し
て
カ
ー
ボ
カ
ウ
ン

ト
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
普
段
は
カ

ー
ボ
カ
ウ
ン
ト
に
基
づ
き
「
飲
み
会
」「
ラ

左から黒田暁生さん、首村映子さん、髙本誠介さん、藤本淑子さん、山本真吾さん
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け
て
い
ま
す
。
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
そ
れ

と
は
別
に
、
自
分
が
１
型
糖
尿
病
患
者
で

あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

Ｏ
Ｂ
と
い
う
立
場
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、

栄
養
士
な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
支
援
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
口

を
そ
ろ
え
て
「
１
型
糖
尿
病
の
こ
と
は
分

か
ら
な
い
」「
小
児
の
こ
と
は
経
験
が
な

い
」
と
言
う
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
結
果
的
に
医
療

者
に
も
大
き
な
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。

司
会　

糖
尿
病
患
者
の
う
ち
１
型
は
５
％

程
度
で
、
２
型
が
大
半
を
占
め
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
１
型
の
治
療
は
小
児
科
医
が
メ

ー
ン
で
担
当
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
、

内
分
泌
内
科
医
も
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
垣
根
を
取
り
払
う
の
も
日
糖
協
の

役
目
だ
と
思
い
ま
す
が
、
黒
田
先
生
、
い

か
が
で
す
か
。

黒
田　

私
た
ち
は
、
大
阪
糖
尿
病
協
会
に

所
属
す
る
内
科
、
小
児
科
な
ど
で
総
合
的

に
治
療
し
ま
す
。
１
型
も
２
型
も
「
糖
が

出
る
か
ら
糖
尿
病
」
で
は
な
い
の
で
す
。

特
に
日
本
人
に
は
、
２
型
で
も
生
活
習
慣

病
で
は
な
く
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
出
な
い
だ

け
の
糖
尿
病
が
多
い
。
１
型
の
み
な
ら
ず

２
型
も
生
活
習
慣
病
と
し
て
片
づ
け
る
の

で
は
な
く
、
一
緒
に
き
ち
ん
と
扱
う
べ
き

で
す
ね
。

司
会　

活
動
や
生
活
の
中
で
、
日
糖
協
の

役
割
に
つ
い
て
、
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

要
望
も
含
め
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

藤
本　

街
頭
で
の
血
糖
測
定
に
臨
時
の
診

療
所
と
し
て
届
け
出
の
必
要
が
あ
る
な

ー
メ
ン
を
食
べ
る
」
な
ど
体
に
悪
い
と
さ

れ
る
こ
と
を
あ
え
て
し
て
、
そ
れ
に
対
す

る
イ
ン
ス
リ
ン
の
う
ち
方
を
研
究
し
て
い

ま
す
。

司
会　

山
本
さ
ん
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の

こ
と
を
、も
う
少
し
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
本　

私
の
職
業
は
管
理
栄
養
士
で
、
日

本
糖
尿
病
療
養
指
導
士（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
）や
地

域
療
養
指
導
士（
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）の
認
定
を
受

実
績
を
積
み
継
続
的
活
動
を

山本真吾
（やまもと しんご）

小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は

子
ど
も
た
ち
と
医
療
者
の

両
方
に
大
き
な
経
験
と
な
る

１型糖尿病歴 30年。愛媛県在住。愛媛ブルー
ランドサマーキャンプファミリーの会会長でキャンプ
長も務める。愛媛県立南宇和病院で管理栄養士
として栄養指導に従事している。



191 第 3章 日本糖尿病協会の明るい未来

第
❸
章 

日
本
糖
尿
病
協
会
の
明
る
い
未
来

一
つ
の
活
動
を
行
う
に
は
医
師
の
協
力
の

面
な
ど
か
ら
も
、
き
ち
ん
と
予
算
化
で
き

る
こ
と
は
大
事
で
し
ょ
う
。

司
会　

一
般
向
け
の
活
動
は
、
ど
う
し
て

も
「
全
国
糖
尿
病
週
間
」
や
「
世
界
糖
尿

病
デ
ー
」
が
メ
ー
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
ら
が
一
時
的
な
も
の
に
見
え
て

し
ま
う
の
は
問
題
で
す
。
例
え
ば
乳
が
ん

の
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
」
な
ど
の
よ
う
に
、

友
の
会
な
ど
、
役
割
分
担
が
き
ち
ん
と
決

ま
っ
て
い
ま
す
ね
。黒
田
先
生
の
と
こ
ろ
、

大
阪
府
は
少
し
違
い
、
顧
問
医
会
が
発
達

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
ほ
か
に
は
な

い
特
色
で
す
ね
。

黒
田　

そ
う
で
す
ね
。
大
学
の
垣
根
も
越

え
た
顧
問
医
会
で
、
企
画
を
練
っ
て
い
ま

す
。
予
算
を
指
定
し
て
活
動
を
お
願
い
し

て
、活
動
後
に
は
収
支
報
告
も
行
い
ま
す
。

ど
、行
政
の
取
り
締
ま
り
が
厳
し
く
な
っ
て

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
日
糖
協
に
行
政

へ
の
積
極
的
な
対
応
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

司
会　

責
任
の
所
在
の
問
題
な
ど
か
ら
、

制
限
は
多
い
で
す
が
、
実
績
を
積
み
重
ね

て
頑
張
る
し
か
な
い
で
す
ね
。

藤
本　

参
加
す
る
医
師
に
は
、
現
場
の
勉

強
に
な
る
と
、
非
常
に
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
医
師
だ
け
で
は
な
く
、
福
岡

県
で
は
特
に
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
が
大
き
な
存
在
で

す
。
糖
尿
病
療
養
指
導
士
（
Ｃ
Ｄ
Ｅ
）
資

格
者
を
一
本
に
ま
と
め
て
活
動
し
た
い
と

の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

司
会　

Ｃ
Ｄ
Ｅ
推
進
は
一
つ
の
団
体
で
は

で
き
ま
せ
ん
。
関
連
す
る
各
団
体
と
の
連

携
、
協
力
が
大
切
で
す
。
ほ
か
に
、
日
糖

協
が
運
営
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
回
数
を
重
ね
、
一
般
の
方
へ
、

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
の
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
だ
け
で
は
啓
発
活
動
に
な
り

ま
せ
ん
。
藤
本
さ
ん
た
ち
の
よ
う
な
活
動

を
全
国
的
に
広
げ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

藤
本　

そ
れ
は
絶
対
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

患
者
と
医
療
者
が
一
つ
の
輪
の
中
で
活
動

し
な
け
れ
ば
、
で
き
な
い
で
す
ね
。

司
会　

福
岡
県
で
は
、
藤
本
さ
ん
た
ち
の

交
渉
の
結
果
、
活
動
に
は
県
、
医
師
会
、

患
者
と
医
療
者
が
一
つ
の

輪
の
中
で
活
動
し
な
け
れ
ば

全
国
的
な
発
展
は
な
い

藤本淑子
（ふじもと よしこ）

２型糖尿病歴 43年。福岡県在住。日本糖尿病
協会顧問。2007 年、日本糖尿病協会賞を受賞。
現在は、講演会などで体験を語り、糖尿病療養
のあり方を伝え続けている。
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糖
協
を
支
え
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
や
ご
自
身
の
活
動
か
ら
、
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

首
村　

私
が
『
さ
か
え
』
に
１
年
間
、
連

載
し
て
い
た
と
き
、
お
手
紙
を
く
れ
た
方

は
、
た
ま
た
ま
待
合
室
で
『
さ
か
え
』
を

見
て「
自
分
も
治
療
し
て
健
康
に
な
ろ
う
。

放
っ
て
お
い
た
症
状
に
つ
い
て
勉
強
し
よ

う
」
と
思
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。『
さ

継
続
的
な
活
動
で
な
け
れ
ば
。
そ
れ
に
は

い
ろ
い
ろ
な
関
連
団
体
と
の
協
力
も
必
要

で
す
。
地
方
の
活
動
や
、
関
連
団
体
の
い

い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
、
活
動
を
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会　

首
村
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
群
馬
県

で
は
『
さ
か
え
』
の
編
集
協
力
な
ど
、
日

か
え
』
の
存
在
は
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
も
っ
と
『
さ
か
え
』
が
気
軽
に

読
め
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
誌
面
も
、
マ
ン

ガ
や
動
き
の
あ
る
写
真
で
興
味
を
も
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
。
自
分
が
病
気
で
あ

る
と
思
う
と
、
ど
う
し
て
も
陰
に
隠
れ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。『
さ
か
え
』
が
、
も

っ
と
オ
ー
プ
ン
に
な
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

司
会　

仲
間
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

じ
、
頑
張
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
、『
さ
か
え
』
の
発
行
は
日
糖
協
の

大
切
な
役
目
で
す
。
患
者
が
さ
ら
に
表
に

出
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
も
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。
地
方
で
は
『
さ
か
え
』

の
情
報
は
特
に
重
要
で
す
ね
。山
本
さ
ん
、

愛
媛
県
で
は
い
か
が
で
す
か
。

山
本　

日
糖
協
で
は
、
患
者
も
医
療
者
も

会
員
で
、
同
じ
立
場
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は

す
ご
く
大
事
で
す
ね
。
私
に
と
っ
て
は
、

主
治
医
の
先
生
が
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を

紹
介
し
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
糖
尿
病
を
知
る
ツ
ー
ル
と
し

て
『
さ
か
え
』
は
重
要
で
す
が
、
愛
媛
県

で
は
さ
ら
に
、
先
生
方
が
熱
心
に
勉
強
会

を
開
催
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
だ
か
ら

こ
そ
Ｌ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
も
発
足
し
ま
し
た
。
患
者

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
情
報
を
得
る
た
め
に

一
歩
踏
み
出
せ
る
環
境
を

首村映子
（かどむら えいこ）

『
さ
か
え
』の
存
在
は
大
切

糖
尿
病
の
こ
と
が
オ
ー
プ
ン
に
な
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い

１型糖尿病歴11年。群馬県在住。プロジェクト映、
首村音楽研究所代表。音楽療法、作曲、歌唱、
ピアノ演奏など音楽を中心に、舞台制作などでも
活躍する。
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成
果
を
上
げ
て
き
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
イ
ン
ス
リ
ン

自
己
注
射
や
血
糖
自
己
測
定
は
、
先
代
の

先
生
方
が
当
時
の
厚
生
省
に
日
参
し
て
、

医
師
の
資
格
を
懸
け
て
渡
り
合
い
、
よ
う

や
く
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と

を
『
さ
か
え
』
を
通
じ
て
知
っ
て
も
ら
う

の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
最
近
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば
多
く
の
情
報
が

藤
本　

福
岡
県
で
は
、
県
を
４
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
同
じ
活
動
を
す

る
こ
と
で
、
草
の
根
的
に
日
糖
協
の
活
動

が
浸
透
し
て
い
ま
す
。
地
道
な
活
動
に

よ
っ
て
、
知
名
度
も
会
員
数
も
ア
ッ
プ
し

ま
す
。
や
は
り
活
動
の
根
源
は
、
こ
つ
こ

つ
と
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

司
会　

日
糖
協
が
事
業
と
し
て
取
り
組
み

は
、
各
支
部
の
患
者
会
で
一
歩
踏
み
出
せ

る
よ
う
な
環
境
を
整
え
維
持
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

司
会　

医
療
者
側
の
お
話
に
な
り
ま
す
が
、

糖
尿
病
専
門
医
の
育
成
は
非
常
に
難
し
い

と
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
日
糖
協
は
、
一
般

開
業
医
や
専
門
医
以
外
の
方
が
研
さ
ん
を

深
め
ら
れ
る
登
録
医
制
度
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
糖
尿
病
と
歯
周
病
の
関
係
に

双
方
向
性
が
あ
る
と
わ
か
り
、
歯
科
医
師

登
録
医
制
度
も
で
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｅ
も

充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
連
携

に
よ
っ
て
治
療
の
範
囲
も
よ
り
広
が
る
と

期
待
さ
れ
ま
す
が
、
黒
田
先
生
の
ご
意
見

は
い
か
が
で
す
か
。

黒
田　

い
ま
日
糖
協
が
い
ち
ば
ん
や
る
べ

き
こ
と
は
、
も
っ
と
医
療
従
事
者
に
日
糖
協

の
活
動
を
広
げ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会　

日
本
糖
尿
病
学
会
は
文
部
科
学

省
、
日
糖
協
は
厚
生
労
働
省
と
管
轄
が
違

い
、
協
力
は
難
し
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
は
交
流
委
員
会
も
で
き
、
よ
い

方
向
に
い
っ
て
い
ま
す
。
登
録
医
制
度
も

よ
り
充
実
さ
せ
、
日
糖
協
の
知
名
度
も
上

げ
、
会
員
数
も
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

成
果
の
ア
ピ
ー
ル
も
必
要

い
ま
や
る
べ
き
こ
と
は

も
っ
と
医
療
従
事
者
に

日
糖
協
の
活
動
を
広
げ
る
こ
と

黒田暁生
（くろだ あきお）

１型糖尿病歴 28 年。大阪府在住。大阪大学
大学院医学系研究科内分泌・代謝内科学勤務
医。新しいカーボカウントの方法を普及させる活動
に力を注いでいる。
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今
後
、
日
糖
協
に
望
む
も
の
、
将
来
に
向

け
て
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

藤
本　

医
療
者
だ
け
で
は
な
く
、
能
力
の

あ
る
患
者
を
た
く
さ
ん
発
掘
し
て
、
隅
々

ま
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
、
そ
し
て
、
活
動
の
結
果
を
患
者
本
人

が
自
覚
す
る
こ
と
で
す
ね
。
私
は
、
各
地

で
実
年
齢
を
言
う
と
「
え
ー
っ
？
」
と
驚

か
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
活
動
で
責
任
を
感

じ
、
知
識
を
得
て
、
い
つ
の
間
に
か
自
己

管
理
が
で
き
て
い
た
か
ら
で
す
。
活
動
の

い
ち
ば
ん
の
報
酬
は
健
康
だ
っ
た
の
で
す
。

司
会　

藤
本
さ
ん
は
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c

が
絶
対
に
６
・
５
を
超
え
な
い
よ
う
守
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
活
動
を
通
じ
て
健
康

維
持
が
で
き
た
と
、ご
自
身
で
証
明
し
て
、

も
う
77
年
間
…
…
。

藤
本　

79
歳
で
す
（
笑
）。

司
会　

と
て
も
そ
う
は
思
え
ま
せ
ん
。
糖

尿
病
患
者
の
よ
き
手
本
で
す
ね
。
私
た
ち

も
頑
張
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

藤
本　

年
齢
は
お
い
と
い
て
、動
け
る
間
、

元
気
に
動
け
ば
い
い
ん
で
す
。
皆
さ
ま
の

中
に
出
れ
ば
多
く
の
知
恵
を
、
日
糖
協
の

仕
事
を
す
れ
ば
最
新
の
知
識
を
得
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
を
上
手
に
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
生

活
し
て
い
け
ば
い
い
で
し
ょ
う
。

首
村　

一
般
的
に
「
障
害
の
あ
る
人
た
ち

に
暮
ら
し
や
す
い
社
会
は
、
す
べ
て
の
人

に
幸
せ
な
社
会
だ
」
な
ど
と
い
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に

カ
ロ
リ
ー
が
書
い
て
あ
っ
た
り
し
ま
す
よ

ね
。病
気
を
も
っ
て
い
て
も
い
な
く
て
も
、

健
康
の
あ
り
方
は
、
そ
れ
ほ
ど
か
け
離
れ

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

藤
本　

糖
尿
病
食
は
健
康
食
と
い
い
ま

す
。
健
康
食
と
思
え
ば
、
楽
し
ん
で
食
べ

出
て
き
ま
す
が
、『
さ
か
え
』
に
は
、
先

生
方
が
煮
詰
め
た
、
確
か
な
エ
キ
ス
の
よ

う
な
も
の
を
傾
注
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

読
め
る
だ
け
で
も
日
糖
協
に
入
る
メ
リ
ッ

ト
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会　

日
糖
協
50
周
年
に
あ
た
り
「
明
る

い
未
来
を
築
く
」が
今
回
の
テ
ー
マ
で
す
。

髙本誠介
（こうもと せいすけ）

知
名
度
を
上
げ
会
員
数
も

増
や
し
日
糖
協
を

盤
石
な
組
織
に
し
て
い
き
た
い

２型糖尿病歴 21年。兵庫県在住。日本糖尿病
協会専務理事、同事務局長を兼務。兵庫県支部
長、友の会「池田ひまわり会」の会長も務めている。

組
織
の
拡
充
を
め
ざ
し
て
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は
、
組
織
が
磐
石
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
日
糖
協
は
現
在
、
新
し
い
公
益
法
人

に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。国
に
対
し
、

大
き
な
団
体
と
し
て「
聞
い
て
く
だ
さ
い
」

と
言
え
る
よ
う
に
、
会
員
数
も
増
や
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
日
糖
協
の
今
ま
で
の
50

年
か
ら
今
後
の
50
年
を
期
待
し
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
進
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

に
す
る
の
は
大
事
で
す
。『
さ
か
え
』
で

は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
の
で
、
日
糖
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、
も
っ
と
充
実
す
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
糖
尿
病
な
ら
血
糖
値

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
い
い
と
い
う
の

で
は
な
く
「
健
康
で
あ
る
た
め
に
は
」「
か

ら
だ
に
い
い
生
活
と
は
」
な
ど
糖
尿
病
以

前
に
大
事
な
こ
と
も
世
の
中
に
知
識
と
し

て
広
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
日
糖
協
は
国
民
全
体
に
知
識
を

普
及
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
患
者

も
そ
れ
ぞ
れ
満
足
で
き
る
よ
う
な
情
報
発
信

が
で
き
る
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

黒
田　

イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
な
ど
の
認

可
を
得
た
の
が
た
い
へ
ん
な
こ
と
だ
っ
た

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
は
、

患
者
の
目
線
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
す
。

現
在
も
同
じ
よ
う
に
、
持
続
血
糖
測
定
や

イ
ン
ス
リ
ン
ポ
ン
プ
な
ど
新
し
い
治
療
法

や
機
器
を
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
動
き
が

あ
り
ま
す
。
最
も
大
事
な
の
は
患
者
の
声

で
、
そ
れ
を
つ
な
い
で
い
る
の
が
日
糖
協

で
す
。
患
者
の
声
に
応
え
、
国
な
ど
に
う

っ
た
え
て
い
く
こ
と
、
常
に
患
者
の
目
線

で
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

の
が
、
日
糖
協
、
日
本
糖
尿
病
学
会
の
姿

勢
と
し
て
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会　

患
者
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

ら
れ
る
ん
で
す
よ
。

首
村　

糖
尿
病
は
生
涯
つ
き
あ
う
病
気
で

す
。
一
つ
の
人
生
な
ん
で
す
よ
ね
。『
さ
か

え
』
も
、糖
尿
病
の
専
門
知
識
と
一
緒
に
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文

学
な
ど
、
人
生
の
楽
し
み
に
な
る
も
の
も

入
っ
て
い
る
と
、
よ
り
よ
い
情
報
誌
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
私
は
製
薬
会

社
主
催
の
医
療
従
事
者
向
け
の
講
演
で
、

参
加
さ
れ
た
方
よ
り
「
目
か
ら
う
ろ
こ
が

落
ち
た
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。

そ
う
い
う
講
演
の
場
を
も
っ
と
日
糖
協
に

用
意
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

司
会　

費
用
の
問
題
で
、
関
連
企
業
の
ス

ポ
ン
サ
ー
と
し
て
の
援
助
が
な
い
と
開
催

で
き
な
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。

藤
本　

講
演
に
、
知
識
の
あ
る
会
員
が
出

向
い
て
説
明
で
き
た
ら
、
理
解
が
ど
ん
ど

ん
進
み
ま
す
ね
。
私
も
機
会
が
増
え
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

首
村　

例
え
ば
私
が
音
楽
に
関
連
し
た
活

動
を
し
て
い
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
技
能

の
あ
る
会
員
が
活
躍
で
き
る
よ
う
、
違
う

視
点
で
考
え
て
み
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

山
本　

情
報
が
氾
濫
し
て
何
が
正
し
い
か

専
門
家
で
も
分
か
り
に
く
い
世
の
中
で

す
。「
日
糖
協
が
発
信
し
て
い
る
情
報
は

正
し
い
」
と
い
う
こ
と
が
ぶ
れ
な
い
よ
う
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糖
尿
病
と
と
も
に
、

糖
尿
病
に
寄
り
添
い
、
日
々
を
送
る

糖
尿
病
患
者
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
。

ご
自
身
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

九州 　中国・
四国 近畿 近畿

今
村 

覺
さ
ん

澤
田
憲
顕
さ
ん

添
田
百
合
子
さ
ん

花
岡
敏
子
さ
ん

中部 関東
甲信越

関東
甲信越 東北 北海道

澤
村
幸
治
さ
ん

大
越
松
司
さ
ん

田
辺
達
也
さ
ん

青
木
茂
之
さ
ん

今
井
洋
子
さ
ん
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今
井
さ
ん
が
最
初
に
自
分
の
か
ら
だ
に

違
和
感
を
覚
え
た
の
は
、
小
学
校
卒
業
後

の
春
休
み
で
し
た
。
家
族
旅
行
の
最
中
、

や
た
ら
と
喉
が
か
わ
き
、
何
度
も
お
手
洗

い
に
行
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
そ

う
で
す
。症
状
は
そ
れ
か
ら
急
激
に
進
み
、

中
学
入
学
後
20
日
足
ら
ず
、
４
月
26
日
に

は
１
型
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
入
院
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
１
カ
月
程
度
の
間
に
、

１
５
８
㎝
の
身
長
に
対
し
て
、
体
重
は
38

㎏
く
ら
い
ま
で
減
っ
て
い
ま
し
た
。

　

す
ぐ
に
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
と
食
事
管
理

が
必
要
な
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
日

の
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
は
お
父
さ
ま
に
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
食
事
は
栄
養
士

の
指
導
の
も
と
、
初
め
か
ら
自
分
で
つ
く

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
中
学
生
に
毎
日
の

調
理
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、「
年
の
わ
り
に
し
っ
か
り

し
た
子
ど
も
だ
っ
た
よ
う
で
、
母
も
〝
私

が
や
る
よ
り
安
心
〞
と
言
っ
て
、
任
せ
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。
低
カ
ロ
リ
ー
で
お
腹

一
杯
に
な
る
食
事
を
つ
く
る
た
め
に
あ
れ

こ
れ
と
工
夫
し
た
り
、
や
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
お
陰
で
落
ち
込
ん
で
い
る
暇

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

発
症
か
ら
十
数
年
間
、
イ
ン
ス
リ
ン
注

射
と
食
事
管
理
で
問
題
な
く
過
ご
し
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
20
代
半
ば
で
網
膜
症
、

30
代
で
腎
症
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
糖
尿
病
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
勉
強
し

た
の
は
合
併
症
を
起
こ
し
て
か
ら
で
す
。

そ
の
と
き
、
こ
ん
な
に
た
い
へ
ん
な
病
気

だ
っ
た
の
か
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
」

　

安
定
し
た
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う

た
め
に
、
主
治
医
の
勧
め
で
ポ
ン
プ
を
つ

け
、
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
で
網
膜
症
は

改
善
。
腎
症
の
方
も
、
し
っ
か
り
し
た
塩

分
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
続
け
る
こ
と
で

す
っ
か
り
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。
安
定
し

た
現
状
か
ら
は
自
己
管
理
の
確
か
さ
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
が
、「
パ
ス
タ
に
塩
を
入

れ
す
ぎ
た
り
と
か
、
小
さ
な
失
敗
は
し
ょ

っ
ち
ゅ
う
で
す
。
で
も
、
失
敗
し
た
ら
次

の
食
事
で
調
整
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
」
と

今
井
さ
ん
は
お
お
ら
か
に
笑
い
ま
す
。

　
「
糖
尿
病
の
治
療
は
合
併
症
を
防
ぐ
こ

と
が
第
一
目
標
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ

の
た
め
の
方
法
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
正
確
に
数
値
管
理
を

す
る
こ
と
が
好
き
な
人
も
い
れ
ば
、
ざ
っ

く
り
と
し
た
管
理
で
も
十
分
安
定
し
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
病
状
や
体
質
は
も
ち
ろ

ん
、
生
活
環
境
や
性
格
に
よ
っ
て
も
、〝
正

解
〞に
な
る
治
療
法
は
異
な
る
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
病
気
に
自
分
を
合
わ
せ
る
の
で

は
な
く
、自
分
に
と
っ
て〝
正
解
〞
と
な
り
、

負
担
に
な
ら
ず
に
継
続
で
き
る
方
法
を
見

つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

正
し
い
治
療
法
は
人
そ
れ
ぞ
れ

自
分
に
合
っ
た
方
法
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

北海道

今
井
洋
子
さ
ん
（
い
ま
い 

よ
う
こ
）

１
９
６
３
年
生
ま
れ
（
47
歳
）。
中
学
1
年
生
で
1
型
糖
尿
病
を
発
症
。
網
膜
症
・

腎
症
を
発
症
す
る
も
、
確
か
な
自
己
管
理
で
糖
尿
病
と
向
き
合
う
。
２
０
０
5
年
に

は
『
さ
か
え
』
に
エ
ッ
セ
イ
も
連
載
。

中学生の頃、お父さまと
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青
木
さ
ん
は
25
歳
で
１
型
糖
尿
病
を
発

症
、
以
来
約
50
年
間
、
合
併
症
も
な
く
元

気
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
老
舗
ホ
テ
ル

の
社
長
を
引
退
し
た
今
も
、
相
談
役
と
し

て
と
き
ど
き
会
社
に
顔
を
出
し
、
小
児
糖

尿
病
の
患
者
会
の
サ
ポ
ー
ト
、
趣
味
の
ゴ

ル
フ
、
コ
ー
ラ
ス
の
ほ
か
、
週
に
２
〜
３

度
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
汗
を
流
す
と
い

う
活
発
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
「
私
の
場
合
、
二
人
の
主
治
医
に
恵
ま

れ
て
、
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
一
人

は
発
症
後
初
め
て
の
入
院
で
お
世
話
に

な
っ
た
大
学
病
院
の
先
生
、
も
う
一
人
は

留
学
先
で
出
会
っ
た
二
人
目
の
主
治
医
で

す
」

　

病
気
に
な
っ
た
の
は
、
大

学
卒
業
３
年
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

研
究
所
に
勤
務
中
の
こ
と
で

し
た
。
激
し
い
腹
痛
の
あ
と

「
や
た
ら
に
喉
が
か
わ
く
よ

う
に
な
り
、職
場
に
行
く
と
、

毎
朝
牛
乳
２
本
、
ジ
ュ
ー
ス

２
本
く
ら
い
を
飲
み
、
同
時

に
体
重
は
落
ち
る
一
方
。
こ
の
ま
ま
減
っ

て
い
く
と
翌
年
の
夏
に
は
体
重
が
ゼ
ロ
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
勢
い
で
し
た
」

　

し
ば
ら
く
し
て
、
若
年
性
糖
尿
病
で
あ

る
こ
と
が
発
覚
。
留
学
許
可
を
得
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
あ
わ
て
て
退
職
し
、
仙
台

の
実
家
へ
戻
り
、
東
北
大
学
病
院
に
入
院

し
ま
し
た
。

　
「
入
院
中
、
主
治
医
が
絶
望
し
て
い
る

私
を
見
て〝
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
よ
け
れ
ば
、

糖
尿
病
患
者
も
健
康
な
人
と
同
じ
〞
と
諭

し
、〝
勉
強
し
な
さ
い
〞
と
言
っ
て
手
渡

し
て
く
れ
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ

れ
た
『D

iabetic M
anual

』
で
し
た
」

　

３
カ
月
間
の
入
院
中
、
青
木
さ
ん
は
、

３
５
０
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
、
こ
の
本
を
熟
読

し
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
そ
こ

に
は
、
糖
尿
病
で
も
活
躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
記
事
が
写
真
と
と
も
に
掲
載
さ
れ

て
い
て
、
青
木
さ
ん
は
自
分
の
将
来
に
も

希
望
が
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
油
断
か
ら
病
状
の
悪
化

に
気
づ
か
な
い
ま
ま
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学

し
て
し
ま
い
ま
す
。
血
糖
自
己
測
定
の
な

い
時
代
で
し
た
。
現
地
で
の
調
整
に
も
失

敗
し
、
１
６
８
㎝
の
身
長
で
44
㎏
ま
で
体

重
が
減
っ
て
、
学
校
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
入

院
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
２
６
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
食
事
が
処

方
さ
れ
た
の
で
、
日
本
で
は
こ
ん
な
に
食

べ
さ
せ
な
い
と
抗
議
す
る
と
、
主
治
医
は

〝
ま
ず
我
々
が
や
る
こ
と
は
体
力
を
つ
け

る
こ
と
だ
よ
〞
と
言
う
ん
で
す
。〝
我
々
〞

と
い
う
言
葉
に
、
一
緒
に
努
力
し
て
く
れ

て
い
る
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
て
感
激
し
ま

し
た
。
ま
た
、
病
気
を
治
す
気
力
が
大
切

な
こ
と
も
教
わ
り
ま
し
た
。
イ
ン
ス
リ
ン

の
注
射
量
を
増
や
し
た
の
が
主
因
と
思
い

ま
す
が
、
糖
も
出
な
く
な
り
、
そ
れ
か
ら

気
持
ち
も
前
向
き
に
な
り
ま
し
た
」

　

帰
国
後
は
、
高
度
成
長
期
の
古
き
よ
き

時
代
を
ホ
テ
ル
マ
ン
と
し
て
駆
け
抜
け
て

き
た
青
木
さ
ん
。
最
近
、
体
力
の
低
下
を

痛
感
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
30
分

く
ら
い
の
移
動
は
地
下
鉄
も
使
わ
ず
歩
く

と
い
う
健
脚
ぶ
り
で
す
。

　
「
ま
ず
病
気
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
、

糖
尿
病
と
の
つ
き
あ
い
に
慣
れ
る
こ
と
。

あ
と
は
病
気
の
こ
と
は
忘
れ
て
、
健
康
な

人
と
同
じ
よ
う
に
活
動
し
た
ら
い
い
。
積

極
さ
を
失
わ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
」

二
人
の
主
治
医
か
ら
得
た

常
に
希
望
を
も
っ
て
積
極
的
に
生
き
る
と
い
う
こ
と

東北

青
木
茂
之
さ
ん
（
あ
お
き 

し
げ
ゆ
き
）

１
９
３
７
年
生
ま
れ
（
73
歳
）。
１
９
６
２
年
に
発
症
、
約
50
年
に
わ
た
っ
て
イ
ン
ス
リ
ン
注

射
を
続
け
て
い
る
が
合
併
症
も
な
く
、
活
動
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
18
年
前
ま
で
宮

城
県
支
部
長
を
務
め
た
。
N
P
O
シ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
北
代
表
。

1963 年、最初の愛車、オペルレコー
ドに乗って
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田
辺
さ
ん
が
１
型
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ

た
の
は
、
東
京
都
の
職
員
と
し
て
多
忙
を

極
め
て
い
た
49
歳
の
と
き
。

　
「
急
激
に
痩
せ
た
ん
で
す
。
50
㎏
あ
っ

た
体
重
が
３６
・
５
㎏
ま
で
減
っ
て
、
す
っ

か
り
容
貌
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

仕
事
仲
間
が
〝
が
ん
か
も
し
れ
な
い
〞
と

心
配
し
て
く
れ
ま
し
て
…
…
」

　

毎
年
の
健
康
診
断
で
血
糖
値
が
高
め
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
田
辺
さ
ん
は

〝
も
し
か
し
た
ら
糖
尿
病
か
も
し
れ
な
い
〞

と
直
感
し
ま
す
。
専
門
医
の
い
る
都
立
豊

島
病
院
に
行
く
と
、
即
入
院
で
し
た
。

　
「
初
診
で
は
膵
臓
が
ん
を
疑
わ
れ
た
く

ら
い
状
態
が
わ
る
か
っ
た
で
す
ね
。
看
護

学
生
さ
ん
が
つ
い
て
く
れ
た
の
で
す
が
、

こ
の
学
生
さ
ん
が
熱
心
で
、
一
生
懸
命
に

勉
強
し
て
糖
尿
病
の
小
冊
子
ま
で
つ
く
っ

て
く
れ
た
ん
で
す
」

　

１
カ
月
半
の
入
院
期
間
中
、
田
辺
さ
ん

は
糖
尿
病
に
つ
い
て
必
死
で
勉
強
し
、
退

院
後
も
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
を
続
け
、
学
ん

だ
こ
と
を
ひ
た
す
ら
忠
実
に
守
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
一
度
も
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
26

年
間
続
い
て
い
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
、

頭
が
下
が
り
ま
す
。
し
か
も
、
周
囲
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
る
の
だ

そ
う
で
す
。

　
「
自
分
で
ち
ゃ
ん
と
選
ん
で
食
べ
る
か

ら
、
女
房
に
は
一
切
神
経
を
使
わ
な
く
て

い
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
宴
会
で
は
、
ど

の
程
度
食
べ
た
ら
よ
い
か
判
断
し
て
、
余

分
な
も
の
は
残
し
ま
す
。
１
型
糖
尿
病
で

す
の
で
、
食
事
療
法
は
体
重
増
加
に
な
ら

な
い
よ
う
に
留
意
し
て
、
き
ち
ん
と
と
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、イ
ン
ス
リ
ン
注
射
は
、

低
血
糖
に
注
意
し
な
が
ら
先
生
の
指
示
を

厳
格
に
守
り
、
実
行
し
て
い
ま
す
。
現

在
、ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
は
、６
・８
％
で
す
。

一
度
決
め
た
こ
と
は
徹
底
的
に
や
る
性
格

で
す
か
ら
、
先
生
に
言
わ
れ
た
こ
と
は
す

べ
て
守
っ
て
い
ま
す
」

　

現
在
、主
治
医
の
い
る
あ
い
そ
内
科（
豊

島
か
と
れ
あ
会
）
で
週
に
３
回
、
事
務
を

手
伝
い
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
糖
尿

病
患
者
さ
ん
の

悩
み
の
相
談
に

の
っ
た
り
、
治

療
の
心
得
を
話

し
た
り
す
る
活

動
を
10
年
間
続

け
て
い
ま
す
。

　
「
糖
尿
病
と

の
つ
き
あ
い
は
、

自
分
と
の
勝
負
。

ど
う
つ
き
あ
う

か
は
、
そ
の
人

の
考
え
方
次
第

な
ん
で
す
。
た

だ
、
高
齢
で
、
も
う
先
が
長
く
な
い
か
ら
、

ど
う
で
も
い
い
と
い
う
人
に
対
し
て
は
、

〝
生
き
て
い
る
間
は
自
分
だ
け
で
は
な
く
、

周
り
の
人
の
こ
と
も
考
え
な
い
と
〞
と
お

話
し
し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
を
通
じ
て
い

ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
る
。
こ
う

い
う
一
病
息
災
の
人
生
が
送
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

糖
尿
病
と
の
つ
き
あ
い
は
、
自
分
と
の
勝
負

自
ら
学
ん
だ
こ
と
を
患
者
さ
ん
に
伝
え
続
け
る

関東
甲信越

田
辺
達
也
さ
ん
（
た
な
べ 

た
つ
や
）

１
９
３
５
年
生
ま
れ
（
75
歳
）。
東
京
都
職
員
退
職
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
週

に
３
日
、
あ
い
そ
内
科
で
友
の
会
活
動
と
事
務
、
悩
み
相
談
や
治
療
の
心
得
に
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の
支
援
活
動
を
続
け
て
い
る
。
豊
島
か
と
れ

あ
会
会
長
、
東
京
都
支
部
副
支
部
長
。

切手が趣味の田辺さん。
切手展に出品した作品
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「
私
は
糖
尿
病
に
な
っ
て
、
か
え
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

〝
多
病
息
災
〞
で
ね
」

　

２
型
糖
尿
病
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
心
筋

梗
塞
、
頸
椎（
け
い
つ
い
）症
な
ど
数
々
の

病
と
闘
っ
て
き
た
大
越
さ
ん
。
82
歳
の
現

在
も
東
京
都
糖
尿
病
協
会
の
会
報
編
集
委

員
を
は
じ
め
患
者
会
の
活
動
で
、
多
忙
な

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
と
の
出
合
い
は
、

中
学
校
教
師
と
し
て
奮
闘
し

て
い
た
43
歳
の
と
き
。

　
「
も
と
も
と
痩
せ
形
だ
っ

た
の
で
す
が
、
昔
は
痩
せ
て

い
る
と
貧
相
に
見
え
る
か
ら

何
と
か
し
て
太
ら
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
」

　

メ
タ
ボ
な
ど
と
い
う
言
葉

も
な
く
、
肥
満
イ
コ
ー
ル

恰
幅
が
よ
い
と
言
わ
れ
た
時

代
。
健
康
診
断
で
糖
尿
病
を

指
摘
さ
れ
、
薬
物
療
法
を
始

め
た
も
の
の
、
ち
ょ
う
ど
校

内
暴
力
が
社
会
問
題
に
な
り
、
学
校
が
荒

れ
た
時
期
で
、
通
院
も
途
絶
え
が
ち
に
。

　
「
病
院
に
行
か
な
く
て
も
、
特
に
自
覚

症
状
も
な
く
、
仕
事
は
で
き
る
。
忙
し
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
糖
尿
病
の
こ
と
は
、

す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
10

年
放
置
し
た
あ
げ
く
、
１
カ
月
に
１
㎏
ず

つ
体
重
が
減
っ
て
き
て
、
こ
れ
は
お
か
し

い
と
病
院
に
行
っ
た
ら
、即
入
院
で
し
た
」

　

１
カ
月
半
の
入
院
で
イ
ン
ス
リ
ン
注
射

を
開
始
、
同
じ
年
に
国
の
難
病
指
定
を
受

け
て
い
る
潰
瘍
性
大
腸
炎
も
発
症
。
激
し

い
下
痢
（
げ
り
）
と
高
熱
に
苦
し
み
、
厳

し
い
治
療
の
末
、
何
と
か
回
復
し
ま
す
。

　
「
命
拾
い
を
し
て
以
来
、
ず
っ
と
お
医

者
さ
ま
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
退
院
後

は
通
院
を
欠
か
さ
ず
、
前
向
き
に
糖
尿
病

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　

定
年
退
職
後
は
、
旅
行
や
趣
味
の
絵
画

を
楽
し
ん
で
、
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
る

つ
も
り
で
し
た
が
、
68
歳
で
重
症
の
心
筋

梗
塞
を
経
験
し
ま
す
。

　
「
糖
尿
病
の
主
治
医
が
循
環
器
の
専
門

も
兼
ね
て
い
た
の
が
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

検
査
の
結
果
、
す
ぐ
に
手
術
が
必
要
と
言

わ
れ
、
一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
」

　

そ
の
後
、
命
の
恩
人
で
あ
る
主
治
医
へ

の
恩
返
し
と
し
て
患
者
会
の
活
動
に
参

加
。
教
育
者
と
し
て
の
知
識
と
経
験
が
、

患
者
サ
ポ
ー
ト
に
存
分
に
活
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
東
糖
協
で
開
催
し
た
講
演
会
の
内
容

を
記
憶
に
と
ど
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
会

報
を
つ
く
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

葛
飾
高
砂
会
の
学
習
会
で
は
、
た
だ
先
生

の
話
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
工
夫
し
て
い

ま
す
。
勉
強
会
で
落
語
を
一
席
設
け
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、笑
い
は
大
事
で
す
ね
。

糖
尿
病
と
う
つ
病
を
併
発
す
る
人
が
多
い

の
で
す
が
、
そ
ん
な
に
深
刻
に
な
ら
な
い

で
、
笑
う
こ
と
も
大
切
。
プ
ラ
ス
思
考
で

い
く
の
が
い
い
で
す
ね
」

　

こ
う
し
た
患
者
会
の
活
動
が
大
越
さ
ん

自
身
の
活
力
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

〝
多
病
息
災
〞で
、
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

プ
ラ
ス
思
考
で
多
忙
な
毎
日
を
送
る

関東
甲信越

大
越
松
司
さ
ん
（
お
お
こ
し 

ま
つ
じ
）

１
９
２
８
年
生
ま
れ
（
82
歳
）。
東
京
都
内
の
中
学
校
校
長
を
歴
任
。
退
職
後
は
、

友
の
会
の
葛
飾
高
砂
会
で
患
者
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
む
。
東
京
都
支
部
の
会
報
編
集

委
員
。
友
の
会
、
支
部
の
活
性
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。
一
水
会
会
友
。

多忙を極めた中学校教師時代の大越さん
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２
０
０
０
年
11
月
に
「
糖
尿
病
患
者
ど

う
し
で
情
報
交
換
で
き
る
場
を
も
ち
た

い
」
と
自
ら
発
起
人
と
な
っ
て
創
設
し
た

「
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
ヤ
ン
グ
の
会
」
で
、

会
長
を
務
め
る
澤
村
幸
治
さ
ん
。

　
「
現
在
、
会
の
登
録
者
は
約
50
人
。
不

安
を
抱
え
初
め
て
参
加
す
る
人
に
は
、
特

に
心
を
配
り
ま
す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
値

が
わ
る
か
っ
た
人
が
周
囲
の
話
を
聞
い
て

精
神
的
に
楽
に
な
り
、
改
善
に
向
か
う
こ

と
も
多
い
で
す
。
一
人
で
悩
ん
で
い
な
い

で
、
勇
気
を
も
っ
て
患
者
会
に
参
加
し
て

ほ
し
い
」
と
語
り
ま
す
。

　

会
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
富
士
登
山
に

つ
い
て
尋
ね
る
と
、 「
１
型
糖
尿
病
で
も

何
で
も
で
き
る
こ
と
を
、
小
児
患
者
と
そ

の
親
御
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
始

め
ま
し
た
。
今
年
で
11
回
目
。
参
加
者
32

人
の
う
ち
８
割
が
１
型
糖
尿
病
患
者
で
し

た
が
、大
半
が
山
頂
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
」

と
、
に
こ
や
か
な
表
情
。
山
頂
で
ご
来
光

が
見
ら
れ
る
の
は
早
朝
、
４
時
半
頃
。
ご

来
光
が
拝
め
る
年
も
あ
れ
ば
か
な
わ
ぬ
年

も
あ
り
ま
す
。

　

富
士
山
頂
で
見
る
ご
来
光
に
、
澤
村
さ

ん
は
特
別
な
想
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
09
年
７
月
登
山
の
と
き
の
こ
と
。

お
つ
き
あ
い
を
始
め
て
１
年
に
な
る
恋
人

に
、
澤
村
さ
ん
は
山
頂
で
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を

し
、
登
山
仲
間
か
ら
の
祝
福
を
受
け
ま
し

た
。
翌
10
年
７
月
は
婚
約
者
と
し
て
と
も

に
山
頂
を
め
ざ
し
、
９
月
に
結
婚
。
幸
せ

な
新
婚
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
ご
様
子
。

　

奥
さ
ま
も
１
型
糖
尿
病
で
す
。
同
じ
病

気
を
抱
え
る
者
と
し
て
お
互
い
へ
の
信
頼

は
厚
く
、
将
来
に
つ
い
て
も
納
得
い
く
ま

で
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
「
僕
た
ち
は
１
型
糖
尿
病
ど
う
し
だ
か

ら
結
婚
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
互

い
の
人
柄
に
惹
か
れ
合
っ
て
の
こ
と
。
気

づ
い
た
ら
、
知
り
合
う
き
っ
か
け
が
糖
尿

病
つ
な
が
り
だ
っ
た
と
い
う
だ
け
な
の
で

す
。
１
型
で
も
何
で
も
や
れ
る
こ
と
を
僕

ら
は
知
っ
て
い
る
し
、
膵
臓
機
能
が
自
動

で
働
く
健
常
者
に
対
し
、
自
分
た
ち
は
イ

ン
ス
リ
ン
注
射
に
よ
っ
て
、
手
動
で
膵
臓

機
能
を
働
か
せ
て
い
る
と
し
か
思
っ
て
い

ま
せ
ん
」
と
澤
村
さ
ん
。

　

加
え
て
、
全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
で
の
活
動
や
講
演
会
で
演
者
を
務

め
る
な
ど
、
糖
尿
病
で
あ
る
こ
と
が
、
む

し
ろ
澤
村
さ
ん
の
生
き
方
に
幅
を
も
た
せ

て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
し
て
、
四
半
世
紀
を
合
併
症
も
な
く

糖
尿
病
と
と
も
に
生
き
て
き
た
澤
村
さ
ん

の
言
葉
に
、
迷
い
や
不
安
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。
50
歳
に
な
っ
て
も
60
歳
に
な
っ
て

も
、
仲
間
を
引
き
連
れ
、
元
気
に
富
士
山

に
登
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

１
型
糖
尿
病
で
も
何
だ
っ
て
や
れ
る
こ
と
を

自
分
が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
っ
て
伝
え
て
い
き
た
い

中部

澤
村
幸
治
さ
ん
（
さ
わ
む
ら 

こ
う
じ
）

１
９
７
３
年
生
ま
れ
（
37
歳
）。
愛
知
県
在
住
。
85
年（
当
時
12
歳
）１
型
糖
尿
病
を

発
症
。
現
在
は
会
社
勤
め
の
傍
ら「
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
ヤ
ン
グ
の
会
」
の
会
長
と
し
て
精

力
的
に
活
動
す
る
。
２
０
０
７
年
４
月
よ
り
１
年
間『
さ
か
え
』
に
連
載
記
事
を
執
筆
。

08
年
全
国
ヤ
ン
グ
Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実
行
委
員
長
。
10
年
ガ
リ
ク
ソ
ン
賞
受
賞
。

小学生の頃の澤村さん
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28
歳
で
北
九
州
か
ら
大
阪
に
嫁
い
だ
花

岡
さ
ん
が
、
原
因
不
明
の
腰
痛
に
悩
ま
さ

れ
て
近
所
の
開
業
医
を
受
診
し
た
の
は
33

歳
の
と
き
で
し
た
。
き
ち
ん
と
し
た
糖
尿

病
の
検
査
と
診
断
を
求
め
、
延
べ
５
人
の

内
科
医
を
受
診
。
高
血
糖
と
複
数
の
薬
投

与
に
よ
り
、
結
婚
５
年
目
に
し
て
授
か
っ

た
生
命
を
育
む
こ
と
は
か
な
わ
ず
、
ハ
イ

リ
ス
ク
妊
娠
の
道
の
り
を
歩
む
こ
と
に
。

　

産
婦
人
科
経
由
で
初
め
て
信
頼
で
き
る

糖
尿
病
専
門
医
に
出
会
い
、「
計
画
妊
娠

の
た
め
の
教
育
入
院
」
を
経
験
す
る
な
か

で
、
食
事
や
運
動
、
イ
ン
ス
リ
ン
治
療
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

糖
尿
病
、
高
プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
血
症
、
原

因
不
明
の
習
慣
性
流
産
（
不
育
症
）
の
ハ

ン
デ
ィ
を
抱
え
、
４
回
も
流
産
の
経
験
を

し
た
花
岡
さ
ん
。「
妊
娠
は
し
て
も
流
産

を
繰
り
返
す
の
は
、
出
口
の
な
い
暗
闇
を

歩
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
主
人
が
何
事

も
自
然
体
で
受
け
と
め
て
く
れ
る
人
で
、

精
神
的
に
ず
い
ぶ
ん
支
え
ら
れ
ま
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
医
療
へ
の
絶
望
感
を
何
度
も
味
わ
い

ま
し
た
が
、
最
終
的
に
信
頼
で
き
る
医
師

に
巡
り
会
い
、
支
え
ら
れ
て
今
日
が
あ
り

ま
す
。
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
そ
ん
な
に
わ
る
い
こ
と
ば
か
り
は
起

き
な
い
よ
、
と
先
生
方
に
か
け
て
い
た
だ

い
た
言
葉
は
忘
れ
ま
せ
ん
」

　

い
わ
く
、「
最
初
は
何
も
分
か
ら
ず
、

つ
ら
い
30
代
で
し
た
が
、
15
年
も
の
間
、

主
治
医
と
し
て
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

佐
藤
利
彦
先
生
、
Ｄ
Ｍ 

Ｖ
Ｏ
Ｘ 

な
ど
で
出

会
っ
た
多
く
の
先
生
方
や
患
者
さ
ん
た
ち

に
、
感
謝
の
思
い
を
返
し
て
い
こ
う
と
思

っ
た
の
は
40
代
に
入
っ
て
か
ら
。
糖
尿
病

が
私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
」

　

38
歳
で
母
と
な
り
、
子
育
て
を
し
な
が

ら
暇
を
見
つ
け
て
は
勉
学
に
励
み
、
社
会

福
祉
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
取

得
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
職
に
就
い

た
花
岡
さ
ん
。
Ｄ
Ｍ 

Ｖ
Ｏ
Ｘ
と
は
10
年
以

上
の
か
か
わ
り
を
も
ち
、
自
分
は
２
型
な

れ
ど
１
型
の
患
者
さ
ん
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。
妊
娠
と
出
産
に
悩
む
人
に
は
自
身

の
体
験
を
語
り
、
背
中
を
押
す
こ
と
も
。

　
「
糖
尿
病
だ
か
ら
と
結
婚
や
出
産
を
あ

き
ら
め
ず
、
よ
き
友
を
得
て
、
よ
き
人
間

関
係
を
築
い
て
ほ
し
い
し
、
糖
尿
病
の
あ

る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
若
い
人
た
ち
に
夢

と
希
望
を
も
っ
て
生
き
て
ほ
し
い
で
す
」

　

40
代
現
役
で
仕
事
に
、
子
育
て
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る

花
岡
さ
ん
。
そ
の
笑
顔
は
、
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
人
を
支
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

い
か
に
情
報
を
得
て
知
識
を
増
や
し
、
仲
間
を
も
つ
か

糖
尿
病
は
自
分
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
ま
す

近畿

花
岡
敏
子
さ
ん
（
は
な
お
か 

と
し
こ
）

１
９
６
１
年
生
ま
れ
（
49
歳
）。
大
阪
府
在
住
。
94
年
頃
（
当
時
33
歳
）、
２
型
糖
尿

病
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
治
療
を
始
め
る
。
苦
境
に
あ
り
な
が
ら
、
５
回
目
の
妊
娠

で
娘
を
授
か
る
。
現
在
は
、
福
祉
事
務
所
で
専
門
職
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
Ｄ
Ｍ 

Ｖ
Ｏ

Ｘ
や
小
児
思
春
期
２
型
糖
尿
病
支
援
等
の
活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

DM VOXの定例会で挨拶をする花岡さん
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中
学
生
の
頃
、
父
か
ら
将
来
を
尋
ね
ら

れ
、「
人
と
接
す
る
こ
と
、
話
す
こ
と
が

好
き
だ
か
ら
、
学
校
の
先
生
か
看
護
師
に

な
り
た
い
」
と
気
づ
い
た
添
田
百
合
子
看

護
師
長
。
迷
う
こ
と
な
く
看
護
学
校
に
進

み
、医
療
の
現
場
へ
。
看
護
職
に
就
く
と
、

「
患
者
さ
ん
と
と
も
に
悩
み
、
と
も
に
歩

ん
で
い
け
る
看
護
師
の
仕
事
は
、
な
ん
と

素
晴
ら
し
い
仕
事
だ
ろ
う
」
と
、
充
実
し

た
毎
日
を
送
っ
て
い
た
の
で
す
が
…
…
。

　

３
年
た
っ
た
頃
に
糖
尿
病
と
か
か
わ
る

部
署
に
移
り
ま
し
た
。そ
こ
で
初
め
て「
自

分
は
こ
の
仕
事
に
向
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
、迷
い
を
経
験
。
と
い
う
の
も
、

自
分
が
担
当
し
た
患
者
さ
ん
が
再
入
院
し

て
く
る
こ
と
を
、
自
分
の
非
力
の
せ
い

だ
と
責
め
る
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
の
で

す
。

　

悩
み
に
悩
ん
だ
添
田
さ
ん
は
、
大
学
院

で
学
ぶ
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。
迷
い
、
悩

む
過
程
で
、
そ
の
つ
ど
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

積
み
、
専
門
看
護
師
に
な
る
た
め
の
知
識

を
増
や
し
、
技
術
を
磨
い
て
日
本
看
護
協

会
か
ら
慢
性
疾
患
看
護
専
門
看
護
師
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症

を
伴
う
糖
尿
病
に
は
慢
性
疾
患
と
し
て
の

継
続
支
援
が
必
要
。
大
学
病
院
の
さ
ま
ざ

ま
な
部
門
と
連
携
し
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

適
切
な
看
護
を
実
施
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
の
も
添
田
師
長
の
仕
事
で
す
。

　

大
学
講
師
と
し
て
教
壇
に
立
っ
た
り
も

し
な
が
ら
、
20
年
近
く
看
護
職
を
続
け
て

き
て
「
や
っ
ぱ
り
現
場
が
好
き
だ
な
」
と

思
い
ま
す
。

　
「
糖
尿
病
は
ど
ん
な
と
き
も
ず
っ
と
、

そ
の
人
と
と
も
に
あ
り
続
け
る
病
気
で
、

苦
し
さ
を
代
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

10
人
の
患
者
さ
ん
が
い
た
ら
、
10
人
の
糖

尿
病
が
あ
り
、
そ
れ
を
生
き
抜
い
て
い
る

姿
に
教
え
ら
れ
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
ど
う

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
、
看
護
師
に

ど
の
よ
う
な
支
援
を
求
め
て
い
る
の
か
を

常
に
考
え
、
患
者
さ
ん
と
心
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
」

と
添
田
師
長
。

　

近
年
は
糖
尿
病
の
看
護
に
つ
い
て
の
講

演
な
ど
で
、
全
国
各
地
に
赴
く
機
会
も
増

え
ま
し
た
。

　
「
病
気
が
あ
る
こ
と
で
孤
独
に
な
り
が

ち
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
糖
尿

病
と
と
も
に
生
き
て
い
る
の
は
患
者
さ
ん

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ご
家
族
や
医
師
、

看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
一
つ
の

輪
に
な
っ
て
心
を
合
わ
せ
、
多
様
な
生
き

方
を
見
守
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

患
者
さ
ん
が
10
人
い
た
ら
、
10
人
の
糖
尿
病
が
あ
る

生
き
抜
く
様
を
見
守
り
、支
援
し
て
い
き
た
い

近畿

添
田
百
合
子
さ
ん

（
そ
え
だ 

ゆ
り
こ
）

広
島
県
生
ま
れ
、
大
阪
府
在
住
。
大
阪
警
察
病
院
、
福
岡
県
立
大
学
の
勤
務
を
経
て
、

２
０
１
０
年
、
大
阪
医
科
大
学
附
属
病
院
看
護
管
理
室
に
着
任
。 

慢
性
疾
患
看
護
専
門
看

護
師
、
看
護
師
長
と
し
て
、
糖
尿
病
看
護
の
専
門
外
来
や
さ
ま
ざ
ま
な
病
棟
で
、
患
者
ケ
ア
、

ス
タ
ッ
フ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

夢をかなえて看護師になったばかりの頃



20450年のあゆみ　希望の未来へ。

　

澤
田
憲
顕
さ
ん
が
自
分
の
病
気
を
知
っ

た
の
は
小
学
５
年
生
の
と
き
で
し
た
。
学

校
の
健
康
診
断
で
異
常
が
見
つ
か
り
、
母

と
と
も
に
訪
れ
た
病
院
で
糖
尿
病
で
あ
る

こ
と
を
告
げ
ら
れ
る
も
、
最
初
は
病
気
の

名
前
す
ら
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
医
師

か
ら
「
一
生
治
ら
な
い
病
気
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

小
学
生
の
頃
は
食
事
療
法
に
努
め
、
中

学
生
に
な
る
と
教
育
入
院
し
、
イ
ン
ス
リ

ン
注
射
を
う
て
る
よ
う
に
な
っ
て
退
院
。

３
人
兄
弟
の
長
男
で
あ
る
憲
顕
さ
ん
だ
け

が
糖
尿
病
で
、中
２
の
頃
に
「
大
山
家
族
」

に
参
加
す
る
ま
で
、
病
気
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
７
泊

８
日
の
キ
ャ
ン
プ
で
皆
に
や
さ
し
く
し
て

も
ら
い
、「
こ
ん
な
に
仲
間
が
い
る
」
と

心
強
く
思
っ
た
こ
と
が
転
機
と
な
り
ま
し

た
。
以
降
、「
大
山
家
族
」
と
「
も
み
じ

の
会
」
に
何
度
も
参
加
し
、
大
学
生
の
頃

に
は
自
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、
小
中
高
生
の
１
型
患
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

澤
田
さ
ん
は
、
自
分
の
病
気
に
つ
い

て
「
理
解
し
て
く
れ
そ
う
な
人
に
だ
け
話

し
て
き
た
」
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
少

年
時
代
に
胸
の
痛
い
思
い
を
何
度
も
味
わ

っ
た
か
ら
。
血
糖
値
を
自
分
で
き
ち
ん
と

管
理
し
て
い
れ
ば
、
周
囲
に
告
げ
ず
と
も

日
常
生
活
に
何
ら
支
障
は
な
い
と
考
え
ま

す
。

　

発
症
か
ら
16
年
後
、「
も
み
じ
の
会
」

を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
看
護
師
の
女
性
と

結
婚
。
子
ど
も
二
人
を
授
か
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
糖
尿
病
と
は
無
縁
で
、
プ

ー
ル
に
運
動
に
と
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。「
も
し
、
自
分
の
子
ど
も
が
発
症
し

て
も
、私
は
厳
し
く
接
す
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
糖
尿
病
だ
っ
た
お
か
げ
で
、
ど
こ

ま
で
ど
う
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
が
分
か
る

の
で
、甘
や
か
さ
ず
に
育
て
る
で
し
ょ
う
。

世
の
中
を
渡
っ
て
い
く
に
は
、
糖
尿
病
よ

り
困
難
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か

ら
」
と
、
声
に
力
が
こ
も
り
ま
す
。

　

同
じ
病
気
を
抱
え
る
人
た
ち
に
伝
え
た

い
こ
と
は
、「
１
型
の
人
は
と
か
く
自
分

の
病
気
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
が
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
１
型
と
２
型

を
区
別
す
る
必
要
は
な
い
と
私
は
思
い
ま

す
。自
分
た
ち
が
区
別
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

一
般
の
人
か
ら
も
糖
尿
病
患
者
を
区
別
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
１
型
と
２
型
、
糖
尿

病
患
者
と
健
常
者
の
区
別
が
な
い
世
界
に

な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
」

　

病
気
と
向
き
合
い
、
光
と
闇
を
経
験
し

て
き
た
澤
田
さ
ん
の
願
い
は
、
50
周
年
を

迎
え
た
日
本
糖
尿
病
協
会
の
進
む
方
向
性

を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

１
型
と
２
型
を
区
別
せ
ず
、
糖
尿
病
の
人
と

糖
尿
病
で
は
な
い
人
を
区
別
し
な
い
世
の
中
に

　中国・
四国

澤
田
憲
顕
さ
ん
（
さ
わ
だ 

の
り
あ
き
）

１
９
７
４
年
生
ま
れ
（
36
歳
）。
広
島
県
在
住
。
85
年
（
当
時
11
歳
）
１
型
糖
尿
病

を
発
症
。
現
在
は
会
社
勤
め
の
傍
ら
、「
大
山
家
族
」「
も
み
じ
の
会
」
を
通
じ
て

糖
尿
病
を
抱
え
る
ヤ
ン
グ
の
会
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
援
す
る
。
２
児
の
父
と
し

て
子
育
て
に
積
極
的
な
日
々
を
送
る
。
２
０
０
８
年
ガ
リ
ク
ソ
ン
賞
受
賞
。

中学生の頃、参加したサマー
キャンプで
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「
あ
ま
り
に
仕
事
が
忙
し
く
、
逃
避
行

の
つ
も
り
で
年
に
１
度
、
１
泊
２
日
の
人

間
ド
ッ
ク
に
入
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
血

糖
値
が
高
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
」

　

市
政
施
行
間
も
な
い
太
宰
府
市
の
助
役

（
現
在
の
副
市
長
）と
し
て
、昼
間
の
仕
事
、

夜
の
接
待
等
め
ま
ぐ
る
し
い
生
活
を
送
っ

て
い
た
今
村
さ
ん
。
多
忙
な
生
活
の
逃
避

行
先
に
人
間
ド
ッ
ク
を
選
ん
だ
と
は
、
賢
い

選
択
で
す
。
で
も
、
な
ぜ
温
泉
旅
館
で
は

な
く
、人
間
ド
ッ
ク
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
親
が
健
康
に
産
ん
で
く
れ
た
こ
と
は
、

大
き
な
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
前
任

者
が
任
期
中
に
病
気
で
亡
く
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
職
員
か
ら
助
役
と

い
う
立
場
に
な
っ
て
か
ら
、

職
場
健
診
の
項
目
を
増
や
し

て
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
健
康

問
題
に
は
特
に
関
心
を
も
っ

て
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、

自
分
の
健
康
管
理
も
き
ち
ん

と
し
よ
う
と
、
40
歳
を
過
ぎ

た
頃
か
ら
、
毎
年
人
間
ド
ッ

ク
に
入
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
」

　

人
間
ド
ッ
ク
で
指
摘
さ
れ
た
血
糖
値

は
、
予
備
群
に
入
る
程
度
。
そ
れ
で
も
今

村
さ
ん
の
多
忙
な
日
常
生
活
を
知
っ
た
医

師
は
、
教
育
入
院
を
勧
め
ま
す
。
以
来
、

現
在
ま
で
規
則
正
し
い
健
康
的
な
生
活
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
「
朝
５
時
に
家
を
出
て
往
復
４
・
３
㎞
の

山
道
を
歩
き
ま
す
。
ラ
ジ
オ
の
情
報
ワ
イ

ド
番
組
〝
ラ
ジ
オ
あ
さ
い
ち
ば
ん
〞
を
携

帯
ラ
ジ
オ
で
聴
き
な
が
ら
歩
く
の
で
、
役

所
の
職
員
か
ら
〝
に
わ
と
り
起
こ
し
の
今

村
さ
ん
〞
な
ど
と
冷
や
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
も
大
小
１
０
０
本
近
い
庭
木
の
剪
定

（
せ
ん
て
い
）を
年
２
回
、
自
分
で
行
い
、

朝
晩
１
０
０
０
回
ず
つ
の
健
康
竹
ふ
み
も

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
布
団
の
上
げ
下

ろ
し
、
ズ
ボ
ン
や
靴
下
の
着
脱
も
立
っ
た

ま
ま
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
す
る

の
も
、
足
腰
を
丈
夫
に
す
る
日
常
の
心
が

け
と
、
教
育
入
院
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
行

し
て
い
ま
す
」

　

４
年
前
に
妻
を
亡
く
し
た
あ
と
も
、
食

生
活
を
含
め
た
規
則
正
し
い
生
活
パ
タ
ー

ン
を
守
り
続
け
て
い
る
と
い
う
の
は
、
さ

す
が
で
す
。家
事
の
腕
前
も
主
婦
顔
負
け
。

　
「
味
噌
汁
の
味
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。

前
の
晩
か
ら
、
い
り
こ
、
し
い
た
け
、
昆

布
で
朝
ま
で
十
分
だ
し
を
と
り
、
自
家
栽

培
の
野
菜
等
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
、
京
都
の

有
名
な
味
噌
を
使
い
ま
す
。
コ
ン
ロ
の
五

徳
は
い
つ
も
ピ
カ
ピ
カ
。
歯
を
磨
く
の
と

同
じ
、習
慣
に
な
る
と
苦
に
な
り
ま
せ
ん
」

　

ご
自
身
の
健
康
管
理
だ
け
で
は
な
く
、

19
年
間
つ
と
め
た
助
役
の
経
験
を
活
か
し

て
、
日
糖
協
の
定
款
、
九
連
協
の
会
則
な

ど
条
例
や
規
則
の
制
定
に
尽
力
さ
れ
、
糖

尿
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
血
糖
降
下
薬
を

毎
朝
半
錠
の
む
だ
け
で
良
好
で
す
。

　
「
糖
尿
病
は
〝
１
に
食
事
、
２
に
運
動
、

３
、４
は
な
く
て
５
に
薬
〞
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。病
気
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、

〝
自
分
だ
け
な
い
と
思
う
な
合
併
症
〞
の

言
葉
を
肝
に
銘
じ
、
自
分
の
病
が
ど
の
状

態
に
あ
る
の
か
を
、
常
に
把
握
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
。
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
が
お

の
ず
と
分
か
る
。
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
う
た
め
に
は
、
ま
ず
教
育
入
院
を
す

る
な
ど
し
て
正
し
く
学
び
理
解
し
、
糖
尿

病
が
専
門
の
先
生
に
受
診
す
る
こ
と
が
最

も
大
切
で
す
」

〝
に
わ
と
り
起
こ
し
の
今
村
さ
ん
〞は
今
も
変
わ
ら
ず

食
生
活
と
規
則
正
し
い
生
活
で
良
好
を
維
持
す
る

九州

今
村 

覺
さ
ん
（
い
ま
む
ら 

さ
と
る
）

１
９
２
８
年
生
ま
れ
（
82
歳
）。
元
太
宰
府
市
助
役
。
元
日
糖
協
福
岡
県
支
部
長
。

現
福
岡
県
支
部
顧
問
、
福
岡
県
支
部
筑
後
ブ
ロ
ッ
ク
長
。
長
年
の
行
政
手
腕
を
活
か

し
、
分
会
、
県
支
部
、
九
州
連
絡
協
議
会
の
規
約
を
整
備
し
、
地
域
糖
尿
病
療
養

指
導
士
制
度
等
に
も
面
接
官
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
日
糖
協
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

「歩いて学ぶウォークラリー」に参加
する今村さん（前列・中央）
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ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
男
女
比
は
、
男

性
48
％
、
女
性
52
％
。
年
代
は
70
歳
以
上

が
約
半
数
の
51
％
、
60
歳
代
が
22
％
、
50

歳
代
・
30
歳
代
が
そ
れ
ぞ
れ
８
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
「
情
報
提
供
」
で

は
、『
さ
か
え
』と
日
糖
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
利
用
状
況
と
要
望
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。
ま
た
「
日
糖
協
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
」
で
は
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
向
け
た

イ
ベ
ン
ト
と
、
社
会
に
向
け
て
糖
尿
病
に

対
す
る
理
解
と
知
識
を
広
め
る
イ
ベ
ン
ト

の
二
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
状
況

と
要
望
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
糖
尿
病
協
会
は
50
周
年
を
記
念
し

て
、
月
刊
誌
『
さ
か
え
』
読
者
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
日
糖
協
に
期
待

す
る
こ
と
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ

ー
ト
項
目
を
「
情
報
提
供
」「
日
糖
協
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
」「
日
糖
協
の
今
後
の
活

動
・
役
割
」
の
三
つ
に
分
け
、
現
状
の
活

動
に
対
す
る
感
想
と
今
後
へ
の
要
望
を
そ

れ
ぞ
れ
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

回
答
者
プ
ロフ
ィ
ー
ル

◎
調
査
対
象　
『
さ
か
え
』
購
読
者　

◎
実
施
期
間　
『
さ
か
え
』
２
０
１
０
年
４
月
号
お
よ
び
６
月
号
誌
面
上
に
て　

◎
回
答
者
数　

２
１
２
人

アンケート「日糖協に期待すること」

■年代

■性別■糖尿病型

50歳代
8％

40歳代
7％

30歳代
8％

20歳代
1％

20歳未満
1％

不明
2％

代

8％

女性
52％

1型
　32％

2型
　47％

不明
　19％境界型

　2％
男性
48％

70歳以上
51％

60歳代
22％
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日
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糖
尿
病
協
会
の
明
る
い
未
来

　
『
さ
か
え
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
73

％
が
「
わ
か
り
や
す
い
」
と
答
え
る
な
か
、

18
％
が
「
月
に
よ
っ
て
異
な
る
」
と
回
答

し
ま
し
た
。「
食
事
療
法
や
体
験
談
の
具

体
例
を
載
せ
て
ほ
し
い
」「
専
門
用
語
の

説
明
を
入
れ
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
ほ
か
の

患
者
さ
ん
の
療
養
生
活
の
様
子
や
医
師
に

よ
る
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
声

が
多
く
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
糖
協
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
な

い
層
が
多
数
だ
っ
た

た
め
か
、「
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
44

％
、「
あ
ま
り
見
な

い
」
22
％
、「
よ
く

見
る
」19
％
の
順
に
。

「
患
者
ど
う
し
の
交

流
の
場
と
し
て
活
用

し
た
い
の
で
掲
示
板

を
設
け
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま

し
た
。 情

報
提
供
につい
て

回
答
者
のコメ
ン
ト
●
年
代
／
性
別
／
会
員
・
非
会
員
の
別
／
糖
尿
病
型
／
病
歴

料
理
の
レ
シ
ピ
、
１
週
間
の
予
定
表
を
載

せ
て
ほ
し
い

●
70
歳
以
上
／
男
／
会
員
／
２
型
／
30
年

薬
物
療
法
で
長
生
き
し
て
合
併
症
も
出

ず
、
元
気
に
生
き
て
お
ら
れ
る
方
の
工
夫

の
仕
方

●
60
歳
代
／
男
／
会
員
／
２
型
／
20
年

文
字
が
大
き
く
な
り
、
読
み
や
す
く
な
っ

た
。
内
容
も
充
実
し
て
い
て
よ
い

●
70
歳
以
上
／
男
／
非
会
員
／
２
型
／
20
年

１
型
糖
尿
病
の
最
新
の
治
療
法
。
糖
尿
病

の
専
門
医
が
い
る
病
院
の
紹
介

●
20
歳
未
満
／
女
／
会
員
／
１
型
／
３
年

医
師
の
治
療
記
録

●
70
歳
以
上
／
男
／
会
員
／
２
型
／
27
年

『
さ
か
え
』
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を

お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
も
っ
と
見
る
よ

う
に
な
る
と
思
う

●
70
歳
以
上
／
男
／
非
会
員
／
１
型
／
28
年

最
新
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
わ
か
り
や
す

く
提
供
願
い
た
い
。
更
新
頻
度
を
上
げ
て

ほ
し
い

●
60
歳
代
／
男
／
会
員
／
１
型
／
５
年

ア
ン
ケ
ー
ト
を
機
会
に
初
め
て
見
た
。
新

着
情
報
は
大
い
に
参
考
に
な
り
そ
う
。
こ

れ
か
ら
せ
っ
せ
と
訪
問
し
ま
す

●
70
歳
以
上
／
男
／
会
員
／
２
型
／
３
年

パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
携
帯
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
望
み
ま
す

●
40
歳
代
／
女
／
会
員
／
２
型
／
17
年

■『さかえ』利用頻度

■『さかえ』掲載内容の感想

■日糖協ホームページの閲覧頻度

よく読んでいる
85％

あまり読まない
5％

月によって異なる
6％

家族も読んでいる
4％

わかりやすい
73％

よく見る
19％

月によって異なる
18％

わかりにくい
4％

見ることができない
44％

あまり見ない
22％

ときどき見る
15％

どちらでもない
5％

『
さ
か
え
』
に
望
む
こ
と
は
？

日
糖
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
望
む
こ
と
は
？



20850年のあゆみ　希望の未来へ。

　

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
状
況
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、「
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
」
人
が

48
％
で
、「
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
」
人

よ
り
も
３
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
参
加
者
か
ら
は
「
参
加
し

て
よ
か
っ
た
」
の
声
が
93
％
も
挙
が
り
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
要
望
に
は
、「
交

流
・
情
報
交
換
が
し
た
い
」「
開
催
頻
度

を
上
げ
て
ほ
し
い
」「
開
催
の
告
知
を
も

っ
と
大
々
的
に
」
と
の
声
が
多
く
、「
参

加
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
答
え
た
人
の
う

ち
、74
％
が
「
知
っ
て
い
た
ら
参
加
し
た
」

と
参
加
の
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

日
糖
協
で
は
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
糖

尿
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
の「
糖
尿
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

や
、
糖
尿
病
を
学
習
し
な
が
ら
患
者
さ
ん

ど
う
し
の
交
流
の
機
会
を
も
っ
て
も
ら
う

１
型
糖
尿
病
患
者
対
象
の
「
全
国
ヤ
ン
グ

Ｄ
Ｍ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
て
い
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
経
験
・
感
想
・
要
望
を
調

査
し
ま
し
た
。

「
糖
尿
病
患
者
さ
ん
向
け
イ
ベ
ン
ト
」に
つい
て

アンケート「日糖協に期待すること」

も
っ
と
患
者
ど
う
し
が
知
り
合
え
る
よ
う

な
機
会
が
ほ
し
い
。
1
・
2
型
、
年
代
、

発
症
年
代
ご
と
に
分
け
て

●
50
歳
代
／
女
／
会
員
／
1
型
／
27
年

中
高
年
に
な
っ
て
か
ら
１
型
糖
尿
病
に
な

っ
た
人
た
ち
と
の
交
流
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す

●
50
歳
代
／
女
／
会
員
／
1
型
／
３
年

各
地
で
頻
回
開
催
し
て
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
し
て
ほ
し
い

●
30
歳
代
／
男
／
会
員
／
1
型
／
15
年

糖
尿
病
患
者
で
あ
る
当
人
が
イ
ベ
ン
ト
等

を
知
ら
な
い
の
に
、
そ
う
で
な
い
人
た
ち

が
目
を
向
け
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
の
に
宣
伝
が

少
な
す
ぎ
ま
す

●
30
歳
代
／
女
／
1
型
／
21
年

若
者
に
糖
尿
病
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
て
あ

げ
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
の
よ
う
な
食
生
活

を
さ
せ
た
く
な
い

●
70
歳
以
上
／
男
／
会
員
／
２
型
／
12
年

■参加経験

■参加した感想■不参加理由

参加したことがある
　45％

参加してよかった
　93％

あまりよくなかった
　2％

企画から参加したい
　5％

企画内容が悪い
　5％

参加したくない
　21％

知らなかった
（知っていたら参加した）

　74％

参加したことがない
　48％

行事があることを知らない　
7％

企
画
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
？
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病
協
会
の
明
る
い
未
来

　

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
状
況
を
見
る
と
、
59

％
が
「
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
回
答
。

お
も
な
理
由
と
し
て
、「
足
が
わ
る
い
か

ら
遠
方
だ
と
参
加
で
き
な
い
」「
県
内
等
、

近
く
で
な
け
れ
ば
難
し
い
」「
通
院
中
の

医
療
機
関
で
の
開
催
を
望
む
」
な
ど
、
参

加
の
意
欲
は
あ
る
も
の
の
、
都
市
部
で
の

参
加
が
現
実
的
に
困
難
と
い
う
意
見
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、19
％
の
人
が
「
行
事
が
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
」と
回
答
。「
不
参
加
の
理
由
」

に
も
「
知
っ
て
い
た
ら
参
加
し
た
」
が
83

％
と
最
も
多
く
挙
が
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
お
よ
び
宣
伝
を
も
っ
と
積
極
的
に
行
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
目
立
ち
ま
し
た
。

も
っ
と
も
っ
と
宣
伝
が
必
要
。
い
つ
も
来

る
人
は
同
じ
な
の
で
。
通
院
で
す
ら
そ
う

で
す

●
60
歳
代
／
男
／
会
員
／
２
型
／
25
年

予
防
が
主
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
気

軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
企
画
し
て
ほ
し

い
。
糖
尿
病
と
は
関
係
な
い
ほ
か
の
イ
ベ

ン
ト
と
協
力
し
て
、
○
○
の
つ
い
で
に
参

加
と
か

●
40
歳
代
／
女
／
会
員
／
１
型
／
３
年

子
ど
も
連
れ
で
行
け
る
行
事
に
参
加
し
た

い●
30
歳
代
／
女
／
会
員
／
１
型
／
13
年

乳
が
ん
の
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
の
よ
う

に
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
し
て
ほ
し
い

●
60
歳
代
／
女
／
会
員
／
２
型
／
10
年

大
き
な
都
市
で
の
行
事
に
は
な
か
な
か
参

加
で
き
な
い

●
40
歳
代
／
女
／
会
員
／
１
型
／
９
年

『
さ
か
え
』
で
青
く
光
っ
て
い
る
世
界
中

の
建
物
を
知
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人

が
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
勇
気

を
も
ら
い
ま
し
た

●
30
歳
代
／
女
／
会
員
／
１
型
／
８
年

　

日
糖
協
で
は
、
糖
尿
病
の
予
防
と
治
療

を
め
ざ
し
な
が
ら
、
広
く
社
会
の
人
々
の

糖
尿
病
に
対
す
る
理
解
と
知
識
を
育
て
て

い
く
啓
発
イ
ベ
ン
ト
「
糖
尿
病
予
防
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ
ー
・

ワ
ン
・
シ
ー（H

bA
1
c

）認
知
向
上
運
動
」

「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
主
催
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
参
加

経
験
・
感
想
・
要
望
を
調
査
し
ま
し
た
。

「
社
会
に
向
け
た
啓
発
イ
ベン
ト
」につい
て

■参加経験■不参加理由

参加したことがある
　22％

企画内容が悪い
　3％

参加したくない
　14％

知らなかった
（知っていたら参加した）

　83％
参加したことがない

　59％

行事があることを知らない　
19％

企
画
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
そ
の
他
意
見
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ア
ン
ケ
ー
ト
「
日
糖
協
は
今
後
ど
の
よ

う
な
活
動
・
役
割
に
力
を
入
れ
る
べ
き

か
？
」
を
複
数
回
答
形
式
で
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
最
も
回
答
が
多
か
っ
た
の
は
、「
糖

尿
病
療
養
に
関
す
る
最
新
情
報
の
提
供
」。

な
か
で
も
、「
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
や
薬
の

の
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
の
新
し
い
知
識
」

「
食
事
の
指
導
」「
若
い
世
代
に
向
け
た
糖

尿
病
の
正
し
い
知
識
」
な
ど
を
求
め
る
声

が
目
立
ち
ま
し
た
。
一
方
、
２
位
以
下
で

は
、「
患
者
さ
ん
ど
う
し
あ
る
い
は
患
者

さ
ん
と
医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
機
会
を
」「
会
員
数
を
増
や
し
て
活
動

を
も
っ
と
大
き
く
」
と
い
う
意
見
が
多
く

挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　

日
糖
協
で
は
、
療
養
生
活
に
必
要
な
知

識
な
ど
の
情
報
発
信
や
社
会
に
向
け
た
啓

発
活
動
、
ま
た
世
界
規
模
で
糖
尿
病
対
策

の
支
援
を
行
う
な
ど
世
界
と
の
連
携
を
図

り
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
今
後

の
日
糖
協
の
活
動
と
役
割
に
つ
い
て
、『
さ

か
え
』
読
者
の
皆
さ
ん
の
考
え
・
要
望
を

調
査
し
ま
し
た
。

日
糖
協
の
今
後
の
活
動
・
役
割
につい
て

アンケート「日糖協に期待すること」

私
は
１
種
１
級
の
障
害
者
で
す
が
、
日
糖

協
、
東
糖
協
の
評
議
員
役
員
に
は
も
う
10

年
以
上
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
感
じ

る
の
は
、
障
害
が
あ
っ
て
定
期
的
に
通
院

す
る
人
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
通
院
で

き
な
い
人
も
多
い
と
思
う
の
で
、
そ
う
い

う
方
々
に
対
す
る
対
策
が
必
要
で
す

●
60
歳
代
／
男
／
会
員
／
２
型
／
25
年

再
生
医
療
な
ど
、
今
進
ん
で
い
る
情
報
を

詳
し
く
知
ら
せ
て
ほ
し
い

●
30
歳
代
／
男
／
会
員
／
１
型
／
20
年

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
な
ど
の
医
療
行
為
は
看

護
師
に
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
介
護
ヘ

ル
パ
ー
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
研
修
・
制

度
制
定
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
ま
た
医

療
費
負
担
軽
減
を
働
き
か
け
て
ほ
し
い

●
60
歳
代
／
男
／
会
員
／
１
型
／
５
年

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
？ 

若
い
と
き
か
ら
の
生
活
習
慣
で
な
る
の

か
？ 

遺
伝
だ
と
し
た
ら
避
け
ら
れ
な
い

の
か
？ 

な
ど
の
情
報
。
イ
ン
ス
リ
ン
を

導
入
し
て
い
る
が
、
と
て
も
面
倒
で
高
額

な
の
も
気
に
な
っ
て
い
る

●
70
歳
以
上
／
女
／
会
員
／
２
型
／
20
年

こ
れ
か
ら
の
糖
尿
病
治
療
に
つ
い
て
。
現

実
的
に
期
待
が
も
て
そ
う
な
治
療
法
に
つ

い
て
の
詳
細
を
知
り
た
い
で
す

●
50
歳
代
／
女
／
会
員
／
１
型
／
３
年

180
160
140
120
100
80
60
40
20
0

一
般
市
民
へ
の
糖
尿
病
啓
発
活
動

支
部
や
友
の
会
ど
う
し
の
連
携

世
界
の
糖
尿
病
の
あ
る
人
と
の
連
携

糖
尿
病
の
あ
る
人
の
た
め
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

糖
尿
病
手
帳
な
ど
療
養
に

必
要
な
資
材
の
充
実

糖
尿
病
専
門
医
や
療
養
指
導
士
を

増
や
し
活
動
強
化

糖
尿
病
療
養
に
関
す
る
最
新
情
報
の
提
供

日
糖
協
の
会
員
数
の
増
強

そ
の
他

■日糖協に期待する今後の活動・役割（複数回答）

糖
尿
病
療
養
に
関
す
る
最
新
情
報
の
提
供

（人）
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日
本
糖
尿
病
協
会
の
明
る
い
未
来

①
血
管
に
あ
て
る
と
血
糖
値
が
分
か
る
装

置
の
開
発
へ
の
働
き
か
け
（
国
・
企
業
）

②
糖
尿
病
に
つ
い
て
詳
し
い
歯
科
・
皮
膚

科
の
紹
介

●
60
歳
代
／
男
／
会
員
／
１
型
／
35
年

ド
ク
タ
ー
と
看
護
師
さ
ん
同
行
の
海
外
ツ
ア

ー
を
毎
年
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
健
常
者
と

で
は
無
理
な
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

●
60
歳
代
／
女
／
会
員
／
２
型
／
28
年

気
軽
に
参
加
で
き
る
ミ
ニ
集
会
の
よ
う
な

会
が
あ
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す

●
60
歳
代
／
女
／
会
員
／
境
界
型
／
３
年

専
門
の
医
師
・
看
護
師
な
ど
日
糖
協
が
中

心
と
な
っ
て
行
う
セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
。
そ
の
開
催
情
報
を
個
々
の
患
者

に
伝
え
て
ほ
し
い
。『
さ
か
え
』
が
あ
る

だ
け
で
も
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
す
が
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね

●
30
歳
代
／
女
／
会
員
／
１
型
／
８
年

支
部
間
や
友
の
会
な
ど
で
楽
し
く
活
動
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。
食
事
会
な
ど
は
年

１
回
の
み
で
す
が
２
回
は
し
た
い
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
に
は
２
回
出
て
い
ま
す

●
70
歳
以
上
／
男
／
会
員
／
２
型
／
35
年

難
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
会
員
の

一
人
と
し
て
ま
す
ま
す
の
発
展
を
切
願
す

る
。
50
年
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
、
ご
努

力
に
よ
っ
て
今
日
が
あ
る
と
感
じ
る
。
も

っ
と
身
近
な
存
在
に
な
れ
ば
と
思
う

●
70
歳
以
上
／
女
／
会
員
／
２
型
／
14
年

わ
が
友
の
会
に
は
高
齢
者
が
多
い
。
若
い

方
を
勧
誘
し
た
い
が
な
か
な
か
入
会
さ
れ

ま
せ
ん
。
若
い
世
代
の
入
会
勧
誘
企
画
を

ぜ
ひ
シ
リ
ー
ズ
に
！ 

友
の
会
の
努
力
次

第
で
し
ょ
う
か
？

●
60
歳
代
／
女
／
会
員
／
１
型
／
23
年

私
は
２
型
の
糖
尿
病
で
す
が
、
こ
の
病
気

を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
節
度
が
な
く
、
だ

ら
し
な
い
食
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
世
間

か
ら
批
判
さ
れ
、
自
分
も
家
族
も
い
つ
も

不
快
な
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
こ
の
病
気
で
あ
る
こ
と
を
隠
そ
う
と
す

る
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
糖
尿
病
に

限
ら
ず
、
世
間
の
病
気
へ
の
理
解
を
広
げ

て
い
た
だ
き
た
い

●
50
歳
代
／
女
／
会
員
／
２
型
／
７
年

自
分
も
そ
う
で
し
た
が
、
自
分
自
身
が
糖

尿
病
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
多
い

の
で
、
N
H
K
な
ど
テ
レ
ビ
番
組
で
こ

の
病
気
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す

●
70
歳
以
上
／
女
／
２
型

メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
啓
発
。
テ
レ
ビ
な
ど

で
放
送
さ
れ
て
い
る
〝
糖
尿
病
〞
は
だ
い

た
い
予
防
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
患
者

の
治
療
、
生
活
な
ど
が
知
ら
れ
る
こ
と
が

少
な
い
。
社
会
の
理
解
が
い
ま
ひ
と
つ
…

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い

●
40
歳
代
／
女
／
会
員
／
２
型
／
17
年

世
間
に
向
け
、
糖
尿
病
に
は
二
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
っ
て
１
型
は
生
活
習
慣
と
は
関
係
な

い
こ
と
を
強
調
し
て
も
ら
い
た
い
。
偏
見

や
無
理
解
を
説
得
す
る
の
に
疲
れ
ま
し
た

●
50
歳
代
／
女
／
会
員
／
１
型
／
27
年

①
糖
尿
病
手
帳
や
糖
尿
病
眼
手
帳
、『
さ

か
え
』
を
、
す
べ
て
の
病
院
の
待
合
室
や

目
に
つ
く
場
所
に
置
い
て
啓
発
に
努
め
て

ほ
し
い

②
コ
ン
ビ
ニ
と
提
携
し
て
弁
当
や
食
品
に
カ

ロ
リ
ー
表
示
を
す
る
一
大
運
動
の
展
開
を

●
60
歳
代
／
男
／
会
員
／
２
型
／
25
年

会
員
加
入
促
進
の
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の

例
を
各
支
部
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
、
も
っ

と
仲
間
を
増
や
し
、
各
自
よ
い
勉
強
が
で

き
る
よ
う
に

●
70
歳
以
上
／
女
／
会
員
／
２
型
／
28
年

会
員
数
の
増
強
と
会
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
強
化
。
電
話
駆
け
込
み
寺
＝
患

者
の
悩
み
、
相
談
ご
と
に
対
応
し
て
く
れ

る
と
こ
ろ

●
70
歳
以
上
／
男
／
会
員
／
１
型
／
７
年

患
者
ど
う
し
い
つ
で
も
話
し
合
え
る
よ
う

な
サ
ロ
ン
的
な
場
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き

た
い

●
70
歳
以
上
／
女
／
２
型
／
20
年

都
道
府
県
単
位
で
の
イ
ベ
ン
ト
、学
習（
食

事
、
運
動
、
予
防
な
ど
）
の
研
修
を
も
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

●
70
歳
以
上
／
男
／
非
会
員
／
２
型
／
20
年

イ
ン
ス
リ
ン
依
存
型
糖
尿
病
の
20
〜
30
代

の
集
ま
り
や
都
道
府
県
支
部
、
友
の
会
の

活
動
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
『
さ
か
え
』
な
ど

に
載
せ
て
ほ
し
い

●
30
歳
代
／
男
／
会
員
／
１
型
／
３
年

糖
尿
病
の
あ
る
人
の
た
め
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

支
部
や
友
の
会
ど
う
し
の
連
携

一
般
市
民
へ
の
糖
尿
病
啓
発
活
動



21250年のあゆみ　希望の未来へ。

武
田 

倬

50
周
年
記
念
事
業
委
員
会

　

日
本
糖
尿
病
協
会
が
つ
く
ら
れ
て
か
ら
半
世
紀
が
た
ち
ま
し
た
。
50
年
前
、
創
立
当
初
の
患
者
さ

ん
や
医
療
者
の
お
か
れ
た
状
況
は
、
必
ず
し
も
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
な

か
を
皆
で
糖
尿
病
者
の
た
め
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
苦
労
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
ま
た
日
糖
協
の
活
動
が

50
年
間
続
い
て
い
る
事
実
は
、
今
日
ま
で
活
動
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
お
か
げ
に
ほ
か

な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
歴
史
を
創
造
す
る
た
め
に
、
過
去
を

評
価
し
、
何
が
大
切
か
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
よ
う
に
、
２
年
前
か
ら
豊
田
隆
謙
先
生
を
中
心

に
記
念
誌
の
制
作
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
編
集
に
あ
た
っ
て
、
日
糖
協
の
歴
史
を
で
き
る
か
ぎ
り
正
確
に
記
載
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、

50
年
の
道
の
り
の
検
討
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
作
業
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
多
く
の
方
々
の

協
会
活
動
へ
の
思
い
と
力
強
い
あ
ゆ
み
が
あ
っ
て
、
今
日
の
日
糖
協
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
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こ
の
記
念
誌
に
は
、
日
糖
協
の
現
在
の
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
最
近
行
わ
れ

て
い
る
活
動
記
録
や
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
日
糖
協
が
何
を
行
っ
て
い
く
べ
き
か
を
一
緒
に
考
え
、

提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
念
誌
『
日
本
糖
尿
病
協
会　

50
年
の
あ
ゆ
み　

希
望
の
未
来
へ
。』
に
よ
っ
て
日
糖
協
を
よ

く
わ
か
っ
て
い
た
だ
き
、
社
会
に
奉
仕
す
る
役
目
を
も
つ
公
益
法
人
と
し
て
の
日
糖
協
の
活
動
が
、

糖
尿
病
が
あ
っ
て
も
健
康
に
生
き
る
会
員
一
人
ひ
と
り
の
励
み
と
な
り
、
明
る
い
未
来
に
向
か
っ
て

希
望
を
抱
い
て
歩
ん
で
い
け
る
も
の
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
さ
ん
に
思
い
が
伝
わ
る
記
念
誌
と
な

り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
取
材
に
快
く
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
日
糖
協
の
各
支
部
、
友
の
会
の
皆
さ
ま
、
そ
し

て
多
忙
な
日
常
業
務
の
な
か
で
記
念
誌
に
時
間
を
割
い
て
制
作
に
あ
た
っ
た
日
糖
協
事
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に
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申
し
あ
げ
ま
す
。
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日本糖尿病協会と連携する諸団体
（2011年 2月現在）

Japan Association For 
Diabetes Education And Care

国際糖尿病連合
（IDF）

国際糖尿病連合
西太平洋地区
（IDF-WPR）

アジア糖尿病
学会

（AASD）

日本糖尿病療養
指導士認定機構
（JCBDE）

財団法人
日本船舶振興会
（日本財団）

財団法人
日本糖尿病財団

財団法人
鈴木万平糖尿病
学国際交流財団

日本医師会 日本歯科医師会 日本病態栄養
学会

日本糖尿病協会
（JADEC）

日本糖尿病
学会
（JDS）

日本糖尿病
教育・看護学会
（JADEN）

International Diabetes Federation

International Diabetes Federation Western Pacifi c Region

Asian Association for 
the Study of Diabetes

Japan Dental 
Association

Japan Medical 
Association

Japanese Certifi cation 
Board for Diabetes 

Educator 

The Nippon Foundation Japan Diabetes 
Foundation

Manpei Suzuki
 Diabetes Foundation

Japan Academy of 
Diabetes Education and 

Nursing

 Japan Diabetes Society
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日本糖尿病協会都道府県支部一覧
◎北海道 ◎中部

◎関東甲信越

◎東北

北海道支部　011-892-3522
糖友会 栗原内科

青森県支部　017-734-5332　
渡辺病院 栄養部内

秋田県支部　018-829-5000　
秋田赤十字病院 医療社会事業課

岩手県支部　019-651-5111
（内）3757　
岩手医科大学 糖尿病代謝内科

山形県支部　023-622-7181　
至誠堂総合病院 総務課

宮城県支部　022-717-7611　
東北大学医学部
分子代謝病態学分野
糖尿病代謝科内

福島県支部　0249-25-1188　
太田西ノ内病院

茨城県支部　029-353-2800　
医療法人健清会 
那珂記念クリニック内

群馬県支部　027-362-2838　
医療法人社団清水内科

栃木県支部　0285-58-7542　
自治医科大学 内分泌代謝学教室

東京都支部　03-3373-0768　
（月・火・木・金　9:30～ 17:30）

千葉県支部　043-245-8808　
井上記念病院 栄養科

埼玉県支部　049-228-3808　
埼玉医大総合医療センター 
糖尿病・内分泌内科内
（金　10:00～ 13：00）

神奈川県支部　044-244-9913　
川崎市立川崎病院内
（水　9:30～ 16:30）

山梨県支部　055-273-9602　
山梨大学医学部  第三内科

長野県支部　0263-39-7060　
米沢光夫様方

新潟県支部　025-274-7139 　
新潟医療生活協同組合 
生協事務局

静岡県支部　054-247-6111
（内 2021）　
静岡県立総合病院 栄養指導室

愛知県支部　052-744-2187  
名古屋大学医学部附属病院 
糖尿病・内分泌内科内

三重県支部　059-231-9067　
三重大学 保健管理センター

岐阜県支部　058-230-6378　
岐阜大学病院 糖尿病代謝内科内

富山県支部　076-433-8843　
富山赤十字病院 医療社会事業部

石川県支部　076-241-2216　
堀中光治様方

福井県支部　0776-24-2410　
医療法人初生会 
福井中央クリニック 内科

滋賀県支部　077-526-8146　
大津市民病院 医療技術局栄養部

京都府支部　075-771-9313　
京都大学医学部付属病院　
糖尿病・栄養内科内

大阪府支部　06-6441-5451　
大阪厚生年金病院 内科
（月・火・水　13:00～ 17:00）

和歌山県支部　073-445-9436　
和歌山県立医科大学付属病院　
第 1内科医局内

奈良県支部　0743-63-5611　
天理よろづ相談所病院 世話部内

兵庫県支部　078-382-5868　
神戸大学大学院 
医学研究科内科学講座 
糖尿病・内分泌内科学部門

岡山県支部　086-235-7235　
岡山大学医学部 
腎・免疫・内分泌代謝内科学 
教室内

広島県支部　082-257-5198　
広島大学医学部 第二内科

鳥取県支部　0859-38-6316　
鳥取大学医学部 保健学科　
成人老人看護学講座内

島根県支部　0852-24-2111
（内）2415　
松江赤十字病院 生活指導室

山口県支部　0836-22-2251　
山口大学 第三内科

香川県支部　087-835-2222　
香川県立中央病院 内科

徳島県支部　088-633-7587　
徳島大学 
糖尿病臨床・研究開発センター 

高知県支部　088-822-1201　
高知赤十字病院 検査部

愛媛県支都　089-960-5412　
愛媛大学医学部 看護学科

福岡県支部　092-631-0656　
九州大学医学部 
第 2内科研究棟B5F　
第 2内科糖尿病研究室

大分県支部　0977-23-0777　
児玉内科医院

佐賀県支部　0952-34-2362　
佐賀大学医学部 
肝臓・糖尿病・内分泌内科

長崎県支部　0958-25-0092　
内科大坪クリニック

熊本県支部　096-365-5414　
熊本県健康センター 3Ｆ

宮崎県支部　0985-22-8015　
平和台病院内

鹿児島県支部　099-256-1218　
鹿児島栄養会館内

沖縄県支部　098-886-6955　
医療法人陽心会内

◎近畿

◎九州

◎中国・四国
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50 周年記念事業委員会委員一覧

委員長　豊田　隆謙　　東北大学名誉教授、東北労災病院名誉院長

 貴田岡正史　　公立昭和病院　院長補佐

 小杉　圭右　　大阪警察病院　副院長

 武田　　倬　　鳥取県立中央病院　院長

 津田　謹輔　　京都大学大学院人間・環境学研究科　教授

 布井　清秀　　社会医療法人聖マリア病院　副院長

 藤本　淑子　　日本糖尿病協会　顧問

 本橋　義治　　日本糖尿病協会　顧問

 吉岡　成人　　NTT東日本札幌病院　内分泌内科

（五十音順）

ご協力いただいた団体および企業

参考資料
『日本糖尿協会 20年史』（日本糖尿病協会　1986年 9月 25日発行）
『日糖協 35年のあゆみ』（日本糖尿病協会　1997年１月 20日発行）
『糖尿病学の変遷を見つめて　日本糖尿病学会 50年の歴史』
（社団法人日本糖尿病学会　2008年 9月 30日発行）

国際糖尿病連合（IDF）事務局

サノフィ・アベンティス株式会社

日本イーライリリー株式会社

日本糖尿病学会

日本糖尿病療養指導士認定機構

ノボ ノルディスク ファーマ株式会社
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